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′′・′、 紅＝詔

本書は　茨城県の委託によ娠　財団法Å茨城県教育財団が　平成　年度及び平成摘年度に発掘調査を実施
にしだいら　　　　ごあん

した　茨城県鹿鴫市太字津嚢に所在する商平遺跡及び五安遺跡の発掘調査報告書である。

2　上記の2遺跡の発掘調査期間および整理期間は，以下のとおl）である。

第1＿次調査　平成8年7月11ト平成8年10月11日

第2次調査　平成1＿0年4Jjl「1、平成10年8月3仕l

整　　　理　平成11年‘i月lつ＿i～平成‾12年3月31日
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担当した。

．∵′1　信己の2遺跡の整理および本書の執筆・編集は∴整理課長川井正・。主席調査員萩野往悟の指揮のもと，

主任調査員茂木悦男，宮崎修上が粧当した。、

発掘調査及び整理に際して　御指導　御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し　深　感謝の意を

表します。・、



凡 例

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，西平遺跡は，Ⅹ＝4，456m，Y＝67，940m，

五安遺跡は，Ⅹ＝4，160m，Y＝67，960mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から束へ1，2，3…，

とし，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼称した。

さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，C…j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称

は大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　　住居跡－SI　土坑－SK　　竪穴状遺構－SX　　溝跡一SD　　道路跡－SF　　土塁－SA

柱穴－P

遺物　　　土器－P　　土製品－DP　　石器・石製品－Q　　金属製品－M　　拓本土器－TP

土層　　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示

臣∃炉焼上納E：Ⅲ馴化　匠王∃赤彩 黒色処理
貝　Ⅲ瑚棚状施設

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帳』（小山正恩・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺構全体図は西平遺跡が縮尺270分の1，五安遺跡が300分の1とし，各遺構の実測図は60分の1の縮尺

で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについ

ては個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）住居跡の「主軸方向」は，炉または竃と出入り口部を通る軸線とし，その主軸が座標北からみて，どの

方向に，何度ふれているかを，例えば「N－100－E」のように表示した。手掛かりがない場合は南北に

近い軸線を主軸と見なした。竪穴状遺構は長軸を主軸と見なした。

なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径，B一器高，C一底径，DT高台径，E一高台高とし，単位はcmである。な

お，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P，DP，Q，M），出土位置及びその他必要と思

われる事項を記した。

（6）写真図版中の遺物に付した番号は挿図と遺物の番号である。
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所　収　 遺　跡

ふ　 り　 が　 な

所　　 在　　 地
コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間　 調査面積 調査原因

西　 平　 遺 跡
いばら　き　けん　か　しま　し
茨 城県鹿鴫市
おおあざ　つ　が　あ　や．

08222 36度 140度 38 平成8年度 4，216前 国補緊急地方道

路整備事業一般さ　にし
太字津 賀字 西 － 02分 35分 ／‾ヽh＿′ 19960701

1　　 次

だいり
平 1，262ほか 54 15秒 15秒 39m ／‾ヽ－ノ

19961011

平成10年度

19980401

～

19980831

（1，736前）

2　　　 次
（2，480 m受）

県道荒井麻生線

道路改良工事に

伴う事前調査ご　　あん
五　 安　遺　跡

いばら　き　けん　か　しま　し
茨 埴県鹿鴫市
お’　　　　　、　　ナ　ナや

08222 36度 140度 34 2，417Id
おあさ　つ　カ　あさ　し　あん
太字津賀字五安 － 02分 35分 ′‾‘ヽ－一

1　　 次

1，373ほか 79　　 04秒 11秒 37m
（1，057滴）

2　　　 次
（1，360n了）

所収 遺跡 名 種　 別 主 な酎 中　 主 な遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

西　平　遺　 跡 散布地 旧　 石　 器 剥片 縄文時代から平安時代

にかけての集落跡及び集落跡 縄　文　 時　代　 竪穴住居跡　 1 軒 縄文土器 （尖底土器）

弥　生　時　代　 竪穴住居跡　 8 軒

石器（石鉄。凹石e磨石） 中世の墓跡。

弥生土器（壷 ・広口壷・

土坑　　　　 1基

古　墳　 時　代　 竪穴住居跡　 42軒

ミニチュア土器）

石製品 （石製円板）

土師器（杯 e椀 。高杯e

土坑　　　　 1 基

奈良・平安時代　 竪穴住居跡　 21軒

土坑　　　　 2 基

柑 ・壷 ・聾 ・甑 ・手捏

土器），須恵器 （杯 ・

蓋 。嚢 e 甑），石 製模

造品 （双孔円板 ・剣形

品 e臼玉 e管玉）土製

晶 （球状土錘 ・管状土

錘 e土玉），石製品（勾

玉 ・紡錘車 ・砥石工

鉄製品 （鉄 e鎌）

土師器（杯 の壷 の嚢），

須恵器 （杯 ・盤 ・甑）



所 収遺 跡 名 種　 別 主 な時 代 主 な 遺 構 主 な 遣 物 特 記 事 項

西　平　遺∴跡 墓　 跡 中　　　　 世 士坑　　　　 8 基

溝跡　　　 1 条

道路状遺構　 1 条

地下式墳　 1 基

方形竪穴状遺構 21基

陶器，古銭

その他 時　期　 不　明 竪穴住居跡 16軒

士坑　　　　 54基

道路状遺構　 1 条

溝跡　　　 10条

古銭，石製品 （硯）

五　安　遺　 跡 その他 旧　 石　 器 剥片 古墳時代から平安時代

にかけての集落跡及び

近世の墓跡。遺跡は中

世の津賀城跡に隣接し

ている。

縄　 文　時　代 縄文土器片

弥　生　時　代 弥生土器片

集落跡 古　墳　 時　代 竪穴住居跡　 5 軒 土 師 器 （杯 ・高 杯 ・

嚢），須恵器（埠 e蓋），

士製品 （球状土鐘 e紡

錘車），石製模造品（勾

玉 ・双孔円板）

奈良e平安時代 竪穴住居跡　 6 軒 土師器（杯・高台付坊主

須恵器 （杯 ・盤 。襲）

土坑群 中　　　　 世 竪穴状遺構　 3 基

士坑　　　　 8 基

土塁　　　　 1 条

土師質土器 （皿e外耳鍋）

陶器 （椀 e香炉）

近　　　　 世 士坑　　　　 2 基 古銭，煙管

その他 時　期　不　 明 竪穴住居跡　 9軒

竪穴状遺構　 1 基

士坑　　　　 50基

溝跡　　　 15条

陶磁器，石製品（砥石e

石臼），不明金属製品
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西辛遺跡

I）Ll　西平遺跡南西部遺構確認状況（北から上

西平遺跡南西部遺構確認状況（南から）

PIJ2　西平遺跡南西部完据状況（北から上　西平
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PL3　西平遺跡中央部完掘状況（南から），西平
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PIJ4　第106㌢住居跡，第106号住居跡遣物出士状

況

I）I＿ノ5　第3・4号作中誹れ　第2号溝跡，第3・4

年肛居跡遺物出十状況，第14号住居跡・第

1号溝跡

I）L6　第14万甘凧跡遺物出士状況，第28・29・36・

37号f吊朋亦，第37号住居跡遺物出工状況

P L7　第37ぢ一住居跡遣物出土状況，第23・41号住

居跡、第1号溝跡，第23・∠11号住居跡遺物

出士状況

Il）IJ8　第41ぢ・住居跡遺物出土状況

PIJ9　第67年肛居跡，第67号住居跡遣物出工状況，

第9．1・92号住居跡

P LlO　第91・92号住居跡遺物～仕出l犬況，第91号住

居跡炉，第97号住居跡

f）IJll　第97号住居跡遺物～甘士状況，第97㌢肛居跡

炉

PIJ12　第99号住居跡，第99号住居跡遺物出土状況，

第6号土坑

PIノ13　第5・6号住居跡，第8・33号住居跡，第

6号土坑，第9号住居跡◎第7号士坑

PL14　第9・10・11・13・17弓・住居跡，第9号住

居跡遺物出土状況，第11・13号住居跡

P L15　第11・13号住居跡遺物出土状況，第13号住

居跡遺物～廿上状況，第13号住居跡竃遺物出

土状況

PIJ16　第1・2号住届潮こ，第1・2号住居跡遺物
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PIJ17　第11号仕腑凱　第11号住居跡遺物出上状況

PIJ18　第＿15号住居跡遺物出土状況・第1号溝跡，
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P L＿19　第19号住居跡，第19号住居跡遺物出土状況
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号住居跡，第1号溝跡遺物出土状況，第21

号住居跡

P L21＿　第20・22・42号・住居跡，第1号f酎亦，第23・41
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I〕IJ22　第24号什腑臥第25号住居跡遺物出十状況，
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PL23　第28・37号住居跡，第28・29・31・32・36・

37号住居跡遺物出土状況，第28号住居跡竃

PIJ24　第28・29・32・36・37号住居跡，第28・29・

31・36・37号住居跡，第29号住居跡，第121
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PL25　第33号住居跡，第6年上坑，第2・35号住

居跡，第22・42号住居跡
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PL28　第52号住居跡，第52号住居跡遺物出土状況
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第53号住居跡遺物出土状況，第55．105号

住居跡，第111・114号土坑

PL30　第56ぢ一住居跡，第56号住居跡遣物出土状況，

第56号住居跡竃
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物出土状況

PL32　第69・100号住居跡，第6・7号溝跡，第

77号住居跡，第75号土坑，第77号住居跡遺
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PL33　第82号住居跡，第82号住居跡遺物出土状況，



第85号住居跡，第87号土坑

PL34　第85号住居跡遣物出土状況，第88号住居跡，

第88号住居跡遺物出土状況

PL35　第89号住居跡遺物出土状況，第91・92号住

居跡，第29号士坑遺物出土状況

PL36　第5。12号住居跡，第9e17e33号住居跡，

第31号住居跡

PL37　第34号住居跡遺物出土状況，第28・36号住

居跡，第36・37号住居跡遺物出土状況

PL38　第48号住居跡，第10号土坑，第48号住居跡

遺物出土状況，第54号住居跡遺物出土状況

PL39　第57号住居跡，第57号住居跡遺物出土状況，

第59号住居跡

PL40　第64・65・66号住居跡，第64・65・66号住

居跡遺物出土状況，第64－67号住居跡遺物

出土状況

PL41第50e51◎52868号住矧臥　第70号住居跡

遺物出土状況，第79号住居跡

PL42　第81号住居跡遺物出土状況，第83号住居跡

遺物出土状況，第87号住居跡遺物出土状況，

第5号方形竪穴状遺構（SK－38）

PL43　第93号住居跡，第93号住居跡竃遺物出土状

況，第94号住居跡

PL44　第98号住居跡，第98号住居跡遺物出土状況，

第105号住居跡遺物出土状況

PL45　第1号地下式墳（SK－75），第3号方形竪

穴状遺構（SK－36），第4号方形竪穴状遺

構（SK－37）遺物出土状況

PL46　第9号方形竪穴状遺構（SK－43），第49号

土坑，第10e17号方形竪穴状遺構（SK－

46・67）・第64号土坑，第18号方形竪穴状

遺構（SK－68）遺物出土状況

PL47　第1e2号住居跡，第7号住居跡竃，第16。

21号住居跡

PL48　第95号住居跡，第96号住居跡，第102号住

居跡

PL49　第106号住居跡出土遺物，遺構外出土遺物

（縄文土器）

PL50　第3・14・37号住居跡虹十遺物

PL51第41号住居跡出土遺物（1）

PL52　第41号住居跡出土遺物（2）

PL53　第67・91号住居跡～虹上遺物

PL54　第97号住居跡出土遺物

PL55　第99号住居跡出土遺物

PL56　第99号住居跡e第6号土抗出土遺物

PL57　第6e889。10号住居跡出土遺物

PL58　第10・13号住居跡出土遺物

PL59　第13号住居跡出土遺物

PL60　第4elle13号住居跡出土遺物

PL61第11号住居跡出土遺物

PL62　第11。15。18。19号住居跡出土遺物

PL63　第19020e22の23号住居跡出土遺物

PL64　第24e25e27e28号住居跡出土遺物

PL65　第29032e33e35e42号住居跡出土遺物

PL66　第43e46の50。51号住居跡出土遺物

PL67　第5巨52号住居跡出土遺物

PL68　第53e55e56号住居跡出土遺物

PL69　第62・69号住居跡出土遺物

PL70　第69e77e82。85e88e89号住居跡出土遺物

PL71第17・31・34・36・48・54・57・92・100

号住居跡出土遺物，第29号土坑出土遺物

PL72　第59・65・66・68・70・79・81・83・87・

93号住居跡出土遺物

PL73　第93・94号住居跡出土遣物

PL74　第96e98elO5号住居跡出土遺物夕　第5の

117・121号土坑出土遺物，遺構外出土遺物

PL75　第2の4◎9el巨18◎20号住居跡出土遺

物，遺構外出土遺物

PL76　第22～25e28。29e32850e51号住居跡出

土遺物

PL77　第48・51～53・55～57・62・69・77・88・

89号住居跡出土遺物，第29号土坑出土遺物

PL78　第1。2。11e23e50e57e59。87e93号

住居跡出土遺物，第14号方形竪穴状遺構

（SK－59）出土遺物，第1e5号溝跡出

土遺物，遺構外出土遺物



1－）IJ79　第10・11・13・15・19・23・28・32・51・

52055062号住居跡出土遺物

PL80　第31◎48e62。66。69e886102号住居跡

出土遣物，第12e29649号士坑出土遣物，

第105号溝跡出土遺物，遺構外出土遺物

㌘監81第9610の51e57◎59e62や81893号住居

跡出土遺物，第1号方形竪穴状遺構（SK

－33）出土遺物，第1の8号溝跡出土遺物，

遺構外出土遺物

互安遺跡

PL82　五安遺跡平成8年度調査区北部完掘状況，

五安遺跡平成10年度調査区南西部完掘状況

PL83　第2号住居跡，第4号士坑，第5号住居跡

遺物出土状況，第13・l‘4・号住居跡

PL84　第14号住居跡遺物出土状況　第飢号住居跡

PL85　第21号住居跡遺物出土状況，第21号住居跡

竃，第25号住居跡

PL86　第25号住居跡遺物出土状況9第20号住矧臥

第20号住居跡遣物出士状況

PL87　第20号住居跡竃，第3◎12号住居跡，第56

6号土坑，第3号住居跡遺物出土状況

PL88　第3号住居跡遺物出土状況，第3号住居跡

竃遣物出土状況

PL89　第4号住居跡，第13号土坑，第6号住居跡，

第9号住居跡遺物出土状況

PL90　第9号住居跡遺物出土状況，第18号住居跡，

第18号住居跡遺物出土状況

PL91第18号住居跡竃e棚状施設，第1号竪穴状

遺構，第2号竪穴状遺構

PL92　第2号竪穴状遺構遺物出土状況，第4号竪

穴状遺構，第4号竪穴状遺構遺物出土状況

PL93　第4号竪穴状遺構遺物出土状況，第182

号土坑，第3号土坑

PL94　第4号土坑，第506号土坑，第60号土坑

PL95　第28号土坑，第1号土塁，第30号土坑

PL96　第36号士坑，第7号住居跡，第11号住居跡

PL97　第15号住居跡，第15号住居跡竃，第16号住

居跡

PL98　第19号住居跡，第22号住居跡，第3号竪穴

状遺構

PL99　第3号竪穴状遺構遺物山上状況，第日号土

坑，第15号土坑遺物出土状況

PLlOO　第16。17号士坑，第22号土坑，第23号士坑

PLlOl　第32号土坑，第37号士坑，第37号土坑遺

物出土状況

PLlO2　第49◎50号土坑，第49050号土坑焼士e炭

化材出土状況，第55号土坑遺物出土状況

PLlO3　第55号士坑土層断面，第18号士坑，第19

号士坑

PLlO4　第20号土坑，

P LlO5　第27号十坑，

P LlO（う　第33号士坑，

PLlO7　第38号士坑，

PIJl＿08　第∠′12号十坑，

P LlO9　第46号l口元，

PIJllO　第51号土坑，

I〕Llll　第5弟子工坑，

第24号土坑，

第29号土坑，

第34号士坑夕

第40号土坑，

第43号士坑，

第47号士坑，

第52号土坑，

第56号工坑，

第26号上坑

第31号十坑

第35号士坑

第41号士坑

第45号士坑

第48号士坑

第53号土坑

第57・58・59

号土坑

PLl12　第1号溝跡，第4号溝跡，第5号溝跡

PLl13　第6号溝跡，第7号溝跡，第7号溝跡遺

物山上状況

PLl14　第9号溝跡，第10el1号溝跡，第13号溝跡

PLl15　第12号溝跡，第14号溝跡，第15号溝跡

PL116　第2・3号住居跡と田二遺物

PLl17　第3e4e　5。609el1号住居跡出土

遺物

PLl18　第14号住居跡出土遺物

PLl19　第16・18・20号住居跡出土遺物

PIノ120　第21・25号住居跡一虹上遺物，第1・2・

3号竪穴状遺構出土遺物

PL121第4号竪穴状遺構出土遺物，第15・28・

30・32・36・37・50号土坑出土遣物

PL122　遺構外出士遺物（1）

PL123　遺構外出土遺物（2）

P L124　遺構外出土遺物（3）



第且章　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経緯

鹿嶋市と茨城県は，鹿鴫市津賀地区において国補緊急地方道路整備事業を進めている。

平成5年9月16日，茨城県潮来土木事務所は，太野村（平成7年9月，鹿島町と合併して鹿鴫市となった。）

教育委員会あてに，一般県道荒井麻生線（太野村津賀地区）建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及

びその取り扱いについて照会した。それを受けて，大野村教育委員会は，平成6年11月16日，茨城県教育委員

会あてに，一般県道荒井麻生線建設事業に伴う埋蔵文化財の所在およびその取扱いについて照会した。茨城県

教育委員会は，11月17日，事業地内の現地踏査を行い，平成7年2月20日，太野村教育委員会あてに，事業地

内に西平遺跡及び五安遺跡が所在する旨を茨城県潮来土木事務所に回答するよう通知した。回答を受けた茨城

県土木部は，3月6日，茨城県教育委員会あてに，事業地内に所在する西平遺跡（1，736Iのと五安遺跡（1，057前）

の取扱いについて協議した。これに対し，茨城県教育委員会は，3月9日，記録保存する旨を回答し，調査機

関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。茨城県土木部は，7月24日，茨城県教育委員会あてに，発掘調

査計画の変更について協議した。それを受けて，茨城県教育委員会は，7月26日，財団法人茨城県教育財団と

発掘調査計画の変更について協議した。その結果，茨城県教育委員会は，8月8日，茨城県土木部あてに，両

遺跡の調査を取りやめることと，末調査地の取扱いについては別途協議する旨を回答した。

平成8年3月4軋「茨城県土木部は，茨城県教育委員会あてに，両遺跡の末調査地の取扱いについて協議し

た。その結果，茨城県教育委員会は，3月11日，記録保存する旨を回答し，調査機関として財団法人茨城県教

育財団を紹介した。発掘調査期間は平成8年7月1日から9月30日となった。財団法人茨城県教育財団が調査

を開始したところ，確認された遺構の数が予想より多く，期間内に調査を終了させることが困難であることが

判明した。それを受けて，茨城県土木部は，茨城県教育委員会と，発掘調査計画の変更について協議した。そ

の結果，発掘調査終了時期は7月31日から8月11日と変更された。

平成10年4月1日，茨城県教育委員会は，茨城県土木部あてに，未調査地であった西平遺跡（2，480感）と

五安遺跡（1，360ni）を記録保存する旨を通知した。発掘調査期間は平成10年4月1日から6月30日となった。

財団法人茨城県教育財団は，調査を開始したところ確認された遺構の数が予想より多く，期間内に調査を終

了させることが困難であることが判明したことから，6月9日，茨城県教育委員会あてに発掘調査計画の変更

について協議した。その結果，茨城県教育委員会は，発掘調査の円滑な推進を図るために，茨城県土木部道路

建設課及び茨城県潮来土木事務所と発掘調査期間の変更について協議し，6月29日，財団法人茨城県教育財団

あてに，発掘調査終了時期を当初の6月30日から8月31日と変更する旨の回答をした。

第2節　調査経過

西平遺跡と五安遺跡の発掘調査は，平成8年7月1日から平成8年10月11日までと，平成10年4月1日から

平成10年8月31日までの期間実施した。以下，調査経過の概要を月ごとに記述する。
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平成8年度

7　　月　　8日に現場事務所と現場倉庫を立ち上げ，9日から室内補助員及び調査補助員を雇用した。

10，11日に現場事務所への発掘器材や物品の搬入等発掘調査の準備を行い．12日から西平遺跡の

樹木伐採作業を開始した√16日には五安遺跡の伐採作業も開始し，18「1からは西平遺跡の，2射‾‾‾1

からは五安遺跡のトレンチ試掘を開始した。26日には両遺跡の試掘が終了し，29日から酋平遺跡

は重機により，五安遺跡は人力により表土除去を開始した。

8　　月　　2日に西平遺跡の重機による表土除去が終了し，五安遺跡も重機による表土除去を開始した。

2日から西平遺跡の遺構確認作業を開始し，住居跡25軒，士坑10基及び溝跡6条を確認した。6

日には五安遺跡の遺構確認作業を行い，住居跡7軒，土坑10基及び溝跡3条を確認した。7日か

ら西平遺跡の遺構調査を開始した。

9　　月　　前月に引き続き西平遺跡の遺構調査を進めた。予想よりも遺構の数が多かったため，茨城県教

育委員会及び茨城県と発掘調香期間の変更について協議し．10月11日までの期間延長が決まった。つ

24日から五安遺跡の遺構調査を開始した。

10　Jj　　前月に引き続き西平遺跡と五安遺跡の遺構調査を進め，2日に報道発表を実施した。4日まで

に両遺跡の遺構調査を終了し，5日にセスナによる航空写真撮影を実施した。7日から補足調査

を行い，n目までには安全対策を含め現地調査をすべて終了した。18日に，茨城県及び鹿鴫市教

育委員会に対して，発掘調査の成果の報告を実施した。

平成10年度

4　　月 10日に現場事務所と現場倉庫を立ち上げ，13日に現場事務所への発掘器材や物品の搬入と発掘

調査の準備をした．1′川から室内補助員を雇用した。1611から調査補助員を雇用し，五安遺跡内

の清掃を実施した。17日から五安遺跡のタ　22日からは西平遺跡のトレンチ試掘を開始した。23日

に五安遺跡の試掘が終了し，人力により表土除去を開始した。

5　　月　　8日に五安遺跡の重機による表土除去と遺構確認作業を開始した。13Llからは西平遺跡の重機

による表土除去と並行してタ　五安遺跡の遺構確認作業を行い，住居跡5軒，士坑1基及び溝跡3

条を確認した。15日からは商学遺跡の遺構確認作業を表土除去と並行して行い，20日までに，住

居跡61軒，土坑30基及び溝跡7条を確認した。予想より遺構の数が多かったため，茨城県教育委

員会及び茨城県と発掘調査期間の変更について協議し，2か月間の期間延長が決まった。22日か

ら五安遺跡の，遺構調査を開始した。27日から西平遺跡をA～C区に分け，A区の掘り込みとB

区の遺構確認作業を並行して進めた。

6　　月　　前月に引き続き五安遺跡と西平遺跡の遺構調査を進めた。8日からは，西平遺跡のB区の土坑

と道路跡の調査を開始した。

7　　月　　前月に引き続き西平遺跡と五安遺跡の遺構調査を進めた。13日からは，西平遺跡のB区の住居

跡の調査を開始した。

8　　月　　前月に引き続き西平遺跡と五安遺跡の遺構調査を進め，7日から酋平遺跡のC区の遺構調査を

開始した。13日に五安遺跡の遺構調査を終了し，17日に幸艮遺発表を実施した。20日にセスナによ

る航空写真撮影を実施し，21日に56名の参加者を集めて現地説明会を開催した。24日に西平遺跡

の遺構調査が終了し，25日から補足調査を行い，26日までに安全対策を含め現地調査をすべて終

了した。
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第2章　位置　と　環境

第且節　地理的環境

西平遺跡と五安遺跡は，茨城県鹿鴫市津貿地区の鹿島台地縁辺部に所在する。津賀地区は鹿鴫市役所から北

西に約10kmの，北浦側の鹿鴫市北端付近に位置する。鹿嶋市は，平成7年9月に遺跡の所在する旧太野村と旧

鹿島町が合併して誕生したもので，鹿島台地のほぼ南側半分は鹿鴫市に含まれる。

鹿島台地は，東側の細長く南北に延びる鹿島灘沿岸低地と，西側の谷が樹枝状に入り込んでいる北浦湖岸低

地に挟まれてお娠　幅的航mで細長い。標高39～44mの洪積台地である。台地北端は那珂川河口付近である。

南は鹿嶋市の粟生付近で約20mまで標高が低くなる。北浦湖岸の沖積低地との境は，急傾斜地になっており，

樹枝状に入り込んだ谷底平野の傾斜は，谷頭と出口の標高差が約5mとゆるやかで，大部分の平野の出口の

部分に微高地部が見られる。水系はタ　台地西側の北部は西北西方向に9　南部は西南西方向に台地を開析してい

る。

北浦湖岸の地形変化を見ると，縄文時代には沖積世の海進が主要谷部に及び，弥生時代には中位湖岸低地が

形成され，以後タ　この低地に水田が開けている。また，この低地の入り組んだ地形を利用して，水運の拠点と

なる港がつくられている。

地層は，2・5～3mの厚さの関東ロームにおおわれており，その下に台地を構成する砂層がある。関東ロー

ムの最下部付近には東京軽石（TP）の薄層がみられる。

両遺跡の位置軋　東側と西側に谷底平野が入り込む中位砂礫段丘上であり，周囲が崖及び斜面で囲まれた平

坦な地域である。西平遺跡は段丘中央部から東側の急斜面に向かって広がり，五安遺跡は南西の急斜面に画し

てそれぞれ立地している。遺跡のある段丘上と沖積低地に開ける水田との比高は約34mである。調査前の現

況は畑・山林・雑種地である。．

第2節　歴史的環境

西平遺跡〈D　と五安遺跡〈2〉は，北浦に画した鹿島台地縁辺部に位置する。ここでは，両遺跡の所在す

る地域周辺のi÷な遺跡について時代ごとに記述する。

旧石器時代の遺跡は確認されていないが，志疇地区で表面採集の尖頭器が事泣告されている。
たけいかいづか

縄文時代の遺跡はタ　北浦側の台地縁辺部で早期から晩期まで確認されている。西平遺臥　武井貝塚〈3〉タ
なかむらかいづか　　　はらばたけ　　　　おおつも　　　　　いあいやま　　　　たなぎ　　　　　こばなわ

中村貝塚〈4〉，原畑遺跡〈5〉，大津茂遺跡〈6〉，居合山遺跡〈7〉，槻木遺跡〈8〉，小塙遺跡〈9〉，

磁　遺跡〈10〉，蓄電遺跡〈11〉言蒙露遺跡〈12〉，滝遺跡〈軌範遺跡〈14〉などがある。居

合山遺跡と蛭千野遺跡からは早期の田戸卜層式土器が出土している。
あけちのやかたあと　　　　　おか　　　　　まえ

弥生時代では中期から後期の遺跡が確認されている。西平遺臥　明地野館跡遺跡〈15〉，同遺跡〈16〉タ　前
の　　　　　　からすやま

野遺跡〈17〉，烏山遺跡〈18〉，小塙遺臥　大津茂遺臥　居合山遺跡などがある。明地野館跡遺跡では3軒の

住居跡が調査され，上稲書式土器の特徴を持つ広口壷が出土した。居合山遺跡からは十王台式土器が出土して

いる。同遺跡では，遺構は確認されていないが，足洗式土器が出土している。

古墳時代になると遺跡数は増加する。縄文時代の遺跡とほぼ同じ占地であり，西平遺臥　五安達臥　蛭子野
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わかきよ

遺跡夕　若清遺跡〈19〉タ　前野遺跡，居合山遺跡，槻木遺跡，同遺跡9　津貿沢遺跡夕　烏山遺跡などがある。

古墳時代前期と古墳時代中期の遺跡は少なくタ　古墳時代後期の遺跡では，西平遺跡夕　五安遺跡のほかに若清

遺跡，子塙遺臥　津賀沢遺跡，居合山遺跡などで土器の散布がみられる。同遺跡では2軒の住居跡が調査され

ている。、
わかきよ　　　　　ならげ　　　　　まえの　　　　　　いあいやま　　　　　ふたごづか

古墳は若清古墳群〈20〉9　奈良毛古墳群〈21〉，前野古墳群〈22〉，居合山古墳群〈23〉，二子塚古墳群〈24〉，

競　古墳群〈25〉，海鮮古墳〈26〉，意識古墳群〈27〉諸　古墳群〈28〉，カぎ　古墳〈29〉がある。い

ずれも北浦側の台地上に立地し，当遺跡周辺の海岸側の台地上では古墳は確認されていない。日光山古墳群1

号墳からは人骨3体と副葬された直刀，刀子が出土した。二子塚古墳群は3基の円墳からなり，1号境から円

筒埴輪が出土した。志々山古墳群は西平遺跡から北東に約500mの台地上に位置し，18基の古墳からなる。当

遺跡周辺では最大の古墳群であり，古墳時代後期のものと思われる。
かしまじんぐうきたいちのとりい

奈良e平安時代の遺跡は，酋平遺臥五安遺跡，明地野館臥前野遺臥間道臥鹿島神宮北1の鳥居〈30〉，

津賀沢遺跡がある。前野遺跡からは蔵骨器が出土している。

中世になると，北浦沿岸の沖積低地に画した台地上に城がつくられた。周辺には，五安遺跡と南側で隣接す
つがじょう　　　　たけいじょう　　　　たちはらじょう

る津賀城跡〈31〉タ　武井城跡〈32〉，立原城跡〈33〉　などがある。いずれも小規模である。

以上のように，当遺跡の周辺地城では，縄文時代から，北浦湖岸の沖積底地とそこから延びる谷底平野に画

した台地縁辺部で生活が営まれた。

※文中の〈　〉　内の番号は，表1，第＝図中の該当番号と同じである。
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0同遺跡発掘調査会『同遺跡発掘調査報告書』太野村教育委員会1981年
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第2図　西平遺跡調査区割図
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第3図　五安遺跡調査区割図
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第3章　西　平　遺　跡

第1節　遺跡の概要

西平遺跡は，鹿嶋市北部の標高38～39mの北浦に面した鹿島台地西緑部に所在する。現況は山林及び畑地で

あり，平成8年度に1，736Id，平成10年度に2，480Idを調査した。当遺跡は縄文時代早期及び弥生時代後期から

平安時代にかけて断続的につくられた集落跡と中世の墓跡である。谷を挟んだ300mほど南西には，古墳時代

後期から平安時代にかけての集落跡の五安遺跡と中世の津貿城跡がある。

遺構は，縄文時代早期の竪穴住居跡1軒，弥生時代後期の竪穴住居跡8軒，土坑1基，古墳時代の竪穴住居

跡42軒，土坑1基，奈良・平安時代の竪穴住居跡21軒，土坑2基，中世の方形竪穴状遺構21基，地下式墳1基，

道路状遺構1条，土坑・8基，溝跡1条，時期不明の竪穴住居跡16軒，土坑54基，溝跡10条及び道路状遺構1条

が検出された。遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に95箱出土している。旧石器時代の剥片，縄文土器（探

鉢片），石器（石鉄・凹石・磨石），弥生土器（広口壷），土師器（杯・高杯・椀・柑・整・甑・手捏土器），須

恵器つ杯・蓋・盤・嚢・甑），土製品（勾玉・球状土錘・管状土錘・土玉），石製模造品（双孔円板・剣形品・

勾玉），石製品（勾玉・臼玉・管玉・紡錘車・砥石・硯），鉄製品（赦・鎌），陶器，古銭等が出土している。

第2節　基本層序の検討

調査区内（Dli5区）にテストピットを掘り，基本

土層の観察を行った。観察の結果は以下の通りである（第

4図）。

遺構は第2層上面で確認した。

第1層　　厚さ18～20cmの黒褐色の表土。

第2層　　厚さ18－24cmの暗褐色のソフトローム層。

第3層　　厚さ18－24cmの暗褐色土。ローム大・中ブ

ロックを含む第1黒色帯（BBI）。

第4層　　厚さ8－20cmの明褐色のハードローム層。

第5層　　厚さ24～38cmの暗褐色土。スコリアを少量

含む第2黒色帯（BBⅡ）。

第6層　　厚さ22～42cmの褐色土。

第7層　　厚さ10～26cmの明褐色土。粘土小ブロック

を少量含む。

第8層　　厚さ10～26cmの褐色土。スコリアを少量含

むハードローム層。

38．0m　　－

37．0m　　－

－9－

第4図　西平遺跡基本土層図



節男節　遺構藍遺物

漫　縄文時機の遺構と遺物

遺構とし竃は　竪先住屠渉　軒を検出した。以署　遺構と遺物に肇齢等記載する。

屈　竪先住屠跡

第臓聾健贋妙　策　癖　囲）
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尊堂　層からなる。プ闇ツタ状の堆積状況から　鬼為堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小プロ、ソク・粒召鋸読

二三　暗　褐　色　ローム粒J′－多量

：1黒　褐　色　ロー一掃ム粒子微量　L日中はり色調が明るい

4　黒　褐　色　ローム粒子微選
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第106号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 6 図

1

尖底土器

縄文土器

B （2 4 ．9） 胴部片。横位 の沈線が施 されている。 砂粒 ・石 英 ・雲母 ・

ス コリア
橙 色普通

P 2　 5 ％ P L 4 9

南部覆土下層

（三戸式期）

2

尖底 土器

縄 文土器

B （18 ．5） 底部か ら胴部 の破 片。尖底であ る。横 位の沈線が施 されている。 砂粒 ・石英 ・長石 ・

スコ リア

橙色 普通

P 1 5 ％ P L 49

P l 横床 面

（二戸式期 ）
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第6図　第106号住居跡出土遺物実測図
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炉土層解説

1暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物微量

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　弥生土器片70点，礫5点，貝殻が出土している。第8図1・2は広口壷の底部片である。1は中央部の

覆土上層から，2は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期後乗と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C血） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 8 図 広　 口　壷 B （3．8） 底部 から胴 部の破 片。底 部は横 に突 出 している。胴部 には附加条 一種 砂粒 ・長石 ・雲母 P 3 10％ PL 50

1 弥生 土器 C　　 6 ．3 （附加 2 条）の縄 文が 施 されてい る。地 文順 は下か ら上であ る。底 部 黒褐色 中央部覆土上層
に木葉痕が ある。 普通 （弥生時代後期後葉）

2

広　 口 壷 B （4 ．3） 底部片。附加 条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。施文順 は下 砂 粒 ・長石 ・石 英 P 4　5 ％ PL50
弥生土器 C ［7 ．6］ か ら上であ る。底部 に布 目痕 がある。 明赤褐色

普通

覆土中

（弥生時代後期後棄）

二

第8図　第3号住居跡出土遺物実測図
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－．　一　‾

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第14号住居跡（第9・10図）

位置　調査区域の南西部，Dld8区。

重複関係　南東部の下半部が，第1号溝に掘り込まれていることから，第1号溝跡より古い。

規模と平面形　長軸（3．20）m，短軸4．20mで，隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は5－7cmで，横やかに立ち上がる。

床　平坦である。特に硬化面は確認できなかった。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は，長径32C皿，短径14cmの楕円形で，深さは64cmである。配置と規

模から主柱穴と考えられる。P3は，長径19cJn，短径13C皿の楕円形で，深さは18cmである。性格は不明である。

主柱穴は，長径方向が，住居の主軸方向に対して直交している。

炉　北西寄りに位置し，長径83C皿，短径58cmの楕円形で，床面を12cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，赤変硬化している。

炉土屑解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・粒子微量

3　褐　　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

－13－
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第9図　第14号住居跡実測図

・ニさ

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第10図　第14号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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遺物　弥生土器片50点，礫1点が出土している。第10図1は広口壷の胴部片で，炉内から出土している0　2・

3は広口壷の胴部片である。2は附加条一種（附加2条）の縄文が，3は単節縄文がPL施されている。

所見　本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期復業と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10図 広　 口 壷 B （5．8） 頚部か ら口緑部の破片 。口縁部 は折 り返 してい る。口縁部 の縄文 は附 砂粒 ・長石 ・石英 P 5　 5 ％ P L 50

1 弥生土器 加条一種 （附加 2 条） である。頚部 は無 文であ る。ロ縁部 と頸部 との 黒 褐色 炉内

境 に刺突文が施 され ている。 普通 （弥生時代後期後葉）

－14－



第欝考健贋静　第且　⑳柑図）

位置　調査区域の南西部，C2e4区。

重複関係　中央部から北西部を第錆号住居に　南部を第知音住居に掘　込まれていることから　両遺構よ　古

い。

親機と平面形　長軸［4．5幻mタ　短車由［4。05］mでタ　隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は3∠1～38cmで，緩やかに立ち上がる。

璧湧　北東部と南部の壁下に巡っている。上幅　～且旺m　下幅　～8cmで　断面形はU字状である。

床　東と南の壁から中央部に向かってタ　わずかに傾斜している。

ぼッ匪　且6か所（P且～P鼠6）。㌘且は径30cmの円形で，深さは85cmである。㌘2ほタ長径54cm撃短径33cmの楕

摘形で　深さは飢cmである。P　は長径墟cm　短径渕cmの楕円形で　深さは鵬cmである。P　は　径飢cmの閏

形で撃深さは85欄である。Pl～㌘4は，配置と規模から主柱穴と考えられる。P　は径器cmの円形で　深さ

こ・′、　√言′　　′∴′・′二日、、－、′、日一．ノ　二′、．、／－ノ六三）　ノ，＼　fl。、工くく、－・互・・．、無′悠．．、、．胸、ノ㍉′・ノ

あるいは楕閏形で　深さは摘～鍋cmである。性格は不明である。

炉　中央部に位置し，長径且05cm　短径犯cmの楕円形である。炉のほとんどが，第28号住居の㌘2に掘り込ま

れている、〕

遺物　弥生土器片53点が出土している。第は図　は壷の頚部片，は広口壷の頚部勘　は広田壷の底部片で撃

それぞれタ覆土中から出土している。3沓4の6は広田壷の底部片である。304は中央部の覆土中から，6

は南西部の覆土下層から出土している。　は広口壷の描線部片で　櫛歯数　本の波状文が施され撃隆帯が貼り

柳すられている。描唇部にはキザミが施されている。8は隆帯が貼り付けられタ　ロ唇部に縄文が抑圧されてい

る。9は広日義の胴部片である撃網目状撚糸文を地文にタ　菱形状に波線が施され，内側を磨り消している。鼠0

は磨右で，覆土中からJ廿上している。

所農　本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期後菓（十王台式期）と考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察麦

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第12回 づこご宝E B （3 ．8） 頚部 片。櫛歯状工具により連弧文が施されており，頚部下端には簾状 砂粒 ・石英 ・長石 P 6　5 ％ PL 50
1 弥生土器 文が施 されている。櫛歯数は 4 本である。 パミス

にぷい黄橙色普通

覆土申

（二軒屋式期）

2

広　 ＝ 壷 B （7 諸） 頚部片。上部に指頭による押圧で調整された隆帯が貼られている。隆 砂粒 ・石英 ・長石 P 7 10％ PL50
弥生土器 帯の下は，櫛歯状工具により3 条 を単位に縦区画され，区画間には波 黒褐色 覆土中

状文が充填されている。櫛歯数は 4 本である。頚部は，隆帯，下端の 普通 （十王台式期）
横区画の波状文，縦区画，区画内の波状文の順で施文されている。

3

広　 ＝ 壷 B （9．3） 底 部から胴部の破片。胴部に附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施され 砂粒 ・石英 ・長石 P 9　30％ P L50
弥生土 器 C　　 7．9 ている。 雲母 ・パミス

にぷい橙色　 普通

覆土中

（十王台式期）

4

広　 ＝ 壷 B （8 ．4） 底部 から胴部の破片。胴部に附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施され 砂粒 ・石英 ・雲母 P 8　30％ PL 50
弥生土器 C　　 6 ．0 ている。底部に布目痕がある。 長石

にぷい橙色　 普通

覆土中

（十三台式期）

5

広　 口 壷 B （3．3） 底部か ら胴部の破片。胴部には附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施さ 砂粒 e長石 ・石英 P lO lO％ PL50
弥生土器 C　　 7，2 れて いる。底部に布目痕がある。 雲母

にぷい橙色　 普通

覆土中

（十王台式期）

6

広　 口 壷 B （4．7） 底 部片。撚糸文が施されている。底部に木葉痕がある。内面の摩滅， 砂粒 ・石英 ・長石 P ll lO％ PL50
弥生土 器 C　 16．9 剥 離が著しい。 にぷい褐色

普通

南西部覆土下層

（弥生時代後期後葉）

－15－



第m図　第欝号住居跡実測図
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第12図　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

9⊂＝＞

持

田

10

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　＿」

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（C皿）幅（cm）厚さ（C皿）重量（g）

第12図10磨　　　　石 18．6 9．6 4．2 （953，4）覆上中 Q25　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL50
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篤郎考健應跡　第臓の摘砂蟻車蟻囲う

位置　調査区蟻の商商都学　監2h温区。

重複関係　北商都を第　号藩に　南部を第2号住居に掘　込まれ若齢る這藍から　両遺構濃　霧齢。

規模藍平面形　義朝　や輌耶撒　短軸　の鵬刑で　隅丸方形である。

童軸男‾‘蘭　N－22こ．－1㌔丁

壁　壁高は鯛～誠だ孤で誹　ぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　北3－や一部から東壁脛にかけ等巡り等折る。上幅　～臓紺　帯幅　～6臓　深さは航mで　断面形は

し’字形である、、．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　　ノ、

′

′′　　　′：　　′　　　　　　　　．　　　　　　　　　　‘′　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．・・・

′　′　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　！　　　　　　　　　　　　　　、　、′．′

・′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

′　、′′′　　　　三　　　　　　　　　　　　′

義援淵監m　短径溺cmの閤形で　深さは別だⅢである。出嵐　描施設に梓　ぽッ唇と配われるが　新旧齢ずれの主

′′　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　′　　　　　　　　　　二・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

ノ

，　　　　　　　　　　　　　　　’’′　　　、　　　　　　　、　　　ノ　　　　　　　　三　　　一

′　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′・′、　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．ノ′・．′ノニ　　　′

・　　′ノ　′　　　　　　・．　　　　∴　ノ　　　　　　　　、′　・・　　　　二、、′′′′　　′ご、、　ノ・‾／一

′　　　　　′　　　　′・、　′′　　　　　ノ　　′　′二　′　　　　　　ノ′　　′　　　　　　　　　　　′　′　‘　；一　　ノー　　ご′

れることから。建て替え前に使われた炉と考えられる。、

炉1土層解説
1　赤　黒　色　焼十粒J’一・歳化物・ローム小プロ・ソク中量、ローム粒J’l微量二

2　暗　赤　褐　色　廃土粒子を砂粒中量

3　暗　赤　褐　色　焼土粒子0砂粒多義

．l＿　にぷい赤褐色　ローム小プロ、ソク・粒J’1両L　焼‖粒子小量

う　にぷい赤褐色　焼十粒J’一・歳化物少量．ローム粒千微量

炉2土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・少結　焼目白∵・炭化物微量

2　極暗褐色　焼「粒つ′一少量∴　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒自微量

：1暗′ホ灰色　焼巨巨プロ・ソク小結　焼上粒Jr・少紅，炭化物・ローム粒！・微：II：

・1暗′ホ褐色　焼巨粒子j昌も　ローム粒千少量

コ　極暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量9　砂粒中量

・一一ムーーl一一181－
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囲
－37．＄m

1　2

／　′－・

一　一　′　　　　　　∴：

′・．．′．′　　／　　ノ　ン，ら′ノJ　′　　，′、，　　．′　　・　　ノニ　′ノ　．′　′

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・少鼠焼上粒了‥ローム小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　ローム粒千少量，焼怖白’‥ローム小プロ、ソク微；‾il：

：う　黒　褐　色　U－ム粒J’中量∴　ローム小プロ、ソク少量．焼「粒

子微量

の　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　迄

⑳　　　　　　　　　　　　　　　瑠m

』　　　走

・1．黒　褐　色　ローム粒J’一少鼠　ローム小プロ、ソク微量

5　暗　褐　色　ローム粒J’・少量，ローム小ブロック微量

（i　暗　褐　色　ローム粒J′・l再呈∴　ローム小ブロック微凱

旋化粒子極微量

遺物　弥生土器片2霊感　礫は点が出土している。第蟻園　は　ニチュア土器で　西部の覆土下層から出土し

′　　一′一，　　　ノ．　∴ソノ十　、、′、一、．′、、′′悠男　′′　断言′、／．、′．　‥′、、、く′　ミ．・l’、＿′

の最　新し新段階の特徴を備えている。　は南開東系の装飾壷で　建て替え後のP　の覆土上層から正位で出

′、く．　・∴t　′　‾、　－、′′　ニ　　ー　一員・ん′∴ノ∴ソ；、Iノ　・ノ、、′／．ご′′十、；／つノミ．、、　離、′さ．′ノ㌧′

－．　′ノJ　′′ノ、′、　　′、，′　　‾（′ノ÷∴‥∴　　′　　ノ、′；、く　し・つ，′　・男′∴’、′h、　′1レンt√　　，l六　㌧．．l C　′

る。　は広田壷の底部片で　南部の覆土下層から出土して折る。用は広口壷の底部片で　北部の覆土中層から

出土している。鼠は広田壷の底部片で　南部の覆土中層から出土している。温2は広m壷の打線部片で芦　櫛歯数

本による波状文が施されている。田唇部に融文が抑圧されている。臓は広打壷の日録部片で　櫛歯数　本

′ノ‥。・、ノく／言．′　ゝ一∴　　′二．．′・一．′・　∴－ノ、フ′工一′．、、　′て．　つ．′．ノ　′ノノごユー言　　；、、′∴‥ノ工∵、人　′　′

ト手法による縦区画が施され　区画間に波状文が充填されている。縄文は附加条二種（附加且条）である。蟻

は広描壷の胴部から頚部片で夕　蝉節縄文が施されタ　字状結節文が施されている。蟻は広打壷の頚部片で　附

加条一種（附加2条）の縄文が施されタ　癖が貼　柳すられている。S字状結節文が施されている。膵は広口壷

の頚部片でタ　附加条一種（附加2条）の縄文が施されタ　頚部の無文革との境には原体刺衆が施されている。且8

は広日義の頚部片で，無節の縄文とS字状結節文が施されている。19～2且は胴部片である。且9e21は撚糸文が，20

は網目状撚糸文が施されている。

一一一20－
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鞠嘲鞠聯押梱画が癖

第15図　第41号住居跡出土遺物実測図（1）
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●llrヽ－Ⅰヽヽロ・・・＝′、、　　　く、七ぶ山地L．

莞学芸整一

轟月2，
第16回　第41号住居跡出土遺物実測図（2）

第41号住居跡出土遺物観察表

10cm

L＿＿＿＿⊥＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第15図

1

ミニチュアA　　4．3丸底で体部はわずかに内攣する。内・外面ナデが施され，内面は丁寧砂粒・石英・長石P1280％PL52
弥生土器B　　2．9にナデられている。 雲母

にぷい黄橙色

普通

西部覆土下層

（弥生時代後期後葉）

2

広　口壷

弥生土器

B（6．8）

C　　5．8

器肉が厚い。無文である。 砂粒・長石・スコ

リア

灰黄褐色　普通

P1470％PL52

床面

（弥生時代後期後葉）

3

広　口壷A　16．3口唇部に縄文原体による押圧が施され，ロ緑部に波状文が施されてい砂粒・長石 P1360％PL52
弥生土器B　30．5る。口緑部と頚部との境に，横位の沈線が施され，沈線間にキザミが橙色 床面

C　　8．6施されている。頚部は櫛歯状工具による縦区画がつくられ，区画間に普通 （十王台式期）

は波状文が充填されている。櫛歯数は4本である。頚部は，縦区画，

区画内の波状文，下端の横区画の順で施文されている。胴部には附加

条二種（附加1条）の縄文が施されている。縄文の施文順は下から上

である。底部に布目痕がある。

4

璽E A　18．0頚部から口緑部の破片。口緑部は折り返している。口縁部に4本を1砂粒・石英・雲母P1620％PL52
土師器B（13．1）単位とする波状の隆帯が5か所貼り付けられていた跡が残っている。長石・パミスP7覆土上層

折り返し部分の外面は，網目状撚糸文が施されている。口緑部外面は橙色 （弥生時代後期後棄）
縦位に，内面は横位にミガキが施されている。頚部には，押圧が加え普通

られた波状を呈する隆帯が2本貼られている。

－22－



摘 番可 器 穫 序 朋 廟 器 形 の 及 び 文 様 の 特 徴　　 ！胎土 e色調 欄 成
備　　 考

広　口 壷　 B　に廿廿 胴部から頚部の破片。頚部は櫛歯状工具で縦区画され，区画間には波 砂粒・石英 ・長石 P 持 30％ P L52
弥生土器 状文が充填されている。頚部と胴部は波状文で区画されている。櫛歯 にぷい黄橙色 床面

5　　　　　　　　　　　 数は4 本である。頚部はタ　綻区軋　 下端の横区画の波状文，区画内の
波状文の順で施文している。胴部には附加条二極 （附加 1 条）の縄文

が施されている。施文服は下から上である。

普通 （十王台式期）

広 口 壷　 B （5。6） 胴部から頚部の破片。頚部は無文で，胴部には附加条一種（附加 2条） 砂粒 ・長石・有英 P 17　5％ PL 52
6　　 弥生土器　　　　　 の縄文が施されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母

橙色　 普通
覆土下層
（弥生時代後期複葉）

広′日 義　 B （7凍

7　　 弥生士器　 C　　 6．9

底部から胴部の破片。底部は横に突出する。胴部には附加条二種 （附　 砂粒 の石英 。長石 P 18　20％ PL 52
加 ユ条）の縄文が施されている。施文順は下から上である。底部に砂 雲母 覆土下層
昌痕がある。 にぷい橙色　 普通 （十王台式期）

酎 6回　 広 口 壷　 B （ア湖　 底部から胴部の破片。胴部には附加条二種 （附加 1条）の縄文が施さ　砂粒 の石英の雲母
弥生土器　 C　 6ぢ5　 れている。底部に布目痕がある。　　　　　　　　　　　　　　　 スコリア

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色

普通

P 19 20％ PL 52
覆工下層
（十王台式期）

広 口 壷　 B （2・3） 底部から胴部の破片。胴部には附加条二種 欄戦目条）の縄文が施さ 砂粒 ・石英 ・長石 P 20 10％ PL52
9　　 弥生土器　 C　 6・且　 れている。底部に布目痕がある。　　　　　　　　　　　　　　 雲母 南部覆土下層

にぷい橙色　 普通 （十王台式期）

広　＝ 壷 B （3e6） 底部から胴部の破片。底部は横に突出している。胴部には附加条二種 砂粒・有英・雲母 P 21 5％ P L52
10　 弥生土器 C ［7凍‖　 欄潮は条）の縄文が施されている。　　　　　　　　　　　　　 長石

にぷい黄橙色
普通

北部覆工中層
（十王台式期）

広 口 壷　 H （3・事　 底部臣 単節縄文が施されている㍉底部に木葉痕がある了内面の摩札　 砂粒 ・石英・雲母 P 22　5％ PL 52
11　 弥生士器　 C 15・7　 剥離が著しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スコリア

にぷい橙色　 普通

南部覆土中層

所農　本跡の時期は　出土土器から弥生時代後期複葉廿王畜式期）と考えられる。

第酢考健腰掛（第且ア◎且8◎且9回）

位置　調査区域の中央部，B3g2区。

重複関係　北東コーナー部を第69号住居に，西壁の中央部を第29号士坑に掘り込まれていることから9両遺構

より古い。

規模と平面形　長軸5。40mタ　短軸4855mで，隅丸長方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は48～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東と南東のコーナー部の壁下に巡っている。上幅16～20cm，下幅5～13cmで，断面形はU字形であ

る。

床　平坦である。全体的に硬いが芦　出入り日部と炉の間に特に硬い面が確認できた。

ぽッ睦　21か所（Pl～P2且）。P且は長径60cm，短径47cmの楕円形で，深さは79cmである。P2は，長径64cm，

短径55cmの楕円形で，深さは86cmである。P3は長径62cm，層径48cmの楕円形で，深さは90cmである。P4は，

長径59cm，短径47cmの楕円形で，深さは93cmである。P　～P鋸も配置と規模から主柱穴と考えられる。㌘5

は，長径26cm，′短径16cmの楕円形で，深さは28cmである。出入り口施設に伴うピットと思われる。P6～P21

は，長径13～36cm，短径11～28cmの円形あるいは楕円形で，深さは6～31cmである。性格は不明である。

炉　中央部よりやや北に位置し，長径93cm，短径45cmの楕円形で，床面を10cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，赤変硬化している。

炉土層解説

1黒　　　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子微量

－23－
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第膵図　第酢号住居跡実測図回
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第18図　第67号住居跡実測図（2）

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子中量

3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

遺物　弥生土器片227点が出土している。ほとんどが広口壷の小片である。第19図1は広口壷の胴部から頚部

の破片で，南部の覆土下層と西部の床面から出土して破片が接合したものである。2は広口壷の胴部から頚部

の破片で，南部入り口付近の覆土下層から出土している。3は広口壷の口緑部片で，附加条一種（附加2条）

の縄文が施され，頚部に隆帯が貼り付けられている。口唇部に原体押圧が，頚部に原体刺突が施されている。

4は広U壷の頚部から胴部の破片で，櫛歯数6本の沈線が2条施され，頚部に無文帯がつくられている。縄文

は附加条一種（附加2条）である。

所見　本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期後葉と考えられる。

第19図　第67号住居跡出土遺物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （CⅡI） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第19図 広　 口 壷 B （9 ．3） 胴 部か ら頚部の破片。頚 部は無文であ る。頚 部 と胴部は結節 文によ り 砂粒 ・石英 ・長石 P 2 3 10％ P L 5 3
1 弥生土 器 区画され，胴部に は附加 条一種 （附加 2 条） の縄 文が施 されている。 黒褐色

普通

南 部覆土下層

（弥生時代後期後剰

2

広　 口 壷 B （7 ．5） 胴部か ら頚 部の破片。頚部 は無 文である。胴部 には附加条r一種 （附加 砂粒 ・長石 ・石英 P 24 10％ P L 53
弥生土器 2 条）の縄 文が施 されて いる。 にぷい褐色

普通

覆土 下層

（弥生時代後期後葉）
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位置　調査区域の北東部，Å一一1つ17区。

重複関係　南部を第92号f廿日二掘り込まれていることから．第92号什舟誹亦より古い。．

規模と平面形　長軸3．冊111，鯨油3．70111で言偶丸方形である。・

童軸方向　N－650－E

壁　壁高は20・、30cnlで言まぼ垂直に立ち上がる√

床、上田である。、中央部から南側の範囲に硬化面が確認できた。、，

．　　　′ノ　　　′　　　　　：．＿、′・′、こ∴　言、　′′二　　　′　′　　√′．．′：　′∵∵、．、伯．′：∴　ノ′′′　′こ　′ノ．′

．：　：、、∴∴、、′ご．1　　　　　与．く；上．　∴1′く　こ′く・一二の－．・言、　上三　つ、∴，、∵、、．圭′：ノ　、′上、　一、′∴∴′　こ、′

短径2・祉mの楕円形で．深さは5t）cmである．、、、Pl＿、I十1は，配置と規模から主柱穴と考えられる、一、

．．、　　′、・　　　　∴ノ・．、　′1、の　　言・　ノ・、　ハ　　　′、、l－′　召、J′．／・ハ′ハ＼‘′・′了ニ　′′′

は，赤変f酎ヒしているし、

炉土層解説

1　黒　褐　色　焼目白′一・歳化粒J’一・ローム粒J′一少㍍∴　焼「小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　焼上粒J′・・炭化粒√・ローム粒J′・少＿；I呈∴　ローム小ブロック微量，焼巨トブロック極微量

：i　暗　褐　色　焼「小プロ、ソク・焼巨粒！一・ローム粒ナ少量．炭化粒千微量，ローム小プロ、ソク極微量

覆土　4層からなる。、レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる．

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’・少量．炭化粒自散量．ローム小プロ、ソク極微量

2　黒　褐　色　焼上粒J’・中量．炭化粒j’・・ローム粒j’l小結　ローム小プロ、ソク微量

こう　暗　褐　色　ローム粒J’・少量．炭化粒Jナー微鼠　ローム小ブロック極微量

11暗　褐　色　ローム粒J’l中量，炭化粒J’・・ローム小プロ、ソケ微量

′　′　　′　．′　二　・．：．．一一　　　、一　　′1二、′′′・く・＿．・，′　　　′ニ　：1、二　．、．一男h′　、・、十．ノ

上している。2・3は石製［‾l‾J板であるこ、2は束コーナー部の．3は西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は言旧二上器から弥生時代後期後葉（主上台式期．）と考えられる、一一・．

第狙号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第21図

1

広　＝ 壷 B （19滴 胴部から頚部の破片。3 条を単位とする櫛歯状工具による縦区画が施 砂粒 ・石英 ・長石 P 25 15％ P L53
弥生士器 され，区画間に波状文が充填されている。櫛歯数は5 本である。頚部 にぷい褐色 中央部覆士下層

は，縦区画．区画内の波状文． 卜端の横区画の波状文の順で施文され 普通 （十王台式期）

ている。胴部には附加条二種 （附加 1条）の縄文が施されている。施

文順は下から上である。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

斤 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

2 石　 製　 円　 板 6 ．6
1
6 ．9 L 2 （89 諸） 砂　　　　 告 Q l　 東 コーナー部床面　　　　 P L 5 3

3 石　 製　 円　 板 7 ．8 7 ．3 1．4 （1 28 。5） 砂　　　　 岩 Q 2　　 西 コーナー部床面　　　　 P L 5 3

…㍊讃「…
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第20図　第91号住居跡実測図

第21図　第91号住居跡出土遺物実測図
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位置　調査区域の北東部，A5ビ∴1区。

規模と平面形　南部は調査区域外である㍉　長軸　は．67）11l。短軸6．55111で，隅丸長方形と推定される。、、

童軸方向　N－11＿〇一W

壁　壁高は＿12、30cmで，ほぼ勘狛二立ち上がる、、

床　西から東に，わずかに傾斜している、「北東部は大きく撹乱きれている．一巨矢部から東西壁に広がって硬化

面が確認できた、、、

ピット1Oか所（Pl～PlO主　Plは長径3（うcm，短径33cmのほぼ円形で∴深さはこ19cmである。P2は，長径53cm．

毎径∴12cmの楕円形で言莱さは57cmである、、PlとP2は，配置と規模から主柱穴と考えられる。－、P3は，径18cm

′′　　言、こ　．一・‘′・　く′．′ノ　∴　ノ′　′、　　′．　∴　　　　　一：′　　　ニさ、、．こ、　′、て′．・‥．の　ソ′行．

るいは楕廿彬で．深さは黙ト43cmである√　ノ性格は不明である、、

炉　中央部に位置し，長径88cm，短径58cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉である、「炉床は，

赤変f酎ヒしている、－、

炉土層解説

1　黒　褐　色　焼＝粒子・ローム粒J’一少量．炭化粒自微量

2　黒　褐　色　焼目白’・つ封じ粒J’一・ローム粒J’一少Fi‾l∴　ロームl巨プロ・ソク微量

．ノ．′　　　　　　′　′ソ　∴′、′、′′　′ノ．　く′　′　r　！　一．′　′．

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒j’一少量，焼巨拉丁一・炭化粒Jつ糾占　ローーム小プロ、ソク極微昔＿

2　黒　褐　色　ローム粒J’・少量，焼出自’一・歳化粒j’・・1コーム小ブロック微；ll：

：う　暗　褐　色　ローーム粒J’一少量・ローム小ゾロ、ソク微：古　炭化粒＝酢微量

－1黒　褐　色　U－ム粒J’一少量．炭化粒J′一・日ーム小ブlJ、ソケ微量

遺物　弥生上器片12扉、－∴　礫3点が出i二している．、、、第2こ4図1は広口壷のIl縁部片で，中央部の覆十卜層から出

上している。、．2は広口壷の胴部片で，北コーナー部の覆土下層から出上している、「3　e　∠4は広口壷の底部片で

ある、、3は覆回－から，4は北コーナー部の床面からそれぞれ出上している。、（うは広口壷の11線部片で，l附加

条一種（附加2条）の縄文が施され　持唇部は原体抑圧されている。　ほ広田壷の頚部片で櫛歯数　本でY字

状の文様が施され撃棒状工具による抑圧が施された2本の隆帯を巡らしている。　は石製閏板で　中央部の覆

回l層から出上している。、．

所鳳　　は太洗紺の髭釜遺跡の第舶号住居跡出土の広持壷と文様構成が似ている。本跡の時期は　出土土器か

ら弥生時代後期後葉と考えられる、＿、

第鮮号佳屠跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24 回 広　口　壷 Å　白3 ．0］ 胴部から打棒部の破片。口唇部に縄文原体による押圧が施されている。 砂粒 ・石英 ・長石 P 26 20％ PL54

鼠 弥生土器 B （12 ．1） 頚部は無文であ り，目線部と胴部には，単節縄文が施されている。 スコリア

暗褐色　 普通

覆土中

（弥生時代後期後鄭

2

てこ吏ご箋芝
弥生工器

B （23 月） 胴部上位の破片。附加条…一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。 砂粒 ・石英 ・長石

にぷい橙色

普通

P 27 20％ PL54

覆土中

（弥生時代後期複葉）

広　口 壷 B （3 。7） 底部から胴部の破片∴胴部には附加条 ・種　 し附加 2 条）の縄文が施さ 砂粒 ・石英 ・長石 P 28　5 ％ PL54

3 弥生士器 C ［7 ．6］ れている。底部に布目痕がある。 明赤褐色

普通

覆土中

（弥生時代後期後部

広　口　壷 B （3 ．3） 底部から胴部の破片。胴部には附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施さ 砂粒 ・石英 ・長石 P 29　5 ％ PL54

4 弥生土器 C ［7 ．8］ れている。底部に木葉痕がある。 スコリア

明赤褐色　 普通

覆土中

（弥生時代後期後葉）

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）恒房 （cm）！厚さ（cm）l 重量（g ）

5 石　製　 円　板
4・8 ！ 5可 ＋ 上目 （鋸 ） 砂　　　　 岩 Q 3　　 中央部覆土中層　　　　　 PL 5寸

－28－
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第23図　第97号住居跡実測図（2）

範軸喝m膿癖画廊頑

第24図　第97号住居跡出土遺物実測図
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第99号住居跡（第25・26図）

位置　調査区域の中央部，B3g5区。

重複関係　西部から中央部を，第7号溝に掘り込まれていることから，第7号溝跡より古い。

規模と平面形　東部は調査区城外である。長軸4．34m，短軸（1．37）mで，隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は25～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。南西部主柱穴の周囲に硬化面が確認できた。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径55cm，短径25C皿の楕円形で，深さは71cmである。P2は，長径25C皿，

短径20cmの楕円形で，深さは88cmである。配置と規模から主柱穴と考えられる。

－30－
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覆土　4屑からなる。、レンズ状の堆積状況から。自然堆積と考えられる、・し．

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ノク微量

2　暗　褐　色　ローム粒J’・中量，ローム小プロ・ソク少量

3　褐　　　色　ローム粒J’斗喘∴　ローム小ブロック少鼠　ローム中プロ・ソク微量

こ′1　暗　褐　色　ローム粒J’・少品　ローム小・中ブロック微量

遺物　弥生土器片姐点と炭化樹が出土している。第26回温～複は広田壷である。lは酋壁脇の床面からタ　2の

3・4は南西部のPlの覆土の上に置かれたような状態で出士している。

所見　本跡の時期は言仕上土器から弥生時代後期後葉と考えられる。

第鱒号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第26図

1

広　 ＝ 壷 A　 15 。4 底部 は横 に突出 して いる。 口唇 部に縄文原体 による回転押圧が施 され 砂粒 P 30 80％ P L 5 5

弥生土器 B　 27 ．4 てい る。頚 部は無文で ある。 日経 部 と胴部 には附加条 一種 （附加 2 条） にぷい褐色 床 面

C　　 7 ．8 の縄文が施 され，目線部 には，原体 に よる刺突文が施 されてい る。底 普通 （弥生時代後期後葉）

部 に木葉痕 がある。

2

広　 口 壷 A ［15 諸］ 二段 の複合 目線 で，原体刺栗 を 2 列巡 らせ，間に，2 個 を 1 単位 とす る 砂粒 P 3 1 80％ P L 5 5

弥生士器 B　 2 6 ．8 癌が貼 り付 け られてい る。折 り返 し部直下 と胴 部には附加条一種 （附加 橙色 P l 上

C　　 8．1 2条）の縄文が施 されてい る。頚部 は無 文であ る。 普通 （弥生時代後期後鄭

3

広　 日 義 B （1 8．4） 目線 部欠損。底部 は横 に突出 している。頚 部は無文であ る。胴 部には 砂粒 ・石 英 ・長石 P 32 60％ P L 55

弥生土器 C　　 7．1 附加 条一種 （附加 2 条）の縄文が施 されている。底部 に木葉痕 がある。 明赤褐色

普通

P l 士

（弥生時代後期複葉）

4

広　 口 壷 B　 O ．2） 口縁 部欠損。胴部 は，断面楕 円形状に歪んで いる。頚 部は無文であ る。 砂粒 ・石英 ・長石 P 33 60％ P L 55
弥生 土器 C　　 6．5 胴部 には附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施 されてい る。底部 に木葉 にぷ い赤褐色 P l 士

痕が ある。 普通 （弥生時代後期後葉）

－31－
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第26図　第99号住居跡出土遺物実測図
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第6考量琉（第27の28回）

位置　調査区域の南西部．D＿ld5区J

重複関係　第8。33号住居に掘り込まれていることから　両遺構よ　古い。

規模藍平面形　長径（複。92）m撃　短径2．04mの不定形で　深さは　～ほcmである。

長径方向　N一∠160－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　＿lIll状であるJ

積立　2層からなる。プロッタ状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

色
色

褐

説解
窯
褐

層土
　
1
　
ワ
】

ローム粒J’一少量，炭化廿・炭化粒J’・・ローム小ブロック微量

ローム粒r中量∴　ローム小プロ、ソク少量

遺物　弥生土器片9点が出土している。第28図1は広田壷の底部から胴部の破片でタ　底面から出土している。

は広口壷の頚部片で　櫛歯数　本でス嘗　ッ　手法による綻区画が施され　区画間に波状文が充填されている。

ほ広打壷の胴部片で　頚部の文様帯と胴部を　キザミを　つ隆帯と連弧文で区画している。縄文は摩滅が著

しいため不明である。

所農　本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期複葉　廿王台式期）と考えられる。

言！、＼′

第罪因　第　号蓋琉実測図
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第28図　第6号土坑出土遺物実測図

第6号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

3　　　　」＝⊥＿＿＿＿」　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第28図広　日東B（5．8）底部から胴部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施砂粒・石英・長石P3420％PL56
1 弥生土器C　　6．6 されている。 雲母

橙色　普通

底面

（十王台式期）

3　古墳時代の遺構と遺物

遺構としては，竪穴住居跡42軒（中期5軒，後期37軒）と土坑1基（後期）を検出した。以下，遺構と遺物

について記載する。

（1）竪穴住居跡

第6号住居跡（第29・30図）

位置　調査区域の南西部，Dl f3区。

重複関係　本跡は，北部を第38号住居に，南部を第5号住居に掘り込まれていることから，両遺構より古い。

規模と平面形　北西側の半分は調査区城外である。長軸（3．00）m，短軸（2．00）mで，方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は21cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸が認められる。

覆土　2層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片36点，礫1点が出土している。第30図1は土師器高杯で，東部の覆土中層から出土している。

2・3は土師器小形相である。2は覆土中から，3は東部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と体部が長くなった2の土師器小形相等の出土土器の特徴から5世紀第2四

半期頃と考えられる。

－34－



第調図　第　号健腰跡実測図

第期囲　第　号住居跡出藍遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

2m

し．二∴＿＿．J一二‥．、＿‥∴

‾‾：：：：‾‾‾　‾

二二二≠

図 版番号 券　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第3 0 図

1

高　　 杯

土 師 器

A ［17 ．5］

B （7 ．3 ）

杯 部 片 。体 部 は 直 線 的 に外 傾 す る 。 体 部 内 面 ナ デ ， 外 面 へ ラ磨 き。 長 石

橙 色

普 通

P 45 30 ％ P L 5 7

東 部 覆 土 中 層

2

小 形 柑 A　 ll ．4 体 部 か ら目 線 部 の 破 片 。 口縁 部 は 目線 部 内 両 横 ナ デ， 一 部 横 方 向 の 長 石 ・石 英 P 46 60％ P L 57
土 師 器 B （4 ．8 ） 内攣 気 味 に 外 傾 す る。 へ ラ磨 き。 外 面 横 ナ デ ， 一 部 縦 方

向 の へ ラ 磨 き。

橙 色

普 通

覆 土 中

B （6 ．8）

C　　 4 ．8

底 部 か ら体 部 の破 片 。 平 底 。 体 部

は 内 攣 し な が ら立 ち 上 が る。

体 部 内 面 ナ デ ， 外 面 へ ラ ナ デ 。

3

小 形 紺 A ［8 ．8 ］ 体 部 か ら日 縁 部 の破 片 。 体 部 は内 目 線 部 内 面縦 方 向 の ナ デ ，外 面 横 長 石 ・石 英 P 47 30 ％ P L 5 7
土 師 器 B （7 ．9 ） 攣 し， 目 線 部 は 内 攣 気 味 に外 傾 す ナ デ 。 体 部 内 面 ナ デ 。 外 面 上 位 ナ 明赤 褐 色 東 部 覆 土 中 層

る。 デ ， 下 位 へ ラ ナ デ 。 休 部 内面 に輪

積 み 痕 。

普 通

－35－



第8号健腰跡（第3且◎32図）

位置　調査区域の南西部，Dld5区。

重複関係　本跡が第6号土坑を掘り込み，南コーナー部を第15号住居と第1号溝に掘り込まれていることから，

第6号土坑より新しく，第15号住居跡と第1号溝跡より古い。

規模と平面形　北西部は調査区域外である。長軸（7。88）m，短軸（4。35）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－390－E

壁　壁高は23～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。北西部から炭化材が出土している。

ぽッ睦　7か所（Pl～P7）。Plは長径58cm，短径38cmの楕円形で，深さは46cmである。P2は径60cmの円

形で，深さは45cmである。Ple P2は配置と規模から主柱穴と考えられる。P3は長径46C恥　短径37cmの楕

円形で，深さは21cmである。位置から補助柱穴と考えられる。P4は径32cmの円形で，深さは36cmである。P5

は径24cmの円形で言深さは姐雄である。P6は径32cmの円形で，深さは26cmである。㌘7は長径65cm，短径50cm

の楕円形で　深さは膵cmである。P4～7は，いずれも性格は不明である。

尊堂　2層からなる。炭化材とロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　炭化材中量，ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化材・炭化粒子eローム粒子中量

遺物　土師器片153息　須恵器片1点，礫1点が出土している。第32図1は土師器椀で，北部の覆土中層から

出土している。2e3は土師器嚢で，北部の覆土中層から出土している。須恵器片は混入と考えられる。4は

不明石器である。覆土中から出上している。〕

新風　本跡は，床面と覆土下層から炭化材が多量に検出されたことから，焼失家屋の可能性がある。本跡の時

期は，遺構の形態と，単日縁で目線部下にわずかにパケ目調整痕を残す1の土師器椀等の出土土器の特徴から

5世紀前半頃と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第32図 椀 A　　 8 ．9 目線部一部欠損。丸みを帯びた平底。 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 ・赤色 P 4 8 98％ P L 5 7

1 土 師 器 B　　 8 ．1

C　　 3．9

体 部は内攣 しなが ら立 ち上が り，

日録部は外傾す る。

ー一部へ ラナデ。内面 ナデ。 粒子　 にぷい橙 色

普通

北部覆土中層

2

嚢 A ［18 ．0］ 体 部か ら目線部 の破 片。体部 は内 目線部 内面横 ナデ，外 面縦方 向の 長石 の石英 P 4 9 40％ P L 5 7

土 師 器 B （24 ．9） 轡 し，目線部 は外 反す る。目線端 ナデ。体部 内 ・外 面ナデ。体部 内 橙色 北部覆土中層

部はわずかに上方 につ まみ上げ ら

れてい る。

面 に輪積み痕。 普通

3
嚢 A　 14 ．5 日録部片。口縁 部は緩 く外 反する。 口緑部外面横 ナデ，一部縦方向 の 長石 ・石英 ・雲母 P 5 0 10％ P L 5 7

土 師 器 B （4 ．4） ナデ。内面横 ナデ。 明褐色　 普通 北 部覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第32図4 不　 明　 石　 器 10．7 8．2 4 ．1 （112．0） 軽　　　　 石 覆　 土　 中 Q 4
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C＝）
第32図　第8号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第9号住居跡（第33・34・35・36図）

位置　調査区域の南西部，DIc7区。

重複関係　本跡は，東部を第10号住居跡に，北コーナー部を第13号住居に，南部を第7号土坑に掘り込まれて

いることから，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸5．33m，短軸5．24mで，方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は11～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東壁の下と南西壁の下に巡っている。上幅6～16cm，下幅2～10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。中央部に硬化面が認められる。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは長径84C皿，短径72cmの楕円形で，深さは57cmである。P2は長径71cm，

短径61cmの楕円形で，深さは44cmである。P3は径55cmの円形で，深さは49C皿である。P4は径65cmの円形で，

－38－



六、一′1、一い立7．’　’′・ハ：一一一：∴∴′、J　ノ’一・㌦、、・′∴－．′し′・．　∴了／ニ′し　の，．言一、！∴l′・J、二ご＿言

ある。位置から　出入　日施設に伴　ピットと考えられる。P　は長径偏）cm，短径57cmの楕円形でタ　深さ

は3艶mである。補助枝先と考えられる。P　は長径姐cm　短径器cmの楕円形で　深さは飢cmである。性格は不

明である。、

尊堂　7層からなる。ロームプロッタを含んでいることからタ　Å為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・少量．焼‖粒子・炭化粒J’1微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子中量

：う　暗　褐　色　ローム粒j′一少量．焼土粒千・ローム小プロ、ソク微量

Ll　暗　褐　色　ローム粒子少量L焼出立千・ローム小プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　炭化粒J’・少量．ローム中ブロック・小プロ、ソク・

粒子微量

（ミ　暗　褐　色　ローム申ブロック・小ブロック・粒J’・少量

7　褐　　　色　ローム中ブロック・小プロ、ソク・粒J’一中量

遺物　土師器片鍋点　須恵器片軋蕪　礫用意　不明土製品　意　不明鉄製品　点が出土している。第35の36

囲且～3ほ土師器増である。且は中央部の覆土中層から，2は南部の覆土上層から，3は覆土中から，それぞ

れ出土している。　～　は土師器壷である。4は南部の覆土中層から汐　5◎6ほ西部の覆土上層からタ　それぞ

れ出土している。　～且は土師器登である。　は南部の覆土下層から出土した破片と西部の覆土上層から出土

した破片が接合したものである。8は西部の覆土上層からタ　は出入　持付近の覆土下層から，腑は西部の覆

土中層から出土している。Ⅲは中央部の覆土下層からタ　それぞれ出土している。ほほ炉器海で　酋コーナー部

の覆土中層から出土している。13は球状土錘で　覆土中から出土している。Ⅲは鉄鎌で　東コーナー部の覆土

日商から出土している。15は不明鉄製品で∴束コーナー部の覆土上層から肛上している。

所農　本跡は，北東壁の中央部が，長径150cmタ　短径129cm，深さ30cmの円筒形状に掘り込まれている。粘土や焼

土等の生活の痕は残っていなかったが，踏み固められたと思われる硬化面が確認されたことからタ一定の期間，

太の生活の場となっていたと思われる。本跡の時期は，平底の2の土師器小形相と打線部に段を有する6の土師

器壷夕体部にハゲ目調整痕が残る8参10の土師器嚢等の出土土器の特徴から5世紀第1四半期頃と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第35回 柑 B （3 4 ） 底部 か ら体部の破片 。 くぼみ を持 体部内 。外面ナ デ。 長石 ・石 英 ・雲母 P 51 40％ P L 57
1 土 師 器 C　　 2 ．6 つ平底 。体部 は内攣 しなが ら立ち

上が る。

赤色粒子　 橙 色

普通

中央部覆土下 層

2

柑 A　　 9．8 ロ縁部一 部欠損。平底。体 部は直 目線 部外面ナデ， 一部縦方向のへ 長石 ・黒色粒 子 P 5 2 7 0％ P L 57
士 師 器 B　　 5。6 線的 に外傾 して立 ち上が り，目線 ラ磨 き。内面ナ デ，一部横方向の 橙色 南部覆土中層

C　　 5．2 部は内攣気 味に外傾す る。 へ ラ磨 き。体部外面 ナデ，一部横

方 向のヘ ラ磨 き。 内面 ナデ。

普通

3

柑 B （2．9） 底部か ら体部 の破 片。突出 した平 体部 内 ・外 面ナデ。 内 e外 面に指 長石 ・石英 ・砂粒 P 53 2 0％
工 師　 器 C　　 3．2 底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が

る。

頭庄痕。 にぷい橙 色

普通

覆 土中

4

こことご寛ぎ B （23 ．0） 体 部か ら目線部 の破 片。体部 は内 体部及 び目線 部内 e 外内面 ナデ。 長石 ・石英 ・砂粒 P 54 20％ P L 57
土 師 器 攣 し，目線部 は強 く外反す る。 赤色粒子　 橙色

普通

南部覆土 中層

5

二土ご隻琵 B （5 ．4） 体部 片。体部 は内攣 し，目線 部に 体 部外面上位 ナデ，下位 へラ磨 き。 雲母 P 5 5 10％
士 師　器 至 る。 内面ナデ。 橙色

普通

西部覆土上層

6

－ことご寛 A ［2 1．2］ 口縁部片。 目線部は外反 し，目線 目線 部外面縦方向の磨 き，折 り返 長石 P 56　5 ％
土 師 器 B （5．3） 端部 は折 り返 されて いる。 し部横 ナデ。内面横方 向のへ ラ磨

き。

にぷい橙色

普通

西部覆土中層
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第測園　第　号住居跡実測図佃

0　　　　　　　　　　　　　2m
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 6図 嚢 A　 1 9．0 体 部か ら目線部 の破 片。体部は内 目線部 内 ・外 面ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 57 4 0％ P L 57
7 土 師 器 B （12 ．1） 攣 し，日録部 は短 く，緩 く外反す ラナデ， 内面 ナデ。体部 内面 に輪 橙色 南部覆土下層

る。 積み痕。 普通 西部覆土上層

第 35図 聾 A （2 1．0） 体部 か ら目線部の破片。体 部は内 目線 部内 ・外面 ナデ。体部外面ハ 長石 ・石英 ・雲 母 P 58 1 0％
8 士 師 器 B （17 ．7）

C ［17 ．6］

攣 し， 目線 部は緩 く外反す る。 ケ 目整形後， ナデ。 にぷい橙色

普通

西部覆土上の下層

底部か ら体 部の破 片。底部 は突出

した平底。体 部は内攣気味 に外傾

して，立 ち上 がる。

体部外 面パケ 目整形後 ，ナデ。内

面 ナデ。

第 3 6図 棄 A ［18 ．6］ 体 部か ら目線部 の破 片。体部 は内 日録部外両横 ナデ。内面上位横 ナ 長石 8石 英 P 5 9　5 ％
9 土 師 器 B （4 ．7） 攣 し，目線部 は外 反する。 デ，下位へ ラ削 り。体部内 ・外面 にぷ い橙色 出入 り＝付 近覆

ナテさ。 普通 土下層

10

嚢 A　 l l．5 体部一 部欠損。突 出 した平底 。体 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 6 0 7 0％ P L 57
土 師 器 B　 12 ．9

C　　 4 ．5

部 は内攣 し，目線部 は短 く外 傾す

る。

パ ケ 目整形後， ナデ。 橙色

普通

西部覆土下層

11

4、形 嚢 A ［7 ．2］ 体部か ら目線 部の破片。体部 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 ・雲母 P 6 1 5 ％
土 師 器 B （3．7） 攣 し， 目線 部は短 く外傾す る。 パ ケ 目整形，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

中央 部覆土下層

1 2

炉 器 台 B （6．2） 底部か ら体部 の破 片。平底。体部 体部 内 ・外 面ナデ。 赤色粒子 ・砂粒 P 6 2 10％
土 師 器 C （1 0．6） ほほほ垂直 に立 ち上 が る。 にぷ い橙 色

橙色

西 コー ナー部覆

土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第36図13 ′球　状　 土　錘 3．1 2．8 0．8 25．0 覆　 土　 中 D P ll　　　　　　　　　　　　　　　 pL 75

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g）

第36図14 鉄　　　　 鎌 （14 ．6） 3 ．4 （0 ．6） （45 ．0） 鉄 覆　 土　 下　 層 M 2　　　　　　　　　 PL 81

15 不 明鉄 製 品 （6．6） （1．4） （1．2） （17 ．0） 鉄 覆　 土　 中　 層 M 3　　　　　　　　　 P L81
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第36図　第9号住居跡出土遺物実測図（2）

第10号住居跡（第37・38・39図）

位置　調査区域の南西部，Dlb8区。

重複関係　本跡が第9号住居跡を掘り込み，北部を第11号住居に，西部を第13号住居に掘り込まれていること

から，第9号住居跡より新しく，第11・13号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸（4．63）m，短軸（2．83）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－540－E

壁　壁高は10～17cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁の下と南東壁の下に巡っている。上幅10～36cm，下幅4～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。炉脇から焼土が検出された。

ピット1か所。Plは長径43cm，短径32cmの楕円形で，深さは21cmである。性格は不明である。

炉　中央部から北東寄りに位置している。長径41cm，短径19cmの楕円形で，床を3cmほど掘りくぼめた地床炉

である。

炉土層解説
1極暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
2　暗赤褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム大ブロック・粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片565点，須恵器片2点，土製品1点，礫1点が出土している。遺物は，第9号住居跡と接する

西部と，北壁側から集中して出土している。第38・39図1～7は土師器杯である。1は北壁側の覆土中層か

ら，2～7は西部の覆土中層から，それぞれ出土している。8は土師器相で，西部の覆土中層から出土してい

る。9は土師器壷で，西部の覆土中層から出土している。10～14は土師器嚢である。10～13は西部の覆土中層
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第摘骨佳屠跡出土遺物観察兼

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38図 杯 Å　 12 ．2 目線部一部欠損。丸 みを帯びた平 ＝縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 長石 ・石 英 ・雲母 P 6 3 9 5％ P L 5 7

温 土 師 器 B　　 5 ．2 底．体 部は内攣 しなが ら立ち上が ヘ ラ削 り， 内面 へラ磨 き。内 ・外 赤色 北 壁際覆土中層
り， 口縁 部はほぼ 直立する√ 面赤彩。 普通

杯 Å　 白木7］ 底部 か ら目線 部の破片㍉　平底 ㍉体 目線 部内 ・外面横 ナデ㍉体部外面 長石 の石英 P 6 4 30％

2
土 師 器 8　　 5．8

C　　 3．6

部 は内増 しなが ら立 ち上 が り，＝ ヘラナデ，内面 ナデ㍉　内 ・外面赤 明赤褐色

普通

西部 覆土 中層
縁部 との境 に明瞭 な稜 を持 つ∵　＝

縁部 は短 く外傾 する。

彩。

杯 A ［1 3．7］ 休部か ら口縁部 の破片こ休部 は内 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外 面 長石 ・石英 ・雲母 P 6 5 25％ P L 57
3 土 師　 器 B （5 ．2） 暫 し， ‖縁部 との境 にわずか な稜 ヘ ラナデ，内面へ ラ磨 きご 橙色 西部覆土 中層

を持つ上　目縁部 は外 反す る√ 普通

杯 Å　 白5 ．2］ 底 部か ら打線部の破 片。丸底。体 口縁部内 ・外面横 ナデJ 体部外面 長石 ・石英 ・砂 粒 P 6 6 4 5％ P L 5 8

4 土 師 器 B　　 5 ．5 部 は内攣 して立 ち上 が り，日縁部 ヘ ラ削 り， 内面 へラ磨 き。 橙色 西 部覆土中層
は直立する。 普通

杯 A　 14 ．8 休部 一部欠損。丸底．休部 は内轡 ＝縁 部内 ・外面横 ナデご 休部外面 長石 ・石英 ・砂 粒 P 67 80％ P L 58

5 土 師　 器 B　　 6．3 しなが ら立ち上が り， ＝縁 部はほ

ぼ直立す る。

ヘラナデ，内面 ナデ㍉ 橙色

普通

西部 覆土中層

6

杯 Å　 1 5．1 目線部一部 欠損 J 丸底。休部 は内 目線部 内 ・外面横ナデ。体 部外面 長石 ・石英 ・雲母 P6 8 60％ P L 5 8
土 師 器 B　　 7．2 攣 しなが ら立 ち上 が る。 ナ デ，一 部へ ラ磨 きこ　内面 へラナ

デ。

橙色

普通

西部覆土 中層

杯 Å　 14 ．7 目線 部一部欠損。丸底 。体部 は内 ＝縁部内 ・外 面横 ナデ。休部外面 長石 ・石英 ・雲母 P 6 9 70％ P L 5 8

7 土 師　 器 B　　 7 ．8 増 しなが ら立 ち上が り，＝縁部 は

外 反する。
ヘ ラ磨 き， 内面ナデ。 橙色

普通

酉部席土中層
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第38図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）
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俗表≡±＞
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第39図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

○ 17

田　　の　19　7　　＝　10r

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第38図 柑 A　　9．0 体部一部欠損。丸底。体部は内野口緑部及び体部内・外面ナデ。内・長石・石英・砂粒P7080％PL58

8 土師器B　13．8 しながら立ち上がり，休部中位に

最大径を持つ。口縁部は外傾する。

外面赤彩。 黒色粒子・赤色粒子

赤色　普通

西部覆土中層

9

∃夏 A ［8．4］口縁部一部欠損。平底。体部は内口縁部及び体部内・外面横ナデ。石英・赤色粒子 P7190％PL58

土師器B　ll．3

C　　4．4

暫しながら立ち上がり，体部上位

に最大径を持つ。口緑部は短く外
傾する。

にぷい橙色

普通

西部覆土中層

10

襲 A　28．7 体部からロ緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・赤色粒子 P7230％PL58

土師器B （21．9）暫し，口緑部は綾く外傾する。 ヘラナデ，内面ナデ。 橙色

普通

西部覆土中層

11

嚢 A ［13．4］体部から口緑部の破片。体部は内ロ緑部外面へラ削り，内面横ナデ。長石・砂粒 P7340％PL58

土師器B （15．2）暫し，ロ緑部は外反する。 体部外面へラ削り，内面ナデ。体

部内面に輪積み痕。

橙色

普通

西部覆土中層
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図版番号 器　 稗 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第39図 づヒ璽ぎ A （13．1） 底部か ら体部 の破 片。平底。体 部 体部外 面へ ラ削 り， 内面ナデ。 長石 ・石英 ・砂粒 P 74 30％ PL 58
12 土 師 器 B　　 6．1 は内攣 しなが ら立ち上が る。 赤色

普通

西部覆土 中層

13

嚢 A ［13．4］ 底 部か ら体部の破 片。平底。体部 体部外面上位 ナデ，下位へ ラ削 り。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 75 20％
土 師 器 B （15．2） は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 内面 ナデ。 砂粒赤褐色

普通

西部覆土 中層

14

嚢 A ［13 ．2］ 体部 か ら目線 部の破片。体 部は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・砂 粒 P 76 1 5％
土 師 器 B （7 ．1） 攣 し， 目線 部は外傾す る。 外 面ナデ。一部へ ラナデ。 橙色

普通

北 壁際覆土下層

15

ミニチュア土器 A ［5．5］ 底部か ら日録 部の破片。平底。体 日録 部内 ・外面横 ナデ。 体部外面 長石 ・石英 P 77 45％
土 師 器 B （2．7）

C ［3．0］

部は内攣 しなが ら立ち上が り， ロ

緑部に至 る。

横 ナデ，内面ナデ。 明赤褐 色

普通

北壁際 覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第39図16 球　 状　土　錘 （2．5） 2．9 （0．4） 9．7 覆　 土　 中 D P 12

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第39図17 敲　　　　 石 10．3 3 ．1 2．4 （12 6．2） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 5　　　　　　　　　 PL 79

18 敲　　　　 石 （6 ．0） 5 ．4 2 ．8 （124 ．9） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 6

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn） 厚さ（cm） 重量（g）

第3掴 19 不明鉄製品 （14．1） （1．0） （0．6） （49．3） 鉄 覆　土　中　層 M 4　　　　　　　　　 PL81

第臓考健贋跡（第40◎姐◎42◎43囲）

位置　調査区域の南西部，nla6区。

重複関係　本跡が第9◎10号住居跡を掘り込み，東部を第m号住居に掘り込まれていることから，第9弓0号

住居跡より新しく，第m号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸（5．84）m，短軸齢92mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は12～15cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北コーナー部壁の下と西壁の下に巡っている。上幅8～29C恥下幅3～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。中央部から東壁の下にかけて硬化面が認められる。

ぽッ匪　6か所（Pl～P6）。Plは径28cmの円形で，深さは58cmである。P2は長径26C恥短径19cmの楕円

形で，深さは70cmである。P3は長径25cm，短径19cmの楕円形で，深さは60cmである。P射ま長径23cm，短径

19cmの楕円形で，深さは80cmである。Pl～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は長径21C恥短

径18cmの楕円形で，深さは40cmである。P6は長径23cm，短径18cmの楕円形で，深さは13cmである。性格は不

明である。

炉　中央部から南東寄りに位置している。長径136cm，短径飢cmの楕円形で，床を13cmほど掘りくぼめた地床

炉である。炉の覆土の上面が硬化していた。
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炉土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・粘土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

磯　北西壁中央部の壁の内側約12cmの位置に，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで121C恥　最大幅104cmである。火床部は床面を13cmほど掘り

くぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。竃の周囲からは多量の遺物

が出土している。

竜土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量．焼土粒子・炭化粒子・ローム小
ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
7　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

8　暗　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子少量

9　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
10　暗　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，ロー
ム小ブロック微量

12　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子eローム粒子微量
13　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

14　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
15　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，ロー

ム小ブロック微量
16　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量

17　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

18　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　単一層である。遺構の上部が削平されているため，

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

19　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

20　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
21暗赤褐色　焼土粒子多量

22　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
23　暗　褐　色　ローム粒子少量

24　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
25　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

26　暗　褐　色　焼土粒子多量

27　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・粒子少量
28　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

29　庵赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
30　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

31暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
32　暗赤褐色　ローム粒子少量

33　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子微量
34　極褐赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

35　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
36　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

37　暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
38　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

39　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

堆積状況は不明である。

遺物　土師器片160点，鉄製品1点，礫5点が出土している。第41～43図1～12は土師器杯，13は土師器椀で

ある。182は竃の煙道部の覆土下層から，2点が逆位で重なって出土している。3～13は竃周囲の覆土下層

からまとまって出土している。14は土師器鉢で，西コーナー部の覆土下層から出土している。15～17は土師器

高杯で，いずれも竃煙道部の覆土下層から出土している。18は土師器壷である。北壁と竃の間の覆土下層から

出土している。19～25は土師器嚢で，竃周囲の覆土下層から出土している。26～28は須恵器埠蓋で，26は竃南

側の，27は南部の覆土下層からそれぞれ出土している。28は西部の覆土下層から出土している。29は石製模造

品の有孔円板で，覆土中から出土している。

新風　本跡からは，炉と竃が検出された。竃は，位置が壁の内側であるという，初期竃の特徴を持っている。

竃は炉を埋め戻した後に使用されていたと考えられる。本跡の時期は，遺構の形態と，目線部内側に稜を持つ

土師器杯と丸底で須恵器杯蓋模倣の3の土師器杯等の出土土器の特徴及び杯の出土量に対して高塚の出土量が

相対的に少ないという遺物出土状況から，5世紀第3四半期頃と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼 成 備　　 考

第4 1図 杯 A　 14 ．4 目線 部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・雲母 P 99 98％ P L 5 8

1 土 師 器 B　　 4 ．6 しなが ら立 ち上 が り，口緑 部 は外

傾 する。体 部 と目線部 との境 の 内

面 に稜 を持 つ。

外 面ナデ。 内 ・外 面赤彩 。 橙色

普通

竃 覆土下層

2

杯 A　 13．1 目線 部一部欠損。丸底。体部 は内 日録 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 長石 ・雲母 ・赤色 P lOO 95％ P L 58

土 師 器 B　　 4．9 攣 しなが ら立ち上が り， 日録部 は

外反す る。

外面 ナデ。内 ・外面赤彩。 粒 子　 橙色

普通

竃覆土 下層
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第41図　第13号住居跡出土遺物実測図（1）
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第43図　第13号住居跡出土遺物実測図（3）

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第41図 杯 A　 13．3 体部一部欠損。体部は内攣しなが 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 長石 ・赤色粒子 P lO1 90％ PL58

3 土 師 器 B　　 5．1 ら立ち上が り，口緑部はほぼ垂直

に立ち上がる。

外面ナデ。内 ・外面赤彩。 橙色

普通

竃周囲覆土下層

4

杯 A　 13 ．0 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・赤色粒子 P lO2 95％ PL58

土 師 器 B　　 5 ．6 暫 しながら立ち上がり，口緑部は

外傾する。

ヘラナデ，内面ナデ。内・外面赤彩。 橙色
普通

竃周囲覆土下層

5

痺 A　 13 ．4 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 長石 ・砂粒 P lO3 95％ PL58

土 師 器 B　　 5 ．4 ながら立ち上がり，口緑部に至る。体

部と口緑部との境の内面に稜を持つ。

外面ナデ。内 ・外面赤彩。 橙色

普通

竃周囲覆土下層
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図版番号 i 器 種 桓 離 梅 ） 器　 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴
胎 土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第41回 林 A　 13 ．4 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 口縁 部内 ・外面横ナ デ。体部外 面 長石 P lO 4 8 0％ P L 58

6 土 師 器 B　　 5 ．6 が り，目線部 はわず かに外反す る。 ヘ ラナデ，内面ナデ。 にぷ い橙 色　 普通 竃周囲覆土 下層

7
ま不 A　 13．6 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内 ・ 長石 e石 英 ・雲母 PlO 5 9 0％ PL 58
土 師 器 B　　 5．4 が り，目線 部はわず かに外傾 する。 外面 ナデ。 明赤褐色　 普通 竃周囲覆土下層

8
杯 A　 13．7 丸底。体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・赤色粒 子 P lO6 9 5％ PL 58
土 師　 器 B　　 5．9 が り，目線部 はわずか に外傾す る。 外面ナ デ。 にぷ い褐色　 普通 竃 周囲覆土下層

9
杯 Å　 13 ．2 丸底 。体部は内攣 しなが ら立ち上 目線部内 0外面横 ナデ。体部外面 長石 ・砂粒 P lO7 70％ PL 5 8
土 師 器 B　　 6 ．2 が り，目線部はほ ぼ直立す る。 ヘラナデ，内面 ナデ。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色　 普通 竃周 囲覆土下層

10
杯 A ［13 ．2］ 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 長石・石英 ・赤色粒子 P lO8 60％
土 師 器 B　　 6 ．1 体部と目線部の境の内面に稜を持つ。 へ ラナデ，内面 ナデ。内・外面赤彩。 にぷい橙色　 普通 竃周 囲覆土下層

11
杯 A　 14．9 丸底。体部は内攣 しながら立ち上がり， 目線部 内 ・外面横ナ デ。体部外 面 長石 ・石 英 ・赤色 PlO 9 95％ PL 59
土 師 器 B　　 6．6 体部と目線部との境の内面稜を持つ。 ヘ ラナデ，内面 ナデ。内 ・外面赤彩。 粒子　 赤 色　 普通 竃周囲覆土下 層

12
杯 A　 14．2 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線部 内 ・外面横ナデ。体部外面 石英・砂粒・赤色粒子 PllO lOO％ PL 59
土 師 器 B　　 5．6 が り，目線部 は短 く内傾する。 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 明赤褐色　 普通 竃周囲覆土下層

13
椀 A　 lO ．8 丸底 。体部は内攣 しなが ら立ち上 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 Pll l lOO％ PL 59
土 師 器 B　　 8 ．0 が り，目線部 は直立す る。 整形不明。 にぷい赤褐色　 普通 竃周囲覆土下層

14

鉢 A　 29 ．5 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 P l12 75％ PL 5 9
士 師　器 B （20 ．1）

C　　 6 ．2

が り，最 大径 を体部上位 に持 つ。

日録部 は緩 く外反す る。

ヘラ削 り，内面 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

西コーナー部覆土下層

15

高　　 埠

土 師 器

A　 15 ．4 脚部 はラ ッパ状 に開 く。体部 は外 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外 面へ 長石 ・石英 Pl13 75％ P L 59
B （12．4） 傾 して立 ち上 が り，目線端部 はわ ラナデ，内面ナデ。脚部外面 へラ にぷい橙 色 竃周囲覆 土下層
C （6．2） ずか に外反す る。 削 り，内面ナデ。 普通

16

1 7

高　　 林

土 師　 器

！空 師 芸

A ［20．3］ 脚部はハの字状 に開 く。体部は内 目線部及 び体 部内 ・外面 ナデ。脚 長石 Pl14 4 0％
B （9．6） 攣気 味 に立 ち上が り，体部 と目線 部外面へ ラ削 り，内面ナデ。内 ・ にぷ い赤褐 色 竃周囲覆土下層
E （3．5） 部 との境に稜 を持つ。 外面赤彩。 普通

A　 18 ．0 埠部 片。体部は内攣 しなが ら立ち 目線部内 e外面横 ナデ。体部内 。 砂粒 ・赤色粒子 P l15 40％ PL
B （6 ．6） 上が る。 外 面ナデ。 にぷい黄橙色　 普通 竃 周囲覆土下層

第43図 ・こことご雪芝 A　 15 ．8 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線 部外商斜め方向 のナデ，内面 長石 ・石英 ・砂粒 P l16 98％ PL 59

18

19

土 師 器 B　 26 ．3

C　　 7．4

が り，最大径 を上位 に持つ。 目線

部は緩 く外 反する。

横 ナデ。体部内 の外面 ナデ。 にぷい橙色

普通

北壁竃間覆土下層

嚢 A　 18．1 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線部 内 ・外面ナデ。体部外面 へ 長石 ・石英 ・砂粒 Pl17 8 0％ PL 59
土 師 器 B　　26．3

C　　 6．8
がる。目線部 は緩 く外 反す る。 ラナ デ，内面ナデ。 橙色　 普通 竃周囲覆土 下層

第42図 襲 A ［11．6］ 体部か ら目線部の破 片。 体部は内 ロ緑部 内・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・赤色粒 子 Pl18 25％ PL 60
2 0 土 師 器 B （13．6） 攣 し，目線部 は緩 く外反 する。 ラナデ， 内面 ナデ。 にぷい赤褐色　 普通 竃周囲覆土下層

21

聾 A　 13 ．7 目線 部一部欠損。平 底。体部 は内攣 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲 母 P 119 90％ PL 59
土 師 器 B　 13 ．9

D　　 6 ．0

しなが ら立ち上が り，最大径 を中

位 に持つ 。目線部 は嬢 く外反す る。

外 面ナデ。外面下位 にヘ ラ当て痕 。 明赤褐色

普通

竃周 囲覆土下層

第43回 聾 A ［17．2］ 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 日縁 部外面へ ラナ デ，内面横ナ デ。 長石 も石英 P 120 75％ PL 5 9

22 土 師 器 B　 23．4

C　　 6．6

が り，最大径 を中位に持つ。 口緑

部は緩 く外反す る。

体部外 面へ ラナデ，内面 ナデ。 明赤褐 色

普通

竃周 囲覆土下層

第42図 嚢 A ［19．1］ 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英・赤色粒子 P121 70％ P L 60
2 3

24

土 師 器 B　 28．2

C　　 7．4

が り，最大径 を上位 に持 つ。目線

部は緩 く外反す る。

へ ラナ デ，内面 ナデ。 にぷ い黄 褐色

普通

竃周囲覆土 下層

賓 A　　 20 ．0
B　　 29 ．5

平底 。体部は内攣 しなが ら立 ち上 目線 部外面へ ラナデ，内面横 ナデ。 長石・砂粒・赤色粒子 P12 2 7 0％ PL 60
土 師 器 C　　 8 ．4 が る。 目線 部は緩 く外反す る。 体 部外面へ ラナデ，内面ナデ。 にぷい赤褐色　 普通 竃周囲覆土下層

25
襲 B　 13 ．1 平底。体部 は緩やか に内攣 しなが 体 部内 。外面ナ デ。 長石 ・石英 P 12 3　30％

土 師 器 C　　 8 ．2 ら立 ち上が る。 明赤褐色　 普通 底部外面に木葉痕。
竃周 囲覆土下層

第43図 蓋 A　 12．2 体部は内攣 し，目線 部 との境 に明 口縁 部及び体部内 ・外面 ロクロナ

デ。

ロ緑部 内 ・外面ロ クロナデ。体部

長石 P124 100％ PL 59

2 6 須 恵 器 B　　 4．4 瞭な稜 を持つ。 灰色　 普通 竃南側 覆土下層

27
蓋 A　 ll．7 日録部一部欠損。体 部は内攣 し， 長石 P 12 5 75％
須 恵 器 B　　 4 ．5 目線 部 との境 に明瞭 な稜 を持 つ。 外面 回転へ ラ削 り，内面ナ デ。 灰色 南部覆土 下層

28 i
蓋 A　 ll．2 体部は内攣 し，口縁部 との境に明瞭 目線部 内 ・外 面ロク ロナデ。体部 長石 P12 6 7 5％ PL 59
須 恵 器 B　　 4 ．3 な稜を持つ。 外 面回転へ ラ削 り，内面ナデ。 灰色　 普通 西部覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第43図29 双　 孔　円　板 3．1 4．2 0．5 13．5 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 18　　　　　　　　　　 P L79
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第2号住居跡（第44の45図）

位置　調査区域の南西部，nlg7区。

重複関係　本跡が第1・35号住居跡を掘り込んでいることから，両遺構より新しい。

規模と平面形　南東部は調査区域外である。長軸6．00m，短軸5．54111で，方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は30～37cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃東側の壁の下を除いて巡っている。上幅12～20cm，下幅2～8cmで，断面形はU字状である。

床　南から北へ，わずかに傾斜している。中央部に硬化面が認められる。竃材に使われたものと同じ粘土が中

央部と出入り口付近の床面から検出された。

ぽッ睦12か所（Pl～P12）。Plは長径76C恥　短径50cmの楕円形で，深さは48cmである。P2は長径74cm，

短径64cmの楕円形で，深さは41cmである。P3は長径97cm，短径82cmの楕円形で　深さは構cmである。P4は

長径63cm，短径50cmの楕円形で，深さは50cmである。P5は長径63C恥　短径55cmの楕円形で，深さは62cmであ

る。P6は径6温cmの円形で，深さは58cmである。P鼠～P6は配置と規模から主柱穴と考えられる。P7は長

径温9cm，短径16cmの楕円形で，深さは13cmである。位置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P8

は径37cmの円形で，深さは24cmである。P9は長径41C恥　短径35cmの楕円形で，深さは27cmである。補助柱穴

と考えられる。PlO～P12は長径38～70cm，短径32～62cmの円形あるいは楕円形で，深さは16～25cmである。

性格は不明である。

囁　北壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存して

いる。規模は，煙道部から焚日部まで180cm，最大幅184cm，壁外への掘り込みは12cmである。火床部は床面を

24cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

埴土層解説
1　暗　褐　色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化材・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
4　暗　赤　褐　色　焼土大・中・小ブロック中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗　赤　褐　色　焼土中ブロックも粒子中量，炭化粒子8ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
6　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム小ブロック微量
7　赤　褐　色　焼土小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
8　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・ローム小ブロック少量
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量
10　暗　赤　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化材も炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量
11暗　赤　褐　色　焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒J’一少量
12　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量
13　暗　赤　褐　色　ローム中ブロック中量、焼上中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少鼠　炭化粒子微量
14　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
15　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・ローム小ブロック少量
16　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック。焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量
17　暗　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
18　黒　褐　色　ローム粒子少量
19　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
20　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
21暗　赤　褐　色　ローム太ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
22　にぷい黄褐色　ローム粒子微量
23　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

尊堂　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物。炭化粒子・ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
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④

第44図　第2号住居跡実測図
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第45図　第2号住居跡出土遺物実測図
し

遺物　土師器片17点，土製品2点，不明鉄製品1点が出土している。第45図1は土師器嚢で，竃東側の床面か

ら出土している。2・3は管状土錘，4は球状土錘である。覆土中から出土している。

所見　本跡は，東壁の下に集中して焼土塊が検出されたことから，焼失家屋の可能性がある。本跡の時期は，

遺構の形態と出土土器から後期と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第45図 嚢 A ［22．6］ 体部か ら口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 長石・石英・雲母 ・ P 37 10％

1 土 師 器 B （9．0） 攣し，頚部は強く外反する。口緑 外面ナデ。体部外面上位にヘラ当 砂粒 竃東側床面

端部はわずかに肥厚する。 て痕。 にぷい橙色　 普通

図版番号 種　　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第45図 2 管　 状　 土　 錘 4．8 9．4 1．1 （18 7．0） 覆　 土　 ヰ D P 3

3 管　 状　 土　 錘 1．9 （3．8） 0．4 （10 ．0） 覆　 土　 中 D P 4　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 8

4 球　 状　 土　 錘 3．3 2．8 0．7 （28 ．0） 覆　 土　 中 D P 5　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 5

第4号住居跡（第46・47図）

位置　調査区域の南西部，Dlf5区。

重複関係　本跡が第3号住居跡を掘り込み，北壁を第1号溝に，北部を第2号溝に掘り込まれていることから，

第3号住居跡より新しく，第1・2号溝跡より古い。

規模と平面形　長軸5．15m，短軸4．56mで，長方形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は14～17cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁の下と南西壁の下を除き，巡っている。上幅7～21cm，下幅3～11cmで，断面形はU字状であ

る。

犀　南側にわずかな高まりが認められる。東と西の壁側を除いて硬い。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径32cm，短径21cmの楕円形で，深さは47cmである。P2は長径37cm，

短径16cmの楕円形で，深さは44cmである。P3は長径24cm，短径18cmの楕円形で，深さは53cmである。P4は
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第47図　第4号住居跡出土遺物実測図

長径33cm，短径20C皿の楕円形で，深さは49cmである。Pl～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5

は長径47cm，短径35cmの楕円形で，深さは13cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径78cm，短径66cmの楕円形で，深さ13cmである。

寵　北壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存して

いる。規模は，煙道部から焚口部まで（82）cm，最大幅98cm，壁外への掘り込みは（14）C皿である。火床部は床

面を8cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

寵土眉解説
1灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量　10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　煉土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　にぷい褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子飯豊
7　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

11灰　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ロー
ム粒子少量，ローム小ブロック微量

12　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小
ブロック微量

13　灰　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片512点，須恵器片9点，土製品1点が出土している。第47図1～6は土師器杯である。1・3・

5・6は南壁側の覆土下層から出土している。2・4は南西コーナー部の覆土下層から出土している。7～11

は球状土錘である。覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と口緑部が内傾する須恵器杯模倣の5・6の土師器杯等の出土土器の特徴か

ら6世紀後半頃と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 7図 杯 A　 14．5 ロ緑 部一部欠損。丸底。体部 は内 口緑 都及び体部 内面 ナデ，外面へ 長石 ・石英 P 38 98％ P L 6 0

1 土 師 器 B　　 5．1 攣 しなが ら立ち上が る。 ラ削 り後ナデ。口縁部及 び体 部内・

外面赤 彩。

赤色

普通

南壁 際覆土下層

2

珂こ A ［16．0］ 底部 か ら口縁部の破片。丸底。体 口緑 部及び休部 内面 ナデ，外面へ 石英 ・砂粒 P 39 40％ P L 60

土 師 器 B （3．8） 部 は内暫 しなが ら外債 し， 口緑 部 ラ削 り後ナデ。 明赤褐色 南西 コーナー部

は短 く内傾 する。 普通 覆土 下層

－58－



踊 番可 券 種 計測値（cn） 音　 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴
胎工 ・色調・焼成 備　　 考

杯 Å　白6．0］ 底部から‖縁部の破片√丸底㍉体　 ‖縁部及び体部内面ナデ，外面へ 雲母 P∴10 30％ PL（う0
3　　 土 師 器 B （逢識） 部は内暫しながら外傾し，＝縁部　 ラ削り後ナデ∵ 暗赤褐色 南壁際頂上下層

は内傾する。 普通

杯 Å　白5．8］ 底部から＝縁部の破片√丸底．体　 ＝縁部・内外面横ナデ㍉体部内面 長石 P ∴11 ∴川％
4　 土 師 器 B （3．7） 部は内攣しながら立ち上がり，＝　 ナデ，外面へラ削り後ナデ．‖縁 明赤褐色 南西コーナー部

縁部との境に明瞭な稜を持つJ ＝　 部及び体部内・外面赤彩㍉ 普通 覆土下層
縁部は外傾するJ

杯 Å ［12．1］ 体部から＝縁部片。体部は内暫し　 口緑部内・外面横ナデ√体部内面 石英 ・雲母 P 42 10％
5　 土 師 器 B （4．1） ながら立ち上がり，＝縁部との境　 ナデ，外面へラ削り後ナデJ 内 ・ 明褐色 南壁際覆十下層

に明瞭な稜を持つJ 目線部は内傾　 外面黒色処理J
する。

普通

杯 A ［11．4］ 体部から＝縁部片J 休部は内暫し　 ＝縁部内・外面横ナデJ 体部内面 右英・雲母 P 43 10％
6　 土 師 器 B （3．6） ながら立ち上がり，日縁部との境　 ナデ，外面へラ削り√内・外面黒

に明瞭な稜を持つ。日録部は内傾　 色処理。
する。

にぷい褐色
普通

南壁際覆土下層

図版番号
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第47図7 球　 状　 土　 錘 3 0日　 2も3
0．6 2 0．0 覆　 土　 中 D P 6　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 75

8 球　 状　 土　 錘 3．0
2両　 可　 2 。0

覆　 土　 申 D P 7

9 球　 状　 土　 錘 2．7 2 ．2 0 ．8 16 ．0 覆　 土　 中 D P 8　　　　　　　　　　　　　　　　 p L7 5

10 球　 状　 土　 錘 2．6 2 ．3 0 可　 且5 ・0 覆　 土　 中 D P 9

11 球　 状　 士　 錘 2 ．0 1 ．7 1 ．0 4．5 覆　 土　 中 D P lO

窮　＼言二㌦　′；二言、∴　ニ：；　ノ′　言　了ノ上

位置　調査区域の南西部労　り且a8区。

幸二．意志某　ノ．ら豆、が二十（．へ　∴′ご．′心六一ノラ．′　′、′′、言　′　く　一′十ンノ　∴‥、∴　言′∴、

読ノ三言、i十二㌦．亨．隷′、11三㌦・、言・心－；．・、ノ‥上、く′言：

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は25～渕cmで　外傾して立ち上がる。

壁満　会属している。上幅且6～33cm　下幅　～ほcmで　断面形はU字形である。

′、′∴て、’ノ：．二一、′．言　。ノから‥′・・l当　つ・、日・・工′′・－ジ圭＿　、、1、、J∴　ヾ、㌦∴∴男ら穴㌦′、

る。全面から焼士が検出された。

ぽッ匪　5か所（㌘且～㌘5）。㌘且は長径50cmタ短径35cmの機関形でタ深さは8細である。㌘2は最後漁猟

短径24cmの楕閏形で，深さは89cmである。P3は長径触m　短径姐cmの楕閏形で　深さは酢cmである。㌘射豊

径2艶孤の閏形で　深さは触nである。則～鍼は配置と規模から主柱穴と考えられる。P　は長径弛m　短

径24cmの楕開形でタ　深さは25cmである。位置から芦　出入りⅢ施設に伴うピットと考えられる。

磯　北西壁の中央部から東寄如二　壁を掘　込んで砂混じ　粘土で構築されている。天井部は崩落してお酌

両袖部が残存している。規模は　煙道部から焚m部までは駄m　凝太幅摘敏n　壁外への掘　込みは地mである。

火床部は床面を6cmほど掘り　ぼめてお酌火熟を受けて赤化し　硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

確土層解説

1にぷい黄褐色　ローム粒子少鼠廃土粒子微鼠炭化粒子極微呈　　8　褐　　　色　焼上粒子・ローム粒子少量，炭化粒j二微量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　9　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少鼠焼土中プロツ
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　ク微量

ご1黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中鼠　尉ヒ粒子少量　　　10　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中鼠焼圭粒子少鼠　炭化粒子微量　11褐　　　色　焼土粒アサ鼠焼用、ブロック少鼠炭化粒十
6　暗　褐　色　ローム粒－f一少鼠炭化粒f徽鼠焼土粒子極微量　　　　　　　　　　ローム粒召数量

7　暗　褐　色　焼レ」、ブロック少鼠炭化粒子・ローム粒子微量　12　暗　褐　色　焼上粒子・ローム粒子少鼠ローム小ブロック微量
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第48図　第11号住居跡実測図（1）
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第49図　第11号住居跡実測図（2）

13　黒　褐　色　焼土小プロッタ・焼土粒子・ローム粒子微量，
炭化粒子極微量

14　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

15　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量，
炭化粒子極微量

16　赤　褐　色　焼土粒子・炭化材中量，ローム粒子少量，炭化
粒子微量

17　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　　L＿　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

I　　　　－t　・‥」

19　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量

20　暗　褐　色　焼土粒子・炭化材・ローム粒子少量
21暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
22　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
23　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック

ローム粒子微量

24　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量，炭化粒子極微量
25　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量

18　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック・　　26　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子微量

覆土　7層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化材微量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
5　黒　褐　色　炭化材多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片916点，須恵器片2点，不明鉄製品1点，礫4点が出土している。第50～54図1～11は土師器

杯である。1～3・5は東コーナー部の覆土下層から，6～11は竃西側の覆土下層から，それぞれ出土してい

る。12は土師器高杯で，中央部の覆土上層から出土している。13は土師器壷で，北東部の覆土中層から出土し

ている。14～18は土師器嚢である。14・18は中央部の覆土下層から，15は竃西側の覆土下層から，16は竃西側

の床面から，それぞれ出土している。17は出入り口付近の覆土下層から出土した破片と竃の覆土上層から出土

した破片が接合したものである。19は土師器甑で，竃東側の覆土下層から出土している。20は土師器ミニチュ

ア土器である。西部の覆土下層から出土した破片と北部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

21は手捏土器で，覆土中から出土している。23～26は球状土錘である。23・24・26は西部の，25は北部の覆土

下層から出土している。22・29は土製支脚である。22は竃付近の覆土下層，29は出入り口施設付近から出土し

ている。38は石製紡錘車で覆土中から出土している。39は剥片で混入と思われる。30・31・32・36は敲石であ

る。30は中央部の，31・32・36は南東壁側の覆土下層から出土している。33～35は磨石である。33は西部の，34

は中央部の，35は東部の覆土下層から出土している。37は砥石で，覆土中から出土している。40は不明石器で

ある。北西壁側の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と，内・外面黒色処理された須恵器杯模倣の2・5の土師器杯や8の土師器

杯等の出土土器の特徴から6世紀後半境と考えられる。
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第50図　第11号住居跡出土遺物実測図（1）
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第51図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）
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第52図　第11号住居跡出土遺物実測図（3）
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第53図　第11号住居跡出土遺物実測図（4）
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第54図　第11号住居跡出土遺物実測図（5）

第11号住居跡出土遺物観察表

10cm

l l I

図版番号器　種計測値（CⅡl）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

舞50図杯A　14．9口緑部一部欠損。丸底。休部は内口縁部内・外面横ナデ。休部外面雲母・砂粒P7895％PL60

1土師器B　　4．6暫しながら立ち上がり，口縁部はヘラ削り，内面ナデ。休部内面ににぷい褐色東コーナー部覆土下層

内傾する。 昭文。 普通

2

杯A　13．2口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面構ナデ。休部外面長石・赤色粒子P7995％PL60

土師器B　　4．7攣しながら立ち上がり，口緑部とヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒にぷい赤褐色東コーナー部覆土下層

の境に稜を持つ。口縁部は内傾す

る。

色処理。 普通

3

杯A　14．1口縁部F一部欠損。丸底。体部は内緑部内・外面横ナデ。体部外面へ石英・雲母P8098％PL60

土師器B　　5．3暫しながら立ち上がり，口緑部と

の境に明瞭な稜を持つ。ロ緑部は
内傾する。

ラ削り，内面ナデ。にぷい褐色

普通

東コーナー部覆土下層

4

杯A［13諸］休部一部欠損。休部は内攣しなが口縁部内・外面横ナデ。休部外面雲母・赤色粒子P8130％

土師器B　　4．5ら立ち上がり，ロ緑部との境に明ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒橙色南部覆土下層

瞭な稜を持つ。口緑部は内傾する。色処理。 普通

5

杯A　13．2ロ緑部一部欠損。休部は内暫しな口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母P8295％PL61
土師器B　　5．1がら立ち上がり，口緑部との境にヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒にぷい橙色東コーナー部覆土下層

明瞭な稜を持つ。ロ緑部は内傾す

る。

色処理。 普通

6

珂こA　12．3口緑部…・部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英P8390％
土師器B　　5．2暫しながら立ち上がり，口緑部と

の境に稜を持つ。口縁部は内傾す

る。

へラ削り，内面ナデ。橙色

普通

竃西側覆土下層

7

杯A　16．0体部一部欠損。丸底。休部は内攣口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・赤色粒子P8490％PL61

土師器B　　8．1しながら立ち上がり，ロ緑部との外面ナデ。内面一部にヘラ当て痕。暗赤色寵西側覆土下層
境に稜を持つ。口縁部は内傾する。内・外面栗色処理。普通

8

杯A［16．0］底部から口緑部片。丸底。休部は口縁部内・外面横ナデ。休部外面長石・砂粒P8525％
土師器B　　6．1内攣しながら立ち上がり，口緑部

との境に稜を持つ。口緑部は外偏

する。

ヘラ削り，内面ナデ。にぷい橙色

普通

竃西側覆土下層

9

珂こA　13．9口緑部一部欠損。丸底。休部は内緑部内・外面横ナデ。体部内・外石英・赤色粒子P8695％PL61

土師器B　　4．8攣しながら立ち上がり，口緑部は

外傾する。体部と口縁部との境に

稜を持つ。

面ナデ。内・外面赤彩。にぷい褐色

普通

竃西側覆土下層

10

杯A　14，0体部から口縁部片。休部は内暫し口緑部及び体部内・外面ナデ。内・雲母P8745％
土師器B　　5．4ながら立ち上がり，口緑部に至る。外面赤彩。 にぷい黄橙色

普通

竃西側覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（C斑） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

11

杯 A ［13．7］ 日録部一部 欠損 。丸底。体部 は外 目線部 内 ・外 面横ナ デ。体部 内 ・ 長石 P 88 80％
土 師 器 B　　 4 ．7 傾 して立 ち上が り，目線部 に至る。 外面 ナデ。体 部外面 に輪積み痕 ，

内面 にヘ ラ当て痕。

橙色

普通

竃西側覆土 下層

12

高　　 杯 B　　 8 ．9 脚 部一部欠損。脚部 はラ ッパ状に 脚部外面へ ラ削 り，内面ナデ。内 長石 ・石 英 P 89 4 5％
土 師 器 D　 IL 4

E　　 7 ．7

開 く。 面に輪積み痕。 赤褐色

普通

中央部覆土上層

13

壷 A　 12．6 底部か ら目線 部の片。平底。休 部 目線部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 長石 P 90 30％
土 師 器 B　 ll．3 は内攣 しなが ら立ち上が り， 目線 へ ラ削 り，内面ナデ。 明赤褐 色 北東部 覆土中層

C ［5．8］ 部は強 く外傾す る。 普通

14

嚢 A　 lO．9 目線 部一部欠損。 平底。体部は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部 内巨 長石 ・砂粒 P 91 8 0％ PL 飢
土 師 器 B　 15．4

C　　 7 ．4

攣 しなが ら外傾 し，目線 部は外傾

す る。

外面ナデ。体部 内面に輪積み痕。 にぷ い橙色

普通
中央部覆土下層

第51図 嚢 A　 15 ．8 目線部一 部欠損。平底。体 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 P 92 80％ PL飢
15 土 師 器 B　 18 ．1

C　　 8 ．9

攣 しなが ら立ち上が り， 目線 部は

緩 く外反す る。

外 面ナデ。 明赤褐色

普 通

竃西側 覆土下層

第50図 賓 A　 18．8 体部一部欠損。平 底。体部 は内攣 目線部 内 。外 面横ナ デ。体部外 面 長石 ・砂粒 P 93 45％ P L 6 1
16 土 師　 器 B　 27．6

C ［9．4］

しなが ら立 ち上 が り，目線部 は緩

く外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷ い褐 色

普通

竃西側床面

第51図 襲 A　 22 ．0 体 部u一部欠損。平底 。体部は内攣 目線部内 e外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石 英 ・雲 母 P 94 5 0％ PL 61
1 7 土 師 器 B　 34 ．4 しなが ら立 ち上が り，日録 部は緩 上位ナデ，下位へ ラ磨 き。内面 ナ にぷい橙色 出入り口覆土下層

C ［7 ．9］ く外反 する。 デ。 普通

18

登 A ［22 ．7］ 体部一部 欠損 。平底。体部 は内攣 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 95 55％ PL 6 2
土 師 器 B　 30 ．9

C ［8．6］

しなが ら立 ち上が り， 目線部 は緩

く外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナ デ。 にぷい褐色

普通

中央部 覆土下層

19

甑 A　 22．1 目線 部一部欠損。 無底式。体部 は 目線部 内 e外 面横ナデ。体部外 面 長石 ・石英 ・砂粒 P 96 75％ P IJ62
土 師 器 B　 22．0

C　　 8 ．0

内攣気味 に外傾 し，目線部は緩 く

外傾 する。

へ ラ削 り， 内面ナデ。 にぷ い橙 色

普通

竃西側覆土 下層

！

20 ！

ミニチュア土器l

土 師 器 l

A　 6 ．7 ！

B　 4 ・7 ！

丸底。体 部は内攣気味 に外 傾 し ！

目線部 との境に稜 を持 つ。 目線 部 ！

口縁部内 ・外面植 十デー　伏部面 ・ 長石 ・雲母　 l

にぷい橙色

P 97 1 00％

西部覆土下層外 面ナデ。

ミニチュア土器 A　　 6 ．7 丸底。体 部は内攣気味 に外 傾 し 口縁部内 ・外面植 十デー　伏部面 ・ 長石 ・雲母 P 97 1 00％
20 土 師 器 B　　 4 ．7 目線部 との境に稜 を持 つ。 目線 部

はわず かに外反す る。

外 面ナデ。 にぷい橙色

普通

西部覆土下層

21

手捏土器 A　　 7 ．5 平底。体 部は内攣気味 に外傾 して 日縁 部及び体部内 ・外 商ナデ。体 普通 P 98 4 5％
土 師 器 B　　 6．4

C　　 4．0

立ち上が り，目線 部に至 る。 部 内 ・外 面に輪積み痕。 にぷい褐色

普通

底部外面に木葉痕

覆土 中

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！

i 出 土地点 備　　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 重量（g）

第52図22 土　 製　支　脚 4．7 17．2 618．0 覆　 土　 中 D P 19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 pL 78

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！

！ 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考！長 さ（cm ）
幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第52図23 球　 状　 土　 錘 3可　 2 ・9
0 ．7 25 ．0 覆　 土　 中 D P1 3　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 75

24 球　 状　 士　 錘 3 ．2 2 ．9 0 ．8 25 ．0 穫　 土　 中 D P 14　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 5

25 球　 状　 土　 錘 3 ．2 2 ．5 0 ．6 2 5．0 覆　 土　 中 D P 15　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 5

2 6 土　　　　 玉 1 ．1 L l 0．2 1．0 覆　 土　 中 D P 16

2 7 球　 状　 土　 錘 2．0 2．1 0．6 （7．1） 覆　 土　 中 D P 17

2 8 球　 状　 土　 錘 3．6 2．6 2．6 （17．0） 覆　 土　 中 D P 18

2 9 管　 状　 土　 錘
（6可

5 ．9 0 ．7 （145 ．0） 覆　 土　 中 D P2 0

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地点 備　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重さ（g）

第52図38 石製紡錘車 （4．0） （1．5） （0．7） （13．0） 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 15
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図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第52図30 敲　　　　 石 15 ．4 9．0 6．7 （121 0．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 7　　　　　　　　　 PL 79

31 敲　　　　 石 11 ．3 8．8 4．5 （63 2．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 8

第53図32 敲　　　　 石 10 ．5 8．1 4．5 （52 4．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 9　　 磨石兼用　 PL 79

33 磨　　　　 石 6 ．1 3．8 4．3 （13 5．5） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q lO　　　　　　　　 PL 79

34 磨　　　　 石 9 ．6 6．0 5．5 （43 2．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q ll

35 磨　　　　 石 9 ．3 5．9 3．1 （20 7．0） 砂　　　　 岩 覆　 土　 中 Q 12

36 敲　　　　 石 13 ．4 （5．6） 5．1 （54 7．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 13　　 凹石兼用

37 砥　　　　 石 8 ．6 3．1 2．1 （83．0） 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 14　　　　　　　　　 PL 79

39 剥　　　　 片 3 ．9 2．4 1．4 （15．0） 頁　　　　 岩 覆　 土　 中 Q 16

第54図40 不　 明　 石　 器 （11 ．9） 10．7 6．4 （16 4．0） 軽　　　　 石 覆　 土　 中 ・Q 17

第柑号住居跡（第55◎56図）

位置　調査区域の南西部，Dle4区。

重複関係　本跡はタ南東壁から中央部を第1号溝に，南西コーナー部を第3号溝に掘り込まれていることから，

これらの遺構より古い。

規模と平面形　北西側の約半分は調査区域外である。長軸4。53m，短軸［4017］mで，方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は2～凱cmで　外傾して立ち上がる。

壁湧　北壁の下と東壁の下に巡っている。上幅22～32cm，下幅7－21cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部に硬化面が認められる。

聴　西側半分は調査区域外である。北壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚日部まで75cm，最大幅（65）C恥壁外への掘り込

みは20cmである。火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外

傾して立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
3　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼士粒子多量，ローム粒子微量

7　赤　灰　褐　色　焼士粒子中量，ローム粒子微量
8　赤灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

9

1

0

n

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

極　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量
褐　灰　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

褐
褐

色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子。ローム粒子微量
黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
極暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量，ローム粒子微量

尊皇　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　弥生土器片2点，土師器片25息礫1点が出土している。第56図1は土師器嚢で，竃の覆土下層から出

土している。2は土製紡錘車で，南部の覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態と1の土師器嚢の器形の特徴から6世紀頃と考えられる。
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第55図　第15号住居跡実測図

F

竃

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　；　　∃

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー一一一l　　　‥i

第56図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第5 6図 尭 A ［14 ．2］ 平 底。体部は内攣 しなが ら立ち上 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 雲母 P 127 30％ P L 62
1 土 師 器 B ［1 5．4］

C ［8 ．8］

が り，口緑 部 は強 く外反 する。 外 面ナデ。 にぷい赤褐色

普通

底部外面に木葉痕

竃覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考
径 （C皿） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 さ（g ）

第56図 2 石 製 紡 錘 車 4 ．6 1．8 0 ．8 （50 ．1） 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 19　　　　　　　　 P L 79

－69－



第18号住居跡（第57・58・59図）

位置　調査区城の南西部，Cli7区。

規模と平面形　北西側の半分以上は調査区域外である。長軸（1．97）m，短軸（4．50）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は33～41cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁の下と南壁の下に巡っている。上幅7～29cm，下幅6～11cmで，断面形はU字状である。

床　西から東に傾斜している。南壁側に硬化面が認められる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径33cm，短径28cmの楕円形で，疎さは61cmである。位置と規模から主

柱穴と考えられる。P2は長径18cm，短径12cmの楕円形で，深さは20cmである。位置から出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。P3は径28cmの円形で，深さは42cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片494点，粘土塊10点，礫1点が出土している。第58・59図Pl～4は土師器杯である。2～4

は南部の覆土中層から出土している。1は覆土中から出土している。5～19は土師器嚢である。12は南部の覆

土下層から出土している。11・14・18は南東コーナー部の覆土下層から出土している。15は南壁側の覆土下層

から出土している。17は南部の覆土下層から出土している。16は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，口緑部が内傾する須恵器杯模倣の1の土師器杯等の出土土器の特徴から6世紀後半頃と

考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm）‘ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第58図 ゴ不 A ［13．5］ 口緑部及び体部一部欠損。丸底。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 P 130 60％ PL62

土 師 器 B　　 2．2 体部は　　 しながら立ち上が り へラ 川り　 内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい′、褐色 覆土中

1 I
口緑部との境に明瞭な稜を持つ。
口緑部は内傾する。

I
色処理。 普通

2

杯 B （3．4） 底部から体部の破片。体部は内攣 体部外面へラナデ，内面ナデ。 長石 P 131 20％

土 師 器 しながら立ち上がる。 にぷい褐色
普通

南部覆土中

3

杯 A ［11．5］ 体部から口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 P 132 20％ PL 62

土 師 器 B （4．6） 攣し，口緑部は外反する。 へラ削・り，内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

南部覆土中

4

1不 A ［20．0］ 体部から口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 P 133 30％ PL 62

土 師 器 B （7．1） 攣 しながら立ち上がり，口緑部に
至る。

ヘラ削 り，内面ナデ。 明赤褐色
普通

南部覆土中

5

棄 A ［17．6］ 体部から口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 134 15％

土 師 器 B （9．9） 攣し，口緑部は緩 く外反する。 ヘラ削 り，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

南西部覆土下層

6

嚢 A ［18．6］ 体部から口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・石英 ・赤色 P 135 10％

土 師 器 B （10．5） 攣 し，口緑部は外反する。 ヘラ削 り，内面ナデ。 粒子粒子

明褐色　 普通

南西部覆土下層

7

嚢 A ［16．1］ 体部から口緑部の破片。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 136 10％

土 師 器 B　 16．5 攣 し，口緑部は緩 く外反する。 ヘラ削 り，内面ナデ。 にぷい橙色
普通

南西部覆土下層
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第野図　第柑考健應跡実測図

効＋≠　剣

2耶』義

図版番　 器 種 桓測倦kmラ　　 器 形　 の　 特　 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎か 舶 用 可　 ノ備　 考

第58図　　 悪　　 A　右．信　休部から目線部の破片㍉休部は内 目線部内め外商横ナデ。体部外薗 長石・有英　　　　 P137　m ％
8　　 士師器 8　日5．6）い攣し，目線部は緩く外反する∵ ヘラ削り，内面へラナデ∵ にぷい橙色　　　　 南東コーナー部

普通　　　　　　　 将士中層

聾 A 「日．0〕休部から目線部の破片．休部は内 目線部内・外面構ナデ∴休部外面 長石・石英・赤色　 P は　川％
土師器　 B　杓。扇　暫し　日録部は媛　 外圧する。 へラ削り，内面へラナデ．体部内 粒子　 にぷい橙色　南東部将士中層

面にヘラ当て痕∴ 普通

襲　　 Å〔川誹〕休部から目線部の破片∴体部は内 目線部内・外面櫨ナデ∴休部外面 長石　　　　　　　　 P139 10％

川　　 士師器　 8　日1．5う　増し†目線部は緩く外反する㍉ へラ削り，内面へラナデ∴体部内 赤褐色　　　　　　 覆上申

面にヘラ当て痕㍉ 普通

磐　　 Å「1上81 休部から目線部の破片．休部は内 目線部内・外面櫨ナデ∴休部外面 長石・石英・雲母　 P‖0潮％
＝　　 士師器　 8　日3．の　増し，目線部はわずかに外亙する．ヘラ削り，内面ナデ∵休部内面に 赤褐色　　　　　 南東コーナー部

輪積み痕。 普通　　　　　　　 将士中層

第59図　　 聾　　 Å　白0．21 休部から‖縁部の破片∴休部は内 目線部内・外面横ナデ∵休部外面 長石・石英・雲母　 P U1 10％
侵　　 士師器　 H （7．3）攣し，‖縁部はほぼ直立する㍉ ヘラナデ，内面ナデ∴ にぷい赤褐色　　　 南部床面

普通

小形患　 Å　白0．両 休部から＝縁部の破片∵体部は内 目線部内・外面横ナデ．休部外面 長右・石英・雲母　 PH 2　5％
13　　 土師器　 B　は．鋸　攣し，＝縁部はわずかに外反する∴ヘラナデ，内面ナデ∵ にぷい赤褐色　　　 碑土中

普通

小形碧‖A ［Ⅲ湖 底部から目線部の破片。平底。体 ＝縁部内・外面横ナデ∵休部外面 長石　　　　　　　 P l43 30％
14　　 士師器　 8　　 7．9 部は内攣し，目線部は緩く外反す ヘラナデ，内面ナデ∴ にぷい黄褐色　　　 南東コーナー部

C　L H．り」 る。 普通　　　　　　　 将士下層

磐　　　 B （16．の 底部から体部の破片。平底。体部 体部外面へラナデ，内面ナデ∴ 長石・石英・雲母　 Pl引 10％
15　　 土師器　 C ［7．扇 は内攣しながら立ち上がる。 明褐色　　　　　　 南西部韓士中層

普通

－71－
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第58図　第18号住居跡出土遺物実測図（1）
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第59図　第18号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　＿　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第59図嚢B（3．9）底部から休部の破片。体部は内攣体部外面へラナデ，内面ナデ。長石・石英・雲母P14510％

16 土師器C　　6．4しながら立ち上がる。 明赤褐色

普通

覆土中

17

嚢B（8．3）底部から休部の破片。休部は内野体部外面へラナデ，内面ナデ。長石・雲母 P14610％

土師器C［7．6］しながら立ち上がる。 赤褐色

普通

南部覆土下層

18

嚢B（2．1）底部から休部の破片。体部は内攣体部外面へラナデ，内面ナデ。長石・雲母 P147　5％
土師器C　　6．0しながら立ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

南東コーナー部床面

19

嚢B（4．2）底部の破片。休部は外傾して立ち体部内・外面ナデ。 明赤褐色 P41910％

土師器C　　7．4上がる。 長石・石英・雲母

砂粒・普通

底部木葉痕

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
径（CⅢ）長さ（C皿）孔径（cm）重量（g）

第59図20球状　土　錘 2．8 2．5 0．5 17．0南西部床面DP21　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL75

21 球状　土　錘 2．9 2．3 1．0 16．0南西部壁際覆土中層DP22

22 球　状　土　錘 3．1 （2．3） 0．8 （20．0）南西部覆土下層DP23

23 球状　土　錘 3．2 （3．2） 0．6 （27．0）覆　土　中DP24　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL75
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図版番替
種　 別 長さ玩親許恒 m 測摩紬 m）恒 諒　 質 出土地点 i 備　 考

第59図24 砥　　 石i 5や4 聖 上 サ バ　 抱料 区 議 竃 覆　土　 年中組

－　　　　　：、・′　、、　　′

‾　　　／、）　ご′′′、・、　　　　　　ハ

／、！′　1　　′、′‘・・　′′了　、　　ノ　′′　　　∴　　　　　　　て′　三′　′′　く′　∴

童軸方向　N－38ロー1・㌔′γ

、、、　ノ　二　　　、∴’．＿　　　′　′　′．、′：

′　、′　　′、ノ　′′′′ノ　・こ　′　こ．′′′ニ　ノ′　′　　　′・′い㌧・・＿7，、　′　′／一′ニ′二．ノ　ノニ

・′　り　　・、‾′　号、・1ご′、／′′、　′∴　・∴、ハ、　　′、′′′　、・・ノ・一ノ　ノ　∴ノ′∴

・′・：・ノ　く′　　　　′一　ノ　　ノノノ　′、、′ノ　、′○　／ノ・、′ノ　ノ、；　′、　∠′：′　′．子∴ら

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

：3　褐　　　色

・′′1　褐　　　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

㊧ローム粒J『瑞∴　焼廿日’・少量，焼巨トブrrソク・炭化粒自微量

尉ヒ粒J’・・ローム粒1㌧申軋　焼上粒千・歳化け・ローム小プロ、ソク少結　焼巨トプロ、ソク微量

炭化粒J’・・ローム大ブロック・ローム粒子中乱　射ヒ物・ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク少量

ローム粒J「・少量．ローム小プロ、ソク微量

ローム粒子乳量．炭化材・粒子少量

尉ヒ粒J’・・ローム申プロ、ソク少軋　焼悌）守・ローム粒！・微量

第錮図　第臓考健腰静実測図
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ある。lほ北西部の床面から出土している。　は覆土中から出土している。　は土師器椀である。覆土中から

出土している。3は土師器鉢である。北部と南部の床面からそれぞれ出土した破片が接合したものである。

～　は土師器嚢である。　◎　e m　北部の覆土下層から出土している。　は南部の覆土下層から出土して

いる。9は磨石でタ　南部の覆土下層から出土している。温0ほ敲石で覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は芦　田縁部が内傾する須恵器塔模倣の　の土師器棒等の出土土器の特徴から　世紀後半頃と

考えられるJ

第温9号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 計測値 k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 1図　　 林 Å　 白5 ．7」 底部 か ら目線部の破 片。 丸底。体 目線 部内 ・外面横 ナデ㍉休部外面 長右・右奥・赤色粒子 P 148 25％ P L 6 2
1　　 土 師 器 B　　 3 ．9 部 は内増 し，目線 部は短 くほぼ垂

直 に立 ち上がる。

ヘ ラ削 り， 内面 ナデ∵ にぷ い橙色

普通

北東部床面

林 A　 は4．0］ 体部か ら目線 部の破片。体部 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ㍉ 休部外面 雲母　　　　　　　　 ㌘149　5 ％ P L 63
2　　 十 帥 器 B （3 4 ） 増 し， ＝縁 部 との境に明瞭 な稜 を 削 り後，ヘ ラ磨 き∵　内面 ナデ㍉ にぷい橙色　　　　 将十中

持つ。 目線部 は内傾す る。 普通

鉢 Å　 1 3．4 底 部か ら目線部 の破 片。平底。体 目線部 内 ・外 面横ナデ．休部外 面 長石 ・石 英 ・砂粒 ・ ㌘150 30％ P L 63
3　 土 師 器

i

8　 14 ．2

C　　 8 ．0

部は内攣 しなが ら立 ち上が り， 目

線 部は内偵す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ J 赤色粒 子

にぷ い橙色

良好

北部 と南部床 面

椀 A ［9．9］ 体部 か ら目線部の破片。体 部は内 目線部内 ・外面横 ナデ㍉休部外面 長石 ・有 英 P 15 1 20％ P L 椙
4　　 土 師 器 B （5．7） 攣 し夕　その まま日縁部 に至 る。 ヘラ削 り，内面 ナデ㍉ にぷい 黄褐色

普通

覆土中

嚢 Å　 1 3．8 体部一部欠損。 平底 。体部 は内攣 目線部 内 ・外面横ナ デ㍉休 部外面 長石 ・石 英 P 152 95％ P L 62
5　　 士 師 器 8　 2 5．9 しなが ら立 ち上 が り，中位 に最大 ヘ ラ磨 き，内面ナデ． 橙 色 北部 覆工下層

C　　 7 ．1 径 を持つ。 日縁部 は外 反する。 普 通

嚢 A　 14 。3 日縁 部一部欠損。平底 。体部は内 目線部内 ・外面 構ナデ。休部外面 長石 ・石英 ・雲母 ㌘15 3 97％ P L 62
6　　 土 師 器 B　 I6 ．3

C　　 6 ．8

攣 しなが ら立 ち上が り，目線 部は

外反 する。
ヘ ラ削 り， 内面 ナデ√ にぷ い赤 褐色

普通

北部覆土下層

聾 Å　 19 ．0 体部一 部欠損。平底。体部 は内攣 目線 部内 ・外面櫨 ナデ㍉休部外面 長石 ・有英 P l吊 8 5％ P L椙
7 士 師 器 B　 2 8．0

C　　 8．6

しなが ら立 ち上が 娠　 日録部 は緩

く外反す る。

ヘ ラ削 りタ　内面 ナデ。 橙色

普通

北 部覆土下層

8

嚢 A　 白6．0］ 体部か らロ緑部 の破 片。体部 は内 目線部 内 ・外面横ナ デ．体部外 面 長石 ・雲母 ・砂粒 P 155 30％ P L 63
士 師　 器 B （1 6．の 攣 し，目線部 は強 く外 反する。 ヘ ラ削 り，内面ナデ㍉ にぷい橙色

普通

南部覆土 下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 石　 中 土 地 点 i 備　 考

長さ（cIn） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第62図9 磨　　　　 有 9．7 9．0 7．0 ぐ761．0） 安　 山　 岩 覆　 土　 可 Q 飢　　　　 P L関

10 敲　　　　 石 7．8 6。2
2可　 胤 0） 安　 山　 岩 極　 土　 可 Q 22　　　　 PL 79
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第62図　第19号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　l

第20号住居跡（第63・64図）

位置　調査区域の南西部，DlaO区。

重複関係　本跡が第22号住居跡を掘り込み，北壁から南西コーナー部にかけて第1号溝に，西壁を第9号土坑

に掘り込まれていることから，第22号住居跡より新しく，第1号溝跡と第9号土坑より古い。

規模と平面形　長軸6．56m，短軸6．46mで，方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は14～27cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　重複部分を除いて，全周する。上幅13～27cm，下幅3～9cmで，断面形はU字形である。

床　中央部に，わずかな高まりが認められる。北東コーナー部と南壁の下に硬化面が認められる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径79cInの円形で，深さは50cmである。P2は径58cmの円形で，深さは51cm

である。P3は径（22）cmの円形で，深さは（62）C皿である。P4は径65cmの円形で，深さは49C皿である。Pl～

P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は長径26cm，短径23C皿の楕円形で，深さは51cmである。位置

から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第闘図　第調号健贋静実測図
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第64図　第20号住居跡出土遺物実測図

謬

鋤
10cm

！　　　；　　　！

覆土　28層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解

1　黒

2　時

3　黒

4　黒

5　暗

6　暗

7　暗

8　黒

9　暗

10　暗

11　里

12　暗

13　暗

14　黒

15　窯

16　暗

17　時

18　黒

19　暗

20　黒

21暗

22　黒

23　黒

24　黒

25　黒

26　暗

27　黒

28　暗

説

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム中ブロック

ローム粒子多量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

・粒子微量

炭化粒子微量

ローム小ブロック微量

・小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

・粒子少量

・粒子微量
ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量

炭化粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子微量19層より色調が明るい。
ローム中ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量23層より締りが強い。

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，煉土粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片523点，須恵器片6点，粘土塊3点，鉄津，礫20点が出土している。第64図1～3は土師器杯

である。1は北東コーナー部の床面から出土している。2は北西コーナー部の床面から出土している。3は覆

土中から出土している。4は土師器嚢で，南部の覆土下層から出土している。5は土製紡錘車で，覆土中から
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所農　本跡の時期は学　内の外面異色処理された須恵器塔模倣の且の土師器輝や打線部が直立する須恵器量に系

／、・、、′　了弓　∴ノ　ノ∴′告　　　ノ′の　′．、′、∴．）！笑’・、＿1、1／こ．．ハ　ら

′　′．　完　　　′ご：互∴ノ言－「、

図版番可 券 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ！胎土 や色調 を焼成 備　　 考

第侶図　　 杯 Å　白3．8］ 底部から目線部の破片J 休部は内 ＝縁部内 ・外面横ナデ．休部外面　 雲母 P 156 亜％ PL 63
土 師 器 B　　 5．3 攣 して立ち上が り，＝縁部との境 ヘラ削 り，内面ナデ。内 ・外面黒　 にぷい黄橙色 北東コーナー部味面

且 に明瞭な綾を持つJ 日縁部は内傾 色処理。　　　　　　　　　　　　 普通

する。

杯 Å　白4．3］ 休部から目線部の破片㍉休部は内 ＝縁部内 ・外面櫨ナデ㍉体部内 ・ 雲母 P 157　5％
2 士 帥　器 B　は ．7） 増し，‖縁部は内傾する㍉ 外面ナデ．　　　　　　　　　　 にぷい黄褐色 北西コーナー部床面

普通

杯 Å　 白9．0］ 体部から目線部の破片√体部は内 口縁部内 ・外面横ナデJ 休部外面　 長石 ・雲母 P 158　5 ％
3　　 土 師 器 B （5．1） 増 し，目線部はほぼ垂直に立ち十 ヘラ，内面ナデ． 明赤褐色 覆土中

がる。 普通

襲 Å 「20．01 休部から目線部の破片㍉体部は内 目線部内 ・外面横ナデ∴体部内 ・ 長石 ・石 英 P 159　5％
寸　　 土 師　器 B　「針釦 増 し，‖縁部は外反する㍉ 外面ナデ．＝縁部及び体部外面に　 明褐色 南部将士下層

輪積み痕。　　　　　　　　　　　 普通

図柄号 種　 別 径 kmぎ 潮　　　　　 値 恒 地点 i 備　　 考

厚さ海中 径毎） 塵射g）

第6摘5序 製紡錘車i 5を2 405 i oe8 i （7000）覆　 土　 可 野25　　　　　　　 PL75

図版番号 種　　　 別
径 高 さkn）；孔径講 義ね） 出土地点　 備　　　 考

第6摘 6 球　状　上　錘 303 ！ 393 i oe9 ！ 30可 覆　 土　 中 り㌘26　　　　　　　 PL75

7 球　状　十　錘 2可　 の中　 可　 鋼可 覆　 土　 可 り㌘27　　　　　　　 PL門

8 球　状　十　錘 聖 上 」 聖 」 」 率 「 五 可 嘉 寺 「 棒 蒜

lllll1　－

、㍉　　ノ言、′　∵：・′く、

∴／＼′ノーノ了だ、′・　、′　　ノ

＼′一　ノ′＼・ィ、㌧　′．言：′　√　′．・　ノ、′　、ら　′／ト　ノノ′こ　＿′　＼・ニ

規模と平面形　長軸3．55Ill，短軸3．42nlの方形である。

童軸方向　N－500－W

壁　壁高は2～10cmで，外傾して＿立ち上がる。

床　平坦で，竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

磯　北西壁が撹乱を受けておりタ　竃の一部分と思われる粘土と焼土を検出したが，竃本体の規模や構造等は不

明である。
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第駈図　第別号佳贋静実測図

覆羞　一部撹乱を受けている部分があるがラ　レンズ状に堆積していることから9　6層からなる自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

二3　黒　褐　色

・′1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

ローム粒J’・少結　ローム小ブロック微量

ローム中プロいノク・ローム粒J’・少量

炭化粒r－・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量，ローム申プロ・ソク微量

ローム粒J’一少量∴　焼上粒千・炭化粒f一微量

ローム中プロ、ソク・ローム粒J’・微量

ローム小プロ、ソク少量

遺物　土師器が中心で，多量に出土しているがタ　破片が

多い。土師器片黒点　須恵器片　点　鉄鉱　点が出土

している。コ　第66図1＿の土師器杯は，北部の覆回－から出

土している。

所見　本跡からは，ピットは検出されていない。本跡の

時期はタ　遺構の形態及び出土土器から後期（6世紀代）

と思われる。

第2且号住居跡出土遺物観察表

⑳　　　　　　　　　　　　　　頂のC悶

ヽ1　．－－　．　－、＿

第鵬闊　第創考健腰掛出藍遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第66図 林 A ［13 ．0］ 体部 か ら目線部片。体部は内攣 し， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 6 石英 ・雲母 P 160　5 ％

1 土 師 器 B （2 牒） ロ縁部 は外 反気味 に立 ち上が る。 外 面ナデ。 にぷい褐色

普通

北 部覆土中
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位置　調査区域の南西部撃　cm　区。

、　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　し　一

′　′′′　　　′　　′‥′　　　　　　　　・・′　　　・　　　　ノ　　　・　　・ノ、・′　　　　′

′　　′　　　　　　　′－　　　　′‘　　　　′　ノ．1′　　　′　　　ノ　　′

童軸方向　N－∠拍e－W

・・　　　ご　　　　　　ノ　　ー　　　l

ノ　、∴　り　　　　、　　　　　　　　　′　　　　　　、　　　　　　　　　　　　‥　　一

であるご

ノ＼　　′′．　、　　　′′′　　一

；　　　′′′　　　　　　　　　　　　　　′くノ　　　　∴　、　′　ノ　　　　二　∴∴′　　、

ェ′　　　　・　　′　　ノニ

′：　　、　　′　　　　′　／′　　　ノ　、　　．′・′．

土層解説

1黒　褐　色　ローームr巨プロ・ソク申；妾1∴　尉ヒ粒J’－・砂粒少量

？暗　褐　色　ローム中ブロックl吊l∴　砂粒少軋　炭化粒子微量
：号　にぷい褐色　焼出口・・ローム粒j’一・粘悌1千少量言封ヒ粒自微量

－1暗　褐　色　焼「トブlJ・ノク・ローム中ブしトソク中量．炭化粒自微量
1黒　褐　色　rトム中プロ、ソク・しトム粒J’小結　焼上位千・歳化粧自微量

（う　褐　　色　tノ」－ム粒J∴中量．ローム小ブU・ソケ少量．尉ヒ粒自微量

達観　土師器購飢鰯　須恵器片　意　球状圭錘　点　管状士錘信蕪が出土して折る。土師器では　聾片が多

！J′　　　　　　　　　′　′　　　　　′　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　′ノ　　　　ノ‥

ノ’′′　・′ノ・′、：！　　　∴六’く　　　ノ・′　　ノ∴・二一・、　′′ノ11一．′削．′′′、′′．　　、、

る。

ノ＼′　　　′　ノノ・、′　′　：　ノ　　　′′∴　　．・、　一・、′、、・、′ノ　、一・、Jノミ一・、

′　　′　　　　　　　′　′　　′・・′　　　　　　′、′　　　／′　′

第禦号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 楯 計測値（cm）！ 器 形　 の　 特　 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第梱図

1

杯

士 師　 器

A　 H 3・恒　 底 部か ら＝縁部片∵休 部は内攣 し

8　 5 ・2　 なが ら立ち上が り， 目線 部は外 反

す る∵休部 と＝縁部 との境 にわず

か な稜 を持 つ．

口縁部 内 ・外面横ナデ∴体部外面

へ ラナデ，内面ナデ∴体部内 ・外
面赤彩。

長石 ・砂粒 ・赤色

粒千

橙色

普通

P 16 1 30％

北西 コーナー部

覆士中層

磐 A　 は5 46］ 体部 か ら目線 部片。体 部は内攣 し 目線 部内 ・外面櫨 ナデ㍉体 部外面 長石 ・石英 ・砂粒 ㌘162　5 ％ ㌘L63
2 士 師　 器 8 （1信8） ＝縁部 は外傾 して立 ち上が り，目

線端部 はわず かに外反す る。

ヘ ラ削 り，内面 ナデ∴ にぷい橙色

普通

北西 コーナー部

覆土 中層

3

聾 Å ［‖宜　 休部か ら＝縁部 片㍉休部 は内轡 し， 目線 部外 面へ ラ磨 き，内面 ナデ㍉ 長石 ・石英 P 用3　 ％ PL 63

士 師 器 B （∵L 封　 ＝縁部 は外傾 して立 ち十が る∵ 体部 内 ・外 面ナデ∵　目線部内面 に 明赤褐色 北西 コーナー部
ヘ ラ当て痕 。 普通 覆士中層

4

甑 A ［事吊り 「体部 か ら目線部片。体 部は外傾 し 日縁部 内 ・外 面横 ナデご体部内 ・ 石英 ・砂粒 P 164　5 ％ P L 63
土 師 器 B （1 ・打　 て立 ち上が り，＝縁部は外反す る∴ 外面ナ デ∵ にぷい橙色

普通
北西 コーナー部

覆士 中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cn）巨 L径 （cm） 極 量（g ）

第68図5 球　状　 士　 錘 2．9 2．8 0。9 19．2 P 摘 側魁 下層iね P 29　　　　　　　　　　 PL 76

6 球　 状　 士　 錘 3．0 2．6 0．9 21．4 P　3 覆 士 中 D P 30　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 76
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第酢図　第題号健腰掛実測図
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第68図　第22号住居跡出土遺物実測図

㊤

①6

0　　　　　　　　　　　　10cm

し　　　　‥十1一・一・－i

第23号住居跡（第69・70図）

位置　調査区城の南西部，C2jl区。

重複関係　第41号住居跡を掘り込んでおり，第41号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸5．12m，短軸4．70mで，方形である。

主軸方向　N－0。

壁　北東部は第41号住居跡との重複部分であり，壁の立ち上がりは明確に検出されなかった。検出された部分

では，壁高は30～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下には，巡っている。上幅14～24cm，下幅6～14cm，深さ10cmで，断面形はU字形であ

る。

床　平坦で，中央部から南部にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径23～30cm，短径20～26cmの不整楕円形，深さ40～46cmで，

配置や規模から主柱穴と思われる。P5は，長径40cm，短径26cmの不整楕円形，深さ30cmで，出入り口施設に

伴うピットと思われる。

竜　北壁ほぼ中央部に，砂混じりの粘土で構築されているが，北部は第41号住居跡との重複部分であり，壁外

への掘り込みは明確に検出されなかった。天井部はほとんど崩落しており，両袖部が残存している。規模は，

長さ（86）cm，最大幅（108）cmである。火床部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変して

いる。煙道部は，検出されなかった。
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第69図　第23号住居跡実測図

埴土眉解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
2　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
5　赤　褐　色　壌土粒子・ローム粒子多量
6　黒　褐　色　粘土粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子微量
9　暗赤褐色　ローム粒子・ローム粒子微量
10　暗赤褐色　粘土粒子微量
11黒　褐　色　粘土粒子微量

12　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量，締まり弱い
13　明　褐　色　粘土粒子微量

14　暗赤褐色　粘土粒子微量
15　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量，粘性・締まりともに弱い
16　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

－85－
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第70図　第23号住居跡出土遺物実測図

覆土15層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土′トブロック・焼土粒子・

ローム小ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

ローム小ブロック微量

6　黒　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量

7　暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

14　赤　褐　色

15　黒　褐　色

－86－
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ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量



遺物　土師器片572点，須恵器片20点，球状士錘6点，土製支脚2点が，竃前面から中央部を中心にして出土

している。第70図1の2の土師器杯は，中央部の覆土中から出土している。3の土師器高塚，4の土師器聾及

び8の球状士錘は，いずれも中央部の覆土下層から出土している。5の土師器聾は，竃付近と北東部から出土

した破片が接合したものである。6の球状土錘及び12の土製支肺は北西コーナー部の覆土下層から，9の球状

土錘は南西部壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。腿の砥石は言南部の覆土下層から出土している。7e

lO・11の球状土錘と13の土製支脚は，いずれも覆土中からF廿上している。

所農　本跡は，一部撹乱を受けているものの9　億の住居跡に比べ遺存状態は良好であった。ただ，遺物は細片

が多くタ　図示できるものは少なかった。本跡の時期は，遺構の形態及び出土土器から後期（6世紀代）と思わ

れる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第70図

1

杯 A　 は2 ．8］ 体部 か ら日録部の破片。体 部は内 目線部内 ・外面横 ナデ。 体部外面 赤色粒千 P 165 30％ P L 63

土 師 器 B （4 ．0） 攣 しなが ら立ち上が り， 目線 部 と ヘラナデ，内面 ナデ。 内 ・外面窯 黄橙色 中央 部覆土中

の境 に明瞭な稜 を持 ち， 目線 部は

内傾す る。

色 処理。 普通

圭不 A　 は2諸］ 体部 か ら目線 部破片。体部 は内攣 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 e 長石 ・石英 P 166 3 0％

2
士 師 器 B （3諸） しなが ら立 ち上が り， 目線部 との

境 に明瞭 な稜 を持ち， 日縁部 は内

傾す る。

外 面ナデ。内 ・外面黒色 処理。 にぷい黄褐色

普通

中央部 覆土中

l
高　　 林

量
A　 は5．4］

l
底部か ら日録 部の破片。体部 は内

l
目線 部内 ・外面横ナ デ。体 部外面 長石 ・石 英 ・砂粒 ・ P 167 30％ P L 63

3
士 師 器 B （4．3） 攣 しなが ら立 ち上が り， 口縁部 と ナデ，一部へ ラナデ。 内面 ナデ。 赤色粒子 中央部 覆土下層

の境 に稜 を持 ち，目線部 は外 反す

る。

内 e外 面赤彩。 橙 色

普通

4

棄 A ［2 L 2］ 体部か ら目線 部の破 片。体部 は内 目線部 内 ・外面横ナデ。体 部内 ・ 長石 ・赤色粒子 P 168 20％ P L 63

士 師 器 B （10．7） 攣 しなが ら立 ち上が る。 ロ縁部 は

外傾 し，端部 は外 反す る。

外面 ナデ。 にぷい褐色

普通

中央部 覆土 下層

5

餐 A ［1 7．4］ 底部か ら目線 部の破 片。体部 は内 目線部 内 e 外面横ナデ。体 部外 面 長石 ・石英 ・雲母 P 16 9 20％ P L 63

土 師 器 B　 14 ．2

C ［6．4］

攣 しなが ら立 ち上 が り， 目線部 は

短 く外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい赤褐色

普通

竃周辺 と北 東部

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 長 さ（cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第70図 6 球　 状　 土　 錘 3．2 2．8 0 ．6 25 ．8 北西コート部覆土下層 D P 3 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 76

7 球　 状　 土　 錘 3．1 2．7 0 ．6 20 ．0 覆　 土　 中 D P 3 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

8 球　 状　 土　 錘 2．7 2 ．9 0 ．8 18 ．7 中央部覆土下層 D P 33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

9 球　 状　 土　 錘 3．1 2 ．7 0 ．7 24 ．2 南西部壁際覆土下層 D P 34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

10 球　 状　 土　 錘 2．9 2 ．8 0 ．9 20 ．6 覆　 土　 中 D P 3 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

1 1 球　 状　 土　 錘 2．9 3 ．1 0 ．7 21 ．5 覆　 土　 中 D P 36

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cm） 重量 （g ）

第70図12 土　 製　 支∴脚 5 ．4 （11 ．9） （4 57 ．2） 北西コート部覆土下層 D P 3 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

13 土　 製　 支∴脚 6 ．8 （12 ．5） （4 12．7） 覆　 土　 中 D P 3 8
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土 地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第70図14 砥　　　　 石 6．3 2．6 0．7 23．5 凝　 灰　 岩 南部覆土下層 Q 24　　　　　　　　 PL 79

第別号住居跡（第71◎72図）

位置　調査区域の南西部，Cl fO区。

重複関係　本跡が，第43。44号住居跡を掘り込んでおり，両遺構よりも新しい。

規模と平面形　北西部が調査区域外となっており，確認できたのは，南北軸（5．22）m，東西軸（4。60）mで，

平面形は不明である。

南北軸方向　N－60－W

壁　壁高は48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　撹乱を受けている南東部を除いて，巡っている。上幅20～32cm，下幅2～14C恥　深さ3cmで，断面形は

U字形である。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は，長径24～60C恥　短径24－50cmの不整円形または不整楕円形，深

さ16～43cmで，柱穴と思われる。

尊堂　一部撹乱を受けているが，レンズ状の堆積状況から，7層からなる自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
7　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片496点，須恵器片21点，球状土錘1点が出土している。第72図1と2の土師器杯は，Pl付近

の覆土下層から出土している。3の土師器嚢は，北東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

4の土師器嚢と5の球状士錘は，覆土中から出土している。

新風　本跡からは，床，壁，壁溝及び柱穴が検出されていることから住居跡としたが，北西部が調査区域外と

なっているため竃は検出されなかった。本跡の時期は，出土遺物から後期（7世紀代）と思われる。

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第72図 杯 A　　 9．1 体部一部 欠損 。平底。体部 は外傾 口縁部 及び体部内 ・外面 ナデ。底 長石 ・石英 P 170 80％ P L 64

1 土 師 器 B　　 3．2

C　　 7．1

して立 ち上 がる。 部及 び体 部の器肉は厚 い。 にぷい橙 色

普通

底部外面に木葉痕

P l東部覆土下層

2

杯 A ［1 0．4］ 体部一部 欠損。 突出 した平底。体 口縁部及 び体 部内 ・外面 ナデ。底 長石 ・雲母 P 17 1 70％ P L 64

土 師 器 B　　 5．3 部は内攣 しなが ら立ち上が る。 部及 び体 部の器肉は厚い。体部外 にぷい赤褐色 底部外面に木葉痕

C　　 7．4 面 に輪積 み痕 。 普通 P l 東部覆土下層
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図版番号 器　種 計測値k壷 器　 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴
胎土の色調の焼成 備　　 考

第72図

3

聾

士師器

A　23。9

B （32湖

体部から底部欠損。体部は内攣し　目線部内の外面横ナデ。体部外面 長有・石英・雲母 P l72 70％PL机

北東部覆土下層ながら立ち上がりタ　上位に最大径　上位ナデ，下位へラ磨き。内面ナ

を持つ。日録部は外廃する。　　　 デ。

にぷい橙色

普通

4

襲

土師器
長石・石英・砂粒・

赤色粒千
P 173 10％

痩士申

A　は3。2］

B （6。9）

体部はわずかに内攣し，目線部は 目線部内・外面横ナデ．体部外面

外反する．　　　　　　　　　　 ヘラ削り，内面ナデ．目線部内・

外面に輪積み痕。 普通

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士地点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第72図5 球　状　士　錘 4両　　 04
0．9 34．8 覆　 土　 中 DP39　　　　　　　　　　　　　　　　 PL76
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第72図　第24号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　10cm

l　　－t　　　」

第25号住居跡（第73・74図）

位置　調査区城の南西部，C2g2区。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸2．90mで長方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は14～28cmで，媛やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分はない。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量
2　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片268点，須恵器片2点，球状土錘2点のほか，混入した縄文土器片5点，弥生土器片13点が出

土している。第74図1の土師器杯は，南部の床面から出土した破片が接合したものである。2の土師器嚢は北

西部の覆土下層から，3の土師器嚢は中央部の覆土上層から，4の土師器嚢は北西コーナー部の覆土上層から

それぞれ出土している。5と6の球状土錘は，いずれも覆土中からの出土である。

所見　本跡からは竃やピット，床の硬化面等は検出されず，生活したと思われる形跡が認められなかった。住

居として構築し始めたものの，途中で放棄した可能性が考えられる。そしてその際に，土器等を投棄したと思

われる。本跡の時期は，出土遺物から後期（6世紀代）と思われる。
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第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第74図 埠 A ［13．4］ 底部 から目線 部の破片。体部 は内 目線部 内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 。赤色粒 子 P 174 40％ P L 6 4

1 土 師　 器 B （5．1） 攣 しなが ら立ち上がる。目線部の

境 に明瞭 な稜 を持ち，口縁部 は内

傾す る。

ナ デ， 内面へ ラ磨 き。 橙色

普通

南部床面

2

襲 A　 1 4．7 底部及 び体 部一部欠損。体部 は内 目線部 内 。外面横ナデ。体部外面 長石 ・石英 ・砂粒 P 175 60％ P L 64

土 師 器 B （1 3．5） 攣 しなが ら立 ち上が り，目線部 は

緩 く外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 明赤褐色

普通

北西部覆土下層

3

登 A ［1 4．6］ 底部か ら体部 一部欠損。体部 は内 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・砂粒 P 176 30％ P L 64

士 師 器 B （1 1．0） 攣 し， 口縁部 は緩 く外反す る。 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 明赤褐色

普通

中央部覆土上層

4

嚢 A ［14 ．4］ 体部か ら口縁 部片。体部 は内攣 し， 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 赤色粒子 ・黒色粒子 P 177 3 5％ P L 64

土 師 器 B （14 ．3） 口緑部 は外反 する。 上位へ ラ削 り，内面ナデ。外面下 明赤褐色 北 西 コーナー部

位剥離 のため不明。 普通 覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第74図 5 球　 状　 士　 錘 2．7 2．6 0 ．8 ユ5 ．7 覆　 土　 中 D P 40　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 76

6 球　 状　 土　 錘 3．0 2．4 0 ．7 17 ．3 覆　 土　 中 D P 4 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 76

第那号健腰掛（第75◎76回）

位置　調査区域の南西部、C2el区．

重複関係　第1号溝に掘り込まれていることから，第1号溝よりも古い。

規模と平面形　長車由4。08mタ　短軸（3。70）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は24～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床　平粗で，中央部が踏み固められている。

ぽッ匪　3か所（Pl～P3）。Pl e P2ほ，径15～19cmの不整円形言采さ7～15cmで，配置から主柱穴と思

われる。P3ほ　長径渕cm　短径18cmの不整楕円形で　深さncmで出入　口施設に伴うピットと思われる。

穫蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　焼‖粒子・U－ム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子やローム小ブロック。ローム粒子微量

遺物　土師器片371点，須恵器片6氏　球状土錘2息　鉄淫1点のほかタ　混入した弥生土器片21点が出土して

いる。第76図1の土師器棒と4の土師器嚢は中央部の覆土下層から出土している。2e3の土師器聾は東部の

覆土上層及び下層から出土した破片が接合したものである。5と6の球状土錘は，いずれも南部の覆土中層か

ら出土している。

所凰　本跡は，北部から西部にかけて第1号溝に掘り込まれているためタ　竃は検出されなかった。また，壁溝

も検出されなかった。本跡の時期は，出土遺物から後期（7世紀代）と思われる。
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第75図　第27号住居跡実測図
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図版番号 器　 種 計測値はm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第76図 琢 Å　 10．6 ロ縁部一∴部欠損。底部は上げ底気 目線部及び体部内 ・外面ナナ㍉体 長石 ・有‥英 ㌘178 99％ PL64
土 師 器 B　　 5。5 味の平底い休部は内攣気味に外価 部内面にヘラ当て痕，外面に輪積 にぷい得色 中央部覆土下層

且 C　　 7．2 して，立ち上がる√底部及び体部 み痕。 普通

は器肉が厚い√

聾 A　n．滅 休部から目線部の破片√休部は内 目線部内・外面楯ナデ㍉休部外面 長有 ・赤色粒子 P 170 10％ PL机

2
土 師　器 B　拍信0） 轡し，目線部は毎く外反する∵ ヘラ削り，内面ナデ㍉ 明赤褐色

普通

東部将士上層と

覆士下層

3

聾 Å 〔12．1〕 休部から‖縁部の破片∴休部は内 ＝縁部及び体部内・外面ナデ∵ 長石 ・石英・赤色 P 180 15％
士 師 器 B （7．8） 増しながら＝縁部に圭る十 粒子

明赤褐色

普通

東部覆士十層

聾 B （18．郎 底部から＝縁部の破片√体部は内 体部外面へラナデ，内面ナデ∴ 長右・石英 P 181 50％ PL侶
4 士 師 器 C　　 6 4 攣しながら立ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

中央部覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　 考径 （cm）i長さ（cm申 し径（cm） 重量ね）

第76図5 球　状　士　錘
3可　 2両　　 e7

16。9 南部覆土中層 り㌘42

6 球　状　士　錘 2．7
2・4 i oe7

13」 南部覆土中層 DP43
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第76図　第27号住居跡出土遺物実測図

「‾‾「‾‾l

0　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第28号住居跡（第77・78・79・80図）

位置　調査区城の南西部，C2d2区。

重複関係　本跡は，北部を第4号溝に，南部を第36号住居跡に掘り込まれ，第37号住居跡を掘り込んでいるこ

とから，第4号溝，第36号住居跡よりも古く，第37号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4．70mで，方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は57－64cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下には，全周する。上幅12～30cm，下幅3～11C皿，深さ4～9C皿で，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径72～94cm，短径68～84cmの不整楕円形，深さ60～62cmで，

配置や規模から主柱穴と思われる。P5は，長径43cm，短径30cmの不整楕円形，深さ65cmで，出入り口施設に

伴うピットと思われる。

寵　北壁のほぼ中央部に，砂混じりの白色粘土で構築されているが，北部が第4号溝に掘り込まれているため，

竃の壁の外への掘り込みは，不明である。最大幅は107cmである。天井部は崩落しており，両袖部の一部が残
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第77図　第28号住居跡実測図（1）
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電土層解説
温

2

窯
褐
褐　色　ローム粒自微量

色　ローム粒J’・少量
3　黄　褐　色・焼土粒子のローム粒子微選
・1

5

暗
窯
褐　色　ローム粒戸巨量
褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

（う　褐　　　色　焼巨拉f一微量，ローム粒j’・微量
7　暗　褐
8　暗　褐

9　黒　褐
10　暗　褐

11暗　褐
12　明　褐

色　ローム粒千中量，焼巨トブロック・焼抽打l・炭化粒子微量
色　ローム粒J’・少軋　焼上粒J’・・炭化粒J’・・ローム小ブロック微量
色　ローム粒J’・少量，焼廿日つ鋸一芸二
色　焼＝粒r・ローム粒日放量

色　ローム粒戸日払　焼用、ブロック・焼‖拉r微量
色　焼土粒√一・ローム粒子微量

且3　褐　　　色　焼土粒子微量
「1黒　褐　色　ローム粒Jナl微量

15　黒　褐　色　ローム粒f一少E‡呈：
1（う　暗赤褐色　焼l斗白’一・ローム粒J’・少量

＿17　暗赤褐色　ローム粒j’・少量，焼‖宣子微量
18　暗　褐　色　ローム粒J’一微量

穫蓋　2層からなる。　～摘層は自然堆積夕　息～2層はブロック状を皇しているため　Å為堆積と思われる。

土層解説
1

　

ソ

一

3

一

斗

　

】

〇

　

六

日

　

【

！

　

8

黒　褐　色　ローム粒J’・少鼠　ローム小ブロック微量

黒　褐　色　焼圭粒f・・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒rl微量
黒　褐　色　ローム粒r一少量，ローム小ブロック微量

黒　褐　色　焼自粒子多量．焼土中ブロック少鼠　炭化材微量∴　ローム粒自微量

窯
窯
窯
窯

褐　色　ローム粒J’一少量

褐　色　ローム粒戸I瑞，炭化粒J′‥ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
褐　色　ローム粒！・少量，ローム小ブロック微量

褐　色　ローム申プロ・ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒千微量

一一一96一一一ムー一一一
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第79図　第28号住居跡出土遺物実測図（1）
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0　　　　　2cm
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第80図　第28号住居跡出土遺物実測図（2）

9　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
10　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　暗　褐　色　ローム粒子多量
13　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
14　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
15　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中㌧小ブロック中量
16　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
17　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
18　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
19　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
20　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼上粒子微量
21黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
22　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
23　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック微量
24　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
25　黒　　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
26　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土粒子少量
27　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　遺物は土師器を中心にして，遺構全体の各層から多量に出土している。土師器片1711点，須恵器片24点，

球状土錘10点，敲石1点，軽石5点のほか，混入と思われる弥生土器片28点が出土している。第79・80図1の

土師器杯は東部の覆土中層から，2の土師器杯は竃前面の覆土上層とPlの覆土中から出土した破片が接合し

たものである。3の土師器杯は南部壁際の床面から逆位の状態で，4の土師器杯は竃前面の覆土下層から出土

している。7の土師器高杯は中央部の覆土中層から，8の土師器高杯と19の球状土錘は中央部の覆土上層から

出土している。10の土師器賓は，P2の覆土中から出土している。12の土師器嚢は，北西部の覆土上層と中層

から出土した破片が接合したものである。13の球状土錘はP3上の覆土中層から，14の球状土錘は中央部の覆

土上層から，15の球状土錘は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。16・21の球状土錘は南東部の覆土

－98－



上層から，17018の球状土錘は西部の覆土上層と中層から，23の敲石は中央部の覆土下層からそれぞれ出土し

ている。9の土師器嚢は竃内の覆土中から，5の土師器杯と6の土師器高塚，Hの土師器監20。22の球状土

錘，24の石製勾玉は覆土中から出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から後期（6世紀末から7酬己初め）と思われる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　　 考

第79図 杯 A　 13 ．4 体部 及び日録 部一部欠損。丸底 。 日縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 砂 粒 ・赤色粒子 P 182 95％ P L 64
1 土 師　器 B　　 4 ．6 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，

目線部 は内攣 気味に直立す る。

外面 ナデ。 橙 色

良好

東部覆土 中層

2

杯 A　 1 5．5 体部及 び口縁 部一部欠損。丸底。 目線部 内 。外面横ナデ。体部外 面 長石 ・石英 P 183 85％ P L 64
土 師 器 B　　 4 ．9 体部は内攣 しなが ら立ち上が り， へ ラ削 り，内面ナデ。内 の外面窯 橙色 竃前面覆土上層

口縁 部はわず かに内傾 する。 色処理。 普通 とP l 覆土 中

3

林 A　 14 ．9 体 部及び目線部一部 欠損。 丸底。 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・赤色粒 子 P 184 7 5％ P L 64
土 師 器 B　　 4 ．3 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り， へラ削 り，内面 ナデ。 内 の外面黒 にぷい橙色 南 部壁 際床面

目線 部は直立す る。 色処 理。 普通

4

林 A ［17諸］ 底部か ら目線 部の破片。丸底。体 口縁 部及び体部内 ・外面 ナデ。内e 長石 ・雲母 P 18 5 2 0％
土 師 器 B （5．0） 部は内攣 しなが ら立ち上が り， 日

録部 にいたる。 目線 端部に洗練が

巡る。

外面黒 色処理。 にぷ い黄橙色

普通
竃前面覆土 下層

5

杯 A ［16 ．2］ 体 部か ら口縁部 の破 片。体 部は内 目線部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 186 15％ P L 64
土 師 器 B （5 淵） 攣 し，目線 部はわずか に外反す る。 デ。体部内面へ ラ磨 き。内面異色 明赤褐色 体 部外面に墨書

処 理。 普通 「徳有」か

覆土中

6

高　　 年 B （6．8） 脚部片。裾 部欠損。脚部 はハ の字 脚部外 面へ ラナデ， 内面 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 1 87　3 0％
土 師 器 状 に開 く。 明赤褐 色

普通

覆土 中

7

ミニチュア土器 B （4 ．5） 脚部片。脚部 は大 きくラ ッパ状に 脚部外面 ナデ。 長石 ・石 英 P 18 8 40％
高　　 林

土 師 器

D　　 6 ．8 開 く。 明赤褐色

普通

中央部覆土中層

ミニチュア土器 B （5 ．7） 脚部 片。脚 部は大 き くラ ッパ状 に 脚 部外面ナ デ。 長石 ・石英 P 189 35％
8 高　　 塚

土 師 器

D ［7 ．0］ 開 く。 明赤褐色

普通
中央部 覆土上層

9

嚢 A ［1 7．5］ 底部か ら目線 部の破 片。平底。体 目線部 内 さ外面横ナ デ。体部 内 ・ 長石・石英・赤色粒子 P 1 90 4 5％
土 師 器 B　 3 1．0

C　　 7．6

部は内攣 しなが ら立ち上が り， 日

経部は緩 く外反す る。
外面 ナデ。体 部内面 に輪積 み痕 。 にぷ い赤褐色

普通

竃内覆土 中

10

嚢 A ［16 ．0］ 体 部か ら日縁部の破片。体 部は強 口縁部内 の外面横 ナデ。体部外面 長石 ・砂粒 P 19 1 30％ P L 64
土 師 器 B ［15 ．7］ く内攣 し，口縁 部は緩 く外反す る。 ヘラナデ， 内面 ナデ。 黄褐色

普通

P 2 穫土中

11

嚢 A ［15．4］ 体部 か ら目線 部の破片。体部 は内 白線 部外面へ ラナデ，内面横 ナデ。 長石 ・赤色粒子 P 193 2 0％
土 師 器 B （13．2） 攣 し，日縁部 は緩 やかに外反す る。 体部外 面へ ラナデ， 内面 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

穫土 中

第80図 嚢 A ［14 ．1］ 休部か ら目線部 の破 片。体部は緩 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部外 面 長石・石英・赤色粒子 P 194 20％ P L 64
12 土 師 器 B （8 ．9） やかに内攣 し，目線部 は外反す る。 ヘ ラナ デ，内面ナデ。体部 内面 に にぷ い橙 色 北西部覆土上 層

輪積み痕。 普通 と覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第80図13 球　 状　 土　 錘 3．7 3．3 0．6 33 ．8 P 3 覆土 中層 D P 4 4　　　　　　　　　　　　　　　　 pL 76

1 4 球　 状　 土　 錘 3．7 2．1 0 ．8 24 ．8 中央部覆土上層 D P 4 5　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

1 5 球　 状　 土　 錘 3．1 2 ．6 0 ．7 20 ．9 中央部覆土下層 D P 4 6　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 6

16 球　 状　 土　 錘 2 ．9 2 ．7 0 ．8 19．3 南東部覆土上層 D P 47　　　　　　　　　　　　　　　　 p L 7 6

17 球　 状　 土　 錘 3 ・3 ！ 2 可　 0・7 ！ 2 0・7
西 部覆土中層 D P 48　　　　　　　　　　　　　　　 pL 76

18 球　 状　 土　 錘 2 ．9 2．8 0．5 2 1．2 西部 覆土上層 D P 4 9　　　　　　　　　　　　　　　　 pL 76

19 球　 状　 土　 錘 2．8 2．5 0．7 14 ．5 中央部覆土上層 D P 5 0　　　　　　　　　　　　　　　　 pL 76

2 0 球　 状　 土　 錘 2．4 3 ．0 0 ．5 13 ．5 覆　 土　 中 D P 5 1
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第80図21 球　 状　 土　 錘 3 ．3 2 ．7 0 。8 23 ．7 南東部覆土上層 D P 52

2 2 球　 状　 土　 錘 3 ．6 2 ．6 0 ．7 26 ．4 覆　 土　 中 D P I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 76

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第80図23 敲　　　　 石 10．8 6．3 4．7 431．5 安　 山　 岩 中央部覆土下層 Q 27　　　　　　　　 PL 79

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　　　 質 出土地 点 備　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 重量（g ）

第80図24 勾　　　　 玉 1．0 2．4 3．2 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 26　　　　　　　　　　　　　　　 PL 79

第調号佳腰掛（第8且◎82回）

位置　調査区域の南西部，C2e4区。

重複関係　本跡が，第31号及び第37号住居跡を掘り込んでおり，第121号士坑に掘り込まれていることから，

第31・37号住居跡より新しく，第121号土坑より古い。

規模と平面形　長軌′上62111，短軸4．70ITlで，方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は8～13cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南コーナー部が，第121号土坑によって掘り込まれているが，確認された壁の下には巡っている。上幅

8－13cm，下幅4～12cm，深さ3－6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

ぽッ睦10か所（Pl～PlO）。Pl～P4は，長径24－34cm，短径24－28cmの不整円形または不整楕円形，深

さ34－69cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は，長径30cm，短径22cmの不整楕円形，深さ28cmで，

位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P6～PlOは，長径18～46cm，短径14～32cmの不整楕円形，

深さ6－19cmで，補助柱穴と思われる。P6－P9は，壁際に位置する。

竃　北東壁のほぼ中央部を掘り込み，砂混じりの白色粘土で構築されている。壁外にも掘り込まれていると推

定されるが，第37号住居跡と重複している部分であり，明確に検出することができなかった。天井部は崩落し

ており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ（90）C恥　最大幅100cmである。火床部は，

床面を13cmほど掘りくぼめており，わずかに焼けて赤変している。煙道部は，火床部から緩やかに外傾して立

ち上がっているのが，部分的ながら確認された。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・山砂少量
2　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　黒　褐　色　炭化物・炭化粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック中量，炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量
5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・山砂中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量

8　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
9　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
12　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

尊堂　8層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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7　　　　　　　6

第81図　第29号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト“1－111－1－　i

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿　　i　　　！

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子微量

6　暗　褐　色　炭化材少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片1039点，須恵器片26点，土製品2点が竃付近を中心にして出土している。．第82図1の土師器杯

と6の土師器嚢は，竃東袖部付近の覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。2の土師器

杯は竃西袖部付近の覆土下層から，4の土師器杯は竃東袖部付近の覆土下層から，5の土師器高杯は北西コー
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ナ一部の覆土中層から出土している。3の土師器杯と7の土製勾玉と8の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土土器から後期（6世紀代）と思われる。

第29号住居跡出土遺物観察表

喝頭謬
闇討葦鬱

0　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（C【n） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第82回 杯 A［15，4］体部一部欠損。丸底。休部は内轡ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面赤色粒子 P19560％PL65

1 土師器B　　5．2 しながら立ち上がり，ロ綾部は内ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい赤褐色 竃東袖部周辺覆土

傾する。 普通 上層と覆土下層

2

呵こ A［15．8］底部から口緑部の破片。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面赤色粒子 P19635％

土師器B（4，2）部は内攣し，口縁部は直立する。ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒

色処理。

にぷい橙色

普通

竃西袖部周辺覆土下層

3

杯 A［14．0］体部から口緑部の破片。休部は内口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石 P19720％

土師器B（4．2）轡し，口緑部は直立する。 ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒

色処理。

黄橙色

普通

覆土中

4

杯 A［15．4］休部からロ緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面赤色粒子 P19820％PL65

土師器B（3．8）攣し，口緑部の境に明瞭な稜を持ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒にぷい褐色 竃東袖部固辺覆土下層

ち，口綾部は内傾する。 色処理。 普通

5

高　　杯B（8．3）杯部一部欠損。脚部は短くラッパ体部及び脚部内・外面ナデ。脚部長石・石英・雲母P19960％PL65

土師器D　　8．2 状に開く。休部は内攣して立ち上内面にヘラ当て痕。 にぷい褐色 北西コーナー部

E　　3．0 がる。 普通 覆土中層

6

斐 A ［19．5］体部から口緑部の破片。体部は強口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母P20040％PL65

土師器B（13．9）く内攣し，口緑部は短く外反する。ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

竃東袖部周辺覆土

上層と覆土下層
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図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！

！出土地 点 備　　　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 重量（g）

第82図7 土　製　勾　 玉 0．7
1可 ＋ 用

稽　 土　 中 D P 54

図版番号
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第82図8 球　状　土、錘 3．2 3，5 0．8 32．4 覆　 土　 中 D P53　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 76

第詔考健腰掛（第83◎84回）

位置　調査区域の南西部，C2e3区。

重複関係　本跡は，第4号港に掘り込まれていることから，第4号溝よりも古い。

規模と平面形　確認で　たのは　南北軸（3・30）m，東西軸（4。86）mであり，遺構の南部が第4号藩に掘り込

まれていることと，北西部が調査区域外となっているため，平面形は不明である。

南北軸方向　N－150－Ⅵr

壁　壁高は30～55cmで，ほぼ垂由こ立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部で検出された。上幅24～32cm，下幅4～10cm，深さ10～鼠4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，南東コーナー部から中央部にかけて踏み固められている。またヲ東壁から中央部に向かって，上

幅12cm，下幅4cm，深さ10cm　長さ持cmほどでタ　断面形はU字形の藩1条が認められた。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Plは径30cmの不整閏私　深さ78cmで配置や規模から主柱穴と思われる。P20

㌘3は，長径20～44cm，短径18～44cmの不整円形または不整楕円形，深さ6～摘用で補助桂穴と思われる。

炉　東壁際に位置し，長径96C恥短径60cmの不整楕円形で，床面を24cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床

は、焼けて赤変している。

炉土層解説
1　黒　褐　色　焼士粒子。ローム粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
3　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

貯蔵究　東部コーナー部の壁際に付設され，長径70cm，短径62cmの不整楕円形である。深さは42cmで，断面は

逆台形状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
5　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少鼠　焼土粒子・ローム小ブロック微量

尊皇10層からなる。不自然な堆積状況であり，またロームブロック等を含んでいることから人為堆積と思わ

れる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
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第8図　第黒号住居跡実測図

0　　　　　　　1m

』二二二二二虻二二二二二』

遣物　土師器片415点，須恵器片46点，球状土錘2息磨石1点のほか，混入と思われる弥生土器片33点が出

土している。第84図1の土師器杯はP2付近の覆土中層から，2の土師器杯は東壁際の床面から，3の土師器

杯は炉西部の覆土下層からそれぞれ出土している。4e5の土師器鉢は南西部の床面から出土している0　6の

土師器嚢は覆土中から出土している。7の球状士錘は南東コーナー部覆土下層から，8の球状土錘は炉北部の

覆土上層から，9の磨石は貯蔵穴東部の床面から出土している。

所凰　本跡の特徴としては，東壁から中央部に向かって，幅の狭い溝1条が認められた。これは当遺跡の他の

遺構には見られないものである。また言ヒ部が調査区城外となっているためか，竃は検出されず，炉1か所と

貯蔵穴1か所が検出されている。本跡の時期は，出土土器から後期（6華摘己代）と思われる。
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第84回　第32号住居跡出土遺物実測図

第32号住居跡出土遺物観察表

〔⊃
0　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；‥＿　」

図版番号券　種計測値（C血）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第84図杯A　14．1底部から口緑部の破片。丸底。体ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母P20630％

1土師器B　　4，9部は内野しながら立ち上がり，口

緑部は外反する。

ヘラ削り，内面ナデ。にぷい赤褐色

普通

P2付近覆土中層

2

杯A［12．2］底部から口線部の破片。平底。体口綾部及び体部内・外面ナデ。長石・砂粒P20715％

土師器B　　5．7

C［5．朗

部は内攣しながら立ち上がる。 明赤褐色

普通

束壁際床面

3

杯A［14．5］底部からロ緑部の破片。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・P20830％PL65

土師器B　　3．7部は内攣しながら立ち上がり，口

縁部はわずかに外反する。

ヘラ削り，内面ナデ。赤色粒子

にぷい橙色

普通

炉西部覆土下層

4

鉢A［17．8］休部からロ緑部の破片。休部は内ロ縁部及び体部内・外面ナデ。体長石・赤色粒子P20910％PL65

土師器B（5．4）攣しながら立ち上がる。部外面ナデ，内面縦方向のヘラ磨

き。

黒褐色

普通

南西部床面

5

鉢A［17．0］体部から口緑部の破片。休部は内ロ縁部及び体部内・外面ナデ。体長石P21050％PL65

土師器B（8，5）暫しながら立ち上がる。部外面ナデ，内面縦方向のヘラ磨

き。

にぷい赤褐色

普通

南西部床面

6

嚢A［18．2］体部から口緑部の破片。休部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英P2115％

土師器B（5．5）攣し，口縁部は偉く外反する。外面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中
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図版番号 痩　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第84図7 球　 状　 土　 錘 3．6 4．2 0．9 47 ．4 南東コーナー部覆土下層 D P 5 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 6

8 球 状　 土　 錘 3．6 3．2 0．6 36 ．9 炉北部覆土上層 D P 5 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 6

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土 地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）． 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第84図9 磨　　　　 石 12．5 7．5 5．6・ 608．2 砂　　　　 岩 貯蔵穴東側床面 Q 29　　　　　　　　 P L79

第33号住居跡（第85・86図）

位置　調査区城の南西部，Dld5区。

重複関係　本跡は第7号住居に掘り込まれ，第6号土坑及び第8号住居跡を掘り込んでいることから，第7号

住居より古く，第6号土坑及び8号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸［6．10］m，短軸［5．10］mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

第85図　第33号住居跡実測図
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ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は，長径20～30cm，短径20～28cmの不整円形または不整楕円形，深

さ19－63cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は，長径20cm，短径16cmの不整楕円形，深さ52cmで，

位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P6～P8は，長径26～74cm，短径22～50cmの不整楕円形，

深さ18～23cmで補助柱穴と思われる。

覆土　本跡は，掘り込みが非常に浅く，覆土の堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片1点が出土しただけである。第86図1の土師器高杯は，Plの覆土中から出土している。

所見　本跡は，壁の立ち上がりが北東部及び南部の一部分でしか検出されず，また第8号住居跡等に掘り込ま

れているため，竃も検出されなかった。本跡の時期は，出土土器から後期（6世紀代）と思われる。

第86図　第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　－L l

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第86図高　　杯A［12．4］休部から口緑部片。体部は内攣し，口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石 P21210％PL65
1 土師器B（4．8）口緑部は強く外反する。休部と口外面ナデ。内面及び口緑部外面赤明赤褐色 Pl覆土中

縁部の境に稜を持つ。 彩。 普通

第35号住居跡（第87・88図）

位置　調査区域の南西部，Dlg8区。

重複関係　本跡は，第2号住居跡・第8号土坑及び第1・2号溝に掘り込まれていることから，これらの遺構

よりも古い。

規模と平面形　確認できたのは南北方向と東西方向の壁の一部で，南北が（0．95）m，東西が（1．05）mである

が，北東部及び南西部が第1・2号溝及び第2号住居に掘り込まれているため，平面形は不明である。

主軸方向　不明である。

壁　壁高は12cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下には，巡っている。上幅13～30C皿，下幅4～10cm，深さ20cmで，断面形は逆台形であ

る。

床　東部に凹凸部分がみられるが，大部分は平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子中量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

遺物　土師器片59点と土製品1点が出土している。第88図1の土師器高杯，2の球状土錘は覆土中から出土し

ている。

所見　本跡は北東部及び南西部が調査区城外となっているため，竃やピットは検出されなかった。本跡の時期

は，出土土器から後期（6世紀代）と思われる。
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第87図　第35号住居跡実測図

第88図　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡出土遣物観察表

、＼′ノ、一一、」＿
0　　　　　　　　　　　　　2m

l l　一一一一一一一二∃

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第88回高　　杯A［19．8］杯部片。体部は内暫し，口緑部は口縁部外面横ナデ。内面へラ磨き長石 P214　5％PL65

1土師器B（3．0）強く外反する。 後，黒色処理。 にぷい褐色

普通

覆土中

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第88図2球　状　土　錘3．7 2．6 0．6 （18．3）覆　土　中DP57
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重複関係　本跡が，第黒号住居跡を掘り込んでいることから，第22号住居跡よl）新しい√

規模と平面形　長軸3．封）111。鯨油3．37111の方形である、、

童軸方向　N－23ローW

壁　壁高は25～38cmで，外傾して立ちl二がる。、

壁溝　仝周する。、上幅10～28C乱　卜幅2、・8cnl言策さ2一、航mで言新面彬は逆台形である。

床　平川である一巨央部が踏み回められている、二、

．　、′′’　　　　　　こ一一　　　、　、、　1′く　′　　　　二1′く　　　′（′・′、、：一　言　′、′、一．、、

′　′ソ　′　．　1　　′　　　　　，、ノ∴．　、∴′　∴‥（！、′、、　言　∴一、　　　　ノ＼二　′　．．

うピットと思われる。、P6－、P9は，径16～22cmの不整円形言袈さ16～72cmで補助柱穴と思われる。「

・　　　′　レノ　　．　　′＿　　　　　、　工ご・　、∴　、　　了′　　、．∴、　J、∴　　′∴　‥　′、．一ノ

、　／　　　′　′　′　／、　′　′　′　　′　′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　・′　　′；′　く　　　　　　′　　ノ　ノ

、　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　．　　　・′　　　　ノ　′′　　　　ヽハ　　　　　　・、一　　　、　　　　　．　　、　　　′ノ　　＼一　、　1　　　　　一

面からほぼ衝由こ立ち上がる、、

電土層解説

1　暗赤褐色　焼‖位「・ローム粒j’小結　焼「小ブロック微量

2　暗赤褐色　焼上位イ・小結　焼「小プロ・ソク・炭化粒J’・・ローム粒J’・微量

：3．暗赤褐色　焼博打小品　ローム粒J’一少量，焼上中ブロック・炭化粒J’l微量

・・l　暗赤褐色　焼巨粒f‥ローーム粒J’・少㌫∴　焼上中ブロック微量

5　暗木祖色　焼I井守・小結　焼「小ブロック・ローム粒J′・少量

（う　黒　褐　色　焼巨粒！・・ロー一一ム粒J′一少量

′．　′・‘ノ　ー′　　　′、　ノ　ー、．′ノ′、′ノ　　こ／′ノ　　　　　　ー′′　′．　｝′　　　、・．′′．

土層解説

1　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク中量．炭化粒j’一少量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック中結　砂粒少量，炭化粒！・微量
にぷい褐色　焼土粒子の粘土粒子少量　炭化粒子微量

・l　暗　褐　色　焼上中ブロック・ローム中プロ、ソク小結　炭化粒自微量
5　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒J二中量．焼十粒子一・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子多量．焼十粒子・ローム大プロ、ソク少量
7　褐　　　色　ローム粒十多鼠　ローム小プロ、ソク少量．炭化粒召数量

8　黒　褐　色　ローム粒J’・少量．焼十粒！・微量
！）暗　褐　色　焼抽ンつ′・・ローム粒J’・少量，炭化粒自微量

′物　，、巧声。ブ　　′ノ∴‘′7ノ、・ノノ・′－、シ′主．＿　い÷一　一・．、し　一、　．了′　点‥　壬∴！．‥　‥　　、・　j　‘

・1．∴、　　　　ノ　二十′　′ノ　上、′′1ノ　言　上ノ　、の　／、．．′　　′′弓　　′′、、：・　～′ン∴言，、∵・′　、

・一、′い′バク1、　∴4、′．　　一C㌧／′′　　の　∴・・／y「言，・・－′　ノ　り∵’’、′ノノノ、・′か－′、　　′！′．t　ノ∴（了　－′∴、ノ′′

、㌧′言　　一・′　′．・　ノ．殉㌧　′、・！、∴′　　＿′・＿　′／、ノ　′・′、（．　′ノー一二′′　′．一′　子く　二　∴　′ノ　　、一

いる。

′．．ノ＼1－人　′・シ、バン了、ソノ∴．．′了　一ノ／く、　′′、∴′＿ノ　∴　十′J′二　言　二　∴　　　　　ら・∴　二’∴∴八㌦、　′．、

須恵器は破片が　点だけであった。時期は　遺構の形状及び出土土器から後期　摘世紀代）と思われる。

第42号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第90図　　 杯

1　　 工 師 器

Å　 白5．01 底部か ら日録部 の破 片。丸底。体 ＝縁部 内 ・外面横ナ デ÷休部外 面 長石・雲母・赤色粒子 P 2 19 30％ P L 65

8　　 4 ．0 部は内増 して立ち上が り，‖縁部 ヘ ラナデ，内面ナデし にぷい褐色 P 4 付近覆土下層

は内傾す る十 普通
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第89図　第42号住居跡実測図

由I ul

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　1m

［二　　ト一一一二∃

図版番号 器　種 計測値（CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第90図 杯 A ［13．4］休部からロ緑部の片。休部は内管 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石・石英・雲母 P220 10％PL65
2 土師器 B （3．2）して立ち上がり，口緑部は内傾す

る。

ヘラ削り，内面ナデ。 橙色

普通

P 4付近覆土下層

3

高　　 杯 B （8．3）脚部から杯部の破片。脚部はラツ 坪底部内面黒色処理。脚部外面へ 長石・石英 P221 50％PL65
土師器 D　 ll，4

E　　 7．4

パ状に開く。 ラナデ，内面ナデ。脚部内面に輪

積み痕及びへラ当て痕。

にぷい橙色

普通

P4付近覆土下層

4

嚢 A　 12．9 底部欠損。体部は内攣し，ロ緑部 口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・砂粒 P222 80％PL65
土師器 B （13．6）は外反する。 外面ナデ。 橙色

普通

竃前面と南部床面

5

要 A ［13．8］底部から口緑部の破片。平底。体 口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石 P223 25％PL65
土師器 B　 14．0 部は内暫し，口綾部は媛く外反す 外面ナデ。 にぷい赤褐色 北壁際覆土上層

C　　6．0 る。 普通 と下層

6

尭 A ［17，0］休部から口綾部の破片。体部は内 口緑部内・外面槙ナデ。体部内・長石・石英 P224 30％PL65
土師器 B （13．8）暫し，口縁部は凄く外反する。 外面ナデ。体部上位にへラ当て痕。橙色

普通

北壁際覆土上層

と下層

7

襲 A ［30．2］休部から口綾部の破片。体部は内 口緑部内・外面検ナデ。体部外面 長石・石英 P225 30％PL65
土師器 B （20．2）暫し，口縁部との境にわずかな段

を持つ。口縁部は種く外反する。

ヘラ削り，内面へラナデ。 にぷい黄褐色

普通

P4付近覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（C皿） 孔径（cm） 重量（g）

第90図8 球　状　土　錘 3．2 2．3 0．9 23．0 P 4付近覆土下層 DP59

9 球　状　土　錘 3．1 2．6 0．7　　　　 25．2 覆　 土　 中 DP60
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第粥図　第般号住居跡出立遠地実測図

第姻考住居跡（第91。92図）

位置　調査区域の南西部，CleO区。

重複関係　本跡は，第24号住居及び第1号溝に掘り込まれていることから，両遺構よりも古い。

規模と平面形　遺構の北部が調査区域外となっており，また東部が第1号溝，西部が第24号住居に掘り込まれ

ているため，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　不明である。

壁　一部分が南部で検出されている。壁高は20cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

壁溝　一部分が南部で検出され，上幅12～16cm，下幅6～8C恥　深さ10cmで，断面形はU字形である。
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第馴図　第胡考住居跡実測図

第璽図　第朋号住居跡出立遺物実測図

0　　　　　　　　2m

i」二二二二士二二二二二』

「l≡≡‾塑‡ノブ　二二二二二二二二

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

ぽッ睦　1か所。Plは，長径（40）cm，短径30cmの不整楕円形と推定され，深さ21cmで，配置から主柱穴と

思われる。

遺物　土師器片23点，混入と思われる須恵器片1点が出土している。第92図1の土師器高塚は，南部の壁溝の

覆土中から出土している。

所凰　本跡は床，柱穴及び壁の一部が検出されており住居跡とした。竃は調査区域外に存在したと考えられる。

掘り込みが浅く，土層の堆積状況は観察できなかった。時期は，出土土器から後期（6世紀代）と思われる。
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図版番　　器　橙　封瀾値毎）器形　の　特徴i手　法　の　特徴＋極か舶用痢　ノ清　孝

讐隼華溜林部片十休部は内増し，目線部と　目線部内・外面横ナデ∴体部内・長石　　　　　　　P黒0m％PL両の境に後を持／二∴　目線部は短く外　外面ナチ∵　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 南部唯藩将士中

底する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

∴：　　　　　　′．′二　′　′

位置　調査区域の中央部，C21〕7区、、

重複関係　本跡が，第11号溝に掘り込まれていることから，第1＿1号溝よi）古い、1

規模と平面形　長軸3．50111，鯨油3．こ紬11の方形である、、

童軸方向　N－OC

壁　壁高は45、58cmで．外傾して立ち上がる、「、

壁溝　確認された壁の下には，北東コーナー部と南壁の【巨央部を除いて巡っている。吊扁5、32cm，下心は

、Hc乱　深さ6、つ）cmで，断面形はU字形である、、

床　平Ⅲであるご　電前面から南壁際にかけて踏み伍1められている．∴，

ピット　：1か所（Pl、P∠－1主，Plは，長径32C乱　短径25cmの不整楕円形。深さ22cmで，配置から出入り＝施

設に伴うピットと思われる．、つ〕2、Pこノiは。長径2（ト2恥軋　短径20、2五mの不整桔ll川上　深さ1トつ3cmで配置

から柱穴と思われる．．し、

電　北壁のほぼ中央部を壁外に32cmほど三角形状に掘り込み，砂混じi）の粘上で構築されている∴天井部は崩

落しており。l両袖部が残存しているLl、規模は，焚‖部から煙道部まで長さIl宜肛　最大幅！）2cmである、火床部

は，床面からわずかに掘り込まれており，火熱を受けて赤変している。一　煙道部は，火床面からほぼ垂直に近い

角度で立ち上がる。

蜜土層解説
1　黒　褐　色　粘‖拉r中量
2　暗赤褐色　粘土粒子多量
3　黒　褐　色　焼日拉f一・粘土粒つ’・少＿量∴　焼土二中プロ、ソク微量

11　黒　褐　色　ローム粒子少軋　焼目白二・炭化粒自微量
5　黒　褐　色　焼1斗白’・少量．炭化粒r・ローーム粒J∴・粘1斗「召散量

（う　黒　褐　色　焼出立！1・炭化粒J’・少軋　焼上′トプロ、ソク・ローム粒召鋸ll：
7　黒　褐　色　焼吊白′・・炭化粒J’一少量

8　黒　褐　色　焼日立千中量．焼上′トプロ、ソク・炭化粒子微量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量撃　炭化粒子微量

10　黒　褐　色　粘土粒－f一多量、粘上プロ、ソク少量
11黒　褐　色　精工粒1’一中量、ローム粒子微；‾il二

12　黒　褐　色　ローム粒jナ中量，ローム小プロ、ソク少；I呈：
13　明　褐　色　粘土粒子多量，焼士粒子微量

覆土19層からなる。プロ、ソク状を呈する不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる、、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・中一量．ローム小ブロック少；11：

2　黒　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一多量．ロームl巨プロ、ソク中量

3　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒J’・中量

11　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒j㌧少量

5　黒　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・粘土小ブロック少量、ローム中プロ、ソク微量：

（う　極暗褐色　ローム粒戸巨軋　ローム申プロ、ソク・ローム小プロ、ソク少量，炭化粒f・微量

7　黒　褐　色　ローム中プロ・ソク・粘巨いプロ、ソク少結　ローム粒日射11：

8　黒　褐　色　ローム粒J’・中量．ローム申ブロック・ローム小ブロック少結　帖上申プロ・ソク微ili：

〔）黒　褐　色　焼士粒子少量、ローム粒J’一・粘回lプロ、ソク微量

10　極暗褐色　ローム粒J二多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

11黒　褐　色　ローム粒十多量．ローム中プロ、ソク中量．ローム小プロ、ソク微量

12　黒　褐　色　ローム粒戸い量，炭化粒J’一・ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック微量

13　黒　褐　色　ローム粒J′一多軋　ローム小ブロック中；＿II：

「1黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒召鋸lt

15　黒　褐　色　ローム粒J’・多量，ローム中プロ、ソクl一巨量，粘＿回1ブロック少量、ローム小プロ、ソク微量
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第93図　第46号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　　「　　＿　l

16　黒　　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
17　黒　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
18　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
19　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片455点，須恵器片6点，土製品4点が出土している。第93図1の土師器杯は覆土中から出土し

ている。2の土師器嚢は西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。3の土師器相は南部壁際の

覆土上層から，4の土師器甑は北西部の覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。5の球

状土錘は南西部の覆土上層から，6の土玉は中央部の覆土中層から，7・8の小玉は北東部の覆土上層から出

土している。

所見　本跡は，当遺跡内の他の住居跡に比べ遺存状態は良好であった。また，柱穴が出入り口部と西部から検

出されたが，これ以外は検出されなかった。時期は，遺構の形状及び出土土器から後期と思われる。
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第94図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表

10cm

l－・十一一一一一一一一一一」

㊥　O

q q

0　　　　　　　2cm

ト・・1　　1

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 94 図 杯 A ［1 1 ．6 ］ 体 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。体 部 は 内 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 石 英 P 229　5 ％ P L 66

1 土 師 器 B （ 2 ．1） 轡 し ， 口 縁 部 との 境 に稜 を持 ち ，

口 緑 部 は 内 傾 す る。

外 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色

普 通

覆 土 中

2

嚢 A ［18 ．0 ］ 休 部 は 内 暫 し，口綾 部 は 外 傾 す る。 口緑 部 内 両 横 ナ デ ，外 面 へ ラ削 り。 長 石 ・赤 色 粒 子 P 230 10 ％ P L 66
土 師 器 B （ 8 ．5 ） 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ。 体

部 内 面 に輪 積 み痕 。

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

西 部 覆 土 中 層

3

柑 A ［ 8 ．2］ 口 縁 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 内 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 長石 ・赤 色 粒 子 P 23 1 60％ P L 66
土 師 器 B　　 4 ．9

C　　 4 ．0

暫 し な が ら 立 ち上 が り， 口 縁 部 は

外傾 す る 。

パ ケ 目整 形 ， 内面 ナ デ 。 にぷ い橙 色

普 通

南部壁際覆土上層

4

甑 A　 23 ．2 休 部 か ら 口 緑 部 の 破 片 。 休 部 は 外 口 緑 部 内 ・外 面 槙 ナ デ 。 体 部 内 ・ 赤 色 粒 子 P 232 15％ P L 6 6
土 師 器 B （14 諸 ） 傾 し ， 口 緑 部 は 横 く外 反 す る 。 口 外 面 ナ デ 。 口緑 部 内 面 に 布 目痕 。 橙 色 北 西 部 覆 土 上 層

緑 部 外 面 に わ ず か な稜 を 持つ 。 体 部 内 面 に輪 積 み 痕 。 普 通 と覆 土 下 層

図版番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔 径 （cIn） 重 量 （g ）

第 94図 5 球　 状　 土　 錘 3 ．6 3 ．1 0 ．7 3 2 ．6 南 西 部 覆 土 上層 D P 6 1

6 土　　　　 玉 1 ．7 1 ．8 0 ．35 0 ．3 中 央 部 覆 土 中層 D P 6 2

7 土　　　　 玉 0 ．7 0 ．7 0 ．2 3 ．9 北 東 部 覆 土 中層 D P 63

8 土　　　　　 玉 0 ．8 0 ．6 0 ．15 0 ．4 北 東 部 覆 土 上層 D P 64
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第50号住居跡（第95・96図）

位置　調査区域の中央部，B2j8区。

重複関係　本跡が，第51・52・53号住居跡を掘りこんでおり，また，第68号住居に掘り込まれていることから

第51・52・53号住居跡より新しく，第68号住居より古い。

規模と平面形　長軸［2．63］m，短軸［2．33］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－16。－W

壁　壁高は26～36cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

寵　北壁の中央部からやや東寄りを壁外に12cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部が残存している。当遺跡内の他の住居跡に比べ，壁外への掘り込みは小さい。規模は，焚

口部から煙道部まで長さ94cm，最大幅104cmである。火床部は，床面を16cmほど掘りくぼめている。煙道は，

火床面から急な角度で立ち上がる。

寵土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　焼土粒子ヰ呈，炭化粒ト粘土小ブロック少量，炭化材微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・粘土小ブロック微量

4　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土小ブロック微量

遣物　北東コーナー部を中心にして，土師器片52点，土製品3点が出土している。第95図1の土師器杯，3の

土師器嚢，4の須恵器高杯，7の土製支脚はいずれも北東コーナー部の覆土下層から出土している。2の土師

器杯は東部の床面から，5と6の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡の壁の立ち上がりは，南東コーナー部と南壁の一部が確認されたのみである。よって，住居跡の規

模や平面形は推定である。また，ピット，壁溝等は検出されなかった。時期は，遺構の形状及び出土土器から

後期（6世紀代）と思われる。

ヅマ！

第95図　第50号住居跡実測図
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第96図　第50号住居跡出土遺物実測図
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第渕号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第96図 杯 Å　 口上6］ 底部か ら＝縁部 片J 丸底ご休部 は ＝縁部 内 ・外面横ナ デ㍉体 部外 面 長石 ・雲母 P 2＝ 30％ P L 66
1 土 師 器 B　　 圭3 内暫 し， 口縁部 は短 く直立す る㍉ ヘ ラ削 り，内面ナデ㍉　内 ・外 面黒 灰褐色 北東 コーナー部

色処理J 普通 覆土下層

2

林 Å　 白5 ．0 1 休 部か ら＝縁部片㍉体部 は内攣 し， ＝縁部 内 ・外 面横ナデ㍉体部 内 ・ 長右 ㌘245　5 ％ P L 6 6
士 師　 器 8 （4 ．5 1 ＝縁 部は外傾す る㍉体部 と＝縁部 外面ナ デJ 休 部内面へ ラ磨 き衡 にぷ い褐色 東 部床面

の境 に稜 を持つ。 黒色処理㍉ 普通

3

餐 Å ［2 4 ．0］ 休部 か ら＝縁部片．体部は内増 し， 口縁部内 ・外面横 ナデ㍉体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 2亜 20％ P L 66
土 師　器 B （2 4 湖 口縁 部は強 く外 反す る㍉　＝縁端 部 外 面ナデい体部外 面十位にヘ ラ当 にぷい橙色 北東 コーナー部

は外十 方 につ まみ上 げ られ て い

る。

て痕。体部内面 に輪積 み痕。 普通 覆土 下層

4

高　　 林 Å　 白3．4］ 林部片．休 部は内攣気味 に外傾 し ＝縁 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 長右 ・黒色粒千 P 24 7 10％ P L輔
須 恵　 器 B （3。8） て立 ち上が り，日縁 部はわずか に デJ 単 節縄 文 L R を施文 軋　 上 下 灰色 北東 コーナー部

外反す る。 端 に 2 本の稜が巡 って いる。 普通 覆土下層

図版番号 種　 別 径 行m競 さkm）1堵孔径議 量。g）巨 土地点
備　　　　　　　　　　　 考

第鵬 5！球状土錘i　 e目　 せ3 ！　 可　 可 覆　土　 中 DP70　　　　　　　　　　　　　　　　 PL76
』 庚 埜 皇 軋 ＿ 聖 上 ＝ 亘 r 予 ㌃ 「 寺 司 嘉 寺 苓 DP71　　　　　　　　　　　　　　　　 PL76

図版番号 種　　　 別

計　 測　 値　　 上 ．　 虎

出 士 地 点 備　　　　　　　　 考
径 五m） 長さ五m） 登射 g ） 材　 質

第96図7 支　　　　 脚 （10．2） （11さ2）日 57痛 巨二＋ 製
北か如上部覆土下層 D P72　　　　　　　　　　　　　　　 P L78

剛、一　∴二一∵ら　∴一こニ′　こ′。i・∴Jl′二、：く．

・　J、－／＼・ノ．ごの・ノ、い’、　こ　ノ　′　′′

ノ；・∴1ノh＼J′：工　′　ご、立酌つ去‘工へ．′′′　：′′　′・、∴　㌧．∴．ノ、二二∴一、・＼′′：．ノ′′．．　′・．の　十・、

りも古い。

規模と平面形　長軸6．20Ill，短軸6．01ITlの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は22～58cmで，外傾して立ち＿f二がる。

壁湧　確認された壁の下には　東壁と南東コーチ由を除いて巡っている。上幅摘～鍼cm　下幅　～8cm　深さ

3～8cmで，断面形はU字形である、、．

床　平坦である。北東部から南壁際にかけて踏み固められている。またタ　西壁から㌘3に向かって港が五条掘

られている。上幅柑cm　下幅摘cm　深さ飢cm　長さ閥cmほどで　断面形はU字形である。

㍉　　ノ′′、‖：＿　：、ノ　ー　＿ノ　ー、一．、十　＿′酌tト　′；信丁二　∴潤一（－′′。二、の′㌣！L∴・・ノ壬　′∴二′・十′り‥言．

配置や規模から主柱穴と思われる。P5はラ長径82cm，短径35cmの不整楕円乳深さ24cmで出入り打施設に伴

うピットと思われる。㌘6～㌘2且はタ長径且4～68cm警短径温0～40cmの不整楕円私深さ　～撒cmで配置や深

さについて規則性がなく，性格等は不明である。

磯　北壁のほぼ中央部を壁外に罰cmほど掘　込み　砂混じりの粘土で構築されている。天井部は崩落してお酌

西磯部と東袖部の一部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ166cm，凝太幅135cmである。火床

部は，床面から膵cmはど逆台形状に掘り　ぼめられている。煙道は　火床商からほぼ垂直に立ち上がる。
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竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J’一少結　LJ－ム小ブtJ、ソク・精細l′つ′1微：‾lI：
2　黒　褐　色　粘廿日’一帖L　焼目白’・・炭化粒自微量
3　褐　　　色　粘土粒子多量
Ll　黒　褐　色　粘目白㍉ロム　焼目白’・・ローム粒子微量
5　極暗褐色　焼廿「「・炭化材・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・微量

（i　黒　　　色　焼巨障イー少量．焼巨巨プロ、ソク・炭化材・炭化粒J’・・ローム粒白微量
7　暗赤褐色　粘土粒子多量，炭化粒子微量
8　黒　褐　色　焼目白’一・粘上粒J’中量
9　暗赤褐色　廃土粒子・粘土粒子多量
1（1黒　褐　色　ローム粒J’小結　焼廿日一少量．炭化廿微量
11暗　褐　色　ローム粒J’一多量．粘上位！・出し　焼吊．白’・少量
12　黒　褐　色　焼梱白二・粘＝粒子少鼠　ローム粒召鋸Il：
13　黒　褐　色　焼上位了・中鼠　ローム粒f・少量
摘　極暗褐色　粘土粒子中量　炭化材少鼠　廃土粒子微量
15　黒　褐　色　ローム粒J’一申雲量：L　焼「小プロ、ソク少量．炭化廿微量
1（う　極暗褐色　精悍白’・多軋　ローム粒J′・微量
17　極暗褐色　粘目白∴少結　焼廿日’・・炭化粒J’・・ローム粒自微量
18　黒　褐　色　焼上粒f一・ローム粒J’一・粘‖奇手微量
lt）暗　褐　色　ローム粒J’・・粘土粒Jl・少量．焼‖童子微量
ご（）黒　褐　色　ローム粒J’・微量∴　焼細目・・ローーム小プロ、ソク・粘巨拉r・微量

′　　・・′J！．．・′′∴ィ．　／・・ノ‥、！′∴一　、．．、′　′′ノ　　　　、．一　ト．′∴′・′、′．

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一少量．炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ローム粒子【甘量，ローム小プロ、ソク微量

3　暗　褐　色　砂混じり粘土中量タ　ローム粒子少数　焼土粒子微量

・l　黒　褐　色　ローム粒J’・・砂混じ周一1汗少量，焼上粒J’・・炭化粒Jr・・しトlム小プロ、ソク微量

5　極暗視色．炭化粒J’小結　砂混じり粘上少量，焼廿日’・・炭化粒J′・・t′了－ノ、粒白微量
（う　黒　褐　色　ローム粒召鋸－1二

7　黒　褐　色　ローム粒J′一中量．焼‖粒r・ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク微量

8　黒　褐　色　ローム粒子中量

t）暗　褐　色　焼‖粒子・ローム小ブロック・ローム粒！・少量

10　黒　　　色　ローム粒J’1少量∴　ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク微量

11黒　褐　色
12　暗　褐　色
13　黒　褐　色
111極暗褐色

15　黒　褐　色
川　黒　褐　色

17　極暗褐色
18　黒　褐　色
用　極暗褐色

2（）黒　褐　色

ローム粒J’一少量．ローム中ブロック・ローーム小プロ・ソク微量

しゴーム粒！一多量，ローム小プロ、ソク微量

ローム粒自微量

ローム粒J′一多量，ローム小ブロック少量：

ローム粒j’一多軋　ローム申プロ、ソク・ローム小プロ、ソク′吊呈：．炭化粒！・微量

ローム粒子多鼠　焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒J’・多結　ロームー巨プロ、ソク・ローーム小プロ、ソク少量．焼巨巨プロ、ソク・損じ粒自微量

U－ム粒J’一少：i呈：

ローム粒f一少iil：

ローム粒J’・少鼠　ローム小プロ、ソク微量：

遺物　遺物は　土師器を中心に多量に出土している。偽の住居跡に比べ　完形品に近い土器が多　出土してい

／：′　　一一J′　・、削　ir∴／・′　～、　！くt、．、／′′、′′J　こ：′ノノ上／シ　ノ．ニノ、′・∴′言－／三言‥′　・／′・′　，

が出土している。第鱒固且と　の土師器輝は，ザれ　竃東裾部内から2を上に正位の状態で2枚が重なって

∴、　ノ′　　′ノ′’・ノふ′∴　く．つ・′∴ウニノ、　！－ノ′　′．′・男′、一∴一、・・、　ノ′　　′バ　・′′　′　．′

土師器手捏土器は竃前面の覆土中層から出土している。5と6の土師苦杯は東部の覆土下層からタ　8の土師器

棒は㌘鋼付近の覆土下層から出土している。　の土師器嚢は中央部と北西部の覆土下層から出土した破片が

接合しタ　相と且の土師器嚢及び膵の球状士錘は北東部の覆土下層から，相の土師器婆は竃付近から出土した破

片が接合して齢る。腿の球状士錘は㌘　付近の床面から，蟻の球状土錘は西部の覆土下層から野　路の球状土錘

は南部の覆土上層からタ　蟻の球状士錘は北東部の覆土中から出土している。臓の敲石は南東コーナー部の覆土

中層から，20の砥石は東部の覆土下層からタ　21の磨石と25の汲孔門衛は東部の覆土下層からそれぞれ出土して

いる。霊の磨石は北東コーナー部の覆土中層から学　部の石製紡錘車は西部の床面から9　2の白玉は南壁際の覆

土上層から出土している。錆の銑鉄は竃前面の覆土下層から出土している。7の土師器塔及び23と24の不明石

器の剥片は覆土l巨から出土している（二1

新風　竃前面と北西部及び南東部を中心に炭化材や焼士が検出されていることから，焼失家屋の可能性が高い。

本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から後期（6世紀）と思われる。
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第97図　第51号住居跡実測図（1）
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第98図　第51号住居跡実測図（2）
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第99図　第51号住居跡出土遺物実測図（1）
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第100図　第51号住居跡出土遺物実測図（2）

第51号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第9 9図 杯 A　 12 ．8 丸底 。体部は内暫 しなが ら立ち上 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石・石英・赤色粒子 P 248 100％ P L 66

1 土 師 器 B　　 4 ．2 が り，口緑部に至 る。 外 面ナデ。 にぷい黄褐色

良好

竃東袖 部内

2

珂こ A　 11 ．2 丸底。体 部は内野 しなが ら立 ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 ・ 雲母 ・砂 粒 P 249 100％ P L66
土 師 器 B　　 3．9 が り， 口緑 部に至る。 外面 ナデ。 にぷ い貴橙色

良好

竃東袖 部内

3

杯 A　 ll．7 丸底。体部 は内野 しなが ら立 ち上 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面 長石 ・赤 色粒 子 P 250 100％ P L 66
土 師 器 B　　 3．8 が り， 口緑部 は内傾 する。 ヘ ラ削 り，内面ナデ。内面黒色処 灰黄褐色 竃西袖部外側覆

理。 普通 土中層
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図版番　 洋 種　 摘 値kmラ　　 審　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　 恒 の色調 の焼成　 一備　 考

第湘図　　 林　　 A　 m ・2　 丸底∵休部は内増しながら立ち十　 日緑部内・外面横ナデ＋休部外面　 長有・雲母・砂粒　 P誉1 柚勒 PL輔

4 十 帥 器　 H　 3．6　 がリ，目線部の境に綾を持ち†＝ ヘラ削り，内面ナデ＋内面黒色処　 褐吠色　　　　　 電前面将十中層
縁部は内傾する㍉　　　　　　　　 理∵　　　　　　　　　　　　　　 良好

杯　　 A　 m ・2　 「1線部　一部欠損∴丸底∴休部は内　 目線部内・外面横ナデ∴体部内・ 赤色粒子　　　　　 P 黒だト甘㌔

1　　 士 柚 器 B　 3バ＋「攣しながら立ち十がリ，目線部は　 外面ナデ＋　内面黒色処理一　内面に　 にぷい橙色 東部覆土下層
わずかに外反する∴　　　　　　　 暗文㍉　　　　　　　　　　　　　 普通

林　　 Å　つ1才つ底部から目線部の破片∵休部は内　 目線部内・外面横ナヂ∵休部外面　 砂粒　　　　　　　 P 253 70％
6　　 士 師 器　 8　 3・6　 増して立ち上がり．「偏 部は毎く　 ヘラ削り，内面ナデ∴　　　　　　 にぷい黄褐色　　 東部楷十下層

内傾する∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

杯　　 A　再 ・0！ 底部から目線部の破片＋休部は内　 目線部内 ・外面横ナデ∴体部内・ 長石・石英 ・砂粒　 P 討 m ％

γ　　 十 帥 器　 8　 3・リ　 攣して立ち十がり†「7線部はわず　 外面ナデ∴内面黒色処理∴　内面に　 吠黄褐色 将士中
かに外反する十　　　　　　　　　 へラ当て痕∵　　　　　　　　　　 普通

杯　　 A l上8　 底部から目線部の破片．丸底∴休　 日縁部内・外面櫨ナデ＋体部内・ 砂粒　　　　　　　 P 255 20％
ホ　　 士 帥 器　 H　 J．0　 部は再増して立ち十がぐ十 「1線部 外面ナチ∴　　　　　　　　　　　 にぷい賞橙色　　　 P却付近粒十下層

ほ短く直立する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

柴　　 Å　再 訂　 休部から目線部の破片㍉休部は内　 目線部内・外面横ナデ．休部外面　 長石 ・石英　　　　 P 猫 用％ PL帖

リ　　 士 帥 器 H （7．21 攣し，目線部は矩く外反する∵ へラ削り†内面ナデ∴　　　　　　 明赤褐色　　　　　 中央部と北西部

i　　　　　　　　　　 普通　　　　 覆土下層

磐　　 Å　中川〕 休部及び目線部一一部欠損十平底∴　 目線部内・外面構ナデ∴休部外面　 長石 ・石英　　　　 P 黒7 80％ PL樟
摘　 土 師 落 雷 等 溌 霊霊 豊 富霊 志霊；豊議　 へラ削縮 緬 ナデ。　　 競 い橙色　 北舶 覆土下層

る。

襲　　 Å ［28・21 体部から‖縁部の破片十体部は緩　 目線部内 ・外面横ナデ∴体部内・ 長イ十有英・赤色粒子　 P 258 20％ PL瞞
鼠且　 土 師 器 B ［26 0割 孟霊獣 諸 豊 豊 崇 露認 諾 詣 義β霊 票 讐 畿 ごラ 競 い橙色　 北離 覆土下層

ている∴

磐　　 Å　つ8潮　 休部から目線部の破片∵休部は内　 目線部内・外面梯ナデ∴体部内・ 長石・砂粒・赤色杵f　 P黒再15％ PL棉
は　　 土 師 器　 B lJ・0　 増し，‖縁部はわずかに外反する∴　外面ナデ∵　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色　　　 薗周辺

棒　 針紅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　 i

手捏士器　 Å　 十1　 丸底㍉休部は内増して，立ち十が　 体部内・外面ナデ．　　　　　　 石英 ・赤色粒子　　 P 鮎1㈲％ PL梱

臓　 土 師 器 B　 せ　 る0　　　　　　　　　　 ！霊　　 竃前面穫ま中層

図掴 号 種　 別 饉 ふ さ転m）；乳径試 射 g 恒 地点
備　　　　　　　　　　　 考

蜘酢 球 状 土錘！　 両　 刃　 や月　 別可 ㌘接 近床面 DP73　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL76
生 逐 旦 塑 虹 ∵ 隼 「 千日＋ 読 十 諭 可 嘉 嘉 嘉 DP71I　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77
蟻　 球状 士 錘i　 O畑　 中　 も0 蟻中 南部覆土かと層 OP75　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77
膵　 球 状 土 錘！　 0日　 可　 ぬ6 25可 北東潤 士下層 DP76　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77
摘　 球 状 士 錘i 。8 i　 O中　 対　 空の6 極離 覆土中

DP77

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

腰 出土地 点 備　　　　　　 考長さ海中 表 毎） 摩紬 m） 重畳ね） 石　　　 質

第10凋 19 敲　　　　 石 9可　 鍼 つ　 芝生 「 削 安　 山　 岩 南紅－ナー調土冊 Q 32

20 砥　　　　 石 （7の6）！　 可　 可　 浮抽 凝　 灰　 岩 東部覆土下層 Q 33　　　　　　　　 PL 79

21 磨　　　　 右 9 06 i 3の9 且可　 8298
安　 山　 岩 東部覆土下層 Q 34　　 敲右兼用

22 磨　　　　 石 7．5
3の3 i l・2 ！ 34．2

安　 山　 岩 北東コーナー綱上欄 Q 35

23 剥　　　　 片 7可　 4・l i　 e中　 舶・2
チ　 ャ　ー　 ト 覆　 土　 中 Q 36

24 剥　　　　 片 30日　 e9
0．8 4．8 チ　 ャ　ー　 ト 覆　 土　 申 Q 37

25 双　 孔　円　板 2．4 2。5
O e2 ！ 2，3 滑　　　　 石 東部覆土下層 Q 39　　　　　　　　 P L79

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値＋ 「で　 虎

山千地点 備　　　　　　 考
長さkm 恒 廟 乳径行m） 重量ね）！石　 質

雛0滴26 紡　 錘　 車 逢．　 184 0・目　 黒可 粘　 板　 岩 西　部　床　面 Q 38　　　　　　　　 PI．79
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摘 番轟 憂　 別 」 二 ㌧ … 豊 ＿ ㌍ 」 」 石　 膏
出士地点 備　　　　　　 考

菅　　 別　 径 km） 長さけm〕 孔往け面 料 司 石　 質

第減 車　　 王i　 Q且 0．8 0．3 可 滑　　 石 南壁際覆十上層 Ql川　　　　　　　　 PLm

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 ノ喪

備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さk m） 重畳（g ）

第摘瀾28 鉄　　　　 鉱 7．6 1．3 0．3 5．2 竃前面将士下層 M 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L81

′　　　　　　′．’，　　　　　言、．ノ・

ご　　・′　J・こ．　　ノ、　　　一　ノ　　　　′、

：　　　／′・ノ　・　　　、′　　　　＿、′　　　　′　　　　　　　　、′′　‾　J・■　′　　　　　　　　　　　　′　　　、

住居跡よりも新しく，第50・68号住居よi）も古い。

規模と平面形　長軸4．78111，鯨油3．34111の長方形であるこ、

童軸方向　N－900－E

壁　壁高は20～30cmで，外傾して立ち上がる。、

床、仁田である。北部を中心に踏み固められている、、

：　　　　　　　　　　　　　　　＿　′　　　　　　　　　　　　　　一　　　　・・　　　’ノ　　　　　ご　　　　　　　・・　　　・′　　　　・・

さ10～30cmで，

P3土層解説
l　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

l′1．黒　褐　色

5　極暗褐色

柱穴と思われるが，位置や大きさに規則性が認められない。

ローム粒J’中量．焼‖粒r・粘上ブロック少量　炭化粒J′一・ローム小ブロック微量

ローム粒f一少軋　焼吊lH∵・炭化粒自微量
粘土ブロック少軋　ローム小ブロック・ローム粒子微量

炭化粒子中量．ローム小プロ、ソク少量．焼上拉了・・ローム粒召微量
ローム小プロ、ソク・ローム粒r・少量，焼冊立！・・炭化粒！・微量

電　束壁際の中央部からやや南寄りに，砂混じり粘上で構築されている。、竃が仕居跡の南部に構築されている

′∴　′∴‥′ノ．　　′∴　　工、′∴′、、「′・、告l∴．′、∴、　　．、ノ　‥　′′　′　、、ぐ　∴．言　．、　・い‥　ノミ　ノ

′く・∵‥．・、′．　　ノ′　．．、′、′、♪　箔、．∴ろ・′言　∴十∴－∴ご　く．，（㌧）・．′、－　′‥′　し′イ′言．．　′、′′ノ二・一　小

がわずかに掘りくぼめられている程度である。、，煙道は，床面から急な角度で立ちト．がる。

覆土層解説
1　黒　褐　色　焼＝拉丁・l情蔓∴　焼十′トブロック・粘士粒子少量，ローム粒J′一微量
2　暗　褐　色　粘吊一打・中量，焼描蓬千少量
3　極暗褐色　焼巨粒イー多量
4　暗赤褐色　焼士粒子多量
5　黒　褐　色　焼l二粒J’一・ローム粒f一少量

6　極暗褐色　焼上粒了一・炭化粒f・少量，ローム粒r一微量
7　黒　褐　色　焼上粒－f一中鼠　ローム粒f一少量，炭化粒子微量

8　異　　　色　焼上中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
9　極暗褐色　焼土粒f一少量，炭化粒了‥ローム粒f・微量
10　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒召数量

11暗赤褐色　炭化粒r‥ローム粒！サ＿鼠　ローム小プロ、ソク微量
12　極暗褐色　焼1諸打・・粘上粒子少量

13　褐　　　色　粘I二粒f一多量，焼土粒－Jr一少量
1ご二l　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒f・中量，ローム小ブロック少鼠　焼上粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材微量
∠1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子申鼠　焼日立千・炭化粒√・・ローム小ブロック少量

6　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子中量
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第101図　第52号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1nl

l－｛－一一llI

遺物　土師器片429点，須恵器片6点，土製品（球状土錘4，土玉1）5点，石器（凹石）1点のほか，混入

と思われる弥生土器片18点が出土している。第102・103図1～4，7～10と12の土師器杯はいずれもPl付近

の覆土上層から出土している。1と3は正位の状態で出土している。8～10は重なった状態で出土し，9と10

は正位の状態で出土している。5の土師器杯と21の須恵器高杯は，北東部の覆土上層から，6の土師器杯は南

東部壁際の覆土上層から，13の土師器杯はPl付近の覆土上層と西壁際の覆土下層から出土した破片が接合

し，14と15の土師器杯は東壁際の覆土上層から出土した破片が接合したものである。16の土師器椀は西壁際の

覆土上層から，17の土師器高杯はPl上の覆土上層から逆位の状態で出土している。18の土師器嚢は南部と東

部の覆土上層から出土した破片が接合し，19の土師器要は竃前面の覆土上層から，20の手控土器は南西コーナー
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第102図　第52号住居跡出土遺物実測図（1）
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第103図　第52号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

部壁際の覆土上層と中層からそれぞれ出土している。22と25の球状土錘は南部の覆土上層から，23の球状土錘

は南壁際の覆土上層から，24の球状土錘は北西部の覆土上層から，26の土玉は北西コーナー部壁際の覆土上層

からそれぞれ出土している。球状土錘はいずれも覆土上層からの出土である。27の凹石は南西コーナー部の覆

土上層から出土している。11の土師器杯は覆土中から出土している。

所見　南壁際でわずかに焼土が検出された。壁溝は検出されなかった。時期は，遺構の形状及び出土土器から

後期（6世紀末から7世紀）と思われる。

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 2図 杯 A　 14 ．2 休 部一部欠損。丸底。体 部は内攣 口緑 部内 ・外面 ナデ。 体部外面へ 石英 ・砂粒 P 2 61 95％ P L 67

1 土 師 器 B　　 5 ．2 して立ち上が り， 口緑 部に至る。 ラ削 り，内面ナ デ。 にぷい橙色

普通

P l 覆土上層

2

杯 A　 14 ．0 丸底。体部 は内轡 して立ち上が り， 日録 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 ・ 石英 ・砂粒 P 262 100％ P L67

土 師 器 B　　 4 ．8 口緑部 はわずかに内傾す る。 外面 ナデ。 橙 色

普通

P l 覆土上層

3

杯 A　 13．4 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部外 面 長石 ・石英 ・砂粒 P 263 100％ P L 67

土 師 器 B　　 5．0 口綾部 は内傾 する。 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 内面黒 色処

理。体部 外面にヘ ラ当 て痕。

にぷい橙 色

普通

P l 覆土上層

4

珂こ A　 13．2 体部一部欠損。 丸底 。体部は 内攣 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外 面 長石 ・石 英 ・砂粒 P 264 95％ P L 6 7

土 師 器 B　　 5．1 して立 ち上が り，口緑部は短 く内 ヘ ラ削 り，内面ナデ。内面黒色処 にぷい橙 色 P l 覆土上層

傾す る。 理。 普通

5

杯 A　 13 ．2 体部一部欠損。丸底 。休部は内攣 ロ緑郡内 ・外 面横 ナデ。体部外面 石英 ・砂粒 P 265 8 0％ P L 6 7

土 師 器 B　　 4 ．2 して立 ち上が り， 口緑 部は内傾す

る。

ヘ ラ削 り， 内面ナデ。 にぷ い橙色

普通

北東 部覆土上層

6

i不 A　 12 ．6 体部一部欠損。丸底。体 部は内攣 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・砂粒 P 2 66 80％ P L 67

土 師 器 B　　 4 ．2 しなが ら立 ち上が り， ロ緑 部は短

く内傾 する。

ヘラ削 り，内面 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

南東部壁際覆土上層

7

杯 A ［12 ．4］ 体部 一部欠損。丸底。体 部は内轡 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 ・ 長石 ・砂粒 P 26 7 80％ P L 67

土 師 器 B　　 3．7 しなが ら立ち上が り， 口緑部 は内

傾す る。

外 面ナデ。 暗灰黄色

普通

P l 覆土上層

8

杯 A ［12．4］ 体部一部 欠損 。丸底。体部 は内攣 口緑部 内 ・外面横ナデ。休 部外 面 長石 ・石英 ・砂粒 P 268 70％ P L 6 7

土 師 器 B　　 3．7 しなが ら立 ち上が り，口緑部 に至

る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい黄橙色

普 通

P l 覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第102図 杯 A ［12．0］ 体部一部欠損。 丸底。体部は内攣 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉体部 内 ・ 砂粒 P 269 75％ PL 6 7

9 土 師 器 B　　 4 ．2 しなが ら立 ち上 が り，目線 部はわ

ずかに内傾す る。

外面 ナデ。 灰黄褐色

普通

P l 覆土上層

10

杯 A　 lO ．5 体部 一部欠損。丸底。体 部は内攣 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 P 270 75％ PL 67
土 師 器 B　　 3 ．4 しなが ら立ち上が り，目線 部は短

く直立 する。

外 面ナデ。 灰 黄褐色

普通

P l 覆土上層

11

杯 A　 ll．4 目線部 一部欠損。丸底。体部 は内 日録 部内 ・外面横ナ デ。体部 内 0 長石 P 2 71 75％ PL 67
土 師 器 B　　 4．6 攣 しなが ら立ち上が り， 目線部 は 外面 ナデ。体部内面黒色処理。体 にぷい黄橙色 覆土 中

短 く内傾 する。 部内面 にへ ラ当て痕。 普通

12

杯 A　 lO．8 体部一部 欠損。 丸底。体部は内攣 日経部 内 の外 面横ナデ。体部 内 ・ 赤色粒 子 P 272 75％ PL 67
土 師 器 B　　 3．6 しなが ら立 ち上 が り，目線 部は短

く内傾す る。

外面ナ デ。体 部内面黒色処理。 橙色

普通

P l 覆土上層

13

杯 A　 15 ．2 底 部か ら目線部の破 片。丸底 。体 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 赤色粒子 P 273 30％ PL 67
土 師 器 B　　 5 ．1 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，口 ヘラ削 り，内面 ナデ。内 ・外面窯 にぷい黄橙色 P l 付近覆土上層

縁部 は短 く内傾す る。 色処 理。 普通 と西壁際覆土下層

14

杯 A ［13諸］ 底部 か ら目線 部の破片。丸底。体 目線部 内 e 外面横 ナデ。体 部外面 雲母 ・砂粒 P 274 4 0％
土 師 器 B （5．0） 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 日 ヘ ラ削 り，内面ナ デ。 内面 黒色処 にぷい橙色 東壁際 覆土上 層

緑部 との境 にわずか な稜 を持 ち，

目線部 は短 く外 反す る。

理。 普 通

15

杯 A ［9．9］ 底部か ら目線 部の破 片。丸底。体 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 雲母 ・砂 粒 P 27 5 20％
土 師 器 B　　 3．3 部は内攣 しなが ら立ち上が り， 目

線 部は短 く内傾す る。

ヘ ラ削 り，内面 ナデ。 にぷ い橙 色

普通

東壁際覆土上層

16

椀 A　 lO ．0 目線 部一部欠損。丸 みを帯 びた平 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 赤色粒子 P 276 9 0％ PL 67
土 師 器 B　　 6 ．6

C　　 5 ．2

底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上が

り，目線部 との境 にわず かな段 を

持 ち，目線 部は内傾す る。

ヘラ削 り，内面 ナデ。 にぷい褐色

普通

西壁 際覆土上層

17

高　　 林 A　 lO ．0 目線部 一部欠損。脚部 は短め で， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 赤色粒子 P 277 95％ PL 67
土 師 器 B　　 6．3 ラッパ状 に開 く。裾部 は真横 に伸 へ ラナデ，内面横ナ デ。脚 部外 面 にぷい橙色 P l付近覆土上層

C　　 7．8 び る。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 へ ラナデ，内面ナデ。 」．ムh　ヽマ音感　　　　　　　　 i
17
！土 師 器 B　　 6．3 ラッパ状 に開 く。裾部 は真横 に伸 へ ラナデ，内面横ナ デ。脚 部外 面 にぷい橙色 l p l付近覆土上層

C　　 7．8 び る。体部 は内攣 しなが ら立 ち上

が り， 目線部 は短 く外傾す る。

へ ラナデ，内面ナデ。 」．ムh　ヽマ音感

18

嚢 A ［17．8］ 底部か ら目線 部の破 片。平底。体 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部外 面 長石 ・赤 色粒千 P 278 50％
士 師 器 B　 27 ．1 部は内攣 なが ら立ち上が り，目線 ナデ， 内面 へラナデ。体部外面 に 赤褐色 南部と東部覆土上層

C　　 9 ．4 部は緩 く外反す る。 ヘ ラ当 て痕。 普通

19

賓 B　 12 ．2 底 部か ら体部の破片。平底 。体 部 体 部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。体 長石 ・石英 ・雲母 P 279 2 0％ PL 67
土 師 器 C　　 9 ．8 は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 部内面にヘ ラ当て痕。 にぷい赤褐色

普通

竃前面覆土上層

20

手淫土器 B　 l ．9 底部 か ら体部の破片。平底。体 部 体部 内 ・外面ナ デ。体 部外 面下端 粘土粒子 P 280 4 0％
土 師 器 C　　 3 ．2 はほぼ直立する。 にヘ ラ当て痕。 にぷい黄褐色

普通

南西 コーナー部

壁際覆土上 層

21

高　　 埠 A ［11．2］ 杯部片。体 部は内攣気味 に外傾 し 目線部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・黒色粒子 P 28 1 5 ％
須 恵 器 B （4．3） て立 ち上が る。 デ。単節 縄文 LR を施 文後， 2 本

の稜が巡 る。

灰色

普通

北東部覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第103図22 球　 状　 土　 錘 2 ．7 2 ．4 0．7 1 4．2 南部 覆土上層 D P 78　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

23 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2 ．7 0．5 1 4．0 南壁際覆土上層 D P7 9

24 球　 状　 士　 錘 （2．8） 2．5 0．7 （7．2） 北西部覆土上層 D P8 0

25 球　 状　 土　 錘 （2．8） 2．7 1．1 （10 ．6） 南部覆土上 層 D P8 1

2 6 土　　　　 玉 1．7 1．0 0．4 2 ．6 北西コート埴際覆土上層 D P 8 2

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第103図27 凹　　　　 石 11．5 6．6 5．8 868．0 安　 山　 岩 南西コーナー潤土上層 Q 41　　　　　　　　 P L79
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第別号健贋静（第104◎且05囲）

位置　調査区域の中央乳　B2j8区。

重複関係本跡が第5緒住居跡を掘り込んでおり，また第50・52の68号住居及び釦7e120号士坑に掘り込ま

れていることからタ第5緒住居跡よりも新しく，第50e52◎68号住居及び酎17躊120号土坑よりも古い。

規模と平面形　長車酪30m，短軸4。15mの方形である。

主軸方向　N－00

璧　壁高は17～42cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝確認された壁の下には9西壁の一部を除いて巡っている○上幅14～27cm下幅～9cm深さ　～ほcm

で撃　断面形はU字形である。

床　平坦である。竃前面から南壁際にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　7か所（Pl～P7）。Pl～㌘射ま，長径40～71C恥短軸2～約mの不整楕円私深さ48～55cmで，

配置や規模から主柱穴と思われる。P5は，長径62cm，短径54cmの不整楕円乳深さ23cmでタ出入り口施設に

伴うピットと思われるo P6とP7は管長勧9～60cm，短観6～32cmの不整楕円私深さ6－8cm前後で，壁

際にありタ　柱穴と思われる。

磯　北壁のほぼ中央部を壁夕障娩mほど三角形状に掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。一部第52号

住属のピットに掘り込まれている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚日部から煙道

部まで長さ100cmタ最大幅107cmである。火床部がタ床面を15cmほど掘りくぼめられている。煙道は，火床商か

ら直線的に外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，粘土小ブロック少量，焼土粒子微量
2　窯　褐　色　焼士粒子・炭化材。炭化粒子・ローム粒子少量，粘土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

6　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
8　褐　　　色　ローム粒子多量

穫羞10層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

∴1．黒　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
焼十粒子・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
焼土粒子・粘土粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック。ローム粒子少量，粘土粒子微量

8　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　暗　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子少量
10　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

遺物　遺物は北西部を中心にして，土師器片506息士製品（球状土錘）3点のほか，混入と思われる須恵器

片4点が出土している。第105図1の土師器杯は北西部壁際の覆土下層から正位の状態で，2の土師器杯は南

東部の覆土下層から出土している。3ゆ4の土師器埠と8の土師器嚢はいずれも西部の覆土下層から出土した

破片が接合している。5の土師器杯はP4付近の床面から，6の土師器埠はP3付近の覆土下層からそれぞれ

出土している。7の土師器埠は北西部壁際の覆土上層から，9の土師器嚢は竃前面の床面からそれぞれ出土し

ている。10の球状士錘はP4北部の覆土下層から，12の球状土錘は南東部の覆土上層から出土している。11の

球状土錘は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から後期（6世紀代）と思われる。
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第104図　第53号住居跡実測図
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第105図　第53号住居跡出土遺物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第105図 杯 A　16．2 口緑部一部欠損。丸底。休部は内休部外面へラ削り，内面ナデ。内・長石・雲母 P28290％PL68

1 土師器B　　4．7 管して立ち上がり，口緑部は短く

内傾する。

外面黒色処理。 橙色

普通

北西部壁際覆土下層

2

土不 A　15．8 体部一部欠損。丸底。休部は内攣休部外面へラ削り，内面ナデ。内・赤色粒子 P28385％PL68

土師器B　　4．4 して立ち上がり，口緑部は内攣す

る。

外面黒色処理。 橙色

普通

南東部覆土下層

3

杯 A　15．8 休部一部欠損。丸底。休部は内管口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英 P28475％PL68

土師器B　　4．4 しながら立ち上がり，ロ綾部とのヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒橙色 西部覆土下層

境に稜を持ち，口緑部は内傾する。色処理。 普通

4

杯 A［】4．4］体部から口緑部の破片。休部は内口縁部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母 P28520％PL68

土師器B　　5．0 攣し，口緑部との境に稜を持ち，ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒にぷい黄褐色 西部覆土下層

口緑部は内傾する。 色処理。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第105回 林 A　 は5 。0］ 体 部か ら目線部の破 片。休 部は内 日縁部内 e外面横 ナデ。体部外面 雲母 P 28 6 10％
5 土 師 器 B （4 言） 攣 し，ロ縁部は内傾す る。 ヘ ラ削 り， 内面 ナデ∴内 ・外面黒

色処理。

橙色

普通

P 4 付近覆土下層

6

杯 A ［15 4 ］ 体部 か ら日録部の破片。体部 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ㍉体部外面 石英 ・砂粒 P 28 7 10％
土 師 器 B　　 4．4 攣 しなが ら立ち上が り， 目線 部は

短 く内傾す る。

ヘ ラ削 り，内面 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

P 3 付近覆土下層

7

林 A ［18．0］ 体部か ら目線 部片。体部は内攣 し 目線部 内 ・外面桟 ナデ。体 部外面 長石 ・石英 P 288 10％
土 師 器 B （5．2） なが ら立 ち上 が り，ロ縁部 との境 ヘ ラナデ，内面ナ デ。 内 ・外 面赤 明赤褐色 北西部壁際覆土上層

に稜 を持 ち， 目線 部は外傾す る。 彩。 普 通

8

登 A ［13．3］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は内 口縁部 内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・ 長石 ・石英 ・砂粒 P 28 9 10％ PL 68
士 師 器 B （11．0） 攣 し，口縁部 は短 も　 緩 く外反す

る。

外面ナ デ。体 部内面 に輪積み痕。 橙色

普通

西部覆土下層

9

襲 A ［19 ．5］ 体部 か ら目線部の破 片。体部は内 目線部内 e外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石 英 ・赤色 P 29 0 10％
土 師 器 B （9 ．6） 攣 し，目線 部 は緩 く外 反する。 外商ナデ。 粒子

灰褐色

普通

竃前面床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 士 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第105剛 0 球　 状　 土　 錘 3．9 3．0 0．8 3 9．4 P 4北部覆土下層 D P8 3　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

11 球　 状　 土　 錘 3．4 3．2 0 ．4 30 ．4 覆　 土　 中 D P8 4

1 2 球　 状　 士　 錘 2．4 2 ．3 0 ．6 9 ．7 南東部覆土上層 D P8 5　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 7

第55号健腰静（第106⑳且07図）

位置　調査区域の中央部，C2a8区。

重複関係　本跡は，第54◎且05号住居及び第111のⅢ70119号士坑に掘り込まれていることから，第54ゆ105号

住居，第111・117・119号土坑よりも古い。

規模と平面形　南東部が調査区域外となっているが，一辺が5．45mの方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は14～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　確認された壁の下には，第54elO5号住居及び第114弓156117号土坑に掘り込まれている部分を除いて，

巡っている。上幅14～25C払　下幅4～13cm，深さ5cm前後で，断面形はU字形である。

床　平坦である。中央部が踏み固められている。

ぽッ匪12か所（Pl～P12）。Pl～P3は，長径24～54cm，短径20～45cmの不整楕円私深さ18～92cmで，

配置や規模から主柱穴と思われる。P4は，長径（44）C恥　短径（40）cmの不整楕円私深さ8cmで，出入り口

施設に伴うピットと思われる。P5～P12は，長径26～92cm，短径18～20cmの不整円形及び不整楕円私深

さ6～39cmで大き・さ，深さともさまざまであり性格は不明である。

電　北西壁のほぼ中央部に，砂混じりの粘土で構築されている。壁外への掘り込みは少ない。天井部は崩落し，

両袖部が残存しているが，東袖部の一部が第117号土坑に掘り込まれている。火床部に土製支脚が残存してい

た。規模は，焚口部から煙道部まで長さ94C恥最大幅（90）cmである。火床部は，床面が25cmほど掘りくぼめ

られている。煙道は，火床面から急な角度で立ち上がる。
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壌土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土中ブロック微量
7　黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
8　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量
9　暗赤褐色　ローム粒子多量
10　暗　褐　色　ローム粒子多量
11暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
12　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

積立　9層からなる。レンズ状を呈していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　2　3　4　5　6　7　00　9

黒　褐

黒　褐

窯　褐

黒　褐

黒　褐

褐
褐
褐
褐

暗
暗
黒
黒

色
色
色
色
色
色
色
色
色

ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム中ブロックeローム粒子微量
ローム粒子微量
ロ
　
ロ

ーム粒子中量，ローム小ブロック微量
－ム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量

遺物　土師器片236点，士製品（球状土錘）2点，石器（砥石1点e軽石1点e敲石2点）4点が出土してい

る。第107図1の土師器杯はP12北部の覆土下層から正位の状態で，2の土師器埠と4の小形嚢は竃西袖部外

側の覆土下層から，3の土師器嚢はPlO南部の覆土下層からそれぞれ出土している。5の球状土錘は東部の

床面から，8の砥石は南部の覆土下層から，9の軽石は西部の覆土下層からそれぞれ出土している。6と7の

敲石は覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から後期（6世紀代）と思われる。

第55号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 さ焼成 備　　 考

第10 7図

1

杯 A　 1 3．1 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 目線部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 29 2 100％ P L 68

土 師 器 B　　 5．6 が り，口縁 部 はわず かに外 反する。

内面の体部 と目線 部の境 に段 を持

つ。

外面ナデ。 赤色粒子

橙色

普通

P 12北部覆土下層

2

杯 A ［1 3．2］ 目線 部一部欠損。 体部は内攣 しな 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・雲母 P 293 8 0％ P L 68

土 師 器 B （5．3） が ら立ち上が り， ロ縁部は外反す

る。

ヘ ラナデ， 内面 ナデ。 明赤褐色

普通

竃西袖部外側覆土下層

3

嚢 A　 16 ．2 底 部及び体部一部 欠損 。体部 は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 ・砂粒 P 294 8 0％ P L 68

土 師 器 B （24 ．1） 攣 して立ち上が り，目線 部は外反

す る。

ヘ ラナデ，内面 ナデ。 橙色

普通

P lO南部覆土下層

4

聾 A　 l l．2 目線 部及び体部一部 欠損 。小形。 口縁 部内 。外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 P 295 80％ P L 68

土 師 器 B　 16 ．0

C　　 6 ．4

平底 。体部は内攣 しなが ら立ち上

が り，目線 部は緩 く外 反する。

外 面ナデ。外面下位 にヘ ラ当て痕 。 明赤褐色

普通

竃西袖部外側覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第107図5 球　 状　 土　錘 3．8 3．7 0 ．4 43．4 東　 部　 床　 面 D P86　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第107図6 敲　　　　 石 （11．4） 7．5 4．5 46 6．1 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 42

7 蔽　　　　 石 7．3 2．9 2．3 6 7．1 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 43　　　　　　　　 PL 79

8 砥　　　　 石 9．7 2．4 1．0 38 ．4 凝　 灰　 岩 南 部覆土下層 Q 44　　　　　　　　　 PL 79

9 軽　　　　 石 1 1．0 5．0 5．3 7 6．3 －
西 部覆土下層 Q 45
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第106図　第55号住居跡実測図
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第107図　第55号住居跡出土遺物実測図

升腑
C：＞
0 10cm

ヒ二　；　一二∃

第56号住居跡（第108・109図）

位置　調査区域の中央部，B2i9区。

重複関係　本跡が第54号住居跡を掘り込んでおり，第54号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．88m，短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は40～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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で配置から出入り［‾l施設に伴うピットと思われる。

囁　北壁のほぼ中央部を壁外に約mほど掘　込み　砂混じ　の由色粘土で構築されている。天井部の一部とタ

両袖部が残存している。規模は　焚日部から煙道部まで長さほ激流　凝太幅摘鹿孤である。火床部は　床面から

わずかに掘り　ぼめられてお酌　焼けて赤愛している。煙道は　鬼床面からほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’一少量
2　灰　褐　色　粘＝粒子中量，ローム粒j’・微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・ローム粒自微量
L、1　黒　褐　色　ローム粒f一微量

5　黒　褐　色　ローム粒r・少－‡L　焼日日一・ローム小プロ、ソク微量
6　黒　褐　色　ローム粒J’一・粘吊打1少鼠　ローム小プロ、ソク微量

7　黒　褐　色　ローム粒1’一・粘I二粒Jr・少鼠　焼日立r微量

8　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J㌧少鼠　焼土粒r・炭化粒自微量
9　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒ト粘土粒召微量
10　黒　褐　色　ローム粒‾J’一少量

11黒　褐　色　焼巨拉f・・ローム粒川一量，炭化粒自微量
12　黒　褐　色　ローム粒JT－少軋　焼悌白’一・尉ヒ粒J’一・粘梱白つ射し

1二i　黒　　　色　焼悌白㌧申軋　焼巨トブロック少鼠　炭化粒J’・・ローム粒j’・微量
ト1黒　褐　色　ローム粒子・粘吊打1申鼠　焼上粒f・少量

15　褐　　　色　ローム粒J’・多鼠　ローム小ブロック微量
16　極暗褐色　ローム粒戸情呈∴　粘上粒r・少量，炭化粒f一微量
17　黒　褐　色　粘抽白’・多軋　ローム粒自微量

18　暗　褐　色　ローム粒J’・少鼠　ローム小プロ、ソク・粘廿日’・微量
用　極暗褐色　ローム粒r・少鼠　焼吊打l・粘日位r微量

20　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒！一少軋　焼廿と千・炭化粒！・・粘吊打・微量
21赤　褐　色　粘土粒千多量
22　暗　褐　色　精工粒J「・多量

23　暗赤褐色　炭化粒f・申‾－iL　焼廿日ナー・ローム粒自微量
211暗　褐　色　粘‖粒千多量

25　黒　褐　色　粘上粒J’一中量，焼吊打‘少量言封じ粒J’一・ローム小ブロック・tJ－ム粒描描二
2（う　暗赤褐色　炭化相中鼠　焼悌打・少軋　焼巨トプロ、ソク・炭化粒Jつ数量

27　黒　　　色　粘吊打・少量．焼上中プロ、ソク・焼土粒J’・・ローム粒召数量
28　黒　　　色　粘い粒子多鼠　炭化粒召微量

29　黒　　　色　粘悌白’一多量，炭化粒！一少量
二柑　褐　　　色　ローム粒！一多量，炭化粒自微量

丁、＿　　ご′′一7！声．、／．　ン∴へ′′、一て　三．′、′、′二二　′　7・一　′　　′　ッ．‥、－　′了

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒r・少量．ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒川一畳．ローム中プロ、ソク少鼠　焼廿日∴ローム小プロ、ソク微量

3　極暗褐色　炭化粒！小結　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒rl少量

‘1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒川一鼠　ローム中プロック少軋焼‖桂子・炭化粒召微量

5　暗　褐　色　炭化粒r・多量，焼輔と了一・ローム粒子中量

6　極暗褐色　ローム粒！一少量，焼上中ブロック・焼輔打・・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒r・多鼠　ローム小ブロック少＿景∴　炭化付・炭化粒J’l・ローム申ブロック微量
8　黒　褐　色　ローム粒f・少軋　焼上粒！一・歳化粒！一・ローム小ブロック微量

9　極暗褐色　ローム粒！・多軋　炭化粒川一量，焼‖量子微量

：1（）暗　褐　色　ローム粒J’1多鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　土師器楕瑠邦題　士製品　点　石器　砥石）意が出土している。第摘図　の土師器塚は中央部の覆土

上層からタ　2の土師器嚢は中央部の床面と西部の覆土下層及び西壁際の覆土上層から出土した破片が接合した

ものである。3の手淫土器は中央部の覆土中層からタ　の手淫土器は中央部の覆土下層から出土している。5

の球状土錘は東部の覆土中層からタ　6の球状士錘は西部の覆土中層からタ　7の球状圭錘は㌘2の西部の覆土下

層からそれぞれ出土している。　の球状士錘と　の土玉は覆土中から出土している。

所農　本跡は芦偽の住居跡に比べ遜存載腰が良好でタ　天井部も一部検出された。壁藩は，検出されなかった。

時期はタ　遺構の形状及び出土土器から後期　摘健妃代）と思われる。
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第108図　第56号住居跡実測図
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第109図　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表

二三三「てこ

㊥（り　①

7　　　　　　　8

0　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第109図 珂こ A　14．1 口緑部一部欠損。丸底。体部は内口縁部内・外面横ナデ。体部外面赤色粒子 P29698％PL68

1 土師器B　　4．3 暫しながら立ち上がり，口緑部は

わずかに外反する。

ヘラ削り，内面ナデ。 明褐色

普通

中央部覆土上層

2

襲 A　16．0 底部及び体部一部欠損。体部は内ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英 P29750％PL68

土師器B（14．6）轡気味に外傾し，口緑部は外反すヘラ削り，内面へラナデ。体部外橙色 中央部床面と西

る。 面に輪積み痕。 普通 部覆土下層及び

西壁際覆土上層

3

手捏土器A　　6．4 平底。体部は内増しながら立ち上口緑部及び体部内・外面ナデ。 砂粒 P298100％PL68

土師器B　　4．0

C　　6．0

がる。 にぷい橙色

普通

中央部覆土中層

4

手捏土器A　　8．2 底部外面一部剥離。体部は内攣し口緑部及び体部内・外面ナデ。 赤色粒子 P29970％PL68
土師器B（3．8）ながら立ち上がる。 橙色

普通

中央部覆土下層

図版番号種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
径（C皿）長さ（C皿）孔径（cm）重量（g）

第109図5 球　状　土　錘 3．1 3．1 0．5 25．7 東部孝土中層DP87

6 球　状　土　錘 3．0 2．5 0．7 20．6 西部覆土中層DP88

7 球状　土　錘 2．8 2．2 0．9 13．5 P2西部覆土下層DP89　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

8 球　状　土　錘 3．0 2．8 0．9 17．3 覆　土　中DP90　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

9 土　　　　 玉 1．8 1．7 0．4 4．4 覆　土　中DP91
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第醍考健腰妙　策温摘帝温風囲）

ノ、・・′　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　ノ

ノ　　　　　’　　・　　　　　　′　　　　　ノ　　　′　　　　　　　　、　　、．一　′：　　　．ノ′　′

である。．

童軸方向　N－50－W

璧　壁高はこ4－3～信行mで。外傾して立ち上がる。

．　　　　　′　　　　　－　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

l血肛　深さ∠1、6cmで言新帝川二三はU字形であるし、

床　平出で，中央部が踏み固められているご

－　　　　　‥　　　、　　　　　　　　　　ニノ　　　′∴　　′　　　′；！’、′　′　　：　・．・1－・．　言・．、

、　　－　：′．、．．′′　　　′　　　・・ノフ、．　　．　∴ノ′′　　　：ざ・′　　′∴′・′　　：．　二　．、、

．　　　′　ノ、　　　ナ　′′　　、、÷く′：　－・′　ノノノ・；∴　．．・′　‾ゝ＼′　　　　′　　∴′く　　　．∴　ノ亡

の不整楕円形，深さ9cmで。いずれも補助柱穴と思われる。、

Pl土層解説

l　暗　褐　色　焼土中プロ、ソク・焼圭粒J’一・炭化粒J′－・ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量
2　褐　　　色　ローム粒子中量．炭化粒子・ローム小プロ、ソク微量

こう　暗　褐　色　ローム粒J’一多量．ローム小プロ、ソク中量．炭化粒J’・微量
P2土層解説

l　褐　　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一中量

2　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一小結　焼‖粒千・日ーム中プロ、ソク少量

：＿号　にぷい褐色　ローム大ブしトソク・U－ム中プロ、ソク・tコーム小プロ・ソク・ローム粒子中量

P3土層解説

1　褐　　　色　ローム小プロ・ソク中‾iL　ローム粒！・少量，ローム中プロ、ソク微；‡I：

コ　にぷい褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量

：i　暗　褐　色　ローム粒J’・少結　ロー1一ム小プロ、ソク微；－呈：

：、．一′　一．　　ノ／、′　　f∴、　．　：ノ、′三、′・てハ　′′　ノ、

土層解説

】黒　褐　色　ローム粒j’・申鼠　焼吊白’・・ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒r中量，焼「小ブロック・焼‖範子・ローム大プロ、ソク・ローム小プロ、ソク微量

二i　黒　褐　色　粘目白′中量．焼巨トプロ、ソク・焼損打一・ローム大ブロック・ローム小プロ、ソク微‡主星：
・l　暗　褐　色　焼＝粒子・炭化粒J’一・ローム小ブロック少鼠　焼上中ブロック・粘い粒子微量

5　黒　褐　色　粘土粒J’・多鼠　焼同、ブロック・ローム粒f・少鼠　焼土粒千・炭化柑・炭化粒J’一・ロー一一ム小プロ、ソク微量
（i．黒　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　炭化粒召散乱　焼細は・・炭化材中量．ローム粒子微宣：
8　黒　　　色　焼悌白’－少鼠　炭化粒子・ローム粒子微量

t）極暗褐色　焼＝位千中量，ローム粒j’・少結　炭化粒自微量
1（1黒　　　色　焼＝粒ナ・ローム小プロ・ソク・ローム粒千微；－1：

11極暗褐色　ローム申ブロック・ローム小ブロック・ローム粒J’・多量，焼士粒千少鼠　炭化材・炭化粒f一微量

こ、巨・／　′ノ′J＼・、′’′／、′　り：、フ　了．字∵′　　、、、′′：　ノ　′．、　消、上、∴′　主、′、　二二二．‘ふ′、

′　　　　‘ノ、　′‘‘。，　二　一一さ、；　7′ご　　　‾、　′二　二、‥、り－　ウニ’t－′＞　ノ・l′′、l’γ＼男｛′1　　∴　三　二、

し　′・ノ′　フ∴ハて一、・一／√了差しく・′′二．　ノ　　三　，男∴十′・ノ・、、・7　ウ∴′、′　′7－！・・－′7ノ、・′ノ　′の　∴lり∴′

は北東部の床面から撃　の土師器塔は南部の覆土中層からそれぞれ出土している。2と　の土師器棒はいずれ

遊佐の状態で出土している。　の球状土錘は中央部の覆土下層から資　の球状圭錘は北東部の覆土下層か

ら撃　の球状士錘は北東部の覆土上層からそれぞれ出土している。臓の敲石は東部の覆土上層から撃　且の石製

紡錘車は東部の床面から出土している。相の銑鎌は東部の覆土中層から，臓の不明鉄製品は南東部の覆土上層

から出土している。．

ノ、ノ（、工　　′、．′・・ノ、／く∴′与　′ノ　ーノ、　′：ニ′　ィ、ノノー　′．＿　Y′・、寅　一く∴′‥7′　ノ．′　、∴′。．　一、、∴J症、′．隼∴J

（6世紀末から7世紀）と思われる。
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剣　感植

第醐　図　第醍考健腰静実測閑

第寝号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第111図 杯 Å　 14．5 目線部一部欠損。 丸底。体部 は内 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデご　休部外面 長石 ・雲母 P 307 95％ P L 69
土 師 器 B　　 5．3 増 しなが ら立 ち上 が り，＝縁部 は ヘ ラ削 り，内面ナデJ にぷ い橙色 南壁際覆土上層

i 毎 く内傾す る√　内 ・外 面の体部 と

＝縁部の境 に鈍 い稜 を持つ∴

普通 と覆土下層

2

杯 A　 12 ．6 目線 部一部欠損。丸底 。体部は内 日縁部内 ・外面横 ナデこ休部外面 長石 ・雲母 P 308 98％ P L 69
土 師 器 B　　 4 ．3 暫 しなが ら立 ち上が り，目線 部 に

至 る。

ヘ ラ削 り，内面 ナデこ にぷい橙色

普通

南 部覆土下層

3

杯 Å　 12 ．2 ＝縁部一 部欠損．丸底√休 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ√　体部外面 長石 ・雲母 P 3 09 9 8％

士 師　 器 B　　 3 ．9 轡 しなが ら立ち上が り， ＝縁 部は

内傾す るこ

ヘラ削 り，内面ナデJ にぷい黄褐色

普通

南部 覆土 下層

杯 Å ［15 ．6］ 底部か ら目線 部の破片。丸底。体 日縁部 内 ・外面横ナデ。体部外 面 長石 ・石英 P 3 10 30％ P L 69

4 土 師 器 B　　 5．4 部は内攣 しなが ら立ち上が り， 口 ヘ ラ削 り，内面ナデ予体部 内面 に にぷ い褐 色 北東部床面

縁部は短 く内傾 する。 暗文。 普通

林 Å ［12．6］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は内 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉休部外面 石英 ・赤色粒 子 P 3 11 20％

5 土 師　 器

i

B （右0） 攣 しなが ら立 ち上 が り，＝縁部 は

短 く内傾す るご

ヘ ラ削 り，内面 ナデこ にぷ い橙色

普通　　　 I

南部覆土下層
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壬．三

第111図　第62号住居跡出土遺物実測図

毎毒］ 詔　等幸「：

⊂＝⊃

10cm

」　　＿＿；＿　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第111図杯 A［12．8］体部から口緑部の破片。体部は内ロ線部内・外面横ナデ。休部外面砂粒 P31215％

6 土師器B（3．7）暫しながら立ち上がり，口緑部は

短く内儀する。
へラ削り，内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

南部覆土中層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径（C血）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第111図7球　状　土　錘 3．5 2．4 0．7 28．0中央部覆土下層DP124

8 球　状土　錘 3．2 2．9 0．7 26．6北東部覆土下層DP125

9 球　状　土　錘 3．0 2．5 0．5 19．6北東部覆土上層DP126　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第111図10紡　錘　車 4．4 2．1 0．7 59．0滑　　　　石東　部　床　面Q48　　　　　　　　 PL80

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　 値

石　　　質出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第111図11蔽　　　　石 7．1 5．5 1．9 116．6砂　　　　岩東部覆土上層Q47

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　値

材　　　質出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第111図12 鎌 （3．7） 2，3 0．3 （3，4） 鉄 東部覆土中層M9

13 不明鉄製品 8．6 1．1 0．6 12．7 鉄 南東部覆土上層MlO　　　　　　　　　 PL81
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∴′i　　　一　言．′　′　　；く・

位置　調査区域の中央部、B3i3区、－

重複関係　本跡は覆土を第鵬号住居に　西部を第捕号住居に掘　込まれていることから　両遺構よ　古い。

、．弓こ′、一　言　′・＼1∴ご　㍉　㌧㍉′′∴・j／、く、工′＋・㌧．　．′　1・。′．ら　ふ、7声ノー・∴　，、′　　ノ、′・　　′・

の方形または長方形と推定される。、、

南北軸方向　N－33ローⅥT

壁　壁高は27、∴12川で言まぼ垂直に立ち上がる。、

t　・∴’の’；ユーノ、・・　′　　　∴′二三；・ヱ㍉！・′・′ノ・＼一言ノ・′、′∴、、・∴　、、　工、′、二、

、言上、つ‾＼J十ら／．、王、ノ　言、！しこ　　‥．、、　：一　、．　′∴′　言．．1・、・；′′三・∴　∴言、．ノノ′′、

・，、、簸、‾㌧・′′・、∴㌦二　二・、′′．′：　声′）∴　′・／ノ、′．ノ、　一′　‥「∴・、1J・∴′J、ノバ・、！）．；一、、′　′′．

l　′　．こ・ノ　ー：．、’∴　　′　＼：・；工、ノ！、｝、、∴　∴′ノバ、′こ、′／ノ二十′－∴　言・二．：・、、′、

置や規模から主柱穴　思われる。P　は北西壁際に位置し　径指扇cmの不整閏乳　深さ且Ocmタ　㌘4～㌘8は北

ノ．、′つ：＼！、′．・′　－　ノ　、：′・⊥∴工′く－＿く（、・‥一言圭の′′、・′し　一三　′′－、　し・子．ニ・′′　　縮一、；′′，、、′、・　′

t　′、、－、こ∵′ン＼′、ご　・　∴工エ　フ（・クエ′、一　、こ．′こ、、つ・ノ・′　二言　　∴、ノ′　ソ

l　′・′－ノ′　ノ　　ノ・ム　　∴′上、′・・－、′、ノ　／′、、ノノ、、t．∴ご＼ふミー＼′′．、ノ　、∴　十、、　　・

′　挑！言了　∴l　′′、．′；′、工、、、　′．7．、－・・ノ、・、′、－．　∴ミ　／こ　　　八恒・′：こ、′フ言′　ノ′′ノ、、工、′∴言．′、・．′、

し－′　′、こ′つ′、し言．、‾、・∫　1・＼′一′′！′＼　′′、・二∴′　′．ノ　・′　ノ′　ノ、′　∴’・・′　‥′、′、　、二一′仁、ノノ五言

覆土から焼士が検出されたことからタ　竃の灰の掻き出し部と思われる。煙道は9　火床面から緩やかに外傾して

立ち上がる、－、

電土層解説

1梅暗褐色　焼吊打・・ローム粒子・粘抽白’l少量，ローム小プロ、ソク微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼上粒子微量

3　極暗褐色　焼土粒子中鼠　焼土小ブロックの粘土粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子少量
5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　赤　褐　色

8　極暗褐色
9　暗赤褐色
l（）黒　褐　色
11暗　褐　色
12　極暗褐色
13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　黒　褐　色
1（う　黒　褐　色
17　暗　褐　色

ローム粒子小結　焼＝粒「少量
廃土粒子多量，粘土粒子少量
粘土粒子多量

焼土中ブロック少量，粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子中量，廃土小ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子軒数　焼土粒子少鼠　炭化粒子微量
粘土粒子中量夕　廃土粒子少量草　炭化粒子微量
粘土粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
粘土粒子多量，焼土粒子の炭化粒子微量
粘土粒子多量
ローム粒子中量，炭化粒子少量
炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子微量

18　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子少量

1！）極暗褐色　炭化付少量，焼上粒f・・ローム小ブロック・ローム粒r・微量
20　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少鼠　焼士粒召鋸音

21褐　　　色　粘上粒子多量

22　褐　　　色　粘目白「粘上′トブロック多量

23　暗　褐　色　ローム粒！－多軋　ローム中ブロック少量

澤羞　9層からなる。一部撹乱を受けているが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

l　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒rl－巨量、ローム中ブ

ロック微量

2　黒　　　色　ローム粒！・少軋　ローム小プロ、ソク微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量．ローム中ブ

ロック少量，焼土粒子微量

‘11黒　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブ

ロック中量，ローム太ブロック少量，廃土粒子e

炭化材微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子・炭化粒J’‥ローム中

ブロック・ローム小プロ、ソク微量

6　窯　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

J㌧・ローム中ブロック微量

7　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量

8　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック微量

9　褐　　　色　ローム粒子多量
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第112図　第64号住居跡実測図
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遺物　竃の周囲を中心にして，土師器片264点，土製品（球状土錘）2点が出土している。第113図1の土師器

杯は竃東部の床面から，3の土師器杯は竃前面の覆土下層から，4の土師器椀は北東部の覆土中層から出土し

ている。5の土師器嚢は北東コーナー部の覆土中層と下層から出土した破片が接合したものである。6の球状

土錘は北東コーナー部の覆土上層から出土している。2の土師器杯と7の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から後期（6世紀代）と思われる。

ノ

ノ

二　二　こ　　こ－

刀

第113図　第64号住居跡出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

5　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第113図 珂こA［14．0］底部から口綾部の破片。丸底。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面長石 P31330％

1 土師器B　　5．7 部は内管しながら立ち上がり，口ヘラ削り，内面ナデ。内・外面赤橙色 竃東部床面

緑部に至る。 彩。 普通

2

坪 A［16．0］底部から口縁部の破片。丸底。体口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・砂粒 P31410％
土師器B　　4．5 部は内攣しながら立ち上がり，ロ

緑部に至る。

外面ナデ。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

3

杯 A［16．0］休部から口緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石 P31510％

土師器B（4．4）暫し，ロ緑部に至る。 外面ナデ。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

竜前面覆土中層

4

椀 A［11．4］体部から口緑部の破片。休部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母P31610％

土師器B（8．2）暫し，ロ縁部はわずかに内傾する。上位ナデ，下位へラ削り。内面へ

ラナデ。

明赤褐色

普通

北東部覆土中層

5

嚢 A［13．2］休部から口緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英 P31710％

土師器B（11．6）攣し，口緑部は嬢く外反する。ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい赤褐色 北東コーナー部

覆土中層から覆

土下層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第113図6球　状　土　錘 3．0 2．8 0．6 22．2 北東コート部覆土上層DP127

7 球　状　土　錘 2．2 2．2 0，5 7．5 覆　土　中DP128
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窮約号燵腰妙　第温摘㊤思蟻儲思摘囲う

ノ∴　′1一　く、／′　　′＼　　　　　　　　′

ノ　ニ　ー　、・　　　　　　・．・′・・　　　．　・・　l′　　　＼　　′．　・．∵ノ

．　　　＼　　　　　ノ、　　′．　　　　′′、、　・・′　　＿　一ノ　′・

童軸方向　N－150e－I：三

′　　　′　　　・・　　　　　　　、　　　　　′　　′

′　、　′　　′　　　′　　　　　　－　′　　　　′、　・′二．　一、′∴

一　　　′　－　　　・・ノ・・k　　三　　′、、　　　・Jノ、　　　　′　′　＿・、、ノ．′二．、．言・、・

トは検出されなかったご

′　　　一言　　　　　　．．′　　　　∴　．’ごノ　1　′．　′．　′　′　　一　　　　一．

′′　′・　　・・・・　　　　　　′・′　　　　　　　　　、　′　　　∴　　ノ．．′：・　．

′、　　一．＼、′　　　　　　・、．′′　　　・・l・・．′・一一、，ノ、言　ハ・一　　・．．′：、売

電丑層解説

1　にぷい赤褐色　焼巨位！一中量

2　暗　赤　褐　色　焼細目’・l吊葺∴　ローム粒J’l少量

：う　暗　赤　褐　色　焼＝拉r少鼠　ロー～ム粒子微量

・1暗　赤　褐　色　焼津－「「多量

う　にぷい赤褐色　ローム粒戸車量，ローム小プロ、ソク少量

6　極暗赤褐色　廃土粒子0ローム粒子微量

γ　暗　赤　褐　色　焼上粒戸車量＼〃月ヒ粒j’・・ローム粒J’一少［‡呈：

8　褐　　　　色　ローム粒J’・中量

′　　　　　　　′′′ノ　　、　　′　、　、　′　′　∴　′′　　　　　　　　、、　一、′r　－：　：ノミ．‥二、、・二／

られる。．、

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒！一少軋　ローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒f可一鼠，1ローム小プロ、ソク少量

こう　褐　　　色　ローム粒戸車量，ローム小プロ、ソク少量．炭化粒J’・・ローム【巨プロ、ソク微量

．ッ一、“′　′、；・ヰノ・　　、′／　　′ノ言　　も′、、、ノ．：て　′、．、生′・－，／′∴′了ノノ　　ノミ多・　　－．

′　　　　　・・ご　　′く′ノ　∴　　′、′　一h、、．　一　′′1、′′　ノ′ノ＼ノ・・／言　′て：ナ、、∴．．7′、・．一言、ノ、．圭

第m　ゆ摘園　e e　の土師器塔は南コ料ナ一部の覆土中層から9　3の土師器杯は南西部の壁際の覆土下層

ノ　　ソノ　ー、′’′、′一・′∴　　′　　∴′　′′．′．′・ソ′うー　　　ノ∴ノ　　、′′′．　′ら　　行、・∴

の西部と中央部の覆土下層から出土した破片が接合し撃　8の土師器棒は中央部の覆土上層からタ　9の土師器塚

は南東部の覆土上層から出土した破片がそれぞれ接合した　のである。鼠の土師器高塚は竃東磯部外側の覆士

官層から学　帽の土師器高塚は竃商機部外側の覆土中層から学　帽の土師器椀は竃商機部外側の覆土上層から出土

している○Ⅲの土師器嚢は竃商機部外側と南西部壁際の覆土下層から出土した　のが接合し撃　蟻の土師器婆は

1‘ノ・　、’十、∴：：′のヶ二、－　　′／、・′ノ　′．′′二′′∴　′7′㌦了、、∴の・六二　′∴′ノ　　√・・さf∴・ヾ′∴′：シ∴．′∴

からタ　膵の土師器婆は竃の覆土中と南コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合している。相の球状士錘

・‘′′、．ニ∵・た．’、〝ノ′＼′′∴′．・′ウノ、′∴、・′′言t　′‾′の，′、き／ノ／ノ　　∴、′．二、

新風　当遺跡には　竃が佳屠跡の南部に構築されている　のが　軒確認されている。本跡は　第5号住居跡同

様　竃が佳屠跡の南部に構築され，また　煙道部の壁外への掘　込みは検出されなかった。時期は　出土土器

から後期（7世紀）と思われる。

▼－1∠16－
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第114図　第69号住居跡実測図
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第115図　第69号住居跡出土遺物実測図（1）
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第116図　第69号住居跡出土遺物実測図（2）

第69号住居跡出土遺物観察表

○

（D18
唆

°　　　　　　　　　　　　　10cm

ト＿＿＿＿一一一十・一llll」

図版番号 器　種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第115図 坤こ A　 lO．0 丸底。体部は内管しながら立ち上 口緑部内・外面横ナデ。体郎外面 赤色粒子 P325 100％PL69

1 土 師器 B　　4．5 がり，ロ繰部の境に稜を持ち，口 ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色 南コーナー部覆

緑部は短く内傾する。 普通 土下層

2

杯 A　　 9．8 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑都内・外面槙ナデ。体部は表 砂粒 P326 90％PL69

土 師器 B　　 3．6 暫しながら立ち上がり，口緑部は 面が剥離しており，調整不明。 にぷい橙色 南コーナー部覆

短く内傾する。 普通 土下層

3

珂こ A ［10．6］口縁部一部欠損。丸みを帯びた平 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 長石 P 327 90％PL69

土 師器 B　　 3．9 底。休部は内攣しながら立ち上が ヘラ削り，内面ナデ。体部内・外 暗褐色 南西部壁際覆土

り，口緑部はわずかに内傾する。 面黒色処理。底部外面にヘラ記号。普通 下層

4

珂こ A　 lO，7 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面 赤色粒子 P 328 90％PL69

土 師器 B　　 3．7 攣しながら立ち上がり，口緑部は ヘラナデ，内面ナデ。 にぷい橙色 南コーナー部覆

外傾する。 普通 土下層

5

巧こ A　 lO．2 口繰部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石 P 329 85％PL69

土師器 B　　 3．2 暫しながら立ち上がり，ロ緑部の ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒 にぷい橙色 竜西部覆土上層

境に稜を持ち，口緑部は直立する。色処理。 普通

6

杯 A　 11．2 口緑部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・赤色粒子 P330 85％PL69

土師器 B　　 4．9 暫しながら立ち上がり，口縁部は

内傾する。

ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色

良好

竃西部覆土上層

7

杯 A　 lO．5 口緑部及び休部一部欠損。丸底。 ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・赤色粒子 P331 70％PL69

土 師器 B　　 3．8 体部は内攣しながら立ち上がり， 外面ナデ。 にぷい橙色 竃西部と中央部

ロ縁部に至る。 普通 覆土下層

8

珂こ A ［11．2］休部一部欠損。丸底。休部は内野 口縁部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒 P332 65％PL69

土 師器 B　　 4．3 しながら立ち上がり，口緑部は短 ヘラ削り，内面ナデ。休部外面に にぷい黄橙色 中央部覆土上層

く内傾する。 パケ目痕。 普通

9

坤： A　 15．0 体部一部欠損。丸みを帯びた平底。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・赤色粒子 P333 60％PL69

土 師器 B　　 5．4

C　　 8．2

休部は内野しながら立ち上がり，

口縁部は内偵する。

ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

南東部覆土上層

10

高　　 呵こA　　 9．8 口縁部一部欠損。脚部はラッパ状 口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒 P 334 95％PL69

土師器 B　　 5．6

D　　 7．5

に開く。珂こ休部は内野しながら立

ち上がり，口緑端部は短く直立す

る。脚部との結合部はソケット状

である。

外面ナデ。脚部外面へラナデ。 明黄褐色

普通

竃西部覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第115図

m

高　　 林 A　　 9 ．7 目線部及 び脚部一部欠損。 脚部は ‖縁部内 ・外面横 ナデ√体 部内 ・ 石英 ・砂粒 ・赤色 P 335 85％ PL 69
土 師 器 古　　 5 ．0 ラ ッパ状 に開 く。球体部 は外 傾 し 外 面ナデJ 脚部外面へ ラナデJ 粒子 竃東袖 部外側 摩

D　　 7 ．4 て立 ち上が り，口縁端部 は短 く直 にぷい黄橙色 土下層
宣す る．脚部 との結合部 はソケ ッ

ト状であ る㍉

普 通

高　　 林 Å　　 9．4 ＝縁部及 び脚部 一部欠損㍉　脚部 は ＝縁 部内 ・外面植ナデ㍉体部 内 ・ 砂粒 P 336 80％ PL ㈹
土 師 器 B　　 6．0 ラッパ状 に聞 く㍉　林 休部は外傾 し 外面 ナデ㍉　脚部外面へ ラナ デ㍉ にぷ い黄樟 色 竃西袖部外側 覆

12 D　　 7．1 て 立ち上が り， ＝縁 部は短 く直立

する√脚部 との結合 部は ソケ ッ ト

状 である。

普通 上中層

椀 A　 lO ．0 平底 ㍉休 部は内攣 しなが ら立ち工 ＝縁部内 ・外面 植ナデJ 体部内 ・ 長石 ・右奥 P 337 川0％ PL梱
13 工 師 器 8　　 6 ．1 が り，＝縁部 はわずか に内傾す る㍉ 外 面ナデ㍉　内面黒色 処理㍉ にぷい黄樟色 竃西袖部外側覆土上層

C　　 6 ．0 普通

襲 A　 22．8 体部一部 欠損 。平底。体部 は内攣 口縁 部内 ・外面横ナ デ√体部 内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 33 8 80％ PL 70

14

士 師　 器 B　 31．6 しなが ら立 ち上 が り， ‖縁部 は横 外面 ナデ㍉休 部十位にヘ ラ当て痕． にぷい黄褐色 寵西袖部外側 と
C　　 8．4 く外反す る㍉体 部十位 に最大経 を 体部 下位へ ラ磨 き㍉ 普通 南西部壁際 覆士

持つ十　日縁端部 は十方につ まみ上

げ られて いる∴
下層

15

聾 Å ［12．2］ 底 部及び体部一部 欠損 。丸み を帯 ＝縁部 内 ・外 商横ナデ．体部外面 長石 ・石英 ・赤色 P 339 70％ PL 69
土 師 器 B （12 ．4） びた平底．体部 は内増 しなが ら立 ヘ ラ削 り， 内面ナデ√全体に器 肉 粒千 南コーナー部と南

C　　 7 ．4 ち上が り，＝縁部 はわずかに外反 は厚い． 明赤褐色 西部壁際覆土下層
す る。 普通

皇6

襲 A　 白2 ．3］ 底部 から‖縁 部の破片㍉　平底 J 体 ‖縁 部内 ・外面横 ナデJ 休 部外面 長石 ・石英 P 封0 50％ PL 69
土 師 器 B　 lO．3 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，＝ ヘラ削 り，内面 ナデ㍉ 橙 色 南東部床面

C　　 6．6 縁部 は外反 するご 普通

第日6図 聾 Å ［19．8］ 体部か ら＝縁部 の破片㍉体部 は内 ＝縁部 内 ・外面横ナデ→体部外 面 長石 ・石 英 ・砂粒 ㌘341 20％
17 士 師　 器 B （23．5） 暫 し，＝縁部 は外 反す る． 十位 ナデ，＋下位は剥離の ため調 整 にぷ い褐 色 竃覆上中と南コー

不明J 内面ナデ． 普通 ナ一部覆土下層

計　　　　　 測　　　　　 値 ！

！ 出 土 凱 蕉 備　　　　　　　　　　　 考前日㍑㌫疲㌧些
写　　　　 径　 五m） 長 さk m） 孔径 （cm）　 重量 ね ）

第臓 8 球 状 土 錘 i ・中　 ・8
0．6 17 ．2 北西部壁際床面 D P 132　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

摘 「球 状 土 錘 ！＋ m i 2 02
0．6 1 1．8 竃 前 面 床 面 D P1 33　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 7

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土 地点　　　　　 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g）

第11掴20 石 製模造品 3．0 1．8 0．7 2．7 滑　　　　 石 覆　 土　 可 Q 50　　　　 PL 80

∴’昌≒′予J予二ュ‘プ二二／一月ら

位置　調査区域の北東部　迅3輌区。

‾ミ∴㌍　ノ：、、ご声、．告　′ノーJ　ふ′、：∵′　′．∴．．′・i′！ナ′、ハ∴∴∵′、／工ノ・か∴　工　！．　∴′∴工′、∴′　一

坑）よりも古い。

規模と平面形　長軸3．29ITl，短軸3．12Illの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は28～′32cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　確認された壁の下には，西壁から南西コーナー部にかけて巡っている。上幅且8～22cm，下幅4～9cmタ

深さ4～6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（㌘且～㌘5）。P鼠～P4はタ　長径28～娩孤，短径23～［4柚孤の不整楕円形，深さ34～触既でタ
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第117図　第77号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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配置や規模から主柱穴と思われる。P5は径32cmの不整円形，深さ36cmで，出入り口施設に伴うピットと思わ

れる。

寵　北壁のほぼ中央部を壁外に25cmほど半円状に掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。天井部は崩落

しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ112cm，最大幅102cmである。火床部は，

床面から15cmほど掘りくぼめられている。煙道は，火床面から外傾して立ち上がる。
寵土眉解説

1暗赤褐色　炭化粒子中量，壌土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
4　赤　褐　色　焼土′トブロック・焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量
4　褐　　　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　極暗褐色　壌土小ブロック・焼土粒子・粘土大ブロック多量，ローム粒子・ローム小プロッタ少量
6　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
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遺物　土師器片172点，土製品（球状土錘）1点，石器（敲石）1点のほか，混入と思われる須恵器片38点が

出土している。破片が多く，図示できる遺物は少なかった。第118図1の土師器杯は東部の壁際と南部の覆土

下層から出土した破片が接合したものである。2の土師器嚢は竃内の覆土中層から，3の土師器賓はP4付近

の覆土中層から出土している。4の球状土錘は東部の覆土下層から，5の磨石は竃の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から後期（7世紀代）と思われる。

第118図　第77号住居跡出土遺物実測図

第77号住居跡出土遺物観察表

′

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿i＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第118回 杯 A　15．9 体部一部欠損。体部は内攣しなが口緑部及び体部外面へラナデ，内石英・砂粒・赤色P34380％PL70

1
土師器B　　5．4 ら止ち上がり，口緑部に至る。 面ナデ。 粒子

にぷい橙色

良好

東部壁際と南部

覆土下層

2

嚢 A［16．1］体部からロ綾部の破片。休部は内口縁部内・外面検ナデ。体部内・長石・石英・雲母P34410％PL70
土師器B（12．の暫し，口緑部は外傾する。 外面ナデ。 灰褐色

普通

竃内覆土中層

3

嚢 A ［26』］体部から口緑部の破片。体部は内ロ緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母P345　5％
土師器B（5．5）暫し，口緑部は緩やかに外反する。外面ナデ。 にぷい褐色

良好

P4付近覆土中

層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径（cm）長さ（cI〕）孔径（cm）重量（g）

第118図4球　状　土　錘 3．2 2．1 0．8 18．4 東部覆土下層DP136　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質 出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第118図5磨　　　　 石 7．3 4，3 7．7 279．0 砂　　　　 石竜　頭　土　中Q52
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第82号住居跡（第m9月20回）

位置　調査区域の北東部，A3h9区。

規模と平面形　本跡はタ　西部及び北東部が調査区域外のためタ　床及び壁の一部が検出されただけである。規模

及び平面形は不明である。

主軸方向　西部及び北東部が調査区域外のため，不明である。

壁　壁高は57cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　確認された壁の下には，巡っている。上幅9～23cm，下幅4～9cI勘　深さ22～24cmで，断面形はU字形

である。

床　確認された床面は平坦である。南壁際から中央部にかけて踏み固められている。

ぽット　2か所（Pl e P2）。Plは長径30cmタ　短径27cmの不整楕円形，深さ22C恥　P2は径19cmの不整円形，

深さ25cmで，Pl・P2とも主柱穴と思われる。

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　炭化粒子。ローム粒子多量，炭化物。ローム小ブロック少量

遺物　土師器片29点，鉄製品1点が出土している。第120図1～3の土師器埠，4の土師器婆はいずれも南部

の覆土下層から出土している。5の不明鉄製品は覆土中から出土している。

所凰　本跡は，床及び壁の一部分しか検出されておらず，竃は調査区域外に存在しているものと推定される。

時期は，出土土器から後期（7世紀代）と思われる。

第m　図　第配号佳腰掛実測図

第82号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2m

亡1－－一一－1－‥l二三

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色訴巨焼成 備　　 考

第120図 杯 A ［10．6］ 底部から日録部片。丸底。体部は 目線部内・外面桟ナデ。体部外面 長石・砂粒 P350 50％ PL70

1 土 師 器 B　　 3．7 内攣しながら立ち上がり，目線部

は短く内傾する。

ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

南部覆土下層
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第相関　第鵬常住腰跡出藍遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

は二「一二二二「二∵「－∵ニーl二二二］

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 20 図 林 A　 12 。2 体 部 か ら目線 部 の 破 片 。 体 部 は 内 ＝縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ√　体 部 外 面 長 石 P 35 1 50％ P L 70

2 土 師 器 B （ 3 ．5 ） 攣 しな が ら立 ち 上 が り， 目線 部 に

至 る。

ヘ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色

普 通

南 部 覆 土 下層

3

杯 A ［11 ．2 ］ 体 部 か ら口縁 部 の 破 片。 体 部 は 内 ＝縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ J 体 部 外 面 長 石 P 3 52 2 0％

士 師 器 B （ 3 誹） 攣 し， 日縁 部 に 至 る。 ヘ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 黄褐 色

普 通

南 部 覆 土 下 層

4

聾 A ［18 や3 ］ 体 部 か ら 目線 部 の 破 片 。 体 部 は 内 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ ∴ 体 部 内 ・ 長 石 ・石英 ・雲 母 P 353 10％ P L 70

土 師　 器 B （Ⅲ 。5 ） 攣 し， 日縁 部 は 外 反 す る。 外 面 ナ デ 。 に ぷ い 黄褐 色

普 通

南 部 覆 土 下 層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） i 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第120図 5 不 明 鉄 製 品 13．7 1．3 1．2 2 2．4 鉄 覆　 土　 中 M 12

第鈍考健腰静（第12且ゆ122回）

位置　調査区域の北東部，B3d8区。

重複関係　本跡は，第86号土坑に掘り込まれており，第86号土坑より古い。

規模と寧面影　本跡は，遺構の南部が土取りによって失われている。検出された部分では，長軸3。12m，短軸

（2．40）mで，長方形または方形と推定される。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は19cm程度で，外傾して立ち上がる。

璧満　確認された壁の下では，北壁と東壁で検出された。上幅7～12C恥　下幅4～6cm，深さ3cm前後で，断

面形はU字形である。

床　平坦である。中央部から北西部にかけてと，北東コーナー部で踏み固められた部分が検出された。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，長径17～36cm，短径14～22cmの不整楕円形，深さ25～31cmで，

配置や規模から主柱穴と思われる。
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第121図　第85号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

トl－一一1十一一一一」

1m
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寵　北壁のほぼ中央部を壁外に32C皿ほど三角形状に掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部が残存している。袖部は，地山のロームを掘り残して基部とし，砂混じり粘土で構築され

ている。規模は，焚口部から煙道部まで長さ110C恥　最大幅78cmである。火床部は，床面から6cmほど掘りく

ぼめている。煙道は，火床面から外傾して立ち上がっている。

報土層解説
1暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量
2　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　遺物は，竃の周囲を中心にして，土師器片179点の他，混入と思われる須恵器片3点が出土している。

第122図1の土師器鉢は北西部壁際の覆土下層から出土している。2の土師器杯は竃内の覆土中層と竃前面の

覆土下層から出土した破片が接合したものである。3の土師器杯は竃前面の覆土下層と竃東袖部外側の覆土中

層から，4の土師器高杯はP3の東側と竃西袖部外側の覆土下層から出土した破片が接合したものである。5

の土師器嚢は竜東袖部外側の覆土上層から，6の土師器嚢は北東コーナー部の床面から，7の土師器甑は北東

コーナー部壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の南側は土取りによって失われていることから，住居跡全体の様子は捉えられなかった。時期は，

遺構の形状及び出土土器から後期（6世紀代）と思われる。
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第122図　第85号住居跡出土遺物実測図

第85号住居跡出土遺物観察表

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第122園鉢A　　9．0口緑部一部欠損。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英P35795％PL70

1土師器B　　9．0攣気味に外傾して立ち上がり，口ヘラ削り，内面へラナデ。体部外明赤褐色北西部壁際覆土下層

C　　4．4緑部は強く内傾する。 面に輸積み痕。 普通

2

杯A　　8．9休部から口緑部一部欠損。丸底。口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英P35875％PL70

土師器B（4．0）休部は内暫しながら立ち上がり，ヘラ削り，内面ナデ。 明褐色 竃内覆土中層と

ロ縁部は内傾する。 普通 竃前面覆土下層

3

杯A［15．8］休部から口緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石 P35915％

土師器B（3．2）攣し，口緑部はわずかに内傾する。ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい赤褐色竃前面覆土下層と竜

体部と口緑部の境に稜を持つ。 普通 東袖部外側覆土中層

4

高　　杯A　18．3杯部片。杯部は内轡気味に外傾し，ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・赤色粒子P36030％

土師器B　　4．1下位に稜を持つ。 外面ナデ。内・外面赤彩。にぷい赤褐色

普通

P3東側と竃西袖

部外側覆土下層

5

嚢A［13．0］口緑部一部欠損。平底。休部は内口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・砂粒P36160％PL70

土師器B　17．5

C　　6．6

攣しながら立ち上がり，口縁部は

外反する。

外面ナデ。 明赤褐色

普通

竃東船外爛覆土上層

6

嚢A［14．6］休部から口緑部一部欠損。平底。口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石 P36270％PL70

土師器B　16．1休部は内野しながら立ち上がり，上位ナデ，下位へラ削り。体部外赤褐色 北東コーナー部

C　　6．2ロ緑部は外反する。 面にヘラ当て痕。休部内面に輪積

み痕。

普通 床面

7

甑A［22．7］体部一部欠損。単孔式。休部は内ロ縁部内・外面槙ナデ。体部外面長石・赤色粒子P36365％PL70

須恵器B　14．5攣気味に外傾して立ち上がり，口ヘラ削り，内面ナデ。体部内面ににぷい橙色北東コーナー部

緑部は綾く外反する。 ヘラ当て痕及び輪積み痕。普通 壁際覆土上層
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主軸方向　N－170－11「

壁　壁高は35、」Ocmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

．‥　　　‾－・′　、、　ら　二　一　・．．、　　　　　′　′㍉　　　‥　′　．．．　・　′・　、

5C乱　深さと・圧面持後で，断面彬はU字形であるJ

床　平出である。竃西袖部前面と南部が踏み固められているご

・・　，′，′．　　　　′　’　、　－．、了ノ　　、　　′′ノノ　′　′、．二′・．　三’′　　　　　　　′
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′　　　了、’′　′　ノ・　㍉′∴、／ノ　　ユ十一　′r、、，．′！　、′、　言　ノ　′ノ　∴‾、ノ・・　気　　　′．了・・′

′　′′・　一　　　‘′　′／′　　　′′、一　レ・　′　ノこ　　ノ、　　　√′一　・‘　　　　　′二　　　　、・・　・一′　　　・　　′′

’‾．、　　　′ノ　　　’．　′　′　　、′　　∴　　．、　　　　　　　　、、　　　　　　　：　′

、　′　　　　　′　、′工　　　∴　　　ノ′　　′　　′　　　　　　　　′　　′、ノ1′　．′、　′／、′ノ′一　．・・、

，：　＿‥、：上．、一ノ∴′　　∴　　′　　　　　一　．予′′　　′　　　′．　　　　′　　　′一　‾　　′　′′一　′　′′

′．　　　′　ノ′　　　∴　‾　′　‾　　′　　　′√　　　′・、　′　　　、′　　フ．　　　　′　　　　　‥　　　　′

ほ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がる。、、

電土層解説

1　灰　褐　色　焼悌白’・・ローム中プロ、ソク・粘悌白’一少；‡一呈：
2　明　褐　色　焼吊一打・・粘‖粒r・灰多量

こう　暗　赤　褐　色　焼上粒J’・多量，炭化粒子・灰少量
・1　明　褐　色　粘「粒！一多量

5　暗　赤　褐　色　焼上中ブロック・焼冊立f一多量，炭化粒子一輪呈∴　焼細目′・・尿少量
（；明　褐　色　焼上中ブロック・焼仁粒！一・粘上粒J’・多量，炭化物少量

丁　にぷい赤褐色　焼上中プロ、ソク・焼上粒f一・ローム粒千多量，炭化物少量

′′　一一ノ　′二　　　ンノ　′、　′，・・、（、′1　′一′、．　　㌧・、ノ　ノ㍉、．′′、

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒r一・ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームl巨ブロック・ローム小ブロック・ローム粒f一少量
3　黒　褐　色　ローム粒！一少；f呈：

・1暗　褐　色　ロ一・一一ム粒J’一多量，ローム小ブロック少軋　焼L二粒f一微量
5　明　褐　色　焼U粒子・粘吊一打・多量

‘′　　．∴′′‘・　J　∴一　い一　一′　′‘／′　　　ノ、．′∴ノ′　！一　．　　ノ、′　ツ．′　ノ．、．＝∵－、＿、ノ二．′／

′′∴／豆、一、、ノー、′：、存　＿l／し、′、ん　　t′、′圭一リ　7′）ヰ′こ　ノ＼’一ざらノ∴バ′人′ノ／7、・・．′　工　′；：ユ＿rノ：－　∴

嚢は竃内の覆土上層から芦　の土師器嚢は南東部壁際の覆土下層から出土している。　の球状士錘は西部の覆

士下層から，4の磨石と5の敲石はいずれもP5付近の覆土下層から出土しているt。

所農　本跡はタ　遺存状態が良好である。時期はタ　遺構の形状及び出土土器から後期と思われる。

第88号住居跡出土遺物観察表

踊 番可 器 種 恒 雁 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 l胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第124図　　 磐　　 A ［24．8］

1　　 土 師 器　 B　O ．1）

＝縁部片∴‖縁部は緩 く外反する。 ＝縁部内 ・外面横ナデ手 砂粒 ・赤色粒子

にぷい橙色
良好

P 366　5％ PL70
竃内覆土上層
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第123図　第88号住居跡実測図
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トーl－1　卜…－」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第124図 棄 B （2．4）底部から休部片。平底。体部は外 体部外面へラ削り，内面ナデ。 石英・雲母 P367　5％PL70
2 土師器 C ［7．2］傾して立ち上がる。 明赤褐色

普通

南東部壁際覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第124図3 球状　土　錘 2．4 2．4 0．6 9．9 西部覆土下層 DP140　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （C血） 厚さ（cm） 重量（g）

第124図4 磨　　　　 石 9．1 8．5 2，4 281．0 安　 山　 岩 P5付近覆土下層 Q53

5 敲　　　　 石 16．9 6．6 7．4 1，097．8 安　 山　 岩 P5付近覆土下層 Q54　　　　　　　　 PL80
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第124図　第88号住居跡出土遺物実測図
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第89号住居跡（第125・126図）

位置　調査区城の北東部，A4f7区。

重複関係　本跡は第3号遺跡状遺構に掘り込まれていることから，第3号道跡状遺構より古い。

規模と平面形　南北軸（3・77）m，東西軸（2．77）mで，北部及び西部が調査区城外となっているため，平面形

は不明である。

主軸方向　不明である。

壁　検出された部分では，壁高は20C皿前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。東壁際から南壁際にかけて踏み固められている。

覆土　3層からなる。一部撹乱は受けているが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片23点，土製品（球状土錘）1点のほか，撹乱による混入と思われる須恵器5点が出土している。

第126図1の土師器杯は東部の覆土中から，2の球状土錘は南東部の覆土上層から出土している。

所見　本跡からは竃は検出されず，調査区域外に存在しているものと考えられる。ピットや壁溝等も検出され

なかった。時期は，出土土器から後期と思われる。
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第臓図　第錮常住贋静実測図
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二‾＿　…　　二　　l　‾　‾　　　＿＿

1－　－　11，1

第臓図　第錮考健腰掛出藍遺物実測図

第89号住居跡出土遺物観察表

二
◎　　　　　　　　　　　　　　瑠◎鑑啓開

』　　　姦

図 版番号 器　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 12 6図 林 A　 l O ．8 休 部 か ら 目線 部 片 J体 部 は 内 暫 し， ＝縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ ㍉ 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 P 368 賂 ％ P L 70

1 士 師　 器 B （2 。5） ＝ 縁 部 は短 くほ ぼ垂 直 に 立 ち上 が

る 。

外 商 ナ デ。 にぷ い橙 色

良 好

東 部 覆 土 中

図版番号 種　　　 別

計　　 測　　 健　 ！

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長 さ k m）　 孔径 k m） 重量 （g 中 岨 鵬

第126図2 球　 状　 土　 錘 3 ．1 2 ．2 0 ．8
20 可 南輔 覆土上層

D P 14 1　　　　　　　　　　　　　　　　 P L77

第92号健腰跡（第且2針鼠28図）

位置　調査区域の北東部，A4i8区。

重複関係　本跡が　第飢号住居跡を掘　込んでお酌　第飢号住居跡より　新しい。

規模と畢面影　長軸3。10m，短軸（2e94）mである。南部が調査区域外となっているため，平面形は不明であ

る。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は17cm前後で，外傾して立ち上がる。
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一∴、工：　∴ノ’、l′　∴∴∴、、こ

瑠m

i　　　　　　　　　　　　　　　　、

一、、・’′　′1＼・′‘′　ノニ　　′．　′．　　ノ　’一′二　　：・＼．　′　　　　′ノ　ブ′、　　一、－、：：、、、′′：三て、ミ

で，断面形はU字形であるJ

床　平出である。踏み固められた部分は検出きれなかった。？

了．－　　　′ノ、ノ　　′　′人、：く言（、　㌧・予′ノ、、、、、′ノJ／．‘′′．ノブ　工ノ、、、一、　　　′　　お′　′′二

磯　北壁のほぼ中央部を壁外に50cmはど三角形状に掘り込みタ　構築されている。天井部0両磯部とも残存して

いない。規模は　焚日部から煙道部まで長さ弼cm　凝太幅欝cmである。火床部は普　床面を摘撒ほどU字形震撼

∴くさ∴′二、＼′ノ・ゾ　、′∴　　一′　　　′　　　′　・人　穴′′、′1、ノふい／亘∴、！，．／「．′、：，方．了、′′

な角度で外傾する。

竃土層解説

1＿　黒　褐　色　焼上中ブロック・炭化粒J’・・ローム粒J’・・粘吊打一少‡‡呈∴　焼廿白′・・砂粒微量

2　黒　褐　色　炭化粒j’一少品　焼‖拉「・ローム粒J∴・粘‖年子微量

こう　黒　褐　色　焼悌白’・多軋　焼上中プロ・ソク・炭化粒J’・・ローム粒子少量，粘士粒召鋸i呈：

覆羞　3層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒f・中量∴　焼士粒f・・炭化粒J二・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量．焼巨位了一・炭化粒r一・ローム小ブロック微量

：う　暗　褐　色　ローム粒子トト量，ローム小プロ・ソク少量，炭化粒子・ローム大ブロック微量

遺物　土師器片接点と言隊乱による混入と思われる須恵儲盾当意が出土している。第128図1の土師器杯は竃

内の覆土中層から，2の土師器婆は西部の床面からJi上上している。，

所見　本跡の時期は，出土土器から後期と思われる。
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第臓困　窮鰻考健腰静出藍逮磯実測図

・　　　　　　　乞　－ノ・、、

図版番可器種 計測値kn）　 器 形　の　特　徴　　　 手　法　の　特　徴　 恒 e色調を焼成　 備　 考

第は8図　　 林 Å〔日高　休部から目線部の破片㍉休部は内　目線部及び休部外面へラ削り，内　雲母　　　　　　 P3佃　5％
1　　十帥　器 8　日・2日増し，目線部に圭る㍉　　　　　　 面ナデ㍉　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　 僻的面に煤付着

普通　　　　　　　 竃内預士中層

聾 A　再・6〕底部から‖縁部の破片∴平底．休　日縁部内・外面械ナデ㍉休部外面　長石・石英　　　 P37015％PL71

2　 土師器 H l（川　 部は内轡しながら立ち十がり，＝　十位ナデ，下位へラ磨き㍉内面へ　褐色　　　　　　 西部床面
し　7・2　線部は緩く外反する∴　　　　　　 ラナデ㍉休部内面にヘラ当て痕∴　普通

底部外面に木葉痕∴

′　　　　　　　・′・　　　、′′・｝

位置　調査区域の中央部，B3f3区．

・′／・　　・′　　　　　′′、　′．）ノ　′‥・‥　′．こ′、′了、′・′、ノ、：′　くら／∴′・′′　′．～ツ．、。－ノ．り．一／

第6号溝より古い。

親機藍平面形　本跡の太部分は　第約号住居跡及び第　号藩と重複してお酌　竃と床面は検出されたが　壁の

立ち上が　は竃付近を除いて明確に検出されなかった。よって資　規模及び平面形は不明である。

童軸方向　竃が検出されており，［N－900－E］とした。

壁　竃付近で8cmである。、

壁湧　確認された壁の官では竃の北側で検出された。上幅翻cm下幅8cm深さ6cmで断面形はU字形である。

床　ほぼ平出である、、電前面から西部にかけて踏み固められている。

′　′二　1′　′ノ‥　′、・・つ′‘1、′㌦二　7′否′：　て、．二′∴つ、｝こ’、′ミ1ハ′　－：∴1・圭1膏∴、ノ丁′、左㍉′

．′．′∴　つ1、　　、＼．さ、＼工：、二　Jノ、・．∵予、十戎亘ノ　ノく′ノ、当・よ．ノ．、・、与三㌧ごニ′ま′・′．昌く定めて∴’ノー

′　，ノ　　ら　′′二′　、　′：′　′′　．、．ハ．．′こノ・、ノ、′ノ，㌃十′′．　ン＼＼′一　′丁．／二、‥t、／ニ

喝土層解説
：1＿　梅暗赤褐色　焼士粒子少量．ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

：う　暗　褐　色　砂質粘いIl量，焼上粒子少量∴　ローム粒子微量
4　極暗赤褐色　焼土粒子少量，砂粒微量
5　暗　褐　色　焼十粒子r情こ呈∴　ローム粒子微量
（う　赤　褐　色　焼土粒子申鼠　ローム粒子少量
7　暗赤褐色　焼土粒子・砂質粘土少量
8　明赤褐色　赤変した砂少巌
9　暗赤褐色　焼土粒子少量

＿1（‾．）極暗赤褐色　焼上粒子一中量，炭化物少鼠　炭化粒f・・ローム粒J’一・秒粒微量
11極暗赤褐色　焼巨粒子少量I　ローム粒子・砂質粘日凝量
12　暗　褐　色　焼土粒J’l多量．炭化材中量．炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
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第臓図　第臓考健屠妙実測図

∵　‾ミ：テ二一　工：㌦∵㍉三、、、・：；1ダー古一、㌦ニー

の　　　　　5e悶

2　』ニ達二二』

孝豊　2層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒自微量
2　褐　　　色　焼I諸‾打一微量，ローム粒自微量

遺物　土師器片22点のほか　撹乱による混入　思われる須恵器片　点が出土している。第臓回　の土師器棒

は竃内の覆土上層と下層から出土した破片が接合し蟄　2の土師器嚢は竃内の覆土下層から出土した破片が接合

したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器から後期と思われる。
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第摘号住居跡出土遺物観察菱
図版番可 器 裡 恒 胤 cm） 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の 特　 徴

胎士 ・色調 ・焼成　　 備　　 考

第は0図　　 杯　　 Å　つ上8〕 目線部一部欠損∴丸底∴休部は内　 目線部内 ・外面横ナヂ∴休部内面 長有 ・砂粒　　　　 P 諏5 応％ PLa
1　　 士 師 器 B　　 逢。8 攣 しながら立ち十が り，目線部は ナデ∵外面は器面が剥離 しており， 赤色　　　　　　　 竜内将士上層と

短 く内傾する∴　　　　　　　　　 調整不明∴ 普通　　　　　　　 将士下層

婆　　 Å ［20。4］ 休部は内増 し，目線部は毎 く緩 く　 目線部内 ・外面ナデ∵休部外面へ 長有 ・石英　　　　 P 3輔　 5％
？　　 士 師 器　 H　L 7．両 外反する∴　　　　　　　　　　　 ラ削 り，内面ナチ∴ にぷい赤褐色 電内緒十下層

普通

纏　土　　塊

′　、　′′

位置　調査区域の中央部，B3112区「、．

′　　′　　7′　′．　　　　　′　　　　　　′′、　　′′・　　　．・

′　′　　　　‘　　　　　’　　，、、り㍉　八㌦：、　tン′、

璧　勘的二立ち上がる、、

底面　平川である、、、．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　′　　ノ　　　　　′　・　　　・∴

黒色上が堆積している．、＿，

土層解説

1黒　　　色　ローム粒戸車量∴　rrーム中プロ、ソク少量．ローム小プロ、ソク微量
2　黒　褐　色　U－ム粒J’・小結　U－ム小プロ・ソク少毒∴　炭化粒j’一・ローム申プロ、、ノク微音，－1一

：う　極暗褐色　ローム粒J′一多量．ローム申・小ブtl「ノク中量．ローム大プロ、ソク微量

‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　′　′・l　　　′Iヽ　　′　　　′　　　　　　　　　′　　′　、

で　中央部羞　やや北側の覆土下層から出土して折る。　㊧狛球状圭錘である。　は中央部の覆土下層から

－　　　　　／　　　・′′　′′　′　　　　′　　　　　　　・′　　　　　、＼　　、′　　ノ、・′′′′．　′／．′ノ

ている。、．

′1　　　　′′、′′　　　　ノ　　′・　　　　　　、、′∴、′　′・′．　　　ぐノ　ース　ノ、了ら′1′′・・・′　′1／＼

捗の時期は　描線部が直立気味に立ち上がる　の土師器椀等の出土土器の特徴から　健妃中葉以降と考えられ

る∴

．′、′！　ノ、　　ご・ん′′上ノー

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第13且図 椀 Å〔1十2〕休部から目線部の破片㍉休部は内 目線部内・外面構ナデ㍉体部内・長石・右英 P405 10％PL71

温 工師器 B （485ラ攣し，‖縁部はほぼ直立するご 外面ナデ∵ 赤色 北部覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地可　 備　　 考

径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第13凋2 球　状　士　錘 机 i 3・8 0．7 60．0 中央部覆土下層iDP145　　　　　　　 PL77

3 球　状　士　錘
3・7 i 2・9

0．7 30．0
東壁際覆土中層iDP146

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

斤 出十地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g） 石　　　 質

第131図4 敵　　　　 右 11．0 9。2 4．7 1200．0 安　 山　 岩 中央部覆土下層 Q61

5 敲　　　　 石 18．2
8・7 ！ 5せ3

610．0 凝　 灰　 岩 中央部覆土下層 Q60　　　　　　　　 PL80
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第131図　第29号土抗・出土遺物実測図
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′　　ノミ　一　　㌧∵了、′’1′工予言一　守

遺構は　竪穴住居跡飢軒と士坑　基を検出した。以下　遺構と遺物について記載する。

屈　竪穴住居跡

第5号健腰跡（第温32砂嵐33図）

位置　調査区域の南西部芦　り鼠g3区。

重複関係　本跡が第　号住居跡を掘　込んでいることからタ　第6号住居跡より新しい。

親機藍平面形　北東側半分は調査区域外である。長車由［2潤］m資短軸（温。63）mで芦方形と推定される。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は且～蟻cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　北辺と南辺に巡っている。上幅　～臓m　下幅　～挽m　深さ6cmで　断面形はU字状である。

床　平坦である。北壁際から焼土が検出された。

炉　北部の壁際に位置し　径甑mほどの不整閏形で　床面を摘cmほど掘り　ぼめた地床炉である。

炉土層解説
1　褐　　　色　ローム粒f一少量
2　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒f一微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒1二一・射ヒ粒子・ローム小ブロック微量
・1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子微量

尊意　3層からなる。ロームプロッタを含んでいることから　Å為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼一上粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　ローム粒r微量

㊨

｝一　二ノ享　工こl・Y∴’云二言∴∴ご：

37．8m

ll二二＿l1－1ニ　　ーこIl＿

5

1

ふ
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ヽ．′

1　2

1∴∵二二1－．－11
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窮臓図　第　常住腰静出藍遺物実測図
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1　‾　ノ　！ノ　　ー　‥　　′　　　　′、　　　　　′′　：．‘、′　　一　　．　　　′　　、′′′二　　　・！

ら出土している。、．

所見　本跡の時期は。脚高が比較的高い土師器高台付杯から10世満リユ降と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察衷
踊 番可 器 種 恒 雁 （cm） 器 形　 の　 特 徴 ！ 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第133図　 高台付杯　 B　「おの

1　　 土 師 器　 D 〔9．2］
E　　 2．1

高台部㍉高台は高めで，外反する㍉　高台部内 ・外面櫨ナデ√底部切 り 長石 ・スコリア P lH 10％
離 し後，高台貼り付け∴ 橙色

普通

東部覆十中層

ノー、′　　∴　＿．、・∴・‘、　：）．．

位置　調査区域の北東部，Dle5区．

重複関係　本跡は　南で第謂骨住居跡と　南西コーナー部で第　号住居跡と接している。

、ニ▼　一　・・一ノ　∵・二、，－′′・、ノ　こ・、し　一二∴．、　、1．　　′、ノ　　′ト′、、、。モ　ノ∵∴∵　一二二

童軸方向　N－00

壁　壁は確認できなかった。

床　平班である。一年央部から焼工が検出されたし、

ピット　8か所（Pl～P8）。〕Plは長径22cm，短径1．7cmの楕円形で言莱さは21cmである。i P2は径25cmの円形

と　1㌧、・′、二、、ら・′．′て　　ノ　′一、ノく弓　　∴1′、∵シン　　′二、、、．、、ノ、、、：、十ノ圭こ　・～。ゴユきテ／こ二．．れ－∵上、工

さは36cmであるLII P5は径21cmのIIj形で言莱さは25cmである。P6は径24cmの円形で，深さは27cmである。P7

は径23cmの閏形で学深さは26cmである。㌘8は径3且cmの開形で深さは鑓cmである。いずれ　性格は不明である。
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第臓図　第膵鸞健屠静実測図

第臓図　第膵考健屠静出藍遺物実測図
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た焼上の覆上上層から出上している、「

所農　本跡の時期は　出土土器から摘世紀以降と考えられる。

第膵号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C斑） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第13 5図 杯 Å　 1 2．7 体部一部 欠損。 平底。体部 は外傾 目線 部内 ・外面構ナ デ∴体 部内 ・ 赤色粒 千 P 128 応％ P L 71
1 士 師　 器I B　　 4月 して立 ち上が り，目線部 は短 く内 外面 ナデ∴休部 内面にヘ ラ当て痕∵ にぷい橙色 覆工上層

C　　 8．0 攣す る。 全体的 に器肉は厚い∵ 普通

第割常住贋紗　第臓　e臓囲）

位置　調査区域の南西部，C2e5区．

重複関係　本跡は，第29号住居跡を掘り込んでいることから撃　第29号住居跡よりも新しい。

規模藍平面形　確認できたのは撃南北軸（？。80）m撃東西軸（軋60）mであ軋遺構の東部が調査区域外となっ

ているため，平面形は不明である。

南北軸方向　N－120－W

壁　壁高は20～2‘＝4－cmで，外傾して立ち上がる。、

壁溝　調査区域外となっている部分を除いた壁の下には巡っている。上幅且4～29cm撃下幅2～12撒撃深さ8～

10cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で芦　北壁際から中央部にかけて踏み固められていると推定される。

－・′、！刀、立　川．－、J′j：）、ノ′（、l、言悠　上、上．1二言・．，隼－主上C　のノ、・′車；1・言　77－、三きつ、，さくこ1・一、・

配置や規模から柱穴と思われる。

炉　中央部からやや北欝　に位置し　径捕cm前後の不整閏形で　床面を撒mほど掘り　ぼめた地床炉である。

床面は，赤変し碩化している、〕

炉土層解説
1暗赤褐色　ローム粒j’中鼠　焼工粒J’・少量．炭化粒f・微量
2　暗赤褐色　焼日立戸畑軋　ローム粒r一微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量

覆意　思0層からなる。不自然な堆積状況から督　Å為堆積と思われる。

土層解説

l　暗　褐　色　ローーム粒f一少量

2　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク少；iL

3　黒　褐　色　ローム粒rl少量

∴1　暗　褐　色　ローム粒自微量

5　褐　　　色　ローム粒r一微量

（i　暗　褐　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子微量

7　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒rl微量

8　黒　褐　色　ローム粒r一微量

9　黒　褐　色　ローム粒f－r出違，ローム中プロ・ソク・ローム小プロ、ソク微量
1（）暗　褐　色　ローム粒J’l微量

遺物　土師器片錮乳夜　須恵器削私産　圭製品　点　石製品　点が出土している。第柑図　の土師器高海相椀

と3の石製紡錘車は南部の床面から出土している。2の須恵器量は覆土中から出土している。

所農　本跡はタ東部が調査区域外となっているためタ全体は確認できなかった。竃が検出されなかったのはタ

調査区域外に存在した可能性が高い。またタ　当遺跡内の偽の住居跡と比べてタ小さいゼットが数多く検出され

ている。本跡の時期はタ　出土土器から平安時代（摘世紀代）と思われる。

“．－168一一r一
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第相国　第別号健贋跡実測図
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第相聞　第別号健贋跡出藍遺物実測図

第別号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

・－：二∴一・一「十二‾∴二日二　＿二∴

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第137図 高台付椀 B　　 2．3 高台部片。高台は広くハの字状に 内面へラ磨き後，内面黒色処理。 雲母 P 203 40％

1 工 師　器 D　　 5．8

E　 l．0

開 く。 底部切 り離 し後，高台貼り付け。 にぷい橙色

普通

南部床面

2

蓋 A （8 ．2） 天井部片。天井部外面にボタン状 天丼部内 ・外面ロクロナデ㍉　天丼 長石 ・石英 ・雲母 P 205 10％ PL71

須 恵 器 B （2 ．0）

F　　 4 ．2

G　 l．1

のつ まみがつ く。 部外面上位回転へラ削り。 褐灰色

普通

覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地 点 備　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重畳（g ）

第137図3 紡　 錘　 車 1．8 1．5 0．4 44．0 緑　泥　片　岩 南　部　床　面 Q 28　　　　　　　　 P L80

第鍼考健腰跡（第温38◎139図）

位置　調査区域の南西部，D‾1112区。

規模と平面形　竃の火床部と床の－・部分を検出しただけで，規模と平面形は不明である。

主軸方向　［N－170－E］

壁　壁高は10cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平班である。踏み固められた部分は検出されなかった。

竃　竃の火床部が検出されただけで，天井部や袖部は遣存していない。火床部から土師器片が出土している。

火床部の規模は，長径120C乱　短径80cmで，火床面は床面をわずかに掘り込んだ程度である。煙道部の立ち上

がりも不明である。

電土層解説

且　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片1点が出土している。第139図1の土師器皿は竃南側の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が1点のみで判断するのは難しいが，平安時代（10世紀以降）と思われる。

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第139図 皿 A　　 9 ．2 平底 。体部は大 き く開 く。
事
＝縁 部内 ・外面 ナヂ∴　底部回転糸 長石 ・石英 ・雲母 P 213 100％ PL 7 1

1 土 師 器 B　 l ．6

C　　 6 ．6

切 り。 にぷい橙色

普通

竃南部覆土上層

－170－
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第138図　第34号住居跡実測図

第139図　第34号住居跡出土遺物実測図
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第36号住居跡（第140・141図）

位置　調査区域の南部，C2e3区。

重複関係　本跡が，第37号及び第28号住居跡を掘り込んでおり，両遺構より新しい。

規模と平面形　長軸2．55m，短軸2．44mの方形である。

主軸方向　N－112。－E

壁　壁高は20～27cmで，南壁は緩やかに外傾して立ち上がるが，これ以外はほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

寵　東壁のほぼ中央部を壁外に38cmほど半円状に掘り込み，砂混じりの白色粘土で構築されている。天井部は

崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ92cm，最大幅78cmである。火床部

は，床面を20cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道部は，火床部からほぼ垂直に立ち上

がっている。火床部から安山岩が2個出土しているが，火熱をうけている様子はない。煙道部は，火床面から

ほぼ垂直に立ち上がっている。

t土膚解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量

3　黄　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム′トブロック微量

9　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

－171－
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第140図　第36号住居跡実測図

第141図　第36号住居跡出土遺物実測図
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11暗
12　明

13　褐
14　黒
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褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

色　焼土粒子微量

褐　色　ローム粒子微量

褐　色　ローム粒子少量

赤褐
赤褐
色 焼土粒子・ローム粒子少量

色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

0　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

－172－



遺物　日亜器片里）2点言昆入したと考えられる須恵器片l主点∴　弥生上器片3訂、－：が出上している、・第1引図jの上

、′　・－　　　　　　　．、　　　　　　・．　　　　′　．　　、′∴′　　　∴・・　　　、・∴

′　　　　　　　　　　　　　　　、　′　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　′．　：・．　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　，

代）と思われる、－、

．　　　　　　　・、′ク’ノ　′－′　′

図版番可器橙恒傍線　　 音形　の　特徴　　　 手　法　の　特徴 胎士・色調・焼成 備　　考

第十日図　　年　　 A：日．圭　底部から「1線部の破片∴平底∴体　目線部及び体部内・外面ロケロナ長石・雲母 P2持20％PL71

且 士師器　8　5．0　部は内攣しなから立ち十がる∴　　デ∵　底部回転系切年 にぷい褐色 将士中

し　こ6．2‡ 普通

皿　　 Å〔．圭　目線部・部欠損∵I上げ底気味の辛　目縁部及び体部内・外面構ナデ㍉長石・石英・赤色P216γう％PLH

土師器鵠 ：底C体部は太き開0　　 底部醜糸切0 粒子

にぷい基橙色

良好

覆土中

高台付椀　B　十日　高台部から目線部の破片∴　高台部　目線部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英・雲母P封γ　柑㌔PL71

士師器　0　7．2　は短くハの字状に開く∵休部は内デ㍉　休部下端回転へラ削年　底部にぷい褐色

普通

将士申

3 E　l．0 轡しながら立ち上がる。　　　　　 回転糸切り後学　高台貼り翻す。内

面へラ磨き後，黒色処理∴

高台付椀　日　工臣　高台部から休部の破片㍉　高台は短　体部内・外面ロクロナデ㍉　底部回長石 Pゴ待20％PLH

寸　　士師器　D　7．0　く外反する∴　休部は内増して立ち　転糸切り後，高台貼り付け．内面

E　。　上がる。　　　　　　　　　　　　 へラ磨　後　黒色処理。

橙色

普通

将士中

第墟考健贋跡　第摘　魯摘脚）

位置　調剤舶載の中央部，C2b7区、、

′　　　　　′　　　　　′　　　、　　　　　．　　　　　　　一

、∴′　一　　　　　　・　1　′′　　′，　、　　′ニ・・、．、ノ　言　　㍉　′・ノミュ

童軸方向　N－60－E

壁　壁高は50、′55cmで，外傾して立ち上がる、1

、、　ノ　′、′′・′　′′．、　　　　　∴、、・ノ′　　・ノ′　　、・　　　　　　′・、：　′．、、′）、　、　．　′二・人　　言

を呈する。、．

床、印tであるい　電束袖部前面から南部にかけて．踏み回められている。西部は踏み囲められていない．、

ピット　8か所（Pl～P8）。〕Pl～P3は，長径3∠ト62cm，短径30～38cmの不整楕円形言袈さ20・、／53cmで9

配置から主柱穴と思われる。＝j P∠4は長径35C乱　短径2′・1cmの不整楕円形言果き26cmで．配置から補助柱穴と思わ

′　こ　　′　．．、、．年、∴：．′十　ノ、′ノノノ　ノ八・′　言　′∴．こ　　　′．，了′、、′　　∴；ノミ、lシソ、：、・　言　六、一：

である。P5・P6については，配置や規模について規則性がなく，また掘l）込みが浅いため，性格等につい

ては不明である∴

磯　北壁の中央部からやや西寄りを壁外に滋cmほど半開状に掘　込みタ　砂混じ　粘土で構築されている。天井

部は崩落しており∴両袖部が残存している。「，規模は。焚口部から煙道部まで長さ110C恥　最大幅126cmである。

兇床部はタ　床面が9cmはど掘りくぼめられている。煙道は営　火床面から緩やかに外傾して立ち上がる。

確土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・多量，ローム小プロ、ノク中量，焼細工「・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼上粒j二一・歳化粒f一・ローム粒子微量

3　黒　褐　色　炭化粒子少鼠　焼上粒子一・ローム小ブロック・ローム粒子微量
・′・l　黒　褐　色　焼土二粒子・炭化粒∫一少量、ローム小ブロック・ローム粒f一微量
5　黒　褐　色　焼＝粒r・粘‖位千少量．炭化粒！・・ローー1ム粒j’・微量

6　黒　褐　色　焼招く白’・中量，ローム粒r一・粘＝拉r少量，ローム小プロ、ソク微量
7　黒　褐　色　焼士粒子多量，炭化粒子微量

8　極暗褐色　焼上粒子・粘土粒f・少量．ローム小ブロック・ローム粒r・微量

－173－



第142図　第48号住居跡実測図

c

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

上＿　＿ト　＿　　！

覆土10層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土屠解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小プロッタ・粘土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
4　黒　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量
6　黒　褐　色　壌土粒子・ローム粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

－174－
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第143図　第48号住居跡出土遺物実測図

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿」

8　黒　褐　色　粘土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量

9　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
10　極暗褐色　ローム粒子多量

遺物　遺物は，遺構全体に散在した状態で出土している。土師器片732点，須恵器片110点，土製品（球状土錘）

5点，石器（砥石）2点，鉄製品（鉄鉱）1点，鉄淳1点が出土している。第143図1の土師器高台付杯はP3

上の覆土中層から，2の土師器高台付椀は北東部壁際の覆土上層から，3の土師器嚢は竃右袖部付近の覆土

－175－



′く　　　．‾、＼ン．　′・′J　・・′lニノ′∴ノ　　二ソ、っ一　　　　′′．　：．－　√∵ふ′ふ′二∴′．′、、　　　．　∴′′

覆土上層から出土した破片が接合したものである。6の須恵器棒は北東壁際の覆土下層から9　7の須恵器杯は

北西部の覆土下層から撃　の須恵器杯は㌘　付近の覆土下層から出土している。　の須恵器高歯相棒は南部の

覆土下層からタ　蟻の須恵器盤は竃前面の覆土下層から普　通の須恵器聾はP　西部の覆土下層からそれぞれ出土

している。相の球状士錘は東部の覆土上層からタ　臓の球状士錘は北東部の床面から撃　温後の球状土錘は竃右裾部

外側の覆土上層から出土している。蟻の球状圭錘は西部の覆土中層から学　蟻の球状土錘は㌘　西側の覆土上層

′　一　　　′＼　ノ：二　　　、、′ノ∴、J、、　ノ．ユ／、′　㍉－ソ、∴　　′　7′、′J　　∴、、′　ふ　こ′のごノ、ふ∴．ノ、√！圭′．手

工上層から出土している。

所農　本跡の時期は　遺構の形状及び出土土器から平安時代　拍世紀代）と恩われる。

第鯛骨住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 序 朋 廟 器 形　 の　 特 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴
胎工 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第143図 高 台付杯　 Å　 白圭5］ 高台部か ら＝縁 部の破片J 高台 は　 口縁部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・赤色粒 子 P 233 3 0％ PL71
土 師 器　 B　 十6 毎 くハの字状 に聞 く∴休部は外反　 デ㍉　内面 へラ磨 き後．黒色処理㍉ にぷ い橙色 P 3 十覆十中層

鼠 0　　 6．8 気味 に外伸 して立ち十がる㍉　　　 底部切 り離 し衡　 高台貼 り付 け㍉ 良好

E　　 O ．リ

高台付椀　 Å　 白十王 高台部及び体部一u・・一部 欠損 。体部は　 打縁部及 び体 部内 や外面 ロタロナ 長石 ・有 英 P 231 3 5％

2 土 師 器　 B　 圭 2 内増 しなが ら立 ち上が る∴　　　　 デ√内面へ ラ磨 き軋　 黒色処理㍉ 灰 褐色 北東部壁際覆土上層

C ［7 ．宥 普通

襲　　 Å 「18 ．2〕 休部 か ら目線 部の破片㍉休部 は内　 目線 部内 ・外面横 ナデ㍉体 部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 235　5 ％

3
土 師′器　 B （9 凋） 攣 し，目線部 は強 く外 反する∴＝縁　 外 面ナデ㍉休部内面 に輪積 み痕． にぷい橙色 電右袖 部付近将

！

部外面 に明瞭な稜 を持つ十日縁端部 良好 十中層

i　　　　　　 ＿［

は外十方につ まみ上げられている㍉

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i ！
聾 A　 は8．4」 体部か ら＝縁 部の破片㍉　体部 は内 目線 部内 ・外面横ナ デ㍉体 部内 ・ 長石 ヰ石英 ・雲母 P 23（i 3 ％

4
士 師　 器 B （5ぬ8） 増 し，目線部は強 く外反 する十日縁

部外面に明瞭な綾を持つ．目線端部

外面 ナデ． にぷ い橙色

良好

北 西部将士中層

は外十方につまみ十 げられている㍉

5

磐 B （9．3） 底部か ら体部の破 片。 平底。体部 体部外面へ ラ磨 き，内面ナデ√底 長石 ・石 英 ・雲母 ・ P 237 10％
土 師　 器 C 〔9 ．0］ ほ外傾 し立 ち上が る。 部外面 に木葉痕 ∴ 赤色粒千 竃前面覆土下層 と

にぷい橙色　 普通 東壁際将士上層

6

林 A　 13 ．2 ロ縁 部一部欠損。平底。体 部は内 目線部及 び体部 内 ・外 面ロ クロナ 長石 ・石英 P 238 70％ PL71
須∴吏 器 8　　 3 ．り 轡 気味に外傾 して立 ち十 がる． デ∵休部下端手持 ちへラ削 り㍉　底 暗灰黄色 北東壁際覆土下層

し　　 6 ．2 部一方向の手持 ちへ ラ削 り． 普通

杯 Å　 白3 ．0］ 底部 か ら日録部の破片。平底。体 口縁 部及び体部 内 ・外面 ロク ロナ 長石 ・石英 ・雲母 P 239 10％ PL 71

7 須 恵 器 8　　 4 ．6 部 は内攣気味に外伸 して立 ち上 が デ㍉体 部下端回転へ ラ削 り㍉底部 灰 白色 北西部覆士下層

C　　 5．6 る。 一方 向の手持 ちへ ラ削 り㍉ 普通

林 Å　 白3．0］ 底部か ら体部 の破 片。平底。体部 体部 内 ・外面 ロクロナデ∵　体 部下 長石 ・石 英 ・雲母 P 2‘川　30％

8 須 恵　 器 B　　 4I．6 は 内攣 気味 に外傾 して立 ち上が 端手持 ちへラ削 り㍉底部一方 向の 黄灰色 P l 士将士下層

C　　 5．6 る。 手持 ちへラ削 り∵ 普通

高台付 杯 8 （3．91 高台部か ら体部片∴　高台はハの字 体部内 ・外面 ロ クロナデ㍉底部切 長石 ・石英 ・雲母 P 2引 20％ PL71

9 須 恵 器 0　　 8 ．9 状に閃 く．休部 は外傾 して立 ち十 り離 し後 ，高台貼 り付け㍉ 灰褐色 南部 将士下層

E　 l．寸 がる。 普通

盤 A ［摘 諸］ 高台部か ら＝縁部の破片㍉　高台は 目線部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 長石 ・石英 ・雲母 P 242 70％ PL71

10
須 恵 器 B　　 3 ．2

D　　 6 ．9

ハの字状 に聞 く√休部 は内攣気味

に外 傾 して立ち上が る∵

デ。体部下端 回転 へラ削 り。底部

切 り離 し後． 高台貼 り付 け㍉

褐灰色

普通

竃前面 覆土下層

E　 l ．0

聾 B （5 ．3） 底部 か ら体 部の破片。平底。体 部 体部 内 ・外面 ロクロナデ． 外面下 長石 ・石英 ・雲母 P 213　m ％

拍 須 恵 器 C ［13 。4］ は外伸 して立ち上が る∴ 端手持 ちへ ラ削 り∵ 黄灰色 P 2 西部覆土下層

普通

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長 さ（C斑） 巨 L径 （cm ） 重量 （g ）

第143図12 球　 状　 士　 錘 3．1 2 ．7 0 ．4 11 ．3 東部覆土上層 D P 65　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

13 球　 状　 十　 錘 2 ．5 2 ．6 0．4 12 ．7 北 東 部 床 面 D P 66

14 球　 状　 土　 錘 2 ．4 2 ．0 0．6 8．7 竃右袖部外側覆土上層 D P 67

1 5
球 状 土 錘 i

2 ．2 2．0 0．5 6．8 西部 覆土中層 D P68

16 球　 状　 土　 錘 2・3 i 2・5
0．4 12．1 P 6西側覆土上層 D P69

…1176・－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質 出土地点 j　 備　 考

長さ血中 昌 五m） 厚さkm） 重量施）

第143図17 砥　　　　 石 m i 親日　 ∠招 「 馴 凝　 灰　 岩 東壁際覆土中層iQ 30　　　　 PL80

且8 砥　　　　 石 （785） 4両　　 08 （94．7）凝　 灰　 岩 東壁際覆土中層iQ 31　　　 PL80

踊 番号！種　 別 計恒 m）盲；厚さ議 畳施） 相　 中 土地点　 備　 考

長さ（cm）

蜘 3図19！鉄　　 鉱 2．4 2ず5 i （溌 ！ ］闘 ！ 鉄 i纏 際覆土上層恒

第別号健贋跡　第拍　車摘囲）

ヰ　ー′．j／・、：′く′点け、・ノ、十　十㌦、′・メ

重複関係　本跡は，第52・53・56つ0習月柚；・及び第117・12（．）号上坑に握り込まれていることから9　これらの

遺構よりも古い．、、

規模と平面形　長軸3．74nl，短軸2．75Illの長方形である、、

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は6cm前後で，外傾して立ち上がる、－、コ

床　平粗である、一年央部が踏み固められている。南部の2か所で焼上が検出された。

ピット　1か所Lr Plつま，長径56cm，短絡・P12cmの不整楕円形，深さ18cmで，配置から出入りIl施設に伴うピッ

トと思われる。

＿．一　言’∴‾∴；、言　　　．′　ノ∴　′、、′、ノ　．∴・．ら　：、　ノ∴、′　′　′　　J　∴＿　♪、′　′　′．て′、・ノ′、一．′′′

上で構築されている。天井部，ll舶摘［；は明確に検出できなかった。規模は，焚＝部から煙道部まで現存する部

二　十　ご一く’′昌！∴　．‥、、一　重‥‥　‾‾　′∴　ノ、ノ′ノ；、骨、よ　レ：昌はノ‘　左、．、ノ　′＼・．′′告　′一．、′　′・′・、　′：

部は，北部が第56号住居に掘り込まれているため，立ち上がりの状況は不明である．。

確土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・少量．ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック微；－l：

2　黒　褐　色　ローム粒自数量

覆土　1層からなる、－・）レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’l少鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック微量

遺物　遺構全体に散在した状態で出土しているが，細片が多く図示できるものは少なかった。土師器片106点

のほか，撹乱による混入と思われる須恵器片5点がJ廿上している。第145図1の土師器高台付‾椀は北東部の床

面からJ廿上している。

所見　焼士が，南部の2か所から検出されているが，性格等は不明である。また，壁溝は検出されなかった、、、

時期は，遺構の形状及び出十日洋から平安時代（10世紀代）と思われる．・〕
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第144図　第54号住居跡実測図
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第145図　第54号住居跡出土遺物実測図

第54号住居跡出土遺物観察表

O
N

■：
lJI

l▼I
の

の

0　　　　　　10cnl

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第145回高台付椀A［16．2］高台部から口緑部の破片。高台は口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英 P29150％PL71

1
土師器B　　6．1 短くハの字状に開く。休部は内管デ。休部下端回転へラ削り。休部橙色 北東部床面

D　　6．2 しながら立ち上がり，口緑部はわ内面へラ磨き。底部切り離し後，普通

E　l．0 ずかに外反する。 高台貼り付け。休部内面黒色処理。

第57号住居跡（第146・147図）

位置　調査区城の中央部，B2h8区。

重複関係　本跡は，第107号土坑を掘り込み，また第108号土坑に掘り込まれていることから，第107号土坑よ

り新しく，第108号土坑より古い。

規模と平面形　北西部が調査区城外となっている。一辺3．95mの方形と推定される。

主軸方向　N－80－E

－178－



壁　壁高は53～60欄で管外傾して立ち上がる。本跡は，他の住居跡に比べて掘り込みが深い。

璧溝　調査区域外となっている部分を除いてタ検出された壁の下には巡っている。上幅24～3お恥下幅4～14cm，

深さ8cm前後で，断面形はU字形である。

床　平坦である。中央部が踏み固められている。

ぽッ拒11か所（Pl～Pll）。Pl e P2ほ長径（14）662cm，短径20830cmの不整楕円私深さ53。92cmで9

配置や規模から主柱穴と思われる。P3は長径38cm，短径22cmの不整楕円私深さ摘cmで　出入り口施設に伴

うピットと思われる。P　～PHは長径蟻～購cm　短径は～40cmの不整楕円私深さ19～28cmで配置に規則

性はなく性格は不明である。P4e P8e PlO e PHは，壁際に位置している。

覆豊　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム太ブロック・ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・ローム小ブロック微量

遺物　遺物は，東壁際と中央部付近を中心にして出土している。土師器桐38点，須恵器尉23息土製品23点

（球状士錘20息土玉3点），鉄製品3点が出土している。土師器の杯や椀は床面からの出土が多く，また球

状土錘が多量に出土しているのが特徴である。第147図1の土師器杯は東部の床面から，2の土師器杯は中央

部の床面から，3の土師器杯は南壁際の床面からそれぞれ出土している。4の土師器高台付椀は東部の床面か

ら9　5の土師器嚢は南部の床面から出土した破片が接合したものである。6。8820の28の球状士錘と25～27

の士玉及び29の鉄製鋤先は北東部の覆土中層と下層から出土している。7の球状士錘は中央部の覆土下層か

ら，9の士も15e19の21の球状士錘はいずれも北東コーナー部の覆土中層と下層から出土している。10の球

状土錘は中央部の覆土中層から，Hの球状士錘は南東部の覆土中層から，12の球状士錘は南壁際の覆土下層か

ら，13の球状士錘は南部の覆土上層からそれぞれ出土している。14の球状士錘は南西部の覆土下層からタ16の

球状土錘は中央部の覆土中層から，17の18の球状士錘は南部の覆土中層から，23の球状土錘は南壁際の覆土上

層から，24の球状土錘は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。22の球状土錘は覆土中から出土してい

る。

新風　本跡は北東部が調査区域外となっているため，遺構全体は検出できなかったが，ほぼ中央部と推定され

る地点の床面から焼土塊が検出されている。また，竃は調査区域外に存在している可能性が高い。時期は，遺

構の形状及び出土土器から平安時代（9世紀代）と思われる。

第57号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第147図 杯

∩

A ［15．4］ 底部か ら目線部 の破 片。平底。体

1一　　　　　　　　　　　　三

目線部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・砂粒 ・赤色 P 300 40％ PL 7 1

1
土 師 器 B　　 3 ．9 部は内攣気味 に外傾 して立ち上が デ。内面へ ラ磨 き。底部回転へ ラ 粒千 東部床面

C　　 告2 る。 削 り。内面黒色処 理。 にぷ い赤褐 色

普通

2

杯 A ［14 ．0］ 底部 か ら目線 部の破片。平底。体 目線 部及び体部 内 ヰ外 面 ロクロナ 長石 ・赤色粒子 P 30 1 30％ PL 71
土 師 器 B　　 3．9 部 は内攣気 味に外傾 して立 ち上 が デ。 内面へ ラ磨 き。体 部下端回転 にぷい黄褐色 中央部床面

C　　 7．6 る。 ヘ ラ削 り。底部回転へ ラ削 り。内

面黒色処 理。

普通

3

杯 A ［13．8］ 底 部か ら目線部 の破 片。平底。体 目線部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 雲母 ・赤色粒子 P 302 15％ PL 71
土 師 器 B　　 3 ．9 部は内攣気味 に外傾 して立ち上が デ。体部外面 は強い ロクロ目， 内 にぷ い黄褐色 南壁際床 面

C　　 7 ．6 る。 面へ ラ磨 き。体 部下端回転へ ラ削

り。内面黒色処理 。

普通

－179－



第臓図　第野草健屠跡実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼 成 備　　 考

第14 7図 高台付椀 B （3。9） 高台部か ら体部 の破 片。高台 は短 体部内 ・外面 ロ クロナデ。体部 内 長石 ・赤色粒子 P 303 15％ P L 7 1

4 土 師 器 D　　 6．6

E　　 O．7

くハの字状 に開 く。体部は内攣 し

なが ら立 ち上が る。

面へ ラ磨 き後 ，黒色処理。 にぷ い橙色

普通

東 部床面

5

棄 A ［19言］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は内 日録部 内 e外 面横ナデ。体部 内 ・ 長石 ・雲母 P 304 2 0％ P L 7 1

士 師　 器 B （14．3） 攣 し， 目線部 は強 く外反す る。 目

線端部 は上方 につ まみ上げ られ て

い る。

外面ナ デ。体 部外面に日時 。 黒褐色

普通

南 部床面

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第147図6 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2．7 0 ．4 13．3 北東部覆土下層 D P 9 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 77

7 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2．1 0 ．4 11．5 中央部覆土下層 D P 9 3　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 77

8 球　 状　 土　 錘 2 ．0 2．1 0 ．3 5．7 北東部覆土下層 D P 9 4　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 77

9 土　　　　 玉 1 ．8 1．8 0 ．4 4．2 北東コート部覆土下層 D P 9 5

10 球　 状　 土　 錘 2 ．5 2．2 0 ．4 10．3 中央部覆土中層 D P 9 6

11 球　 状　 土　 錘 2 ．5 2．1 0．5 9．0 南東部覆土中層 D P 9 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 7

12 球　 状　 土　 錘 3 ．2 1．6 0．5 5．5 南壁際覆土下層 D P 9 8

13 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2．4 0．8 11．6 南部覆土 上層 D P 9 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 7

14 球　 状　 土　 錘 2 ．0 1．9 0．4 6．2 南西部覆土下層 D P lOO
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第147図　第57号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第14咽15球　状　土　錘 2．1 2．1 0，4 6．4北東コート冊土中層DPlOl

16 球状　土　錘 2．4 2．4 0．4 10．5中央部覆土中層DPlO2　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

図版番号種　　　別

計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第147図17球　状　土　錘 2．3 2．3 0．7 8．6 南部覆土中層DPlO3

18 球　状　土　錘 2．0 1．8 0．5 5．7 南部覆土中層DPlO4

19 球　状　土　錘 2．1 2．2 0．6 6．8 北東コート凋土中層DPlO5　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

20 球　状　土　錘 1．9 2．0 0．6 5．4 北東部覆土下層DPlO6　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL77

21 球状　土　錘 2．2 2．0 0．4 8．7 北東コート絹土用DPlO7　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL78

22 球状　土　錘 1．9 2．0 0．4 5．6 覆　土　中DPlO8

23 球状　土　錘 2．5 2．2 0．6 13．0 南壁際覆土上層DPlO9　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL78
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摘 番車　 別 計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径　 行m） 長 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

紬 概 4 棒 状 土 錘
2 ．0 2．0 0 ．5 5 4 南壁際覆土下層 D P llO

鶉　　 土　　　　 玉 1 ．8 1．8 0．4 5．1 北東部将士下層 D P 日日

26　 巨　　 玉
1 ．リ 1．9 0．4 5．6 北東部覆土中層 D Pl 12

2 7　 巨　　 玉
1．8 1．8 0 ．3 4，4 北東部覆土中層 H P 日日

謂　　 球　 状　 土　 錘 2．5 2 ．0 0 ．5 8 ．2 北東部覆土中層 D P 日日　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L7 7

図版番号
種　 別 長さkm計恒 m）：り厚さ議 量。g）巨　 質 出土地点！ 備　 考

第14凋29 鋤　　 可 （繍 沈可 （鍼‖　 拍鵬 鉄 北東部覆土欄 恒　　　　 PL81

第鯛考健腰静　第摘　録摘囲）

位置　調査区域の中央部，B2119区、「

規模と平面形　長軸3．20Ill，短軸2．7（jlllの長方形である。

童軸方向　N－60－E

壁　壁高は18～3（．）cmで，外傾して立ち上がる．J

、ノ、　　′　　　ノ‾’．′、　．こ′　ノ、、∴　　　・′′　　∴　、　＼（　沼、・　′　、l∴　言′∴・

形である。

床、印tである、一、中央部から壁際まで，踏み回められている、〕

ノノ、∴　　一　′＿．、HJ′；∴　∴H′！こ‥′ン、′l：十．言　′告1ノ上　‾　‘へ、J′ソ．ノーが′‾∴・／．二　．－、‥ノ′、

うピットと思われる。、

囁　北壁の中央からやや東寄りを壁外に欝cmはど掘　込みタ　砂混じ　の白色粘土で構築されている。天井部は

崩落してお酌　両袖部が残存している。規模は　焚招部から煙道部まで長さ鋸cm　最太幅温蟻cmである。火床

部は　床面からわずかに掘り　ぼめられてお酌　火熱を　けて赤愛している。煙道部は　火床面から緩やかに

外傾して立ち上がる。

囁土層解説

1　褐　　　色　焼‖粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

2　明赤褐色　精工粒子多量

二号　暗　褐　色　焼上位！・・ローム小プロ、ソク・ローム粒！・微量

∴1褐　　　色　焼出立！・l恒星∴　焼同一ブロック・焼吊‾打・少量，ローム小プロ・ソク・ローム粒J′一微量

5　暗　褐　色　焼「粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

（i　褐　　　色　炭化粒j’一少鼠　ローム粒子微量

7　暗　褐　色　焼工粒了中鼠　焼上′トブロック少量

8　暗　褐　色　砂粒多量，焼冊立f一・ローム粒子微量

！）黒　褐　色　砂粒多軋　焼上中プロ、ソク・焼＝粒√・ローム粒f・微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一少鼠　焼‖餃子・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’一少鼠　焼士粒子・炭化粒J㌧・ローム小プロ、ソク微量

3　黒　褐　色　焼十粒子一・ローム粒j’少量，炭化粒子微量

∴1黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒戸fl量．ローム小ブロック微量

遺物　土師器片邦題　須恵器片野点　士製品　球状士錘）凱蕉　鉄製品　鎌）　点が出土している。土師器

は破片が多くタ　図示できるものは少ない。第且49図且の土師器嚢とⅢの銑鎌は南西部の覆土下層から9　2の土
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第148図　第59号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　；　　」

師器嚢は竃東袖部外側の覆土下層から出土している。3～10は球状土錘で，3は竃前面の覆土中層から，5は

南部の覆土上層から，10は南部の覆土中層から出土している。6・8は中央部の床面から，7は中央部の覆土

上層から出土している。9は東部の覆土中層から，4は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から平安時代（9世紀末から10世紀初め）と思われる。

第59号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 14 9図 嚢 A ［2 5．4］ 底部か ら口緑部 の破 片。平底。体 口緑部 内 ・外面棟ナ デ。体部外面 長石 ・石英 P 30 5 20％ P L 72

1 土 師 器 B　 19．1

C　 1 3．6

部は内野 しなが ら立ち上が り， 口

緑部は強 く外反す る。ロ緑端部は

外上方 につ まみ上 げ られている。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷ い橙色

普通

南西部覆土下層

2

要 A ［16 ．2］ 体部 か ら口緑部の破片。 体部は内 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲 母 P 306　5 ％ P L 7 2
土 師 器 B （6 ．0） 暫 し，口緑部は強 く外 反する。 口 外 面ナデ。 にぷい赤褐色 寵 東袖部外側覆

緑端 部は外上方につ まみ上 げ られ

てい る。

普通 土 下層
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図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値 i出土地点

！ 備　　　　　　　　　　　 考径（cm）長さ（em）孔径行m）　重畳ね）

勘49図3球　状　士　錘2．5 2．8 0．6 13．4竜前面覆士中層DPl15　　　　　　　　　　　　　　　　 PL78

4球　状　土　錘2．5 2．4 0．6 10．0竃前面覆土中層DPl16　　　　　　　　　　　　　　　　 PL78

5球　状　土　錘
2両　や7
0．5 14㌧6南部覆土上層DPl17　　　　　　　　　　　　　　　　 PL78

6球　状　工　錘2．4 2．0 0．7 9．5中央部床面DPl18

7球　状　工　錘2．1 2．6
・中　も4中央部覆土上層DPl19

8球　状　土　錘2．2
2可＋鍼
7．1中央部床面DP120

9球　状　上　錘2．0 1．9 0．7 5．5東部覆土中層DP121

10球　状　土　錘2．5 2．2
085i 7・9
南部覆土中層DP122

図版番号　種　　　別
計　　　　　測　　　　　値巨　質

出土地点備　　　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

卿朋図日　　　鎌（2．4）2．5 0可（55滴鉄南西部覆土下層M8　　　　　　　　　　PL81

第駈考健贋静　第蟻　◎蟻図）

位置　調査区の中央部，B3i3区。

重複関係　本跡は　第糾号住居跡の覆土を掘　込んで床を構築してお勘　また　竃の一部が第66号住居に掘り

込まれていることから　第錮号住居跡より　新しら　第捕号住居跡より　古い。
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規模と平面形　長軸3．00m，短軸（2．21）mである。南部が調査区城外となっている。平面形は方形または長

方形と推定される。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は26cm前後で，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦である。竃東袖部前面から中央部にかけてと，北東部の一部が踏み固められている。

萄　北壁のほぼ中央部を壁外に23C皿ほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。天井部は崩落しており，

両袖部が残存している。両袖部内側は，火熱を受け赤変している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ105cm，

最大幅110cmである。火床部は，床面から6cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変し，硬化してい

る。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がり，中位に段を持ち，そこから外傾して立ち上がっている。

電土層解説
1　にぷい黄褐色　砂混じり粘土多量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・砂混じり粘土微量

黒

黒

暗

暗

褐　色　砂混じり粘土多量，焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

褐　色　砂混じり粘土中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

赤　褐　色　ローム粒子・砂混じり粘土中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

赤　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

7　にぷい赤褐色　焼土大ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

第150図　第65号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト　　　l・　l

第151図　第65号住居跡出土遺物実測図
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土層解説
1　里
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ム
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一

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐

焼‖甘「・U－ム小ゾU、ソク微量

ローム小プロ、ソク少量．粘目白’一微量

焼土粒子微量

ローム小プロ、ソク微量

ローム中プロ・ソク・ローム小プロ、ソク少量，焼目白つ鋸一呈二

ノ、　」′、′　′，ノ．、　　‾、　′・ミ．．、リ　′′ナ　　ノ‥　　　一・　′ノノ上　′　ノ、二　二　こ：

竃の火床面直上から手1十i二している。

ノ　日、′ノ㌦　　′　　　′、：、、て　′J′′．　　．・、′　．、－・∴　ヱ′八言こノ＼、　ノノ、ノ　′ノ∴’、　こ．

妃前半）と監われる。

′　　　　　　　　ら　ノ・ノ′、′′

図版番可器種恒ぢ値（cm）！ 器形の特徴 ！ 手法の特徴 i胎ませ色調6焼成
備　　考

第五再＝高台付林　Å10．2　高台部及び体部一部欠損∴高台は　‖縁部及び体部内・外面ロクロナ　長石・石英・雲母P318精％PL72

1　 土師器　B　5．5　高めでハの字状に聞く㍉体部は外　デJ底部切り離し後，高台貼り付　にぷい黄橙色 竃火床部

n　6．2　反気味に外傾して立ち上がる㍉　　け√　内面黒色処理√　　　　　　　 良好

E　l．5

林　　 A 「13．2］底部から目線部の破片∴　平底．休　日縁部及び体部内・外面ロクロナ　長右・石英 P3川潮％PL72

2 須恵器　8　十7　部は外傾して立ち上がる∴　　　　 デ．休部下端手持ちへラ削りJ底　灰色 竃火床部

C　7・2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部回転へラ削り後，ナデ√　　　　 普通

ー　　　　　　　′　　　　　　′

位置　調査区域の中央部，B3h3区，こ、i

／、′　′　　　　　　′一二、′一　一　　一　＿′　ノー　　′　′　′．　　－　　　1・　　　・′

規模と平面形　長軸3．10Ill，短軸2．92111の方形である。

童軸方向　N－20－W

壁　壁高は19～∠10cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。、

′′　　　′　　　　　　J t J・′ノ・　′′．　ノ　　．′、′、∴′．、′．く　　　‥′　一　二　　　　　　′　　′′　　ノ′、

さ4～8cmで言断面形はU字形である。

床、印‾tである√　北部の壁際から中央部にかけて踏み固められている。、

／！・・　　　ノ1′　　　工．∴㍉－、＿　　ニ’ノ＼・－ソン　ンノ′・・　言　r7、さ　′、　′　．ノ・′．　ノ　ー′　い：′

′：！′、日トl－r　ノニ′、／′　　　′′、、予十、ト′、・：、プく；こ、シノ　′：ニ∴！豆　：、こ、て　∴日、、、，‘′ノ　′′′、ユ、′十′　　；

は北東コーナー部に付設され，貯蔵穴の可能性も考えられるが詳細は不明である、、

P2土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

：う　黒　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック微量

・1暗　褐　色　ローム粒J’・多量、焼巨」、ブロック少鼠　焼‖粒子・ローム小ブロック微；1蔓二

5　黒　褐　色　ローム粒千多鼠　ローム中プロ、ソク中量

6　暗　褐　色　ローム粒子多量

囁　北壁のほぼ中央部を壁外に摘紋mほど三角形状に掘　込み　砂混じりの粘土で構築されている。偽の住居

跡に比べて壁外への掘り込菌が太きい。天井部は崩落し　両袖都　道存していない。規模は　焚日部から煙道

部まで長さ温60cmタ　最太腐虹臓罰である。火床部は床面と同じレベルの平坦癖を使用しタ　焼けて赤変しているが

締まりはないご煙道部は壁外へ大きく掘り込まれており，火床面から緩やかに外傾して立ち上がる。L
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七h4　　旦38．4m

第152図　第66号住居跡実測図

第153図　第66号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　2m

L＝「一一一一十一一二二∃

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　　！
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電土層解説

1極　暗　褐　色　砂質粘上少量．焼廿日’∵・炭化粒j∴ローーム粒j’・少量

二　極　暗　褐　色　焼‖J′守・炭化廿・砂質粘上少量．ローーム中プロ、リケ・しト月日’－微量

3　極　暗　褐　色　砂質粘土中量　焼士粒子の炭化粒子のローム粒子微量

・l　黒　褐　色　焼目白’－・砂質粘上少軋　炭化材・ローム粒白坂量

5　黒　褐　色　砂質粘土多量

（ミ　暗　赤　褐　色　焼日日一机呈∴　焼巨トプロ、ソク少結　焼回－ブし「ソク微量

γ　にぷい赤褐色　ローム粒J’・多量

S　極　暗　褐　色　焼土粒予めローム粒子0秒質粘土微量

9　暗　褐　色　ローム粒子中量

用　黒　褐　色　ローム粒J∴砂質粘上少量．ローム中プロ、ソク微量

11黒　褐　色　ローム粒’中一IL　砂質骨汗少量

相　異　褐　色　ローム粒子の砂質粘土少選　炭柁粒子微量

H　にぷい褐色　粘梱「「・砂木月日工　焼「トブロック・焼「粒子・炭化粒J’・・ローム粒子少量

ノ′　′　　　　㌧　′　　　　　　　　　　　′＼′．、′　′、′　∴　ノ

土層解説

l　黒　褐　色　焼目白’－・ローム小プロ、ソク・lコーム粒召微量
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

11　極暗褐色
5　一驚　掲　色

6　極暗褐色

遺物　遣物は。

「7－－ム粒J’斗瑞∴　ローム小プロ、ソク少軋　焼吊打・微量

ローム中ブ心、ノク・ローム粒j’・少量，焼怖1子・ローム大プロ、ソク・ロ・－ム小プロ、ソク微量

ローム粒J二中鼠　ローム小ブU、ソク微量

焼上粒J’・・尉ヒ杵少量．ローム小プロ、ソク・ローム粒自微量

ローム中プロ、ソク・ローム粒J’一少量．焼目白’・・炭化粒自微量

′　　　　′一　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　′　，　　　　－　′　′J

・：　　　　′　　∴ノ∴　　‥　、′　　ノ、．・．、．，、ノ′　′′ノ　′　′　ノ、　′、　∴

・′　′　　こノ∴′、　　　　　ノ　　　　　　　　′　ノ　　　　　ー　　　　′′　　　　　　　　・′・　　．　　　．

′　　　　　　　　　’：！　　　′　　　ノ　　　　′　　　　　　　　、′

′　一　　　　　　　　　　　ニ　／　　　　　　　　　　　一′　、′　　　、

第礪骨住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種　 封瀾摘射cm）…　 器 形 の 特 徴　 ‾‾‾‾‾‾‾……i…‾‾‾‾‾‾　 手 法 の 特 生 」 畢 欄 酢 彿 「 前 頂

第15 3図 林　　　 Å　 13 」 休 部 ・部欠損∴ 平底．体 部は内攣　 目線 部及び体部 内 ・外 面 ロクロナ　 雲母 ・赤色粒千　 P 32 0 75％ P L 72

且 十 師 器　 8　 1 ．8 しなが ら立 ち十が り，目線 部に圭　 デ． 内面へ ラ磨 き衡 黒色処理㍉　 にぷい橙色　　　 南部壁際 覆上 下

！ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　　 層

2

磐　　 A　 白3．6〕 休部か ら＝縁 部の破片∴体部 は内　 ＝縁部 内 ・外面櫨 ナデ上体 部外而　 長 石 ・石英　　　 P 32 1 25％ P L 72

土 師 器 I B （1 5．1 1 攣 し、 ‖縁部 は外反す る十 日縁端　 へ ラ削 り，内面ナデ．　　　　　 にぷ い赤褐色　　 竃内将士中層

部 は上 方 につ まみ上 げ られ て い　　　　　　　　　　　　　　　 普通

る。

図版番号 種　 別 径 行m計長絢 m）；孔径議 畳ね） 出土地点　 備　　　 考

第は酎 球状士錘i　 0日　 の0 」」聖上∵墾‖彿崩嘉可義蒜

図‾舶 号i 種 別 長さ五m計恒 m）；厚さ諸 星ね声　 質 出土地点
備 考

第は凋4　砥 石 i （ア可　 40日　 0日　 は酢可 凝　 灰　 岩恒 コナ 部桶 極舶
PL80

一．：．、　‥　・こ‘・′　　∴・．！、

位置　調査区域の中央部　迅銅　区。

・　′　　ノ、、′′　　ノ、∴　　′，′・1′　へ　　　　　ノ、ら、－、‾∴　′　t＿昌、ノ　、7、′：の・州・・J言もノ上′・′、

．、　；　′　　　′、′l・、．′、告　　三・′　　二　㌔；．・て、、
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主軸方向　N－リけ’－I‥

壁　壁高は3、11cmと推定される。、

床　平川である。中央部が踏み固められているご

覆土　単一　一層である、、掘り込みが浅く，日再の観察からは自然堆積か人拗杵積かは不明である。、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒自微量

′′　　　　　　　　　　．、′　　　　　　　　　二・。　　′∴　　∴　　　′　′．、　　、　′　．　、、　の　　せン－

、ノ　ノ　　′　ノ　　し‾、＿　　∴　　ノノ　．、‘′、、の　　／、．、　　　　　．・、′　　　　．、．封、　一・・・，　　ノ

ているJ

′、1・′　′′．、！′′．［　：　・′　7㌧、　　、、　　′′　　　・′　　一、・へ′ノー　　：　′′′．

’′　′・、′′、∴′　　　ノ．′、．　′′、一　　　　　′　、　′　′．．．′一　　‥、、　′　　・、：，　′－　　　・

上土器から平安時代（10世紀代）と思われる。

窮相聞　第鵬考健贋跡実測図

第柑骨住居跡出土遺物観察表

9　　　　　　　　　　　　　　　　2耶

艇長

図版番可器種 計測値（cm） 器　彬　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　考

第155回　　 杯 B （3．0）底部から体部の破片。平底。体部体部内・外面ロクロナデJ底部回長右・石英・赤色P32215％PL72

土師　器C　　6．8 は内暫しながら立ち上がるJ 転糸切り離し。 粒子 東部床面

i にぷい橙色

普通

高台付林Å　16．2 ＝縁部1部欠損∵　高台は高めでハ目線部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英・雲母P32395％PL72
2　 土師器お　　5．5 の字状に聞く∴体部は外傾して立デ∴体部外面は強いロクロ＝㍉底にぷい橙色 覆土中

D　　7．9

E　l．5

ち上がり，＝縁端部はわずかに外

反する。

部切り離し後，高台貼り付け∵ 普通

高台付椀B　は．3う高台部から体部の破片。高台は短体部内・外面ロクロナデこ体部下長石の石英 P32425％
3　　士師器D　r6．7］くハの字状に聞く㍉　体部は内増し端回転へラ削り√　底部回転糸切りにぷい褐色 覆士中

E　　O．5 ながら立ち上がる。 後学高台貼り付け。内面黒色処理。普通

－1189－



0　　　　　　　　　　　　10cm

3　　l l　　　」

第155図　第68号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第155図4 球　 状　 土　 錘 2 ．3 1．8 0 ．6 6．9 覆　 土　 中 D P 13 0

第70号住居跡（第156・157図）

位置　調査区の中央部，B3d3区。

規模と平面形　長軸3．62m，短軸2．72mで，長方形である。

主軸方向　N－91。－E

壁　壁高は10～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。

ピット1か所。Plは，長径78cm，短径75cmの不整円形，深さ28C皿で，配置や規模から柱穴と思われる。

Pl土層解説
1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

寵　東壁中央部から南寄りを壁外に75cmほど三角形状に掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。壁外へ

の掘り込みは大きい。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚．口部から煙道部まで長さ90C皿，

最大幅88C皿である。火床部は，床面とほぼ同じレベルで，火熱を受けて赤変している。煙道は，火床面から緩

やかに外傾して立ち上がっている。

寵土屑解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量

3　褐　　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中・中ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　焼土小ブロック・砂質粘土中量，焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
8　暗　褐　色　焼土小ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土少量，焼土粒子微量

覆土　掘り込みは浅いが，3層からなる自然堆積である。

土眉解説

1黒　　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック少量，焼土粒子・ローム大ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量

－190－
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第156図　第70号住居跡実測図

／

（∋

第157図　第70号住居跡出土遺物実測図

2　　　K　　2　K

「二‾「′

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿＿ト　　　！

「＼＿＿ノ黍買

0

一言、こ∴し．．．11∵：、‘こ∴71∵

1m

l i＿＿＿　　」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

遺物　土師器片50点，須恵器片2点，土製品2点（球状土錘），石器1点（敵石），不明鉄製品2点，鉄棒1点

が出土している。土器は細片が多く，図示できるものは少ない。第157図1の土師器杯はPl南側の床面から，2

の球状土錘は竃前面の床面から，3の球状土錘は東部の床面から，4の敲石は北部の床面からそれぞれ出土し

ている。不明鉄製品及び鉄津は覆土中から出土している。
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′′　∴一・一‥、′アナ、㍉／　　∴、号、二㌦＼′二・、、・　＿“’、　、t、∫言、一　二‘：！‥、　′′㌦’・．ソ∴三′

及び出土遺物から平安時代（9世紀代）と思われる．

第開音住居跡出土遺物観察表
図版番可 券 種 計測値km）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第157図　　 杯

1　　 土 師 器

Å ［18．1］ 休部から口縁部片J休部は内暫 し，

B （5。0） 目線部はわずかに外反する。

日縁部及び体部内 ・外面ロクロナ 石英 ・砂粒 P 342 15％ PL72
デ。内面黒色処理。 明褐色

普通
P l 南側床面

醜 番車　 覧高 （轟 き。。m）；げ孔径議 量。g）巨 土地点
備　　　　　　　　　　　 考

雛凋 2 棒 状 土 錘i 205 i 2可　 0・5
11．7 竜前面床面 りP134

〔 区 墾 墜 「 サ バ　 ㍉㌻ 「 議
18．0 東　部　床　面 DP135

図版番号 種　 別 長軸 ぎナ幅 km）：嗜厚さ試 射 g声　 質 出土凱夜
備　　　　　　 考

聖堅 逐… …皇 」吏 望⊥ ⊥埜 ⊥二尋 J 予 示 ）i安　 山　 岩極 部床面 Q51 磨右兼用

，〝　二．ノ　　一、．㌦へ）三：　′′．′；

位置　調査区の北東部，B3b8区。

重複関係　本跡は　第消音住居跡に掘　込まれてお酌　第鋸号住居跡より　古い。

・‥へぐ一＿　∫一‾よく　′　′、′’て・吉／＼′日′、ユ　′ノ、．　　′・ノ　′　よ′ご　　ご－、：∴、　′、′　・：：′　〆　∴ノ∴71・ノン・、ノ′・工ノ＼、′　′　言㌦

不明である。

南北軸方向　N－150－Eと推定される。「

壁　壁高は10cm前後で，緩やかに外傾して立ち上がる。

一　′り：、一′、／′♪∴左　＿‖、、∵′、・　′　、′′ノミ一′二＼し、、一　ここ∴了、∠．　r十日上松1、．つ∴　t．、′．沼、く（

で，断面形はU字形である。

床　平粗であるが一中央部が踏み固められている。

ぽッ睦　　か所。P　は長径渕cm　短径霊cmの不整楕円形　深さ禦cmで　配置や規模から桂穴と思われる。

電　検出されなかった。

傍意　　層からなる。レンズ状に堆積している芸　から学　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極目培褐色　焼上中ブロック・ローム小プロ、ソク少量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　炭化粒j’・・ローム粒f一少鼠　ローム中ブロック微量

1・1褐　　　色　ローム粒子多量、焼日立千少量

遺物　土師器片鋼。蕉　須恵器片蟻。軽が出土している。第蟻図　の土師器嚢は　北東部の覆土中層から出土し

ているJ

第開号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 i計測値届 器 形　 の　 特　 徴 ！ ・手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第159図

1

襲
土 師 器

Å ［20．0］

B （3．6）

体部から口縁部の破片∵休部は内　 目線部内 ・外面横ナデ∵体部内 ・
暫 し，＝縁部は外反する十日縁端部　 外面ナデご休部内面にヘラ当て痕∴

長石 ・石英 ・雲母

にぷい橙色

P 316　5％ PL 72
北東部覆士中層

は外上方につまみ上げられている∵ 普通
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㊥

′　ノミ昌　J。　了．二二J・：，言ミ、ノ

所見　遺構の西部が調査区域外となっているため，

竃は検出きれなかった、日時付目ま，出上遣物から平安

時代（9世紀代）と思われる、、

の　　　　　　　　　　　　　　慧獅

』　　　迄

◎　　　　　　　　　　　　　　瑠◎監評闘』≡壷
‘　′‾、㌧、　・，　　㍉′－．‾　′　＿　　　こ　タ　√－．ノ＿

ニ‾て：▲∴∴∴　－∴．‘）‥　、′√′

位置　調査区域の北東部，B3i7区。

規模と平面形　本跡は，調査区城内から南側に延ばしたトレンチ内で検出された。遺構の東部・西部ともに調

／ノく′土．ごノ　ミ　、ノ・・ノ、‥　′′十．一一一　：、一こ－′　‘′‾　′・．ノ＼小ン．、′　′′’，ノ′∴，：二　二　′．′　　　∴．　ハ′．ノ．く　ノー　′

形は不明である。

主軸方向　［N－90－E］

壁　壁高は32cm前後で，外傾して立ち上がる、二〉

床　検出された床面は平出である。踏み固められた部分は検出されなかった。

竃　北壁を壁外に54cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている∴天井部は崩落しておi），両袖部が残

存している。〕規模は，焚‖部から煙道部まで長さ100cm，最大幅87cmである。－）火床部は，床面からHemほど掘

りくぼめられてお古主　焼けてレンガ状に梗化し，かなり長期にわたって使われたものと思われる。煙道は，火

床面から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　極暗褐色　焼上′トプロ、ソク・焼1斗白’l多軋　炭化粒f・・灰少量

2　暗赤褐色　焼巨巨ブロック・焼上′トブロック多量

3　極暗褐色　ローム中プロ、ソク多量，ローム小プロ、ソク・ローム粒‾戸巨量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒‾千・ローム小ブロック少量，粘土粒子微量

2　極暗褐色　焼巨拉丁一・ローム小ブロック少量、炭化粒自微量

遺物　土師器片36点，須恵器片1点，鉄製品（鎌）1点がr：1十i二している。第161図1・2の土師器襲，3の須

恵器杯，4の鉄鎌はいずれも竃内の覆土【†中国から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から平安時代（9世紀代）と思われる。
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⑥

第160図　第81号住居跡実測図

第81号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cI刀） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特．徴 胎土・色調・焼成備　　考

第161図嚢 A［13．4］体部一部欠損。上げ底気味の平底。口縁部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母P34770％PL72

1 土師器B　11，9体部は内暫しながら立ち上がり，上位ナデ，下位へラ削り。内面ナにぷい赤褐色 竃内覆土中層

C　　5．8口緑部は外反する。口緑端部は上

方につまみ上げられている。

デ。 普通

2

嚢 B（7．0）底部から体部片。平底。休部は内休部外面へラ磨き，内面ナデ。体長石・石英・雲母・P34830％PL72
土師器C　　8．0攣しながら立ち上がる。 部内面に輸積み痕。 赤色粒子

明赤褐色

普通

竃内覆土中層

3

杯 A　13．6休部一部欠損。平底。体部は外傾口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英・雲母P34980％
須恵器B　　4．5

C　　6，5

して立ち上がる。 デ。休部外面は強いロクロ目。休

部下端手持ちへラ削り。

灰黄褐色

普通

竃内覆土中層

－194－



第帽図　第馴考健贋跡出立遺物実測図

‾l‾：二：Il＿＿‾三二＿＿二＿′

0　　　　　　　　　　　　10cm

工　＿＿　二　∴＿＿ニ∴＿‥　‥－

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土 地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第161図4 鎌 19．2 5．7 0．6 69．9 鉄 竃内覆土中層 M ll　　　　　　　　　 PL81

第闘考住居跡（第162◎温63囲）

位置　調査区の中央部，B3a8区。

重複関係　本跡が第79号住居跡を掘り込んでおり，第79号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸2・64m，短軸（0089）mであるが，遺構の西部が調査区域外となっているため，平面形は

不明である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は7～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　確認された壁の下には，南壁下を除いて巡っている。上幅9－17C恥　下幅4～アC恥　深さ5細で，断面

形は逆台形である。

床　平坦で，南東コーナー部から中央部にかけてと，竃の北部付近が踏み固められている。

寵　南壁中央部からやや南よりを壁外に46cmほど掘り込み構築されている。天井部の両袖部とも残存していな

い。規模は，焚口部から煙道部まで長さ105cm，最大幅55cmである。火床部は，床面から10cmほど掘りくぼめ

られており，焼けて赤変している。煙道は，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

尊堂　4層からなる。1層と4層は住居跡の覆土，2と3層は竃覆土の土層である。レンズ状に堆積している

ことから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼士粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
3　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

4　黒　褐　色　焼土中ブロック多量，ローム小ブロック少量

－195－



遺物　土師器片鯛点　須恵器片娠夜の飽　銑浮が　点出土している。第蟻図1の土師器杯は竃内の覆土下層

から出土した破片が接合し9　2の須恵器塚は北東部の覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期はラ　遺構の形状及び出土土器から平安時代　拍世紀代）と思われる。

第相聞　第闘号健贋跡実測図

＿＿＿二＿l∴‾

2　　　　　1

111－　－1　＿　＿l一一一l

〟

／

＼

窮相国　第闘号住居跡出藍遺物実測図

第83号住居跡出土遺物観察表

2m

ン：l二二＿一一二一Illこ二二一二二二∴＿一二」

0　　　　　　10cm

：主ニー二・一二二一二二二二二三

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第163図 杯 A ［16 ．4］ 体部から目線部の破片。体部は内 目線部及び体部ナデ，内面へラ磨 長石 P 354 30％ PL 72

1 土 師　器 B （4．7） 攣気味に外傾する。目線端部はわ

ずかに外反する。
き。 明赤褐色

普通

竃内覆土下層

2

杯 B （2 。5） 底部から体部の破片。平底。体部 体部内 ・外面ロクロナデJ 体部外 長石 ・石英 ・雲母 P 355 30％

須 恵 器

l

C ［5．2］

i

は内攣しながら立ち上がる。 面は強いロクロ目。体部下端手持

ちへラ削り。底部外面一方向の手
持ちへラ削り。

にぷい黄褐色
普通

北東部覆土下層

第紺号健腰跡（第164◎且65回）

位置　調査区域の北東部，A4h4区。

重複関係　本跡は，第38号土坑に掘り込まれていることから，第38号土坑よりも古い。

規模と平面形　本跡は，北西部が第38号土坑に掘り込まれ，東部が調査区城外となっているため遺構全体の状

況は検出されなかったが，長軸2．99m，短軸［2。89］mの方形と推定される。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は37～・45cmで，外傾して立ち上がる。

1－196－



壁溝　確認された壁の下には，竃東袖部付近と南西コーナー部の一部を除いて巡っている。上幅13～16C恥下

幅4～9cm，深さ4cm前後で，断面形はU字形である。

床　平坦である。北東コーナー部から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは，径30cmの不整円形，深さ12cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

P2は，径16cmの不整円形，深さ4cmで，配置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P3～P5は，長

径17～26cm，短径15～25cmの不整楕円形，深さ11～24cmで補助柱穴と思われる。

寵　検出された部分では，北壁のほぼ中央部を壁外に44cmほど半円状に掘り込み，砂混じりの粘土で構築され

ている。天井部は崩落し，西袖部は第38号土坑に掘り込まれている。規模は，焚口部から煙道部まで長さ90cm，

最大幅は95cm前後と推定される。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられている。煙道は，火床面から外

傾して立ち上がる。

t土題解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量，炭化粒子少量
5　黒　褐　色　焼土′トブロック・ローム粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色土小ブロック少量

3　極暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

支脚

第164図　第87号住居跡実測図
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遺物　土師器片118点，須恵器片16点，土製品2点（支脚1・管状土錘1），不明鉄製品1点が出土している。

第165図1の土師器要と3の土製支脚，5の不明鉄製品は竃内の覆土中層から出土している。2の須恵器高台

付杯は中央部の覆土下層から，4の管状土錘は中央部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第87号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 16 5図 賓 A ［18．2］ 休部か ら口緑 部片。体 部は内暫 し， 口緑 部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 長石 ・石 英 ・雲母 P 364 10％ P L 7 2

1 土 師 器 B （7．6） 口緑部 は強 く外 反する。口縁端部

は外 上 方 につ まみ 上 げ られ て い

る。

外面 ナデ。 にぷ い橙色

普通

竃内覆土中層

2

高台付杯

須 恵 器

B （2．3）

D　　 7．0

E　 1．0

高台部片。高台はハの字状 に開 く。 底部切 り離 し後高台貼 り付け。 長石 ・雲母

灰色

普通

P 36 5 30％

中央部覆土下層

図版番号 種　　　 別

計　　 測　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　 考

径 （c m） 長 さ（cm） 重量 （g ）

第165医13 土　 製　 支　 脚 8 ．5 （1 5．6） 6 79 ，2 竃内覆土 中層 D P 13 8

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 長さ （C皿） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第165図4 管　 状　 土　 錘 1．5 4 ．3 0 ．5 7 ．1 中央部覆土上層 D P 139　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

－198－
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第165図　第87号住居跡出土遺物実測図
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図版番号
種　 別 長さk m計恒 m）盲；摩紬 m）… 射 g車 土地点　 備　　 考

酌65図5 不明鉄製品i　 可　 の日　　 の目　 8日 竃丙種土中層 M 13

一　　　　　　．、′　、′　　　　　　　　　、ノ

位置　調査区域の北東部，Å・・ノ‖lt）区、、，

．．　　　　　　・、′、　ノ＼、・′　　　・　　′′一′　　、　　　　　　　．　　、　、　′　；　　′　′∴　、

形と推定される．、l、

主軸方向　N－1ローE

壁　壁高は52～58cmで，外傾して立ち上がる、、

，　‘一　、一′・－・シノ　・＿　　　′　1′　・　、　　′　ノ　　　′′、　　　′′′　　′・こ　　　　　′　　′′、　・：

8cnlで，断面形はU字形であるし一、，

床、臣「tであるJ竃前面から中央部にかけて踏み固められている、、、

；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′′‘　　　　，　　　　　′、ノノ′′　、　　　′　二　　　　．

配置や規模からHi三穴と思われる∵　南部が調査区域外となっているため言南部に存在すると思われる主柱穴は

：　　′　′一　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　．　′　　　′　　　　′　ノ′　　　　　′．

′′・′　　ノ　　j　　　′、．、　　一　．　　　　　　　　　′ニ　　　　　′、′　　／′　　′′′　　　　　、・二′　一

・′　　　　′　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　′　　　　　　　　　　　′　　　、．　′　　　　、′、　　　　／　　．　　　　　　　、　　　　　　′　　　　　　′　′　　　　　、

′　　　　′′　　　　　　ノ　　′　．′　　　　′　　　　ご・′．、ノ′　、・′　　　　　　　　′　　′．一　∴・・′　′　ノ′　！、′　　　′

中位に平出面を持ち，そこからほぼ垂i狛こ立ち上がっているこ、

電土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・少量．炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼巨粒了一・歳化粒f・・ローム粒J’一少鼠　焼土中ブロック・ローム小プロ・ソク・砂粒微呈音

こ1　黒　褐　色　砂粒小結．炭化粒J’一・ローム粒！一・粘出自’・少軋　焼十粒f・微量

5　暗　褐　色　粘＝粒「・砂粒l吊I∴　焼巨粒子一・炭化粒J’一・ローム粒J’・少量

（う　黒　褐　色　焼吊l「戸出と，炭化粒J’1・ローム粒J’・・粘目白’一少量∴　焼上中プロ、ソク・灰微量

7　黒　褐　色　焼工粒子・ローム粒子少量，焼土中プロ、ソク・炭化粒子微憲二

8　暗赤褐色　焼十粒j’一多量．＿炭化粒子少量∴　ローム粒子微量

！）　極暗′ホ褐色　焼巨拉丁・中量，炭化粒J’－・ローム粒子少軋　ローム小プロ、ソク・粘‖笹子・砂粒微量

lL）赤　褐　色　焼巨位イ・多量．小川車上　焼「小プロ、ソク少結　炭化粒J′・・ローム粒J’l微量

覆土　6層からなる。、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。、

土層解説

＿1　黒　褐　色　ローム粒J’・・粘出自’・少量，炭化物・炭化粒J’一・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化物・炭化粒J’・・ローム粒J’・少量，ローム小プロ、ソク微量

3　黒　褐　色　ローム粒J’・少＿一一L　焼上粒f一・歳化粒J′一・ローム小プロ、ソク微量

Jl　桓暗褐色　ローム粒r・少鼠　焼土粒j「・・炭化粒子・ローム小プロ、ソク微量

5　極暗褐色　ローーム粒子中量．炭化物日射ヒ粒子・ローーム小ブロック微量

（う　黒　褐　色　焼巨拉イー・ローム粒千少毒∴　炭化物・炭化粒J’一・ローム小ブロック・粘い粒子・砂粒微量

遣物　遺物は士師器片662点，須恵器片270点，土製品1点，石製品2点，鉄製品8点が遺構全体からJ虹上して

いる。また，当遺跡内の他の住居跡と比べ，鉄製品が多く出土している。第168・169図1の土師器嚢は中央部

の覆土下層から，2の土師器聾は竃内の覆土‘口層から，3・6の土師器聾は北東コーナー部壁際の覆十下層か

らそれぞれ出上している。．4の土師器聾は中央部の覆土中層から11「上している、。5の土師器聾は中央部の覆土

中層と下層から出土した破片が接合したものである。L　7の須恵器杯は西部壁際の覆土中層から，8の須恵器杯

一一199・一一一



④

第166図　第93号住居跡実測図（1）
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第167図　第93号住居跡実測図（2）
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は竃前面の覆土下層と南西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。9の須恵器杯は，中央部と

北東部壁際の覆土下層から出土した破片が接合したものである。10の須恵器杯と11の須恵器盤は中央部の覆土

上層から，12の須恵器嚢は南部の覆土中層から，13の須恵器嚢は竃内の覆土上層から，14の須恵器嚢は中央部

の覆土上層から，15の須恵器甑は同じく中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。16の球状土錘はP2付

近の覆土下層から，17の砥石は北東コーナー部壁際の覆土下層から，18の軽石は覆土中から出土している。19

の鉄釘は南西部壁際の覆土上層から，22の不明鉄製品は中央部の床面から，20の刀子と23の不明鉄製品は東部

の覆土下層と覆土上層から出土している。21の刀子と24の不明鉄製品は北東部壁際の覆土上層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から平安時代（9世紀後葉）と思われる。

第93号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第168図

1

嚢 A ［13 ．0］ 底部 か ら口縁部の破片。平底。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 長石 ・石英 ・雲母 P 3 71 45％ P L 72
土 師 器 B　 17 ．5 部 は内暫 し，口緑部 は外反す る。 上位 ナデ，下位へ ラ削 り。内面 ナ にぷい赤褐色 中央部 覆土下 層

C ［6．4］ 口緑端 部はわずかに上方 につ まみ

上げ られている。

デ， 一部へ ラナデ。 普通

2

要 A ［2 2．2］ 体部か ら口緑 部の破 片。休部は内 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・ 長石 ・石 英 ・雲母 P 372 10％ P L 72
土 師 器 B （12．8） 暫 し， 口緑 部は強 く外反する。 口

緑端部 は外上方 につ まみ上げ られ

てい る。

外面 ナデ。全体的に器 肉は薄 い。 にぷ い褐色

普通

竃内覆土下層

3

襲 A ［24 ．4］ 体部か ら口縁部 の破 片。休部は内 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 373 10％ P L 73
土 師 器 B （8 ．4） 暫 し，口緑部 は強 く外 反する。口 外面ナデ。休 部内面に輪積み痕。 橙色 北 東部壁際覆土

緑端 部は外上方 につ まみ上げ られ

ている。

普通 下 層

4

要 A ［24 ．4］ 体部 か ら口綾部の破片。体部 は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 3 74 10％ P L 73
土 師 器 B （8 ．4） 攣 し，口緑 部は強 く外反す る。 口

緑端部 は外 上方につ まみ上げ られ

てい る。

外 面ナデ。 にぷい橙色

普通

中央部 覆土中層

5

嚢 A ［2 1．4］ 体部か らロ緑 部の破 片。体部 は内 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 375　5 ％ P L 73

土 師 器 B （10．5） 暫 し， 口緑部 は強 く外傾する。 ロ 外面 ナデ。ロ緑部外 面に輪積み痕。 赤色粒子 中央部覆土中層

緑端部 は外上 方につ まみ上げ られ

ている。

にぷ い褐色

普通

と下層

－201－
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第169図　第93号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 穫　 摘 値毎 ）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎か 舶 用 痢　 ノ清　 孝

窮屈8図

6

発　　 8　 言 湖　 底部か ら休部の破片∴平底∵ 休部　 休 部外面へ ラ削 上 内面へ ラナデ∵ 長石 ・有 英 ・雲母　 P Jγ6 30％ PU J

土 師 器　 C　 6。3　 ほ内野 しなが ら立 ち上が る。 黒褐 色　　　　　　 底部外面 二木某痕

普通　　　　　　　 北東 コーナー部

壁際覆土下層

丁

琢　　 A　 臓 。4　 持縁部が一一一mふ部欠損 。平底。体部 は外　 描線部及 び体 部内 あ外商 口タロナ 長有 ・石英　　　　 P Jγγ頂％ PU J

須 恵 器　 H　 十 γ　 怖 して立 ち十が る∴ デ∴休部外面 は強い ロケロ日．吠 吠色　　　　　　　 西壁際 覆土中層

部回転へ ラ削 り1 底部 周縁 ナデ＋ 普通

8

杯　　 A　 は 8　 休 部一部 欠損∴平底 ∴休部は外傾　 ‖縁部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 長右・石英・赤色粒千　 P 378 70％
須 恵 器　 B　　 e5　 して立ち上が る。　　　　　　　 デ。体部外面 は強いロ タロ 。底 にぷい黄褐色　　　 磁前面将士下層 と

r　 J ・リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部回転へ ラ削 り∵　底 部周縁ナデ． 普通　　　　　　　 南西部将士中層

9

杯　　 Å 13．2　 休部　 一部欠損∴平底∴休 部は外傾　 目線 部及び体部 内 ・外面ロク ロナ 長石 ・石英　　　　 P 37 9 梱％ PL T3
須 恵 器　 日　 工寸　 して立ち上 がる∴ デ∴休 部外面は強 いロクロ 日ご底 灰色　　　　　　　 中央部 と北東 部

C　 Oj　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部 回転 へラ削 年　 底部周縁 ナデ∴ 普通　　　　　　　 壁際 覆土下層

†り

林　　 A　 再 訂　 底部か ら目線 部の破片㍉平底∴体 「1線部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 長右 ・石 英　　　　 m 相 加％ PL 73
須 恵 器　 8　 十 寸　 部は外 反気味 に外 傾 して立 ち工が　 デ！底 部回転へ ラ削 り，周縁ナ デ㍉ 吠色　　　　　　　 中央部将士十屑

C ［凱離 上髭 普通

Ⅲ

鮨　　 8　 十 1　 高台部か ら休部 の破 片∴高台 はハ　 体部内 ・外面 ロクロナデ． 底部切 長石 ・石 英　　　　 P 38 1 30％

紬∴吏 器　 0　 「L O　 の字状に開 く．休 部は外傾 して立　 り離 し後，高 台貼 り付け㍉ 吠色　　　　　　　 中央 部将十 上層

E　 lj　 ち十がる∵ 普通

第頼り図

12

悪　　 A ！＝本　 体 部か ら目線部の破 片∴ 休部は外　 目線 部内 ヰ外面 横ナデ∴体部外面 長右 ・石英 ・雲母　 P 38 2 1。％
須 恵 器　 8　 再 ・射　 傾 して立ち上が り† 目線 部は強 く　 擬格 子 目叩 き， 内面 ナデご体部内 にぷい褐色　　　　 南部将土 中層

外反す る∴　‖縁端部 は真下に祈 り　 面 に輪積 み痕∴　目線端 部に縁帯貼 普通

返 されている㍉休部十位 に補 修孔　 り付 け㍉

蓬＿か所。

臓

婆　　 A　 は ・主　 体部か ら目線 部の破片∴休 部は外　 目線部 内 ・外面楯ナ デ∴体 部外面 長石 ・石英 ・雲母 ・ 円 出 川％ PL 73

紬∴吏 器　 H　 十 ・有　 価 し， 目線 部は外 反す る． 「1線端　 縦方 向の叩 き，内面ナ デ∴　‖縁 端 赤色 粒子 電内緒土工層
部は肥厚す る㍉　　　　　　　　　　 部に線番 を貼 り付けて いるJ

i　　　　　　　　 i

明赤褐色

普通　　 ！

襲　　 A　 L32 ．5」 休 部か ら目線部 の破 片∴休部 は外　 ‖縁部内 ・外面 横ナデ十休部外面 長有　　　　　　　 P 3出 川％ PL73

且遽 須 恵 器　 8 （∴射つ 作狛∴　 ‖縁部 は強 く外圧す る∴　　 構方向の叩 き，内面ナデ．体 部内 暗吠黄色　　　　　 中央 部将士上層

面に船積み痕÷ 普通

蟻

甑　　 B　H 3 ・7）「底部 か ら体部の破片予　多孔 式∴体　 休 部外面上位斜 め方向の叩 き，下 長石 ・石英 ・雲母　 P 38 5 20％ PL 73
須 恵 器　 C　 白2 ．6」 部は外 傾 して立 ち上 がる∵　　　　 位 ，ヘラ削 り√ 内面 ナデ∴ 黄褐色　　　　　　 中央部 将士下 層

普通

急罰。目園慧闇藁藁開園藁鴬芸顧圏困引葛闇　　芸更

図版番号 種　 別 長さ玩mぎ 幅 km）；厚さ議 畳諦　 質 出土地点
備　　　　　　 考

攣 聖 庚 ⊥ … 旦 L J 攣 十 ■ 攣月　 …完 可 1 姦 可 砂　　 岩恒 叶 僻紺 層 Q 55
生 庚 ＿ 二 弦 ＿ 望 ⊥ 」 聖 」 与 打 「 ㌫ γ 「 「 「 嘉 音 詩 Q 56

図鵬 号 種　 別 長さk m ぎ 幅 丘m ）；厚 さ議 最ね ）巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考

高 率 狂 二 幸 「 T 「 寺 司 ‾ 『 ㌃ 「 「 蒜 γ 「 ㌫
南西部壁際覆土上層 IM 14　　　　　　　　　　　 PL 81

牛 山 」 … 刃 … 墜 可 ＋ 信‖　 …読 了 寺 前 東部覆土下層 iM 16　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 81
飢　 刀　　 可　 ・中　 可　 ．　 ・9 北東部壁際覆土上層 M 18　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 81
22　 不 明鉄 製 品 i 摘 可　 の3 0 可 「摘 中央 部床 面 M 15　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L81
2日 不 明鉄 製 品 i 鵬 ！ ・7

0．7 （32．6） 東部覆土上層 M 17
24　 序 明鉄 製 品 i （7・6）！ 0・8 00日 （抽 北東部壁際覆土上層 M 19　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L81

一一204・－



′　　　　　　　　　　′

位置　調査区の北東部－　Å4日）区。、

、．　　　　　　　　　　　　′　　＼　　、．　ニ　　ー′、∴

童軸方向　N－tP一E

壁　壁高は∠豊3、46cmで，外傾して立ち上がる．

－　′′　　　　、）、ノ・・　　　　　　；、　、：ゝ＼　　：　　　一　′ニ・　　　　一、′、・・′

床　平Iltで，電前面から南部にかけて踏み固められている。

′　　　　ノ　、、　　　　　　　｛　、　・：、　　　　′′　　　　′′ノノ　、　　　　　　ぐ　‥′　　、

＼一、．！　ニ　　　ノ、j一　　′　　∴　　　　　　　∴′’／′　　　′　・　′、ノ　ー．　　　二　・、　　　　　　　　′　．

伴うピットと思われるし〕

‥　　ノ　　ノ　∴／、、＼　　′　、′：・　　　　　／ノ′　　　　　．　　′　、　′．　′’　　　　二　一．

、　　　′　　　　ハ　ノ‾　こ′　′く了、　　‘′．、、亮’　　（．　・′　　　　＼　　∴′　　′　′′　∴　　、・ノニ工　、、．・

ノ　　　　　　．　L、‥、　、　　′ノ、　　　　′　　　　′　　′　′．、　′　　　　　　　　　　．；′、

いる∴・煙道は，火床面から直線的に外傾して＼＿とち上がっているご

電土層解説

1黒　褐　色　焼悌「「・筋目ヒ粒j’・・ローム粒J’・・粘上粒J’・・砂粒少量．ロ一・一・一ム小ブロック微量

2　暗　褐　色　尉ヒ粒！・・粘上粒J’・・砂粒中吉l呈∴　焼巨トブロック・ローム粒J’・少量，焼巨いフ一口、ソク・ローム小ブロック微：t呈：

：；黒　褐　色　粘梱白’一「量∴　焼上粒r・炭化粒J’・・ローム粒J′‥砂粒少量

一1暗　褐　色　焼梱白’・・封じ粒j’1小結　焼巨トブロック・ローム粒J′・少量．焼上人・中ブロック微量

こう　黒　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒千少量，粘欄とf一・砂粒微量

（う　極暗褐色　焼上粒f一・炭化粒川！量．ローム粒子少軋　焼巨」、プロ、ソク・粘い粒子‥砂粒微芸モー呈：

ア　暗　褐　色　焼棉白’一多量，焼巨トブロック・射ヒ粒J’・・ローム粒f－少量．焼l中プロ、ソク微量

8　黒　褐　色　焼悌「「・炭化粒J’・・ローム粒J’・少軋　焼上中ブロック微量

t）極暗褐色　炭化粒J’l・ローム粒f一申軋　焼‖粒子少量∴　焼いいプロ、ソク・ローム小プロ、ソク微量

覆土10層からなる自然堆積である。－

土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

i′1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ゝ）　黒　褐　色

10　黒　褐　色

lFl一一一ム′トプロ、ソク・ローム粒j’・少量，焼上位了一・炭化粒自微量

ローム粒r－少量，焼巨粒了一・歳化粒J’一微量

ローム粒j′中鼠　焼梱「「・炭化粒千・ローム小ブロック少鼠　焼土中ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒f一中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒f一少量

ローム粒了中鼠　焼士粒f一・炭化粒f‥粘い粒了・少量

炭化粒f一・ローム小ブロック・ローム粒f・少鼠　焼‖甘千微量

炭化粒f一・ローム粒f中量∴　焼‖拉千・ローム小ブロック少；－i＿呈：

炭化粒∫一・ローム粒子申鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，焼津白二つ射ヒ粒子少量

ローム粒！一中量，炭化粒千少量，焼「粒子微量

一　㌔　　　′’1　　　笑　一　　　　、・、′　　′′・　∴、卓　二　′　、一こ，・．′J t．′　　　　　′　　・　し．′

′∴　　′′　′・　、．′　　二、∴’ノ　′　・：′＼　ノー′′．′′　り　　－ウ／f r　ノ　　′′・′　′　ノ′　V′、∴

㌘　南側の覆土上層からタ　の須恵器高台相棒は中央部の覆土下層からそれぞれ出悲し等折る。　の土師器嚢

は覆土中から出土している。1

所農　本跡の時期は　遺構の形状及び出土遺物から奈良時代　摘世紀前葉）と監われる。

／こ∴ノ．∴，∴十　∴、ニ′㌫‘言，こノ二

図版番可 器 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第171図　　 林 A　 白2．8］ ＝縁部1 部 欠損∵　丸底√体部 は内 ＝縁 部内 ・外面横 ナデこ体 部内 ・ 石 英 ・赤色粒子 P 386 60％ PL 73
1　　 土 師 器 B　　 4．3 攣 しなが ら立ち上が り，＝縁部 は 外面 ナデ÷　内面異色処理。 橙色 北壁際西部覆土上層

短 く内儀す る。 普通

高　　 林 B （臥 7） 脚部片こ　脚部 は中空 でハの字状 に 脚部外面 へラナデ∴杯底部 内面赤 長石 ・石 英 ・赤色 P 38 7 3 0％
2　　 土 師 器 開 く。 彩。 粒千 P l南側覆土上層

橙色　 普通

－205－－



第170図　第94号住居跡実測図
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第94号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第171図 嚢 A［13．の休部から口縁部の破片。体部は内口縁部内・外面横ナデ。体部は内・長石 P38810％PL73

3 土師器B　14．3 暫し，口縁部は横く外反する。 外面とも器面が剥離しており，調

整不明。

にぷい赤褐色

普通

覆土中

4

高台付杯B（2．0）高台部から体部の破片。高台は短体部内・外面ロクロナデ。底部切長石 P38925％
須恵器D　　9．1

E　　O．7

くハの字状に開く。休部は内攣し

ながら立ち上がる。

り離し後，高台貼り付け。 灰オリーブ色

普通

中央部覆土下層

第98号住居跡（第172・173図）

位置　調査区域の北東部，A5e6区。

規模と平面形　長軸（1．72）m，短軸3．55mである。南部が調査区域外となっている。平面形は方形または長

方形と推定される。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は25cm前後で，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。竃前面から東壁際にかけて踏み固められている。

ピット　南部が調査区域外となっているためか，ピットは1か所検出されただけである。Plは長径50cm，短

径31cmの不整楕円形，深さ30cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

竜　北壁の中央部からやや東寄りを壁外に25cmほど掘り込み，砂混じりの白色粘土で構築されている。壁外へ

の掘り込みは少ない。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで長さ

124cm，最大幅115cmである。火床部は，床面から7cmほど断面逆台形状に掘りくぼめられている。土層の6層

下部が火床面である。煙道は，火床面から外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，粘土小ブロック少量
3　極暗赤褐色　焼土小ブロック多量，ローム中ブロック・粘土小ブロック少量
4　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・壌土粒子・炭化粒子多量

6　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰多量
7　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
8　黄　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子多量

覆土　3層からなる。一部撹乱を受けているが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック・砂粒微量

4　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
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遺物　土師器片47点，須恵器片8点が出土している。第173図2の土師器要は竃西側の覆土上層及び下層から

出土した破片が，3の土師器嚢はPl南側の覆土下層から出土した破片が接合したものである。1の土師器杯

は覆土中から出土している。4の須恵器蓋は北東部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から8世紀前葉と思われる。

2

第172図　第98号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　1m

L－　；　　＿∃

レ‾

」ノ‾
0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿⊥－＿」

第173図　第98号住居跡出土遺物実測図

－208－



＝　′　　　　′　　　　　′′　′　′！＼

図臓　 器種恒値毎）　 器形　の　特　徴　　　 手　法　の　特　徴　 胎土の色調欄戌　備　考

第173図　　林　　1「甘末日底部から体部の破片∵丸みを帯び　目線部内・外面櫨ナデ∵体部内・長石　　　　　　　 P封1川㌔PLH

ヱ十師器8　　3．3 た平底∴　休部は内攣しながら立ち外面ナデ∴休部外面十位に船積み　にぷい黄褐色 将十車
上がる。底部から休部にかけて器　痕。　　　　　　　　　　　　　　 普通

肉が厚い∴

発　　Å　鉦寸　休部から目線部の破片∴休部は内「イ線部内・外面植ナデ∵休部外面　長石・石英・雲母　PJ里∵吊㌦PL告

工師器8　豆0」）「増し，目線部は外反する∵　目線端ヘラ削星　両面ナデ∵　休部外面工　明黄褐色　　　　　 電西側将十十層
2　　　　　　　　　 部はわずかに肥摩する。　　　 位にヘラ当て痕。　　　　　 普通　　　　　 と下層

悪　　1つ7．71休部から目線部の破片∵休部は内　目線部内・外面横ナチ＋体部内・長有・石英・雲母・PJ出口％
3　土師器B線郎攣L m縁部は外反する。　 篭デ。体部桶上位にヘラ当悪霊慧孟　　 摘側紅‾K層

普通

意　　A lL2　「1線証上部欠損∴　天井部はドーム　天井部内・外面ロクロナデ∵　天井　長有・雲母・赤色　PJ出精㌦PL白
須恵器鵠：溌誓志請謁禁蒜漂宮　部外面上位臓へラ削。 粒子　　　　　　　 北東部床面

灰褐色
G　O．9　線部内側に毎いかえりを持つ∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

＿、　　　．　　ノ′　　　　一　一

位置　調査区域の中央部，C2之It）区二

重複関係　本跡は第55㌢住居跡を掴膏込んでおり，また，第119号口元に握り込まれていることから．第55号

f日朝亦よi）新しく，第11弼つ二坑よりl阜㌧

規模と平面形　長軸2．3∠rllll，短軸2．24ulの方形である。、

童軸方向　N－OJ

壁　壁高は22、・・・3‘ノ′1cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のトには，北壁と南壁の・部を除いて巡っている．、＿つ二幅毒20、2・ノilCm∴下幅（う、11cm言朱さ（う、

8cmで，断面形はU字形である、－、

床　平Ⅲである、、、、電前面から中央部にかけて踏み国められている。

ピット　3か所（Pl～P3主　Plつま長径28cm，短径22cmの不整楕円形，深さ18cmで，配置から出入りIl施設

に伴うピットと思われる∴　P2・P3は，長径38、50C恥　短径3（ト35cmの不整楕flJ彬，深さ9～1＿5cmで，補助

柱穴と思われる。

、．∴工、・‥　′　′　′ノ　　ー　′　′　　′′　・、′‥・　　1J　ノ、言′′・ノ、ノ、′′一　1′・：‾　：′　ノ′′　．、′　　′の′

∴′こ　て7．、′　ノ′．　′ノ′′‥　　′二　　三　′′・′′　　　ソ　　一一一7　′．′　l′　、′．、‾て　′ニ　′　　　′ノ、．－　‥ノ、、　ノニ′

′　、∴、′‥ノ　ノ　　、　　　＼・．′　∴・′　，　　∴　　′ノ，ノ　二　ハ　．′　　　　　　ノ　　′、′／′∴　　　　　ノ　、、　　　′

、こ′′、′，　′言，・′　′　＿、′　′、′二、′・）′′　ノ　ノ・．7．、ノ′′．′．；．′　ノ／＼′．∵戎′二、
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第174図　第105号住居跡実測図

F十二分4

第175図　第105号住居跡出土遺物実測図

・：：

巧。
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竃土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　にぷい黄褐色　砂混じり粘土多量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　極　暗　褐　色　焼士粒子少量，炭化粒子・砂混じり粘土微量
5　極　暗　褐　色　焼士粒子微量，砂混じり粘土微量
6　極　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

積立　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロックをローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子微量

遺物　土師器片240点，須恵器片9息　土製品（球状土錘）自軋∴首器（磨石）l点が出土している。第175図

1の土師器杯は南西部の覆土中層から，2の土師器高台付椀はPl付近の床面から，5の土師器嚢は南北壁際

の覆土上層から出土した破片が接合したものである。6の須恵器棒は竃前面と竃西袖部付近の覆土上層から出

土した破片が接合したものである。7の球状士錘は，竃西袖部外側の覆土上層から出土している。3の土師器

小形嚢9　4の土師器短頚壷タ　8の磨石はそれぞれ覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形状及び出土土器から平安時代（9世紀代）と思われる。

第105号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17 5図 杯 A ［1 7．0］ 底部か ら目線部 の破 片。平底。体 ＝縁部 内 ・外 面横ナデJ 体 部内 ・ 砂粒 ・赤色粒子 P 398 10％ P L 74
1 土 師 器 B　　 4．7

C ［7．6］

部は内攣 しなが ら立 ち上がる。 外面横 ナデ。 にぷ い赤褐色

普通

南西部覆土 中層

2

高台付椀 B （3 ．5） 高台部か ら体部の破片。 高台は短 体部内 ・外面 ロクロナデ㍉底部切 砂粒 ㌘399 25％ P L 74
土 師 器 D　　 6 ．8

E　　 O ．8

くハ の字状 に開 く。体部 は内攣 し

なが ら立 ち上がる。

り離 し後，高台貼 り付け。 にぷ い褐色

普通

P l 付近床面

3

小 形 嚢 A ［10 ．0］ 体部か ら目線 部の破 片。体部 は内 目線 部内 0 外面横 ナデ。体 部内 ・ 赤色粒子 P 400　5 ％ P L 74
土 師 器 B （3．5） 攣 し， 日縁部 は外 反す る。 外面 ナデ。 橙 色

普通

覆土 中

4

短 頸 壷 A ［8．0］ 体部か ら目線部の破 片。体部は内 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデ．体部 内 ・ 雲母 P 40 1 5％ P L 74
土 師 器 B （3．3） 攣 し，目線部 は短 く外 反する。 外面ナ デ。 にぷ い赤褐色

普通

覆土 中

5

磐 A ［24 ．0］ 体部 か ら口縁部の破片。体 部は内 ＝縁 部内 ・外面横 ナデJ 体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 402 10％ P L 74
土 師 器 B （12 ．6） 攣 し，目線 部は折 り返 され真横 に 外 面ナデ。体部 内 ・外 面にへ ラ当 にぷい褐色 南北壁際覆土上層

の びる。 目線 端部は短 く上方 につ

まみ上 げ られている。

て痕 。 普通

6

杯 A ［13．4］ 底部か ら目線 部の破 片。平底。体 目線部 及び体部内 ・外 面ロク ロナ 長石 P 403 5 5％ P L 74
須 恵 器 B　　 3．9

C ［7．8］

部は外傾 して立 ち上 がる。 デ。 黄灰 色

普通

竃前面 と西神都

外側覆 土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g）

第175図7 球　状　 土　錘 3．1 3．1 0．9 25．7 竃酎摘外側覆土上層 D P 143

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（C乳） 重量（g）

第175図8 磨　　　　 石 5．0 5 ．3 3 ．5 85 ．4 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 58　敲石兼用
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第醐　考量坑　第膵囲）

位置　調査区の北東部，C2a9区√

重複関係　本跡が第53◎54号土坑を掘り込み，また第m9号士坑に掘り込まれていることから，第53ゆ54号士

坑より新しく　第m号士坑よ　古い。

規模と平面形　長径2。05m9　短径1。90mの不整円形でタ　深さは50cmである。

長径方向　N－00

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

穫豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量

：1黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒f一少量

．ィ1黒　褐　色　ローム粒j’・少軋　ローム小ブロック微量

遺物　土師器片32点学　士製品（球状士錘）3点が出土している。第176図1の土師器皿及び2～4の球状土錘

は，覆寸再1から出土している。

所農　本跡の時期は学　出土土器から平安時代0世紀前半）と思われる。性格は不明である。

＼三二〔二三±プ′

第膵図　第醐　考量坑◎出藍遺物実測図

第且膵号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2

L‥‥……「…－」

0　　　　　　5cm

』二二土ニヨ

図版番号 器　 種 計測値（cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨焼成 備　　 考

第176回 皿 A ［8．4］ 底部から体部一部欠損。平底。体 体部内 ・外面ナデ。底部回転糸切 長石 ・赤色粒子 P 406 45％ PL 74

1 土 師 器 B　 l．4 部は大きく開く。 り。 橙色

普通

覆土中

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出土地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第176図2 球　状　土　錘 3．3 3．4 1．0 31．9 覆　 土　 中 D P151

3 球　 状　土　錘 2．0 1．9 0．5 6．2 覆　 土　 中 D P 152

4 球　 状　土　錘 2．1 2．2 1．6 6．1 覆　 土　 中 D P 153
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第121号土坑（第177図）

位置　調査区城の南西部，C2f4区。

重複関係　本跡が第29・40号住居跡を掘り込んでおり，両遺構より新しい。

規模と平面形　長径2．72m，短径2．15mの不整楕円形で，深さは22cmである。

長径方向　N－80－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。南部及び北部で長径21～22C皿，短径14～16cmの不整楕円形で，深さが12～16cmのピット状

の掘り込みが検出されたが，性格は不明である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土眉解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片108点，須恵器片19点が出土しているが，細片が多く図示できるものは少なかった。第177図2

の土師器高台付椀は南部の覆土上層から，1の土師器高台付椀は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から平安時代（9世紀代）と思われる。性格は不明である。

1

1

1

1

ア
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・－卜・　　」

第177図　第121号土坑・出土遺物実測図

第121号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

ゝ＝＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－．1

図版番号 器　種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第177図

1

高台付椀 A ［16．3］高台部から口緑部片。高台は短く口緑部及び体部内・外面ロクロナ長石・砂粒 P20125％PL74

土師器 B　　6．2 ハの字状に開く。体部は内攣してデ。体部下端回転へラ削り。内面にぷい橙色 覆土中

D　　6．4 立ち上がり，ロ縁部はわずかに外ヘラ磨き後，黒色処理。底部切り普通

E　　O．9 反する。 離し後，高台貼り付け。

2

高台付椀 B （3．4）高台部から休部片。高台は短くハ体部内・外面ロクロナデ。内面へ長石 P20220％PL74

土師器 D ［6．2］の字状に開く。体部は内野しなが ラ磨き後，黒色処理。底部切り離 にぷい褐色 南部覆土上層

E　 l．3 ら立ち上がる。 し後，高台貼り付け。 普通
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今回の調査で確認された中世の遺構は受地下式墳撃方形竪穴状遺構夕土塊である。当遺跡内の北東部で資南

北約摘m　東商約蟻mの長方形の区画が渕cmほど掘　込まれた区画を検出した。中世の遺構と思われるほとん

どの遺構はここから検出されている。これらの遺構は中餞の墓域に関係しタ　しか　それぞれが何らかの機能を

もって存在していたと推定される。

以下，検出された遺構と遺物について記載する。

、一′′＼

・－、ざ・　∴二　∴－、　言「′こ＜′＿7日′′

位置　調査区域の北東部，B3aO区、二、

、－′言′　／づ戸∵　′∴　ノ′、ノ声ノ、∴′こ　．∴一′　∴へふ、、∴∴／．まノくニ′、、、・、・．了ノ．′＼一′、、二　′、ノ∴・′，

∴　　　　　・

十
第膵囲　第　号地帯戎磯実測図

ーl－214－

の　　　　　　　　　　　　　　2m』



′　　　　　　　′′　　　＼　　　　　　、　　　　　　‥　　　　ノ

童軸方向　N－160－E

一　　　、′‘：一′・ご’ノ　　、′　　・ノ　′、′　t、ノ、・・、′　、　一、－　　．－　　　　　′　　′．、　　　　　　　　　　　二

・・ノ　　　　　　　　ー　　リ．　　　　　　　こ、‘′‘‾：、

、　　　　‾　　　ノ、　　　　　　　　ノ′　　　　　　　＿　　　　　　　－　　　ヽノ　‥　　′．　′、　′

、二　　一　′′′・′二三、・　　、　りノ　　′．！′・　　′′・－　′　′、′

、　　、′　　　こ　　　　ノ！・・、．

／ノ　′沃土　・・′′、一　　′、∴言、′∴　・一　ノ　　ー、、上、′一つ．、こ　′．

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　　　色

後　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（i　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

t）　暗　褐　色

1（）黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒J’一多量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中プロ、ソク微量
ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

ローー1－こム粒r・8黒色U粒了一少量

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒！・少量

ローム小ブロック・ローム粒千多量，ローム中ブロック中量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量

・・′　　　　／　′　　　　　　　、　　′　′、　′　．＼　、∴′　′′

′、、ん′・‥　′　′：　‾・′・　　′　　′　　′・・′ノ∴㌦ソ∴・－ノ、・′二．′　ノ　ヱ′J、∴′二、′1、′′、．．

中世と思われる。〕

言、：．・、．

ノ　　′　＿　　く　三　　、°　　　∴　′∴　′州、′

′・へ‾′　′ハノ1　ノ、′　　　　　　′

’‘∴　ノ　／＼＝・う・′．′　言　ゝ′　′・．、㌧、′＋、ノ、六　　一　′．・‘′′　ノ　子．（′、ノ′、∴′r′　言；ノリ、

′J一　　言　、∵・フ1　．1　　′ノ言・′　言1′′了

長軸方向　N－90－E

∴．：．：∵、、　∴一　　、′　　　j　′′

底面　ほぼ平坦である。

，′7・：∴　ノ：．／′　1リ言，言　ノ、′′7）′一、ノ＼′て　∴　′　′つ　レ′′　イ：′

土層解説

1灰　褐　色　ローム小ブロック・ローーム粒∫・多量，炭化粒√や少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒f・多鼠　ローム中プロ、ソク少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック多鼠　ローム中ブロック・ローム粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量

一一料　　‾′．′　、！ノ、了．1、：　、　告了ノ　　′’∴ノ　　み　　　　‾′ノ．．：二、′　了く　′′∴・′二ノ声、′　′工

下層から撃　の古銭は西部の覆土中層からそれぞれ出土して折る。

所農　本跡は　北東部の墓域と推定される場所に位置し撃　また遺構の形態から時期は中世と考えられる。

第温骨方形竪穴状遺構田並遺物観察慕

図版番号　 銭　　　 名

i　 計　　 測　　 値　 ！初 鋳 年 代

径 k m小 径五m） 摩さ 狐） 重義玩 ）日 商 酎
備　　　　　　　　　　　 考

第17拍 車 黙 元 賓 2・中　 ・7
0．7

0日 覆　 土　 中
M 24　　 西部覆土下層　　　　　　　 P L81

2　 極 寧 元 賓 2・3 i ooァ 可　　 もバ 覆　 土　 中
M 25　　 西部覆土中層　　　　　　　 PL 81
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第179図　第1号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

堪豪‾
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！

0　　　　　　　　2cm

L＿　；　！

第2号方形竪穴状遺構〔SK－34〕（第180図）

位置　調査区域の中央部，A4j2区。

重複関係　本跡は，第12号方形竪穴状遺構に掘り込まれていることから，第12号方形竪穴状遺構より古い。

規模と平面形　長軸2．38m，短軸1．25mの長方形である。

長軸方向　N－820－W

①　　　I II

LJ LL二m
第180図　第2・12号方形竪穴状遺構実測図
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壁　壁高は120cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

尊皇　8層からなる。ブロック状の堆積状況から3～6層は人為堆積で，それ以外は自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム中ブロック

ローム中ブロック

ローム大ブロック

ローム大ブロック

ローム中ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子8炭化粒子微量
・ローム小ブロック・ローム粒子多量
多量
多量，ローム中ブロック少量

・ローム粒子多量
・ローム小ブロック多量

多量，ローム中ブロック中量，粘土太ブロック少量

遺物　土師器片4点，須恵器片1点が覆土中から出土しているが，混入と思われる。いずれも細片でタ　図示で

きるものはなかった。

新風　本跡は，北東部の墓域と推定される場所に位置しタ　また遺構の形態から時期は中世と思われる。

第3号方形竪究状遺構〔SK－36〕（第且81図）

位置　調査区城の北東部，A4i2区。

規模藍平面形・長軸2．07m，短軸1。49mの長方形である。

長軸方向　N－150－E

壁　壁高は60cmで，外傾して立ち上がる。東壁やや北寄りの壁外から，床面に向かって幅60cmタ長さ100cmの

傾斜部を持っている。これは出入り口の可能性も考えられる。

底面　ほぼ平坦である。

ぽッ紅　2か所（Pl e P2）。Pl e P2は，径8cmの不整円私　深さ30cmで，性格は不明である。

二Il＿一l一一一‾‾‾

第相国　第　号方形竪究状遺構実測図
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覆土　9屑からなる√　各層ともロームブロックなどを含んでおi主　人為堆積と考えられる．

土層解説

1　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子多鼠　黒色土中ブロック少量

こう　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色巨トプロ・ソク多量．ローム中プロ、ソク中量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量

6　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

7　黒　褐　色　ローム申ブロック・ローム小ブロック少量

8　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

9　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク中量∴　ローム粒子少量

遺物　土師器片27点，須恵器片1点が覆土中から出土しているが，混入と思われる。

所見　本跡は，墓域と推定される場所に位置し，また遺構の形態から時期は中世と思われる。

第超考方形竪飛状遺構〔SK－37〕（第182図）

位置　調査区域の北東部，A4i2区。

規模と平面形　長軸2．041Tl，短軸1．68Illの長方形である。

長軸方向　N－670－W

壁　壁高は56cmで，ほぼ垂直に立ち上がるp

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2主　Pl・P2は，径16～18cmの不整［廿形，深さ31～34cmである。柱穴の可能性も

考えられるが言詳細は不明である。

孝羞　ア層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム申プロ・ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

、1褐　　　色　ローム小プロ、ソク多鼠　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化粒子微量

7　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片20点，須恵器片2点，土製品（管状土錘）1点が覆土中から出土しているが，細片が多く図示

できるものはなかった。

所農　本跡は墓城と推定される場所に位置しタ　また遺構の形態から時期は中世と思われる。また，ピットが検

出されているのが特徴である。

旦3豊。＿√。

‾l‾熟妄Il

第相国　第　号方形竪究状遺構実測図
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第5号方形竪穴状遺構〔SK－38〕（第183図）

位置　調査区域の北東部，A4h4区。

重複関係　本跡が第87号住居跡を掘り込んでおり，第87号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸2．13m，短軸1．63mの長方形である。南壁ほぼ中央部の壁外から床に向かって，幅60cm，

長さ95cmほどの傾斜部を持っている。これは出入り口の可能性も考えられる。

長軸方向　N－250－E

壁　壁高は90cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片6点，砥石1点が覆土中から出土している。土師器片は混入と思われ，細片である。

所見　本跡は，墓域と推定される場所に位置し，また遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と思われる。

第183図　第5号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

第5号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

良

堅

t」
旦

＼（、＿′‾

0

凰
1

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　」

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第183図1砥　　　　石 （6．8） 3．4 1，4 （37．0）凝　灰　岩覆　土　上　層Q62
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、　　　　　′　　　　　′

位置　調査区域の北東部，Å」i2区、、

′　　　　　′　　∴＿．、′．′　テ　′、′言　、1．・二　、　′′、一′1J　　′・・ノ′、ニ＿　■　．∴‘＼

規模と平面形　長軸［1．12］111，短軸1．05111の方形である。、

長軸方向　N－17ローE

壁　壁高は51cmで，外傾して立ちと二がる。、

底面、伸tである、、．

覆土　4屑からなる。さ　レンズ状に堆積していることから。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　U－ム粒J’・少量．ローム小ブU・ソク微量

2　極暗褐色　ロー・．．－ム粒子多量．ロー一一ム小プロ・ソク少；iI：
こi　暗　褐　色　ローム粒J’・多量．ローム中プロ、ソク中量、黒色1二ブロック少量

－1暗　褐　色　ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒J’・少量

遺物　√廿上していない。．

所見　本跡は．墓域と推定される場所に位置し，また遺構の形態から時期は中世と思われる。、

、　　　′

鞋

第柑困　窮　の臓勝醐考方形竪究状遺構実測閑

9　　　　　　　　　　　　　　2m

一　　　　　∴－1　　　　　　－

第謬考方形竪開陳凰構　烏賊＋購〕第摘園）

位置　調査区域の北東部　A航　区。

重複関係　本跡が第2号及び第8弓一方形竪穴状遺構に掘i）込まれていることから，第2号及び第8号方形竪穴

状遺構より古い。

規模と平面形　長軸［2．04］m，短軸1．91mの方形と推定される。

長軸方向　N－200－E
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⑥

獲㌔
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走
∴’・∴　　　　　’・－・　　ベ、｝．、・ご

壁　壁高は51cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面、上田である。〕

穫蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　灰　褐　色　ローム小ブロック・し了－ム粒J′一多軋　炭化粒J’・少；主音二

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒f一多；‾昌二

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・少軋　ローム申ブロック微量

1′1　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

遺物　山上していない。

新風　本跡は　北東部の墓域と推定される場所に位置し資　また遺構の形態から時期は中健と恩われる。

第8号方形竪究状遺構〔SK一姐〕第柑囲）

位置　調査区域の北東部　A航　区。

重複関係　本跡が第　号方形竪翻太遺構を掘　込み芦　また　第請号士坑に掘　込まれていることから　第　号

方形竪穴状遺構より新しく，第35号土坑よを）古い。

規模と平面形　長軸1．72m，鯨油1．21mの長方形である。

長軸方向　N－660－W

壁　壁高は44cmで，外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　土師器片ア点夕　銑淳1点が覆土中から出土しているが　混入　思われる。

所凰　本跡は，北東部の墓城と推定される場所に位置し芦　また遺構の形態から時期は中世と思われる。
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位置　調査区域の北東部，Aつ言3区。

重複関係　本跡が第103㌢住居跡及び第」圭一9号上坑を据i）込んでおり，これらの遺構より新しい、「

規模と平面形　長軸2．日111，虹軸1．5t）Illの長方形である、、

長軸方向　N－1＿90－E

壁　壁高は射cmで　外傾して立ち上がる。南壁ほぼ中央部の壁外から床に向かって　幅渕cm　長さ閥cmの傾斜

部を持ち，表面はかなi）硬化していた、〕これは出入り11の可能性が考えられる、「

底面　平出である。

覆土　5層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　U－ム小ブUック・ローム粒J’・多量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’・少量

：j　黒　褐　色　ローム小ブロック中軋　ローム申ブロック・粘巨中ブロック微量

・l　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　ローム申ブロック・黒色上中プロ、ノク少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・少量

遺物　出十していないし〕

所見　本跡は，北東部の墓域と推定される場所に位置し，また遺構の形態から時期は中世と思われる。

第相国　第　号霧形竪究状遺構実測図
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′　　　′　　′　‥・′

ノ．八　ノ　　′、　　　　　　　　　　　　ノく

1　　　　ノ′，　‘　．二、．　　　．＼．　．　　′・　　　　∴　　′　′　′　′テ　′く∴　′、・′　　′′　　　′

ることから，第（「号方形竪穴状遺構，第（う3号十坑より新しく，第1＿1号方形竪穴状遺構より古い、、

規模と平面形　長軸2．19Ill．短軸1．87111の長方形である。、、

長軸方向　N－11e－E

壁　壁高は55cmで，外傾して‾立ち上がる、・

底面　平Ⅲである．二、、

：　　　／、′′　　′　．・一　一　′・・　′　′・ど　こ　の′′　二　　　′一　　∴、、・′二・一、、′㌧′：二　・十、よノ、ノ．‾し、、一夕言

覆土　単l一層であるJ　自然堆積と思われる。、

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多，鼠　焼十粒J’・・ローム小ブロック・灰少量，ローム申ブロック微量

遺物　上師器片3点が，覆巨中から出十しているが混入と思われる、「

所農　本跡は　北東部の墓域と推定される場所に位置し撃　また遺構の形態から時期は中健と考えられる。

～　　1、．．　、、′・　′．、　　　‘′二、て　ノ，

位置　調査区域の北東部　Å航　区。

重複関係　本跡が第6・10号方形竪穴状遺構を掘i）込んでおi），両遺構より新しい。、

規模と平面形　長軸［1．36］Ill，短軸［07．92］111の長方形と推定される。－、

長軸方向　N－800－W

壁　壁高は42cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平出である。

覆土　3層からなる。〕レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。－

土層解説

l　黒　　　色　ローム粒J∴少量．ローム小プロ、ソク微；1呈二

2　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一多量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　粘上′J、プロ、ソク少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，北東部の墓城と推定される場所に位置し，また遺構の形態から時期は中世と思われる。〕

こ’　‾予．′∴「十　や′∴－′、・′′ノ、、ノ′∴　′∵＼∵∴台

＿＿　　′∴ノン六‾二女′／．ノン、’、　　ノ　ノく

重複関係　本跡が第　号方形竪穴状遺構を掘　込んでいることから　第　号方形竪穴状遺構よ　新しい。

規模と平面形　長軸2．40m，短軸1．26mの長方形である。

長軸方向　N－970－E

壁　壁高は摘配mで　ほぼ垂直に立ち上がる。東壁はぼ中央部の壁外から床に向かって　幅閥cm　長さ鮒cmの

傾斜部を持ち，表面がかなり硬化していた。これは出入り「＿＿丁の可能性もある。

底面　平班である。
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啓豊　層からなる。レンズ状に堆積していることから撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック申量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量．ローム中ブロック中量

3　梅暗褐色　ローム小プロ、ソクL巨星，ローム粒子少量

遺物　出土していない。

所農　本跡は撃北東部の墓域と推定される場所に位置しタ　また遺構の形態から時期は中世と思われる。

第臓聾霧形竪究状遺構〔SK…58〕第摘囲）

位置　調査区域の北東乳　A航　区。

規模藍平面形　長車由2。26m　短軸。鋸mの長方形である。

長軸方向　N－1050－E

壁　壁高は凱cmで　外傾して立ち上がる。東壁ほぼ中央部の壁外から床に向かってタ幅購cm　長さ閥cmほどの

緩やかな傾斜部がみられる。これは出入り打の紺能性も考えられる。

ぽッ匪　2か所（m e P2）。㌘且は径24cmの不整閏乳深さ且9cmタ　P2は長径的m　短径猟mの不整閏乳

深さ27cmで，性格は不明である。

底面　平坦である。

啓豊　複層からなる。レンズ状に堆積している芸　から資　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒Jr一少量，ローム小ブロック微量

二i　黒　褐　色　射ヒ粒f・・ローム小ブロック・ローム粒f一少量，ローム申ブロック微量

∴1黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒J二少量

遺物　土師器片32点が覆土中から出土しているが撃細片が多く図示できるものはなかった。混入と恩われる。

所農　本跡は9北東部の墓域と推定される場所に位置し，またその形態から時期は中健と思われる。

第柑図　第臓考霧形竪究状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

－224－



第14号方形竪穴状遺構〔SK－59〕（第188図）

位置　調査区城の北東部，B4al区。

重複関係　本跡が第88号住居跡を掘り込んでおり，第88号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．26m，短軸1．55mの長方形である。

長軸方向　N－20。－W

壁　壁高は50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片34点，須恵器片3点，土製品（管状土錘）1点が出土している。第188図1の管状土錘は覆土

中から出土している。

所見　本跡は，第88号住居跡を掘り込んでいることから古墳時代後期以降のもので，北東部の墓域と推定され

る場所に位置していることから，時期は中世と考えられる。

⑥　　Sト。。

「　）　‾

0　　　　　　　　　　　　　2m　0　　　　　5cm

」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿　」　　　　しこ　亡＿」

第188図　第14号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

第14号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第188図 1 管　 状　 土　 錘 2 ．3 5 ．0 0 ．6 16 ．4 覆　 土　 中 D P 14 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 8

第15号方形竪穴状遺構〔SK－65〕（第189図）

位置　調査区城の中央部，B4al区。

重複関係　本跡が第69号土坑を掘り込み，また第16号方形竪穴状遺構に掘り込まれていることから，第69号土

坑より新しく，第16号方形竪穴状遺構より古い。
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ノ　　　　　′

長軸方向　N－32ご－E

壁　嘩高は57cmで。外傾して立ち上がる、、－、

底面、印tである、、、

ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　　　　一・

土層解説

l　黒　褐　色　ローム小ブ守「ソク・ローーム粒J’一少結　焼「小一プロ、ソケ微量

2　暗　褐　色　ローーム中プロ、ソク・tブーム粒J’・少量

：う　黒　褐　色　炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’・少量

・i　褐　　　色　ローム粒「針鼠　ロームl巨プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・黒色上人プロ・ソク少量

う　黒　褐　色　黒色上人プロ、ソク小結　ローム粒J’・少量．ローム小プロ、ソク微量

fj　黒　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一・黒色上中プロ、ソク少量

7　黒　　　色　黒色「大プロ、ソク・黒色日日・多量，ローム小プロ・ソク少量．ローム粒自微量

8　暗　褐　色　ローーム小プロ∴ソケ・ローム粒J’・多量∴！，1、㌔色廿日’・少；霊i：

く　、　　′　　　∴二、－　′、－。・ノ
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′ト　　　　ノ′、　　；‘、、　‾・　、丁、　　　　　’ノ′′　　／二　：

所農　本跡は資　北東部の墓域と推定される場所に位置しタ　また遺構の形態から時期は中世と考えられる。

∴　「言三言二‥∴・言．′・・一、ノJ　言　了′、∴ツ

位置　調査区域の中央部，B4al区。

：一生‡こ‾き・ノご∴7．－でL、リ　ノ・三上′∴主l′、∴／、一′，．、′　′＼ノ′′　・！　一′．　一　　言、・′　∴′：、・、了　　十　　′

；′　ノ　言′ミ工′ハ、ご　ご　　′、∴　く　∴　ノ．、、．′・、了．、

∴閥、・壬＿・一言．i．‘；：：主　ハ′十、・、、．′）．ヾノ　言　立′：ノ

長軸方向　N－150－E

壁　壁高は120cmで，ほぼ垂直に立ち上がる．

底面　平出である。

了Il　′′′・′r二、ン㍉∴ン　！‘つノ、′　、∴二∴　′、ノ　′′∵′－．′　ノ∴・′′ノ．′、．

土層解説

＿1　黒　褐　色　ローム粒戸「－L　ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒r・多＿らこし　ローム大プロ・ソク・ローム【巨プロ、ソク・ローム小プロ、ソク少量

3　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒子多量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム中プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク微量

6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒r一多量．黒色上人ブロック少量

7　極暗褐色　ローム粒J’・多量，黒色主夫ブロック中量

8　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子多量

遺物　出土していない。

∴　ハ豆、‘一　　　ノ、、′ら′二　八′・　．／′ケ‥′．、′　　一　　′／J・　ノ　　　′′′　　　♪　八　丁　′．′　′ノ．

覇．‾．．▲∴－、′、、∴、．′、′．　∵二　㌦′、′二√ニ′・：一

位置　調査区域の北東部　Å航　区。

∴J∵！∴　ノ1㌧ノ、、フ：、∴　′　′　「十・′・、′、還′・一　八．ノ、、′、′：′！・亘　∴三言　ノ言・．モノ、′、，′∵．∴二　一

ノ圭ミ　ーl÷・言．ミ・・・・．十一、′：′；・、・芋：∴男＿、日まで、萩ノミi　′．了＿－ノ、′　′ぐノ、＼Jv‾べ　∴、、当／′、．∫ノ、　呈／、．、ノ）、

十・㌦′十・、・、（、′ハ、、㌦り了∴ミ　｝7、ノ二言、ス、′くJ、′’J　ノ：て′：！、、：ノーゾ′．∴．・つソ．

長軸方向　N－640－W

壁　壁高は59cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平出である。

一　　　　　ノブ′′　・　、1ノ∴：　ハ′′′′、ノ′ノ　′ノ了、′1．∴一．；　こ　　′　㌧・／・′、′・′∴・

ノ∴　　′、、／、レJ・二、！、　　ノ′′　′・’′一．、・、ノ：　7′、′ノ　　ノ・・、’‾′仁、ノ　十　．′．．・ン

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・黒色上中ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック多鼠　ローム粒r中量，黒色上中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中最，ローム粒子少鼠　ローム中ブロック微量

二一㌦　！・ンこ．：　も、／．．、が≠二二　　′′、′ノ　　　∴　．′、

ら　／、諒の－∴′J人　∴・イ言　ユっノ　ノ・㌧′＼′、∴十男′主：、7　′．　′′．ノ言　㍉　′　、一，　′：∴て－′．ニ　′∴
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窮臓図　第膵号霧形竪窮状遺構実測聞

競演♂
の　　　　　　　　　　　　　　　2耶

』　　　壷

一　　　′

位置　調査区蟻の北東部　迅複鵬区。

規模と平面形　長軸上52111，抽柚し）．88Hlの長方形である．、、

長軸方向　N‘－71ロ∴W

璧　唯高は：12cmで。外傾して立ち上がる、、，

底面、印tである、、．

′　　・・　　　　　I　′　　　　　　′　　　　′　　　　　　′　ノ　　　ー　′　　　　　′′′

土層解説

i　暗　褐　色　ローム小ブし了、ソク少量．ローム中プロ・ソク微；II：

ご　褐　　　色　ローーム小ブロック・ローム粒J∴・粘l斗白’・少量∴　ロー輸ム中プロ、ソク微量

こう　暗　褐　色　ローム中プロ、ソク微量

′′　　　　クー、／．　、7．、　、∴　′／′、！言く′、ろく　　‥．）「リ＼′ノー、十／声．、′ノ′‥′：）

・、、′′．／・．′′　－．′　　ノ．、ケ．ノ．＿．　ノ、ノ∴：．り′了．、ノ　、′′　ニご′ノ言‥∴

時期は中世と考えられる。、

』
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窮臓図　第柑考方形竪究状遺構実測図

態
0　　　　　　　2m
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′　　　、　　　　　　′

、　　十・　、　′

・・　　　川．、‥　　　　　・：　′　　・　　　　　　／、′　　　　　′　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　ノ　　　　ノ　・′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、

一　　　　　　　　　4　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　・・　　．・＼′　　′　　　ノ

長軸方向　N一桐。－W

璧　壁高は5！）〔mで．外傾して立ち上がる∴．

底面、印tである、、

7　ノー　一　・・、、　一　　　‥　′、′、　　　ニ　′、、、＼　、ノ・＿、ノ　ノ＼′ノ、．

、　　　　′　ノ′　′　　ノ　・′、′　　　′、・′　ノ　ノ　′、′．ノ　　　　　ノ′　ノ′′

土層解説

1黒　褐　色　ローム小プロ、：ノク・ローム粒J’・多量，黒色「トプロ、ソク少；f＿呈∴　尉ヒ粒子微量

2　極暗褐色　ローム小プロ、．ソク・lコーム粒J’－・多量．ローム申ブ心、ソク・黒色巨J、プロ、ソク少；‾i呈：

：j　黒　　　色　ローム粒J’一少鼠　ローム中プロ、ソク微量

‡・・　　．′・二　　二　　　ノ．　′　　．ノ　′　′∴′′　、′、∴－ノ、　′　了ノ．　′′′　′二ノ

／　′　　　　　．　　′、ノ　′　　　　　一　′　′　′・・　′　・　　一　　　　　　　　．‥　ニ　　′　　　・　　　　　一　　　・．、ノ

旦

鞋♂　堅㌔
9　　　　　　　　　　　　　　　2m』

′．一　く　．や′、　　　V，∴′′　‘こ　‾　．

一　　　三　′　　′、t′．、’　　　：　′．．・

位置　調査区域の北東部，B4こ12区。、、

、㌔ぺ′∫′　ノ、LlV、′！　了∫、′、．ノー‘　′了∴′、∴右一・、／′．　′フ′　′）；′へへ′言．′、ノ　ブ　、′

規模と平面形　長軸l．．62Ill，失調由1＿．13111の長方形である。

長軸方向　N－80－E

壁　壁高は50cmで，外傾して立ち上がる。

床　平壇である。．

ぽッ睦　　か所。P　は　長径朝cm　短径錆cmの不整楕円形　深さ罰cmで　性格は不明である。

尊堂　　層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子多量．ローム小ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒J’一少量

：j　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒千少量

・l　暗　褐　色　ローム中ブロック中量∴　ローム粒J’・少ぎー呈：
5　黒　褐　色　ローム粒r一少量
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顧

′′、与了リ、

第臓図　第調号方形竪霧状遺構実測図

苧膳が

￥』♂♂

の　　　　　　　　　　　　　2m

、1　　－　　　＿＿　　　　　一二

遺物　出土していない。

所農　本跡は土器が出土していな齢が　北東部の墓域と推定される区画から検出されタ　また遺構の形態から時

期は中世と思われる。

‘日日∴言－・トてこノ　六、．上　工l、　工　∴　こ言、親

任置　調査区域の北東部，A4il区。

重複関係　本跡は　第摘号方形竪穴状遺構に掘　込まれていることから　第摘号方形竪穴状遺構より　古い。

規模と平面形　長軸［1．00］nl，短軸0．80Illの長方形と推定される。

長軸方向　N－200－E

壁　壁高は45cmで，外傾して立ち上がる。

底面　平班である。）

メ7′、所　、　；・′′　　　　　′rUノぐ　そ、ノ∴∴男／．、′立．十；1・言、堀、主′へ・・・、′′ン′一／ノてJ′、そ：

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。）

土層解説

1黒　褐　色　ローム申プロ・ソク・ローム粒幸い宣，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム中ゾUツク・U－ム小ブロック多量

3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中プロ、ソク微量

－1　黒　褐　色　ローム中ブロック多鼠　ローム小プロ、ソク少量

5　黒　褐　色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片1点，不明鉄製品1点がJ侶二している。いずれも混入したものと思われる。

新風　本跡はタ　北東部の墓域と推定される場所から検出され撃　また遺構の形態から時期は中餞と考えられる。

．　′一一　　　∴・

第畠考湧静（第温94固）

位置　調査区域の北東部，B4a2区。

重複関係　本跡は　第寝号及び第錮号方形竪穴状遺構に掘　込まれていることから　両遺構よ　古い。

一・、三、′メ昌上、い・′∴いJL∴早・く・‘／く叛タい一、、ある　′甘、．打∵自㍉．こ：平行）信、、‾、、、l轟′1廿＼一：；掴－、、－．lf当り＿・一一′、－．、、

深さは15－28cmである。断面形はU字形である。

方向　B4a3区から北西（N－600－W）に，ほぼ直線的に延びている。
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　古銭2点が出土している。第194図1・2の古銭は，いずれも北東部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器がなく判断するのは難しいが，古銭が出土しており，また墓域内に位置してい

ることから中世の可能性が高い。

⑥　　　！

第194図　第8号溝跡・出土遺物実測図

第8号溝跡出土遺物観察表

‾「三三三r

堅

「守「
C

－す‾
4

2m

L　　；　　　！

0　　　　　　　2cm

ト一十一1」

図版番号 銭　　　 名
計　　　　　 測　　　　　 値 初鋳年代

（西暦）
備　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 孔径（cm） 厚さ（皿皿） 重量（g）

第194図1 口　元　通　賓 2．5 0．6 0．7 2．4 不　　　　 明 M 28　　 北東部覆土下層

2 元　豊　通　賓 2．4 0．7 0．7 2．5 天生一元録期（1580）M 29　　 北東部覆土下層
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長径方向　N－00

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平川である。

・こ′　′′・・ノ′．ノて　ノ、一｝ノ、′．、．′言，7、′ノ．・、ノ′　二．、′　′．′′：

土層解説

＿1暗　褐　色　ローム大ゾUツク少量∴　U－ム小ブロック・ローム粒J’一多量

2　暗　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ロし－rW－ム粒子多量

3　極暗褐色　ローム小プロ、ソク多量，ローム粒「多量

・1　黒　褐　色　ローム小ブロック多量．ローム大ブロック少章一t呈：

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒千多量

（う　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒j’一多量

7　暗　褐　色　ローム粒子多軋　ローム大プロ、ソク・ローム小ブロック少量

8　暗　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム小プロ、ソク少量

－・　　　　工　　′　　／′　　、、　′∴′′　一ノ＼、一ノ　二．′ノ1．．′、∴′：J　　′－、′∴　′らノ、　、．．

きるものはなかった．

ノ＼し′、・一　　　′′ノノ・∴′　′’′＿、て∴二．：ケ′ノ　‘′十、11′　　′、の　川、：、ノ′　ノ′、・’ノハ′．．∴　′′一ノ′　′ノ

と思われる．時期は一回I二と考えられるこ、

㊨　　　　　些諷戯

．、＼、

詭
∴　∴　　て，＿、′　　　′一　・　ノ

㌣守

監

郭∵∴
の　　　　　　　　　　　　　　2悶

［＿－＿　　　　－

．∴　　　一　　∴＼∴、．く′

A　三　日＼メ‾言の　ノ・、′　、．．．′

重複関係　本跡が第　号方形竪穴状遺構を掘　込んでいることから　第　号方形竪穴状遺構よ　新しい。

規模と平面形　長径1．07Ill，短径0．76nlの不整楕円形で，深さ72crnであるJ

長径方向　N－l＿30－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平粗である。

覆土　3層からなる。．不自然な堆積状況から，人為堆積と思われるこl

～232－－一



土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック微量∴　ローム中ゾt」・ソケ・U－ム粒J’一少量

2　暗　褐　色　ローム中プロ、ソク多量．ローム小プロ、ソク・黒色「小プロ、ソク少量

3　褐　　　色　ローム中プロ、ソク・ローム粒J’一客量

遺物　出土していない．

所農　本跡の時期は撃　出土土器がなく判断するのは難しいが撃　中世の墓域と推定される場所に位置することか

ら一年世の可能性が高い。

∴：＼　　′

、l　′／上、′－

第臓図　第藷考量痍実測図

－36．0m

｝l／二　　　　　　∴‾

0　　　　　　　　　　　　　　2悶』

？．り　′＿∴　号主ニ！・、∠・：

位置　調査区域の北東部　Å航　区。

重複関係　本跡は　第甜号土塊に掘　込まれていることから　第開音土坑よ　古い。

規模と平面形　長軸鉦20］mタ　短軸0諸5mで学　長方形と推定されタ　深さは25cmである。

長軸方向　N－290－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平出である。

澤羞　4層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。第　層の上面で赤変硬化し

た部分が検出されたが，詳細は不明である。〕

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒千・黒色上′トブロック少量，ローム中ブロック微一景：

3　褐　　　色　ローム粒子多鼠　黒色土人ブロック中量．ロームl巨ブロック少量

‘′1暗赤褐色　焼巨巨ブロック・焼上粒子・黒色土中ブロック多鼠　ローム小プロ、ソク少量

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期は資　出土土器がなく判断するのは難しいが　中世の墓域　推定される場所に位置する芸　か

ら，中世の可能性が高い。

轡　㌔SK増堵磯　　　整遜番。超悶　　　監　　　　　診

〆　　随
∵二三‾、　　　　　　　＿＿

ll三l‡lllニ

第臓図　第朋⑳鯛尊堂琉実測図
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窮鯛考量琉　第摘圃）

位置　調査区の北東部　Å航　区。

．　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ

長径方向　N－85ローE

壁　外傾して立ち上がるご

底面　凹凸がある、－、

′　　　′　　′　　　ヽ　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　、′　′　　＿　　　ノ　ヽ　　一・　′

土層解説

j　黒　　　色　ローム中プロ、ソク・ローム粒！・少量

？　明　褐　色　ローム粒J’一多量

：ミ　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒巨巨量

・t　にぷい褐色　ローム粒JつHti∴　ローム小プロ、ソク中量

遺物　山上していないこ．

′　　‥ヽ　一一　　　　　　　　　　′　　　　　・・′　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　ノィ　　　　　　．′

ら。中世の可能性が高い、－、

ノ　　′　′　′　′

′　　　　　ノ　ノ、　′

’．　　　　ノ．′　′　一、　　　′・　ノ　　′／ノ′

二．、　、′　　′．　　、、′′、′　三′　　　　：・・ノ‘ノ　　　′　二°

長軸方向　N－200一一E

璧　緩やかに外傾して立ち上がる。、

底面　平川であるし、

′　イ　′、・、′・：　　′′∴′r　‥　′：∴′、ノ、圭　、′　　′ノ′∴∴．了　こ．て・㌧′　こ：

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒J二一少量

2　暗　褐　色　焼いいプロ、ソク・焼上粒！一・ローム中ブロック・tコーム小プロ、ソク・ローム粒j’一多量

遺物　を旧二していない。

新風　本跡の時期は　出土土器がな　判断するのは薙しいが　中能の墓場と推定される場所に位置することか

ら，中世の可能性が高いぐ

旦
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第朗考量痍（第温98図）

位置　調査区の北東部，A4j4区。

重複関係　本跡は，第52号の第54号土坑及び第61号士坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸鉦71］m，短軸1．mmの長方形で，深さは33cmである。

長軸方向　N－740－W

璧　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　極暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期は，出土土器がなく不明であるが，中世の墓域と推定される場所に位置することからタ中世

の可能性が高い。

第馴考量坑（第198回）

位置　調査区の北東部タ　A4拍区。

重複関係　本跡が第53。61号土坑を掘り込んでおり，両遺構より新しい。

規模と平面形　長径1・25m晋　短径0。72mの不整楕円形で，深さは20cmである。

長径方向　N－00

壁　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

尊堂　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック8ローム粒子多量
3　褐　　　色　焼土粒子微量

遺物　出土していない。

所凰　本跡の時期は，出土土器がなく判断するのは難しいが，中世の墓域と推定される場所に位置することか

ら，中世の可能性が高い。

第馴考量坑（第198図）

位置　調査区の北東部，A航4区。

重複関係　本跡が第53号土坑を掘り込んでおり，また，第54号土塊に掘り込まれていることから，第53号士坑

より新しく，第54号土坑より古い。

規模と平面形　長軸0．82m，短軸0。60mの長方形で，深さは63cmである。

長軸方向　N－40－W

壁　外傾して立ち上がる。
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底面　凹凸がある。

尊皇　3層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒千少鼠　ローム中プロ、ソク微量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

遺物　出土していない。

新風　本跡の時期は，出土土器がなく判断するのは難しいが，中世の墓城と推定される場所に位置することか

ら，中世の可能性が高い。

（5）道路状遺構

第瑠考道路状遺構（第温99囲，付図自

位置　調査区域の北東部，B3aO～A3j9区。

重複関係　本跡は，第10号藩士で検出されており，第10号溝が道路として使用された可能性が高い。

規模藍形状　確認できた長さは3。70mで，上幅0。72～Oe83m，下幅0823～0860mである。表面は硬化してい

た。

方向　B3aO区から南東（N…600－W）に，ほぼ直線的に延びている。

尊皇　4～5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられるo

A土層解説

1黒　褐　色　焼l二粒J’・・ローム小ブロック・ローム粒子一少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

こう　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量

B土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片3点，須恵器片2点，陶器片1点が出土しているが，混入したものと考えられる。

所農　本跡は，第10号溝上を北西部から墓域と推定される場所に向かって延びている。このことから中世に使

用された道路跡と考えられる。

ー3品，も㌣　　．＿　旦

l‾妄三二‾l‾　　‾‾ノミ≡†‾‾ll

第相国　第　号道路状遺構丑腰断面実測図
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位置　調査区域の南西部，Dlつ17区ご

重複関係　本跡は，北東部を第2射柚㌻に掘り込まれていることから，第㌢㌢住居跡より由ら

。、♪∴こ′　‥二二ニ　′、．一男　∵．′、．′　イ♪ノ与ユJ　一、ノニ′こ　、、i／′′・　，・－　　1ノふ‾し、　ノJ一主・昌∴ミ告　ノ

童軸方向　N－530－E

壁　壁高は25－～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁の下に巡っている。上幅17～19cm，下幅4－～8cmで，断面形はU字形である。

床　西コーナー部に硬化面が認められる。

覆土　3層からなる。、ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム小プロ・ソク・粒∫一少鼠　ローム中ブロック微量二

3　褐　　　色　ローム粒f・中量，ローム小ブロック少＿鼠

lブ　　・ノ、′　ノ　　　．こ．．、ノ、ノノ、：一′　　一　ノ、　　　　ヾ　‾　二．圭．ノ　・、：ノノ　：′　11。　7トJ　　、／

ている。

所農　本跡は　炭化材と焼土塊が多量に検出されたことから　焼失家屋と考えられる。本跡の時期は　時期を

決める遺物が出土していないことから不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

一　ヽ・　‾　＿　　1l　日日　　　　　＿‾

第罪因　第　号健贋静実測図
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0　　　　　5cm

「　j　」

第201図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm ） 孔径 （C皿） 重量 （g ）

第201図 1 球　 状 土　 錘 2 ．6 2．5 0．7 15．0 覆　 土　 中 D P 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

第7号住居跡（第202図）

位置　調査区域の中央部，Dld6区。

規模と平面形　南部は撹乱を受けている。長軸［3．77］m，短軸［2．83］mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－1050－E

壁　壁は確認できなかった。

床　わずかに凹凸が認められる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径27cm，短径22cmの楕円形で，深さは10cmである。P2は長径37cJn，

短径25cmの楕円形で，深さは42cmである。性格は不明である。

竃　東寄りに，砂混じり粘土で構築されている。両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで98cm，

最大幅109cmである。火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。

⑥上ノー一一
Sト33　／

／
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l
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第202図　第7号住居跡実測図
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竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片9点が出土している。

所農　本跡からタ　竃とピットだけが検出された。本跡の時期は，時期を決める遺物が出土していないことから

不明である。

第瑠2号健贋跡（第203図）

位置　調査区域の中央部，り1g3区。

重複関係　本跡は，北西コーナー部を第5号住居に掘り込まれていることから，第5号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸［3．47］m，短軸［2．71］ITlで，長方形と推定される。

主軸方向　N－200－E

壁　壁は確認できなかった。

壁濁　北東辺に巡っている。上幅12～19cm，下幅5～12cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。

ぽッ睦　8か所（P温～P8）。Plは径15cmの円形で，深さは14cmである。P2は長径2lc恥　短径17cmの楕円

形で，深さは20cmである。P3は径23cmの円形で，深さは15cmである。P4ほ径15cmの円形で，深さは10cmで

ある。㌘5ほ長径16cm9　短径13cmの楕円形で芦　深さは28cmである。P6は径22cmの円形で　深さはmcmである。

Pアは径24cmの円形で，深さは11cmである。P8は長径18C恥　短径13cmの楕円形で　深さは膵cmである。いず

れも性格は不明である。

炉瑠　中央部に位置している。北東側半分以上が撹乱を受けている。長径48cm，短径（Ⅲ）cmの楕円形と推定

され，床を（5）撒ほど堀くぼめた地床炉である。炉床は赤愛し，硬化している。

⑥
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第謂図　第帽号住居跡実測図
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炉望　北西コーナー部に位置している。長径60cm，短径51cmの楕円形で，床を4cmほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は赤愛し，硬化している。

炉2土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック0焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　遺物は出土していない。

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。

第帽考住居跡（第204図）

位置　調査区域の北東部，C2j2区。

重複関係　本跡は，西壁部で第21号住居跡と接している。

規模と平面形　東側の半分以上は調査区城外である。長軸（3。00）m，短軸（1．46）mで，方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は17cmで，緩やかに立ち上がる。

床　凹凸が認められる。北東コーナー部付近に硬化面が認められる。

遺物　弥生土器片旺軋　土師器片58点，須恵器片3点，礫5点が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決める遺物が出土していないことから不明である。

二　　　二

第調図　第柑考健屠跡実測図
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第38号住居跡（第205e206図）

位置　調査区域の南部，Dle3区。

重複関係　本跡は，第2号溝に掘りこまれ，また第6号住居跡を掘り込んでいることから，第2号溝よりも古

く，第6号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸（3．43）m，短軸（1．80）mで，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁の立ち上がりは，明確には検出できなかった。

床　東部に凹凸がみられる。踏み固められた部分は検出されなかった。

囁　北壁際から焼土と竃材が検出されたが，天井部，両袖部等は検出されなかった。

遺物　土師器の椀の底部片1点と球状土錘1点が覆土中から出土している。

所農　本跡は出土土器が土師器片1点と球状土錘1点だけで，時期を限定するのは難しく不明である。
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第205図　第38号住居跡実測図

第206図　第38号住居跡出土遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　 考
径 （CⅡ1） 長 さ（CⅡ】） 孔径 （cm） 重量 （g ） 出 土 地 …、

第205図1 球　 状　 土　 錘 2 ．7 2．6 0 ．7 18．5 覆　 土　 中 D P 58

第40号住居跡（第207図）

位置　調査区域の南西部，C2f4区。

重複関係　本跡は，第121号土坑に掘り込まれていることから，第121号土坑より古い。

規模と平面形　確認できたのは，南北方向と東西方向の壁の一部で，南北［3．50］m，東西［3．10］mである。

北西部が第121号土坑に掘り込まれ，南東部が調査区城外になっているが，平面形は方形と推定される。

南北軸方向　N－60－W

壁　床面が検出されたのみで，壁高等は不明である。

床　平坦で，北西部から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　2か所検出されたが，いずれも南東部が調査区外になっており，全体の状況は不明である。
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第謂図　第礪考健腰掛実測図
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深さ（36）cmで柱穴であると推定される。

遺物＋土師器腰の体部片22点がrl‖二しているが言姉示できるものはなかった。

所見　本跡は据i）込みが浅く，床面が検出されただけで，覆土の堆積状況は確認できなかった。また，本跡の

南東部の2か所で焼土が検出されている。本跡の時期は，限定できる遺物がなく不明である。

第朋考健腰妙　第鋼囲）

位置　調査区の南西部，Cl fO区。コ

重複関係　本跡は，第24㌢住居跡及び第l号溝に据l）込まれていることから言両遺構よりも古い。

規模と平面形　東部が第1号溝言鶴雉が第24号f机引こ掘り込まれているため，規模及び平面形は不明である。

童軸方向　不明である。、

璧　壁高は1．0～24cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平出である。踏み固められた部分は検出されなかった。

覆土　2層からなるご　ノーー一部撹乱は受けているものの，レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒千少鼠　焼目白つ微量

2　黒　褐　色　ローム粒千中量．ローム小プロ、ソク少鼠　焼土粒子・ローム中プロ、ソク微量

遺物　出土遺物は少なく，土師器嚢の体部片1点が覆土中から出土しているだけである。

所見　本跡は，床及び壁のl一部が検出されてお年私居跡としたが，第24号住居及び第1号溝に掘り込まれてい

るため，竃やピッ　等は検出されなかった。時期は出土土器が少な　限定するのは難しいが　第別号住居に掘
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第調図　第朋号住居跡実測図

り込まれていることから7世紀以前のものである。

0　　　　　　　　2m
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第鯛号住居跡（第209図）

位置　調査区域の中央部，C2C8区。

規模と平面形　確認できたのは床と壁の一部で，南北軸（2．40）m，東西軸（0．71）mである。南東部が調査区

域外となっているため，平面形は不明である。

南北軸方向　N－290－E

壁　壁高は48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　確認された壁の下には，巡っている。上幅12～20cm，下幅2～6C恥深さ3cmで断面形はU字形である。

床　平坦である。踏み固められていない。

覆蓋　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1黒　褐　色　炭化材・ローム小ブロック0ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器聾の体部片38点が出土しているが，細片が多く図示できるものはない。
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第謂図　第爛考健贋跡実測図
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所農　本跡はタ床と壁の一部を除いて，太部分が調査区域外のためタ竃や柱穴等は検出されなかった。本跡の

時期は，限定できる遺物がなく不明である。

第感の号健腰跡（第210の2m図）

位置　調査区の中央部，B2iO区。

規模藍平面形　長軸2．80m，短軸2。70mで方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は4～7cmで，棍やかに外傾して立ち上がる。

床　平出であるが，全体的に柔らかい亡

炉　中央部からやや南西寄りに位置し　長径併cm　短径44cmの不整楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地

床炉である。炉床は焼けて普　赤変している。

E

－38．4m

第割　園　第6号健屠跡実測図
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炉土層解説

1　暗赤褐色　焼上位！・・ローム粒J’一少量

2　暗赤褐色　焼‖粒千【巨鼠　焼上中ブロック・ローム粒f一微量

′一、　㌦、．、・ノ　′／ス　ノ∴ユ・∴ノ、、′、ノ二　二！∴′．J

l　′、　一　　一′　・・ノ′　′

土層解説

1　暗赤褐色　焼上位イ・申宗主‡∴　焼上中ブロック・ローム粒J’一微量

－′

◎瑠　』立憲翻

了二・一　　　　　．＿一子　′∴ふ、．五二も‥

・／一’）‥　　ご：　二　、㌦、ナ、、　言・、、一　差　（／．く＿　工言、′′・チ＼ソハ′、∵－　′　′．　一、一、　ら

所農　本跡からは竃　ピッ軋壁藩等は検出されていない。本跡は　時期を限定で　る遺物がな　不明である。

第腑骨住屠跡出土遺物観察衷

図版番号

i　 i　 計　　 測　　 値 巨 土 地 鰯　 備　　 考

径　 k m） 長さ五m） 孔径k扉 重量 （g）

姫川舶
土　　 玉 i 且07

1．8 0．2 3．8 東部壁際床面　 り㌘ほ3

二°‾章、ノ．二∴三、．　号一）／ノ　ノニ　ト上

位置　調査区の北東部，B3d8区。

モ　ー′　′　′、h′・二　二、、1‘′′「＼71　　、　　　′′・、、′′　　・・一　　一　■　、’＼・、ノ＼

，ハ・、　言／一一′　∫　′∴㍉　′「′、、ニ∴′，　・．・′　一・㌧　′、‾′、‥：、′　ニ′．ニ　γ　の、′ソーミ、、主l、／′、fノ　ノ、′丁。㌢㌘＿、　′ご

て，規模や平面形は不明である。

童軸方向　N－400－E

壁　壁高は34cm前後で，外傾して立ち上がる。

璧湧　確認された壁の官には　竃磯部付近を除いて巡っている。上幅蟻cm　官幅5cm　深さ8cm前後で　断面

形はtJ字形である。

床　一部が検出されただけである。平坦であ娠　踏み固められた部分はなかった。

第劉　図　第閲考健贋静実測図
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第213図　第78号住居跡

出土遺物実測図

篭　北壁に付設され，砂混じりの粘土で構築されている。第81・83号土坑に掘

り込まれているため，天井部は遺存せず，東袖部の一部が残存するだけである。

規模も不明である。煙道部は，火床面からやや急な傾斜で立ち上がる。

寵土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，粘土粒子少量

2　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，炭化粒子少量

4　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小プロッタ少量

遺物　須恵器片1点が，出土している。第213図1は須恵器嚢の体部片で，外

面に縦方向の叩きが施されている。覆土中から出土している。

所見　本跡は，第81号及び第83号土坑に掘り込まれており，竃と床面及び壁の

一部が検出されただけで，土層の堆積状況も観察できなかった。また，壁溝や

ピット等も検出されていない。時期は，遺物が出土していないため不明である。

第80号住居跡（第214図）

位置　調査区城の北東部，B3j7区。

規模と平面形　本跡は，調査区域の北東部でトレンチ試掘中に検出され，床及び硬化面と壁の一部が確認され

た。西部と南部が調査区域外であるとともに，東部も撹乱を受けており，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　不明である。

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。検出された部分では，南部が踏み固められている。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積しているため，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
2　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・ローム小プロッタ・ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子少量

遺物　出土していない。

所見　遺構の一部分しか検出されず，遺物も出土していない。竃・ピット及び壁溝も検出されていない。時期

は，出土遺物がなく不明である。

く／U／

第214図　第80号住居跡実測図
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一　　　　　　㌦、′、・－

位置　調査区の北東部，AL4f9区√

、　　　．、　′　　　　、l　　　／、1ノ　　　、′．・　　　　′　－　、′′′六′　′・　∴、し　て　　ご　　　′　　三　／

である。∵

童軸方向　不明である。

璧　壁高は33・～34cmで言まぼ垂直に立ち上がる。

‥　二　一；・′、　シ′　′　・　′　・′／’’－　　′、　　∴．、　　　、　　′　　　　　　　　　∴　　∴　　∴　′

で，断面形はU字形である。、

；・、1′　言　、∴　⊥　′　、、′ン．′・：　′　′∴′’．、フ′　す．　ノ、’ノ、・′、′、ノ′．．、）′二．∴．（、′・∴

．　　　′　′　　　r　一、∴′′．、　′1．く∴：、fJ．！′‘一　′　言・：・・、∴・　　　　′′′：一　ノ、′　　一．ミ　　　′

と考えられる。〕

′　＿　　　′’′、′ノ∴工　　ノ・ノ／′ノ、－、ノ・＿㌧、ノ「、′1、・′、ノ　　　ウノ、lハ′・′　ノ　′ノ′　′、．

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量．炭化粒f一・ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・粘細目’一微量

2　黒　褐　色　ローム粒千少量．炭化粒J′・・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ロ・－ム粒子少鼠　炭化粒子・ローム小プロ、ソク微量

・ノ′1極暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒千・ローム小プロ、ソク・粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒rl少量．炭化粒j’・・ローム中プロ・ソク微；i呈二

遺物　土師器婆の休部片主点が出土している。？

‘　　ノ、，1．ニ′　　　　ノ　ー3．　へ　′．．；′　′　′‾　　　′　′／－　′′　　　′　　′′　、′ノ′了　′、　、・．　　．′′′ノ　　　′・：

／・、′′　　　！・′、　′言　ノ　′、′ノtJ．　ノ！

第劉　図　第駈考健腰跡実測図

第粥考健腰紗　第割　髄別図）

位置　調査区域の北東部，A5e3区。

規模と平面形　長軸3．84I11，短軸3．50ITlの方形であるご

主軸方向　N－230－W

－247－
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④

第216図　第96号住居跡実測図

〒司
第217図　第96号住居跡出土遺物実測図
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壁　掘り込みは浅く，壁高は3～4cmで外傾して立ち上がる。

床　平坦である。竃前面から西部及び中央部にかけて踏み固められている。

ピット　1か所。Plは長径31cm，短径24cmの不整楕円形，深さ14cmで，配置から出入り口施設に伴うピット

と思われる。

竃　北西壁の中央部からやや西寄りに構築されている。ほぼ中央部が撹乱を受けており，天井部や火床部は明

確に検出できなかった。両袖部は白色粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さは不明で，

最大幅は103cmである。竃の土層は，中央部からやや西寄りで観察した。

報土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子・砂粒微量

2　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
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尊皇　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　出土遺物も少なく，また細片が多かった。土師器片私産が出土している。第217図1の土師器登は竃内

の覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器が少なく限定するのは難しい。

第96号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第217図 襲 A ［17．6］ 体部から目線部片。体部はほぼ垂 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石・石英・赤色粒子 P 390　5％ PL74
1 土 師 器 B （6．6） 直に立ち上がり，目線部は緩 く外

反する。

へラ削 り，ナデ。 にぷい褐色

普通

竃内覆土中

第帽号健腰跡（第218図）

位置　調査区城の中央部，B3e2区。

重複関係　本跡は，第102号住居に掘り込まれていることから，第102号住居より古い。

規模と平面形　本跡は，南部が第102号住居に掘り込まれ，また北西部が調査区域外となっているため，規模の

平面形ともに不明である。

主軸方向　不明である。

壁　検出された部分では，壁高は38cmで外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

ぽッ睦1か所。Plは北西部が調査区域外となっている。長径（28）cm，短径25cm，深さ6cmで，柱穴と推

定される。

援皇　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片58点，須恵器片2点が出土しているが，細片で図示できるものはない。

第割　図　第柑考住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

：＝l二二二一二∴∴＿∴二∴
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所農　本跡は　第摘号住居摘餞載前葉　に掘　込まれタ　また北西部が調査区城外となっているためか　竃儲

壁藩等は検出されていない。時期は　出土土器が少な　詳細は不明であるが第摘号住居との重複関係からタ8

世紀前葉以前であるJ

′’’二　∴　ゝ　弓′′：，J、ノ、一、日

位置　調査区域の中央部，B3e2区、、

重複関係　本跡が第鍋号住屠跡及び節用五号住屠跡を掘　込み撃　また第　号藩に掘　込まれていることからタ

第梱号住居跡及び第摘号住屠跡豊　新し信　第　号溝よ　古い。

規模と平面形　長車由3。O m　短軸。粥mの方形である。

童軸方向　N－98e－E

壁　壁高は仕～25cmで，外傾して立ち上がる√

壁湧　確認された壁の下では撃北西コーナー部を除いて巡っている。上幅摘～2舘m　下幅　～摘cm　深さ　～

8川で，断面形はU字形である。

、仁・′ノ売・∴ニラ＼lこ′．ら／・′二‘1′＿．′、、′・′．、吉′′ノ‘

ぽッ睦　温か所。㌘鼠は南壁際にありタ径33cm前後の不整関取深さ2艶mで主柱穴と思われる。Pl以外にピッ

トは検出されなかった。

寵　東壁の中央部からやや南寄りを壁外に2祝mほど半翻太に掘　込み砂混じ　の白色粘土で構築されている0

天井部は崩落してお酌南磯部　北袖部の一部が残存している。北袖部はタ砂混じり粘土が床に貼り付いた状

態で遺存して齢た。規模は　焚田部から煙道部まで長さ錮cm　最大幅鮮cmである。火床部は，床面とほとんど

閣じレベルの平坦商を使用している。煙道は　火床面からほぼ垂直に立ち上がる。

覆土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒f一中鼠　ローム小プロ、ソク少鼠　ローム中プロ、ソク微量

2　にぷい黄橙色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

二1極　暗　褐　色　ローム粒J’一少量．焼上粒j’・・ローム小ブロック微量

Ll　極　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・微量

5　極暗　褐　色　焼土粒f‥ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子少量言封ヒ粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子微量

7　黒　褐　色　焼‖奇手・尉ヒ粒千・ローム粒子微量

8　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

9　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子微量

10　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

11暗　褐　色　焼L二粒子少鼠　ローム粒自微量

尊堂　7層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　極暗褐色

ローム粒子多量，

ローム粒子少量，

ローム中ブロック

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

ローム中・小プロ、ソク微量

・ローム小プロ、ソク・ローム粒子少鼠　尉ヒ粒子・ローム大ブロック微量

ローム小プロ、ソク中量

ローム小プロ、ソク少量

ローム小プロ、ソク中鼠　炭化粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片77点，須恵器片8鼠士製品（土玉）1鼠不明石器（剥片）1点が出土している01の不明

器の剥片は，覆土中から出土している。

所凰　本跡は，時期を限定できる遺物がなく不明である。
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第219図　第102号住居跡実測図

第220図　第102号住居跡出土遺物実測図

第102号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　1m

L－　　；　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　l　　一一」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第220図1剥　　　　片（4．8）3．3 1．3 （16．0）メ　　ノ　　ウ覆　土　中Q57　　　　　　　　PL80
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、

位置　調査区域の中央部，C2乙川区。、．

重複関係　本跡が勺　第5甘射主居跡を捕り込んでおり9　第封号住居跡よを）新しい、、．

・・　′．　　　、‘　　　　　、．　　　　ニ

または長方形と推定される．、、

南北軸方向　N－6J－E

璧　壁高は2∴五m前後で，外傾して立ち上がる、、．

′　　　　　　　　　、　　　、′　　　　　　　　　　　　　　　　二1　　′　　　　　　　　　　　　　′′、∴

断面形はU字形である。

床　平川である、、二．踏み回められた部分は検出されなかった，、．

ピット　lか所、、Plは経Hcmの不整il川上　深さ10cmで，柱穴と思われる。

覆土　3層からなる。、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる，ご

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J′・微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・少量，ローム小プロ、ソク微I、‡一呈：

：ミ　極暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム大プロ、ソク・ローム申プロ・ソク中量．ローム小プロ、ソク少量

遺物　遣物は出上していない。、

所見　本跡は，北東コーナー部だけが検出され，床。壁，壁溝が確認されたことから，住居跡として扱った．

・　　．、　　　　　　　′　　　　　′　′　　′′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　一　′　　′　′、、　　　　　ノ　′ニ

紀前半以降のものであるし、

第題図　第臓考健腰静実測昂

「二㌔」
⑳　　　　　　　　　　　　　　　空悶

』　　　走

′

＿　1－　　′こ／‥＞・　′　‾ニ′

位置　調査区城の南西部，Dl e3～Cl eO区。

重複関係　本跡は，第4・8・14・15・20・22・27・35・41・43・4－4号住居跡及び第8号上坑を掘り込んでお

り，これらの遺構より新しい。

・・．、　　′．：′′　♪　′．こ・‥．∴，／＼／′′」言′、、1．て　　三㌧‘′一　‥ミ　′二・一　　・・　′：一＼：′∴　　・，′　′－、ノ・．1

深さ22～6∠4cmである。‥〕断面形は緩やかなU字形であるe
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⊂⊃
第222図　第1号溝跡土層断面・出土遺物実測図

㊨

ご：

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　2cl¶

ト一一十l・一・一」

方向　Dle3区から湾曲気味に東（N－730－W）に延び，Dle8区で北東（N－140－E）に屈曲し，湾

曲しながら延びている。

覆土　6層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土眉解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
ロ－ム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片1604点，須恵器片84点，土師質土器3点，土製品4点，石器2点，古銭1点のほか，混入と思

われる縄文土器片12点，弥生土器片107点が出土している。細片が多く，図示できるものは少なかった。第

222図1の土師器襲，2の不明土製品，3の球状土錘，4・5の管状土錘はいずれも覆土中から出土している。

6・7の磨石，8の古銭も覆土中から出土している。
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所見　本跡の時期は，、Iそ安時代の住居跡を据l）込んでいることから．平安時代以降と思われる、、

第温号湛跡出土遺物観察菱

図版番号 器 種 恒 値毎 ）　 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴 i胎土 。色調 0焼成 備　　 考

第222図

1

砂粒

にぷい黄橙色
普通

P ∴107　　　 5 ％
将士申

繍 番号 種　 別 長さ五mデナ幅 五m）盲；厚さ議 量証 士地点
備　　　　　　　　　　　 考

第222図2序 明土製可 （m ）i 告可 ＋ 針目　 粍酌 中 程　 土　 中 DP155一部に穿孔跡　　　　　　　　 PL78

晰 再　 別 計　　　　　測　　　　　健径 km） 長さ（。n小 径k m） 重量ね） 出土凱蕉　　 備　　　　 考

第鰯 可 球 状 士 錘 0日　 の日　 中　 霊・鼠　覆　 土　 可 り㌘蟻6

4　 棒 状 士 錘 204 ！ 5可　 0ぁ7 i 2004　 覆　 土　 中恒 描　　　　　　　 PL閥

5 i管 状 土 錘 m i＋ 摘つ＋ 針目＋ 祐中 援 ］ヒ　 中極 憫

酢 中　 名 計乳径行m）；厚さ講 義ね）初霊 代　 備　　　 考
径 （cm）

第瑚 可 豊 栄 通 貨
2．4

0日　　 対　　 せ小 職 年 北 家 M 2　 北部覆土中　　　　 P L鋸

ノ　′・丁言二九　ト　′　！

位置　調査区域の南西部，D3e3－、Dlつ7区。

重複関係　本跡は，第4・35・38別封朋亦を掘り込んでおり，これらの遺構より新しい。

．′　一．弓了了　′・、′ミ　∴lノヾ右′jfシ　∵っJJノて；・ミ、くつ　　′了；・′：　l∵′　二：′、‘′く∴∴　、－1∵．T「、1㌧昌、　ニ　ごて′：

10cmで，非常に浅い。断面形は緩やかなU字形である。

方向　Dl e3区から南西（N－770－W）に，ほぼ直線的に延びている。

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期は　出土土器がな　詳細は不明だが　第　0　億器参詣号住居跡を掘　込んでいることからタ

‾I阜酎寺代後期以降と思われる。

第　号清勝　付図自

位置　調査区域の南西部，Dle3～Dle4区。

重複関係　本跡は，第4・15㌢住屠跡を掘り込んでおり，これらの遺構より新しい。
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規模と形状：中細肌も調査車接一針年である、つ．・ミきは（工5、）111で，丁重細．甘上旬．5血l。卜帖（）．2（上し）。3日Hl．深さ圧）ml

で。非常に浅いつ新面形は緩やかなU辛彬である、、

方向　DI p3区から南東（N－．－6（うe－Ⅵつ　に，ほぼ直線的に延びている

遺物　出上していない二、

所見　本跡の時期は，出トト器がなぐ剛新するのほ雉しいが。、lそ安時代の住居跡を握り込んでいることから．

平安時代以降と思われる、、－、

．　′　ノ　′　　　′

位置　調査区域の南西部。e2d2－C2再区。

重複関係　本跡は，第28。32封仙洞こを握り込んでお尻　これらの遺構より新しい．、、

′　へ′ノ　　′・・′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

深さは40～90cmである。、つ新面形は緩やかなU字形である。、

方向　C2d2区から束（N…90㌧つ封　に。ほぼ直線的に延びている、＿、

積立　9屑からなる、、、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる＿、l、

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

：j　黒　褐　色

・－1　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

ローム粒J’・少結　焼目白’一・歳化杵微量

ローム粒戸出1∴　焼巨粒f－・ローム小ブロック微量

t．－1－ム粒J’・少量．焼津白′・・ローム小プロ、ソク微；－1：

ローム粒子中量，ローム中プロ・ソク少＿まL　ローム小プロ、ソク微量
ローム粒∫・多量、ローム小プロ、ソク微［‡l：

ローム粒丁可I量

焼吊Jつ′・・ローム粒召微量

ローム粒子中量

しトーム粒J’一少量．焼目白′・e L1－－ム中ブロック・ローーム小プロ、ソク微；ll：

遺物　出土していない。

＼1　ノ・　　　　　　　　　ノ　′．　　　　　′　　　　　、・′　′、・．、ノ′　　　　　　　　　　　′　　　′　′　　　　　　　　′

古墳時代後期以降である。、

′ノ　ー＿、　　・1．．　′－　t・　　ム、、

の　　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　姦

第　号清勝　第霊園）

位置　調査区域の中央部，C2b7・～B2i7区。

重複関係　本跡は，第48・51号住居跡を掘り込んでおり，両遺構より新しい√

∴！二、一二工、・′言‘’′・／上t＼∴ノ∵′′．′　ノ＼－′く‾∴ごン、、立′ン．、、∴’′′二㌦；∴、二　　　　．　　ふ　　‘†′′　∴　′ノ、ご′′

深さ25～35cmである。断面形は緩やかなU字形である。

方向　C2b7区から北（N－20－W）に，ほぼ直線的に延びている。
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第224図　第5号溝跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ー・I　　－＿・・≡∃

覆土

A　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

C　3層からなる。Aと同じようにレンズ状に堆積していることか

ら，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片768点，須恵器片69点，土製晶6点が出土している。

土器は細片で，図示できるものはなかった。第224図Iの球状土錘

と6の管状土錘は南部の覆土中層から，2・3の球状土錘は中央部

の覆土下層から，4の土玉と5の管状土錘は南部の覆土下層からそ

れぞれ出土している。7の石製硯は中央部の覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土土器が細片で判断できないが，第48・51

号住居跡を掘り込んでいることから平安時代以降と思われる。
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第5号溝跡出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第224図 1 球　 状　 士　 錘 3．9 （2．5） 1．0 （20 ．7） 南部覆土 中層 D P 15 9

2 球　 状　 土　 錘 2．3 （2 ．0） 0 ．5 （8 ．9） 中央部覆土下層 D P 16 0

3 球　 状　 土　 錘 2．1 1．8 0 ．5 5 ．7 中央部覆土下層 D P 16 1

4 土　　　　 玉 1．9 1 ．4 0 ．4 4 ．2 南 部覆土下層 D P 162

5 管　 状　 土　 錘 （1．3） （2 ．1） 0 ．4 （3 ．7） 南部 覆土下層 D P 163　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 7 8

6 管　 状　 土　 錘 0 ．9 （1 ．9） 0．3 （1．1） 南部 覆土 中層 D P 164

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第224図7 硯 （7．0） （5．3） 2．3 （87．6） 粘　 板　 岩 中央部覆土中層 Q 67　　　　　　　　 PL 80

第6号清勝（第225回，付図1）

位置　調査区域の中央部，B3el～B3e5区。

重複関係　本跡は，第100号及び第102号住居跡を掘り込み，第102号及び第106号土坑に掘り込まれていること

から，第100号及び第102号住居跡より新しく，第102号及び第106号土坑より古い。

規模と形状　東部及び西部は調査区域外である。長さは（17。0）mで，上幅0。40－1。摘m　下幅0。14～0．54mタ

深さ15～30cmである。断面形は，横やかなU字形である。

方向　B3e5区から西（N－970－W）に，ほぼ直線的に延びている。

援丑，4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片135点，須恵器片4点が出土しているが，細片が多く図示できるものはなかった。

所凰　本跡の時期は，出土土器が少なく判断するのは難しいが，第100号及び第102号住居跡を掘り込んでいる

ことから，奈良時代以降である。

第詔図　第　号湧跡蓋腰断面実測図

2

0　　　　　　　　1m

亡二二二二二lL…二rl一二l！

第ア号溝跡（第226図，付図自

位置　調査区域の中央部，B3f2～B3f5区。

重複関係　本跡は，第69号及び第99号住居跡を掘り込んでおり，両遺構より新しい。
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規模と形状　東部は調査区域外である。長さほ（14。2）mでき　上幅0．45～0．86m，下幅0。10～0。鋼m　深さは

1（ト15cmである㍉　断面形は緩やかなU字形で．底面に凹凸がある。

方向　B3f5区から束（N1850－1机　に言まぼ直線的に延びている。．

澤豊　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片郁点　須恵器片　点が出土しているが，いずれも細片で図示できるものはなかった。

所農　本跡の時期は，判断できる出土土器はないがタ　第69号及び第99号住居跡を掘り込んでいることから，古

墳時代後期以降である．。

第臓号湧跡　第22回。付図）

位置　調査区域の北東部　A狛　～B3a　区。

重複関係　本跡は，第82号土坑に掘り込まれていることから，第82号士坑よりも古い。また，本跡上に道路跡

が検出されている、、

規模藍形状　西部は調査区域外である。長さは（7．5）m－ご，上幅1。95～2・12m，下幅1e30～1・66m，深さは32～

．ノ15cmである。断面形は緩やかなU字形である。〕

第詔図　第柑考溝跡◎出藍遺物実測図
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方向　B3j9区から北東（N－620…W）にタ　ほぼ直線的に延びている。

尊堂　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土製品（球状土錘）1点が出土している。1の球状土錘は，西部覆土下層から出土している。

新風　本跡の時期は撃　判断できる土器がなく不明である。

第10号溝跡出土遺物観察表

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第227図 1 球　 状　 士　 錘 2 ．5 2 ．5 0 ．5 12 ．9 西 部覆土 下層 D P 16 5

第綱号清勝（第228回）

位置　調査区域の中央部，C2b6～B2j6区。

重複関係　本跡は，第46号住居跡を掘り込んでおり，

第46号住居跡より新しい。

規模と形状　南部及び北部は調査区域外である。長さ

は（7・6）mで，上幅0。60～0。80m資下幅0。20～0。30mタ

深さは21～36cmである。断面形は緩やかなtJ字形である。

方向　C2b6区からほぼ北（N…70－W）に，

ほぼ直線的に延びている。

覆土

A　5層からなる。レンズ状に堆積していること

から，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒　褐　色

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

黒
黒
窯
暗

2　3　4　5

量
　
量
量
墓
室

紺
舵
蜘
糾
紛
糾

ム

子

ム

ム

ム

ム

一

粒

一

一

一

一

口
上
ロ
　
ロ
ロ
　
ロ

ローム小ブロック少鼠　焼

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量
ローム小ブロック微量

C　4層からなる。レンズ状に堆積していること

から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘性，締まりとも極めて弱い
4　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物　士製品（管状士錘）1点が出土している。第228

図1の管状土錘は中央部の底面から出土している。

所見　本跡の時期は，判断できる土器がなく難しい

が，第46号住居跡を掘り込んでいることから古墳時

代後期以降である。

0　　　　　5cm

Lと二＝二∃

と二二一一一一二一一二二二二二二二二「二∃

第詑図　第醐号満開◎出立遺物実測図
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第m号藩跡出土遺物観察衷

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 士 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第22掴 1 管　 状　 土　 錘 2．4 3 ．1 0 ．4 17 ．0 中 央 部 底 面 D P 16 6

窮臓考溝妙　第22図，付図）

位置　調査区域の北東部，B3b8へB3eO区。

規模と形状　東部及び西部は調査区域外である。長さは（9。0）mで，上幅0。50～0。90m，下幅0。15～0。33m，

深さは10cmで，非常に浅い。断面形は緩やかなU字形である。

方向　B3eO区から北東（N－550－W）に，湾曲しながら延びている。

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　U－ム中ブロック中量

2　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・多量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，判断できる土器がなく不明である。

‾　叫や云二二ご‾プ‘、－‾

1

第詔図　第帽号溝藤堂腰断面実測図

（3）士　　　坑

第ヲ考蓋坑（第230図）

位置　調査区域の南西部，Dld7区。

重複関係　本跡は，第9号住居跡を掘り込んでおり，第9号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径1。96m，短径1。46mの不整楕円形で，深さ50cmである。

長径方向　N－00

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆豊11層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。
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第期図　第　考量坑実測図

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

！）　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量，ローム小ブロック微量
ローム中ブロック中義，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

∴＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＿ll‾

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！＿＿1－＿“ふ＿＿＿亡　＿　一二1一二

遺物　土師器片33点，不明鉄製品1点のほか，混入と思われる弥生土器片5点が出土している。細片が多く，

図示できるものはなかった。

所農　本跡の時期は，第9号住居跡との重複関係及び出土土器から，古墳時代後期以降と思われる。

第9考量坑（第23且図）

位置　調査区域の南西部，Dla9区。

重複関係　本跡は，第20号住居跡を掘り込んでおり，第20号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径2。35m，短径1。87mの不整楕円形で，深さは80cmである。

長径方向　N－630－E

壁　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆蓋　5層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

⑥七瑠a9－S2m！

第調図　第　尊皇坑実測図
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土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

遺物　石2点が出土している。土器は出土していない。

所凰　本跡の時期は，出土土器がなく限定するのは難しいが，第20号住居跡との重複関係から古墳時代後期以

降と思われる。

第m尊堂坑（第232図）

位置　調査区域の中央部，C2a7区。

重複関係　本跡は，第51号住居跡を掘り込んでおり，第51号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径2。00m，短径1．98mの不整円形で，深さは25cmである。

長径方向　N－00

壁　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

尊堂　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒千中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　黒　　　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片52点，須恵器片2点，鉄棒1点のほか，混入と思われる縄文土器片1点が出土している。細片

が多く，図示できるものはなかった。

所凰　本跡の時期は，第51号住居跡との重複関係及び出土土器から古墳時代後期（6世紀末から7世紀初め）

以降と思われる。

第調図　第醐考量坑実測図

0　　　　　　　　2m
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第13号土坑（第233図）

位置　調査区域の中央部，B3h4区。

規模と平面形　長径0．30m，短径0．25mの不整楕円形で，深さは26cmで

ある。

長径方向　N－00

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　遺物は，貝だけが多量に出土し，土器は出土していない。

所見　本跡からは，ハマグリなどの多量の貝が出土しており，廃棄され

たものと思われる。本跡の時期は，出土土器がなく判断するのは難しい。

⑥七3h4－Slm　旦。。．。m

／

◎
¶　0
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第233図　第13号土坑実測図

第86号土坑（第234図）

位置　調査区城の北東部，B3d9区。

重複関係　本跡は，第85号住居跡を掘り込んでおり，第85号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸2．66m，短軸（2．05）mで，東部が調査区域外のため平面形は不明である。深さは135cmで

ある。

長径方向　N－00

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－1－」

第234図　第86号土坑・出土遺物実測図
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底面　平出である．

尊意　8層からなる。ブロック状の堆積状況からタ　Å為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク少鼠，焼士粒守一微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’一多鼠　黒色巨トプロ、ソク少量

l－1極暗褐色　ローム申ブロックl巨量∴　ローム大ブロック少量

5　黒　褐　色　ローム申ブロック・ローム粒J二少鼠　ローム小プロ・ソク微量

6　黒　　　色　ローム大ブロック多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

7　梅暗褐色　ローム大ブロック多鼠　ローム中プロ、ソク少量

8　黒　　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一微量

遺物　土師器片は　須恵器片告蕉　石器　磨石）点が出土している。の磨石は覆土中から出土してい

る。

所農　本跡の時期は撃判断できる土器は出土していないが　第鋸号住居跡との重複関係から古墳時代後期以降

である。

第跳号丑坑出立遺物観察慕

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g） 石　　　 質

第23咽 1 磨　　　　 右 11．7 10 ．2 7．6 1330 ．0 安　 山　 岩 預　 土　 中 Q 63敲右，凹石兼用

㈱　その他の土坑

第1号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒J’一多軋　ローム小ブロック中疑，ローム中ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒f・多鼠　焼悌白’一微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量

第2号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒f中鼠　焼士粒f・・炭化粒f一微量
2　灰　褐　色　ローム粒川一丁鼠　ローム小プロ、ソク微量

第3号土坑土層解説

＿1褐　　　色　ローム粒∫・少鼠　焼士粒f・微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J二少鼠　焼悌‖∵微量

：j　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　焼出立了・微量

第4号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒了・少量

第5号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

第8号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・ローム申ブロック微量

1′1黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム大ブロック・ローム申ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム申ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

第10号土坑土層解説

1＿　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
ご1－　暗　褐　色　ローム粒子多量
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第12号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微

量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中貰，ローム

中ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第14号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

第30号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム小プロ・ソク・ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック・ローム中ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第45号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量

第49号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土小ブ

ロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

第51号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロックをローム粒子多量，黒色土中ブ

ロック中量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒
子少量

4　明　褐　色　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク多量

5　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ロー

ム粒子・黒色土中ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量

第55号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量

第57号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，黒色・十粒子一

少量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック多量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第62号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック多量．ローム大ブロック・ロー

ム粒子少量

4　極暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック少量．ローム粒子微

量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第63号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ
ロック微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

第64号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

第69号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第72号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量

2　黒　褐　色　炭化粒子のローム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量．ローム

中ブロック微量

第77号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒千中量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

第78号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム申ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム大ブロック少量

第79号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒千中量

2　黒　褐　色　ローム粒J’一少量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム申ブロック少量

第80号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J′・少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒f一少量．ローム申ブ

ロック微量

第81号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒j’中鼠　ローム小ブロック少鼠　焼上中

ブロック・焼士粒子微量

第82号土坑土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒r・少量

第83号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ロームrl‾1ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

第84号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第85号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・黒色十大ブロック多鼠　ロー

ム中ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量．ローム小ブロック微量

第87号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒r少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック中量
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第88号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム申ブロック・ローム小ブU・ソク・黒色上′ト

ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク微量

第89号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒千少量

2　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク多量，ローム粒ナ少量

3　黒　　　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

第90号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック多量．ローム中プロ、ソク中量

2　暗　褐　色　ローム中プロ・ソク・ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック多鼠　ローム中プロ、ソク中量

第95号土坑土層解説

1　黒　褐　色　U－ム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第96号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒手中鼠　ローム申ブロック・ローム小ブ

ロック微量

3　褐　　　色　ローム大プロ、ソク・ローム中プロ、ソク・ローム小

ブロック多量

第101号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

第102号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロックiローム粒千微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック中星，ローム粒子少量、ローム

中ブロック微量

第103号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック微

量

第105号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大ブ

ロックeローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック。ロー

ム粒子中量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

第106号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第107号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第108号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第109号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

第日0号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック微量

第111号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム申ブ

ロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒r・申鼠　ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第114号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第119号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒千申鼠　ローム小ブロック少量

第120号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
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⊂⊃
第240図　その他の土坑出土遺物実測図

その他の土坑出土遺物観察表

⊂⊃
0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝＿⊥」＿＿」

図版番号 券　種 計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第240図 杯 A　ll．8 突出気味の平底。体部は内攣しな口緑部及び体部内・外面横ナデ。長石・石英・砂粒 P40475％PL74

1 土師器 B　　3．5

C　　5．8

がら立ち上がる。口縁部端部はわ

ずかに肥厚する。

底部回転へラ切り。 橙色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm）長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第240図2 球　状　土　錘 3．4 （2．2） 0．9 （19．1）覆　 土　 中 DP149

3 球　状　土　錘 2．1 2．0 0．5 7．3 覆　 土　 中 DP150

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（CⅡ】）幅 （cm）厚さ（cm） 重量（g）

第240図4 相　　　　 場 （17．5） （8．8） 3．0 （445．9）覆　土　 中 DP144
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図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 工地点 備　　　　　　 考
長さ（cfn） 幅 （cm） 厚さ（cIn） 重量（g ）

第24渦 5 不 明石製品 4．8 4．8 3．8 108．0 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 80　　　　　　　　 PL80

6 磨　　　　 石 （3．8） （7．6） （3．1） （100．5） 凝　 灰　 岩 覆　 士　 申 Q 59　　　　　　　　 P L80

7 砥　　　　 石 8．0 3．9 1．8 74．0 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 64

（5）道路状遺構

第3号道路状遺構（第241図，付図自

位置　調査区域の北東部，A4g7～A4f7区。

重複関係　本跡は，第89号住居跡を掘り込んでおり，第89号住居跡より新しい。

規模と形状　北部は調査区域外である。長さほ（10。5）mで9　上幅0。92－1。05m言下幅0。75～0。90m，深さは

26～35cmである。断面形は逆台形である。

方向　A4g7区から北東（N…300－E）に，ほぼ直線的に延びている。

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　焼士粒子・炭化粒子eローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　～廿上していない。

所農　本跡の時期は，判断できる土器は出土していないが，第89号住居跡を掘り込んでいることから，古墳時

代後期以降と思われる。

A
－　38．4m

l禰
2

8

－　38．6m

‾‾二、＿＿～＿了‾‾l　　　二＿＿ノ‾‾‾l二l‾　　　　二

と二二二「「TIJ二∴二二l二‥づ

第別図　第　号道路状遺構丑腰断面実測図
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住居跡

番　 号
位 置

主 （長）軸

方　　 向
平 面 形

規　 模 （m ）

（長 軸 ×短軸 ）

壁　 高

（cm）
床 面

内　　 部　　 施　　 設
Iキ∴

出　 土　 遺　 物 時　 期
備　　　 考

新 旧 関係 （古 叫新 ）壁溝 主柱穴
出入ロ
ピットピット 炉 ・竃 貯蔵穴

1 D l g 7 N づば㌧E ［方 形 ］ （2 ．50）×（1．70） 25 ～34 凹 凸 一 部 － － 1 － －
人為 土 師 器 2 不　　 明 本 跡 →S 「 2

2 D l g 7 酢 4 ㌦受 方　 形 6 ．00　×　5 ．54 30 ～37 平 坦 栓酎 6 1 5 竃 1 －
人為 土 師器17，球状 土錘 1 ，管状土錘 2 古墳 後 期 S「 1 ・35→本 跡

3 D l g 5 N l y 長 方 形 5 ．28　×　 3 ．4 7 15 ～20 平 坦 － － － 2 炉 1 － 自然
弥 生 土器 72， 月， 礫 5 弥 生後 期 本 跡→ Sト 4 → SD －2

4 D l f 5 N l が －E 長 方 形 5 ．15　×　4 ．56 14～ 17 平 坦 一 部 4 － 1 竃 1 1 人為
土 師 器 512　須 恵 器 9　 弥 生 土
器 19， 陶 器 1 ， 球 状 土 錘 5

古墳 後 期 Sト 3→本跡→SI）1 ・2

b B i g 3 N l ぱ㌧ゼ ［方 形 ］ ［2 瀾 〕×（1．63） 12～ 15 平川 レー一部 － － － 炉 1 － 人 為
土 師器 35， 土 師質 土 器 1 平　　 安 S「 6 → 本 跡

6 D 「㍑ N －0 0 ［方 形 ］ （3 ．00）×（2 ．00） 21 凹 凸 － － － － － 人為
土 師器 36　 弥生 土 器 告　 石 1 古墳 中期 本 跡 →S卜 5 9 S「38

7 D i d 6 師 部 結 成 脹 方形］ ［3 ．77］×［2 ．83］ 不 明 凹 凸 － － － 2 － －
自然 土 師器 9 不　　 明 Sト33→本跡→SI－15→SD－1

8 O l d 5 N －39〇…E 脹 方形］ （7 ．88）×（木 35） 23～ 25 平 坦 － 2 － 5 － －
人為 土 師 署景156，須 恵 器 1 ，石 1 ，
弥 生 土 器 34， 軽 石 1

古墳 中期 SK －6 本 跡 →Sト33

9 D I c 7 N 諾 「 灘 方　 形 5 ．33　×　5 ．24 1 1～ 38 平 坦 …A部 4 1 2 － －
人為 土師器597，須恵器9，不明土製品1，不明
鉄製品2，縄文土器3，弥生土器92，石18

古墳 中 期 Sト10→本跡→SI－13・SK 7

1 0 B l d 8 N づ 4㌧ゼ 脹 方形］ （4 ．63）×（2 ．83） 10～ 17 平 坦 一部 － － 1 炉 1 …
人為 土 師 器 565　須 恵 器 受，球 状 土
錘 1滴 石 2　不 明 鉄 製 品 1

古墳 中 期 本 跡→ S「 9 ・1十 13

1 1 O i a 8 N －33㌧W 方　 形 5 ．30　×　5 。15 25～ 50 平 坦 全周 4 1 －
竃 1

－
人 為 土師器916，須恵器2，土製支脚摘 状土錘5，土玉L
管状土錘摘 石4牒石3瀾 石1，紡錘軋 軽石1

古墳 後 期 S「10 ・13→ 本 跡

12 0 1 g 3 N －20㌧虻 脹 方形］ ［3 ．47］×［2 ．71］ 6 平 坦 一部 － － 8 炉 2 －
不 明 不　　 明 本 跡→ Sト 5

1 3 D l a 6 N …28 0－W 長 方 形 （5 諸4）×　4 ．92 12～ 15 平 坦 一一部 4 － 2 炉 1
寵 1 －

不 明 土師 器 160，須恵 器 3 ，有孔 円板 1 古墳 中 期 S「10→ 本跡 → S「11

摘 D l d 8 N －3㌢∵Ⅳ 隅丸長方形 （3 ．20）×（4 ．20） 5 ～ 7 平 坦 － 2 － ユ 炉 1 － －
弥 生土 器 52，土 師 器 3 ，礫 1 弥生 後 期 本 跡→ S狂 1

1 5 D l e 4 N l y ［方 形 ］ 3．20 × ［2．87］ 27～ 31 平 坦 一部 － － 1 竃 1 －
自然 土 師器 25，弥生 土 器 2 ，紡 錘 車 1 古 墳 後 期 本 跡→ SO － 1 ・3

1 6 C 2 j 2 N …0 0 ［方 形］ （3 ．00）×（1 ．46） 不 明 凹 凸 － － － － － － 不 明
土師器58，須恵器 3 ，弥生土器11，礫 5 不　　 明 ［S ト21→ 本 跡 ］

17 D I c 6 N 1 ㌢ ［方 形］ ［3 ．54］×［2 ．87］ 不 明 平坦 － － － 8 － －
無 土 師器 8 ， 弥生 土 器 1 平　　 安 S「 8 →S 「33→ 本 跡

18 C l i 7 N …21 0－W ［方 形］ （1 ．97）×（4 ．50） 33～ 41 平坦 全 局 1 1 1 － －
人 為 土 師器 494 ，球 状 土 錘 4 ， 砥 石 1 古 墳 後 期

19 C l h 8
I

N づば∵W 脹 方形］ （2 ．40）×　3 ．17 18～ 25 平坦 － － － 1 － －
人 為 土 師 器 13 6，須 恵 器 1 磨 石 し
高 石 し 土 製 支 脚 4 ， 陶 器 1

古 墳 後 期

20 D l a O N …3 ㌧W 方　 形 6 ．56　×　6 ．46 14～ 27 平坦 全 周 4 1 － － －
人 為 土師器523，須恵器6上製紡錘軋 球状土錘3，砥臥 縄文
土凱 弥生土器26瀾器（常滑）13．瓦貿土凱 石26，鉄酎

古 墳 後 期 SI－22→本跡→SK 9・SD－1

2 1 C 2 j l N l が㌧W 方　 形 3 ．55　×　3 ．42 2 、 10 平坦 － － － － 竃 1 －
自然 土 師器 325，須 恵 器 6 ，鉄 鉱 1 古 墳 後 期 ［本跡 →S L 1 6］

22 C 「拶 N 4 才∵W ［方 形］ ［5 ．24］×［5 ．24］ 32～ 34 平坦 げ一一一一一部 4 － － － － 自然
土師翫 91，須恵器頼 経 土錘2，管状土酎 古 墳 後 期 本鉢→Sト20→Sト42→SD」

23 C 2 j l N －0 0 方　 形 5 ．12　×　4 ．70 3 0～ 34 平坦 栓剛 4 1 － 竃 1 － 人 為
土師器572瀾 恵器20，球状土錘 6，土製支脚2 古 墳 後 期 S 「41→本 跡

24 C l f O N →鮮∵W 不　 明 （5 ．22）×（4 ．60） 48 平坦 性別 － － 5 － －
自然 土師 器496，須 恵器 21，球 状 土錘 1 古 墳 後 期 S ト43 ・44→ 本跡

25 C 2 g 2 N l 守∵W 長 方形 3 ．50　×　2 ．90 1 4～ 28 平坦 － － － － － －
自然 土 師 器 268 ，須 恵 器 2 ，球 状 土
錘 2 ，縄 文 土 器こ5 ，弥 生 土 器 13

古 墳 後 期

本跡 → SD l2 7 C 2 e l N l 悪㌧W 脹 方形］ 4 ．08 × （3 ．70） 24～ 30 平坦 － 2 1 － － －
自然 土瞞 371，須恵凱 球状土覿 弥生土器21，鉄勘 古 墳 後 期

28 C 2 d 2 N －29 0－W 方　 形 4 ．60　×　4 ．70 5 7～ 64 平坦 全 周 4 1 －
竃 1

－
人 為 土師器1711，須恵器24，球状 土錘10，
弥生土器28，軽石 5 ，敲石 1

古 墳 後 期 SL 37・→本跡→Sト36，SD－4

2 9 C 2 e 4 N …39㌧W 方　 形 4 ．62　×　4 ．70 8 ～ 13 平坦 ［全都 4 1 5 竃 1 －
自然 土師器1039，須恵器26，勾玉1，球状土錘1 古 墳 後 期 SI－37→本跡→SI－31，SK－121

3 1 C 2 e 5 N 」で∵W 不　 明 （7 ．80）×（4 ．60） 20～ 24 平坦 栓舶 － － 7 炉 1 － 人 為
土師器207瀾 恵凱 0，土製品 2，石製品 1 平　　 安 S 「29→ 本 跡

32 C 2 C 3 N ～15㌧W 不　 明 （3 ．30）×（4 ．86） 30～ 55 平坦 一 部 1 － 2 炉 1 1 人 為 土瞞 略 須恵碁46渦状土錘2藩 札 弥生土器33 古 墳 後 期 本 跡 → SD －4

33 D l d 5 N －0 0 ［長方形コ ［6 ．10］× ［5．10］ 30 平坦 － 4 1 3 － － 不 明
土 師器 1 古 墳 後 期 SK－6→Sト8→本跡→SH

i

本跡→SL 2，SK－8，SD－1・2

34 D l h 2 ［Ⅳ1 7 0－E ］ 不　 明 不　　 明 10 平 坦 － － － －
竃 1 － 不 明 土師 器 1

平　　 安

35 D l g 8 不　　 明 不　 明 （0 ．∬）× （1．05） 12 平 坦 一 部 － － － － － 自然 土 師 器 59，球 状 土錘 1
古 墳 後期

36 C 2 e 3 Ⅳ1 1 2㌧ゼ 方　 形 2 ．55　×　 2．44 2 0～27 平 坦 － － － －
竃 1 － 自然

土 師 器192，須 恵器 4 ，弥 生 土器35 平　　 安 S「 37→ S「28→ 本跡

37 C 2 e 4 N －4 ㌧ W 隅丸長方形 ［4 ．52］× ［4．05］ 34～38 平 坦 一部 4 1 1 1 炉 1 － －
広 口 壷 弥 生 後期 本跡→Sト28・29・→SL 36

3 8 D l e 3 N …0 0 不　 明 （3 ．43）× （1諸0） 不　 明 凹凸 － － － － － －
不 明 土 師 器 1 不　　 明 S「 6 → 本跡 →SD …2

4 0 C 2 f 4 N →鮮∵W ［方形 ］ ［3 ．50］× ［3．10］ 不　 明 平 坦 － － － 2 － －
不 明 土 師 器 22 不　　 明 本 跡 →S K …12 1

4 1 C 2 h l N －22 0…W 隅丸方形 6．00　×　 5．86 4 0～55 平 坦 一 部 4 1 7 炉 1 －
人為 広 口 壷 弥 生 後期 本 跡→ SI－23→SD －1

4 2 C l j O N －23 0－W 方　 形 3．39　×　 3．37 2 5～38 平 坦 全 周 4 1 4 竃 1 －
自然 土師凱 26，須恵器 1，鉄淳 1，球状土錘2 古墳 後期 Sト22→ 本 跡

43 C l e O 不　　 明 不　 明 不　　 明 20 平 坦 一 部 1 － － － －
不 明 土 師 器 23， 須 恵器 1 古墳 後期 本 跡→ S「飢 →SD －1

4 4 C l f O 不　　 明 不　 明 不　　 明 10 ～24 平 坦 － － － － － －
自然 土 師 器 の嚢 の 体部 1 不　　 明 本 跡→ S「24→SD －1

4 6 C 2 b 7 N －0 0 方　 形 3．50　×　3 ．40 4 5 ～58 平 坦 全 周 － 1 3 竃 1 －
人為 土師器455，須恵器 6，球状土錘 1，土玉3 古墳 後期 本 跡 →S D －11

4 8 C 2 b 7 N －6 0 1 E 不　 明 4．12　×（2 ．95） 50 ～55 平 坦 治 郎 3 － 5 竃 1 － 自然
土 師 器 こ732 ，須 恵 器 1 10 ，球 状
土 錘 5 ，砥 石 2 ，鉄 製 品 1，鉄 樺 1

平　　 安 本 跡 →S K l O，S D －5

S IM 5 3→ SI w 5 1→ S I

…52・→ 本 跡 SI－68

4 9 C 2 C 8 N －29 0－E 不　 明 （2．40）×（0 ．71） 48 平 坦 一 部 － － － － － 自然
土 師 器 の婆 の体 部 38 不　　 明

50 B 2 j 8 N ～16㌧ W ［長方形］ ［2．63］×［2 ．33］26～ 36 平 坦 竃 1 自然 土師器52，須恵器1，土製支卿1，球状土錘 2 古墳 後 期
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住居跡

番　 号
位 置

主 （長）軸

方　　 向
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁　 高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設
唇

出　 土　 遺　 物 時　 期
備　　　 考

新旧関係 （古→新）
壁溝 庫 穴潤 禦

ピット炉・寵 貯蔵穴

5 1 B 2 j7 N －2 0－E 方　 形 6 ．20　×　6．0 1 22～ 58 平坦 一部 4 1 16 竃 1 自然 土師器1818，須恵器こ18，土製品
5 ，石器 ・石製品9 ，弥生土器25

古墳後期 本 跡→S I150 → S「

68 →SK －11， SD －5

52 B 2 j9 N －900…E 長方形 4 ．78　×　3．34 20～30 平坦 3 竃 1 自然 土師器429，須患器 6 ，土製品 5 ，
石器 （凹石） 1 ，弥生土器18

古墳後期 SI－53→本跡→SL執 Sト68

53 B 2 j8 N －0 0 方　 形 4 ．30　×　4 ．15 17～42 平坦 捜都 4 1 2 竃 1 自然 土師器506，須恵器 4 ，土製品 3 古墳後期 本跡→S「52→S「50→
SIl 賂→SK －117 ・120

54 B 2 j9 N －180…W 長方形 3．74　×　2．75 6 平坦 1 竃 1 自然 土師器106，須恵器 5 平　　 安 Sト53・56→Sト52・→本跡

→SK …117・120，Sト107

55 C 2 a 8 N －25J－W ［方形］ ［5．45］×［5 ．40］ 14 ～′35 平坦 性別 3 1 8 竃 1 自然 土師器236，土製品（球 状 土 錘 ）
2，石製品4 （砥石1，軽石1，敲石2）

古墳後期

56 B 2 i9 N …0 0 方　 形 3．88　×　3 ．62 40～ 50 平坦 金属 4 2 竃 1 自然 土師器 856 ，土製品 （土玉 1 ，
球状土 錘ニ4 ），石器 （砥石）1

古墳後期 本跡→S I－54

57 B 2 h 8 N －8 0－E ［方形］ 3 ．95　×（3 ．40） 53～ 60 平坦 栓郁 2 1 8 自然 土師器638，須恵器123，土製品23，鉄製品3 平　　 安 SK」併・→本跡→SK－108

59 B 2 h 9 N －6 0－E 長方形 3 ．20　×　2 ．76 18ノー30 平坦 全周 1 － 竃 1 自然 土師器262，須恵器37，土製品8，鉄製品1 平　　 安

60 B 2 iO N －5 3－W 方　 形 2 ．80　×　2．70 4 ～ 7 平坦 － － － 炉 1 － 自然 土師縮 ，不明土製品2滴製品1，球状土錘1 不　　 明

62 B 2 g9 N ∴5 0－W 不　 明 （3 ．92）×　4．70 43～47 平坦 一部 3 1 2 － －
自然 土師器501，須恵器8，土製品 （球状土
錘）3 ，石器 ・石製品2，鉄製品2

古墳後期

64 B 3 i3 N －330－W 不　 明 5 ．57 ×（4 ．27） 27～42 平坦 一部 2 － 6 竃 1 －
自然 土師器264 ，土製品（球状士錘）2 古墳後期 本跡→S「65→S「66→SK…109

65 B 3 i3 N －4 0－E ［長方形］ 3．00 ×（2 ．21） 26 平坦 － － － －
竃 1
－
自然 土師器28 ，須恵器 2 奈　　 良 S ト64→本跡→S「郁

66 B 3 h 3 N －2 0－W 方　 形 3．10　×　2 ．92 19～40 平坦 一部 － 1 1 竃 1 －
自然 土師器323，須恵器60，石器1，土製品1 平　　 安 S「64・→Sト65→本跡

67 B 3 g 2 N …100－W 隅丸長方形 5．40　×　4 ．55 48 ～55 平坦 一部 4 1 16 炉 1 －
自然 広口壷 弥生後期 本跡→S「69 0SK －29

68 B 2 j8 N －900－E ［方形］は 39］×［3 ．35］ 3 ＼‖ 平坦 － － － － － － 不明 土師器95，須恵器 6 ，士製品 1 平　　 安
S Ih－53→ 湖上5 1－－やS I

…52→ S L う0 →本跡

69 B 3 f2 N －1500－E 脹方形］［6 ．12］×　4 ．00 14～ 18 平坦 － 1 － － 竃 1 － 自然
土師器7 56，須 恵器14 ，土製 品
（球 状土錘 ）2 ，石製模 造 品 1

古墳後期 本跡→SH 00・102→SD廿 7

70 B 3 d3 Ⅳづ10－E 長方形 3 ．62　×　2．72 10～ 15 平坦 － － － 1 竃 1 － 自然
土師器50，須恵器 2 ，土製品 2 ，
不明鉄製品 2 ，鉄．津 1 ，石器 1

平　　 安

77 B 3 bO N r 針㌧ゼ 方　 形 3 ．29　×　3．ユ2 28～32 平坦 一部 4 1 － 竃 1 － 自然
土 師器17 2，須恵 器38 ，土製 品
（球 状土錘 ）2 ，石 器 （敲 石）1

古墳後期 本跡→SK －75

78 B 3 d8 N …400…E 不　 明 不　　 明 34 平坦 一部 － － －
竃 1
－
不明 須恵器 1 不　　 明 本跡→SK 瑠 1 083

79 B 3 b8 N －150－E 不　 明 3．06 ×（0 ．84） 10 平坦 一部 － － 1 － －
自然 土師器34，須恵器16 平　　 安 本跡→S 「83

80 B 3 j7 不　　 明 不　 明 不　　 明 12 平坦 － － － － － －
自然 不　　 明

8 1 B 3 i7 ［N l P －E ］不　 明 不　　 明 32 平坦 － － － －
竃 1
－
自然 土師器36，須恵器 1 ，鉄製品 1 平　　 安

82 A 3 h 9 不　　 明 不　 明 不　　 明 57 平坦 ル・一部 2 － － － － 自然 土師器29，鉄製品 1 古墳後期

83 B 3 a8 N －90J－E 不　 明 2 ．64 ×（0．89） 7 ～ 14 平坦 一部

一部

一部

全可

つ

一部

－ － － 竃 1

竃 1

竃 1

竃 1

炉 1

竃 1

竃 1

竃 1 ！

竃 1

－
自然 ！

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自可

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為

自然

土師器49，須恵器 4 ，鉄浮 1 平　　 安

古墳後期

平　　 安

古墳後期

SL 79－→本跡

85 B 3 d8 N －260－W 不　 明 3 ．12 ×（2．40） 19 平坦 3 － － －
土師器179，須恵器 3 本跡→SK l 捕

87 A 4 h4 N －14 0…W ［方形］ 2 ．99 ×［2諸9］37～45 平坦 1 1 3

つ

土師器118，須恵鋸 ，土製品2，不順 製品1 本跡→SK －38

88 A 4 jl N …170…W 脹方形］ 3．33　×　2．75 35～40 平坦 4

つ

4 l

1 ！

3 i

4 ！

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1 ！

つ

1

8

1

2

1

1 ！

土瞞 224瀾恵器は 製品磯状土鍬1，石器2 本跡→SK …59

89 A 4 f7 不　　 明 不　 明 （3．77）×（2 ．77） 20 平坦 土師器23，須恵器5，土製品凍状土錘）1 古墳後期 本跡→SF －3

91 A 4 h 7 N －650－E 隅丸方形 3．70　×　3 ．90 20～ 30 平坦 広 口壷，石製円板 2 弥生後期 本跡→S I－92

92 A 4 i8 N －100－′E 不　 明 3 ．10 ×（2 淵4） 17 平坦 土師器11，須恵器 1 古墳後期

平　　 安

奈　　 良

不　　 明

Sト9 1→本跡

本跡→SD …7

93 A 4 h9 N 一一一一l O“vvvE 不　 明 （5 ．79）×　5 ．59 52～ 58 平坦 栓刷

全周

一部

一部

一部

土 師 器662 ，須 恵 器270 ，土
製品 1 ，石製 品 2 ， 鉄製 品 8

94 A 4 f9 N －9 0－E 長方形 5 ．16　×　4 ．55 43～ 46 平坦 土師器317，須恵器14，鉄製品 2

95 A 4 f9 不　　 明 不　 明 （1 ．60）×　2．62 33～ 34 平坦 土師器 1

96 A 5 e3 N －230－W 方　 形 3 ．84　×　3．50 3 ′～4 平坦 土師器41 不　　 明

97 A 5 e4 N －110－W 隅九長方形 （5 ．67）×　6．55 12～30 平坦 炉 1 広口壷，石製円板 1 弥生後期

奈　　 良

弥生後期

98 A 5 e 6 N …9 0－E 不　 明 （1．72）×　3 ．55 25 平坦 竃 1

竃 1

竃 1

土師器47，須恵器 8

99 B 3 g 5 N －4 0－E 隅丸方形 4 ．34　×（1．37） 25 ～34 平坦 広 ＝壷

100 B 3 f3 ［N －900－E ］不　 明 不　　 明 8 平坦 土師器22，須恵器 1 古墳後期 SL 69→本跡→SD －6

101 B 3 e2 不　　 明 不　 明 不　　 明 38 平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

土師器58，須恵器 2 不　　 明 本跡→S ト102

102 B 3 e2 N －980－E 方　 形 3 ．05　×　2 ．96 15～ 25 土 師器こ77， 須 恵 器 8 ，土 製
品 （土 玉）1 ，不明石 製 品 1

不　　 明

平　　 安

不　 可

SL 紗 10ト 本跡→SD－6

105 C 2 a9 N －0 0 方　 形 2 ．34　×　2．24 22～ 34 一部

一部

竃 1 土師器240，須恵器9，土製品1，石器 1 Sト55→本跡→SK …119

Sト54→本跡

106

107

C 2 a5

C 2 aO

N －420－E

N －6 0－E

隅丸方形

不　 明

2 ．40　×（1．80）

（1 ．48）×（1．07）

15～ 30

24

尖底土器
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素謡　商学遺跡溝跡一覧表

誓 位 置 方向翻i　　　　　　　 出土遺物　 新旧㌫ 議新）

i 圧H鉦或白融掛薫仁W摘磯
酢斗「茂

当 酬 針都～瀾2～錮路彩　平坦

［

叫 譜協漕離詔翳 匪㌍ 半 聖㌍誓
土器摘7普土製品49石器2　　　354巨掛姻言削巨磯

中高五年榊車中納車轡中堅 摘　恒恒坦恒　　　　　　 恒 小器や拒本跡
中庸馳車齢車線恒 甜車 …中 …・誠 摘　匝 恒車明　　　　　　 恒 を蟻→糊
ま

4　 C 2 d 2～ C 2 ∈4 鮮 繍 当 日 直線　 融 溜 裏　 目 溺 弓 瀾 ＝憫 朝 潮 購 ～ 粥　 路 形　 平 坦　 自然 Sは 8 e 3 2 →本 跡

5 こ 2 ㍍～ B 2 i7 宵∵ P －W　 直線　 融 ．掴 ） ‖ 藩卜 五臓 博 58～ 0 ．86 2 5 ～ 35　 路 彩　 平 坦　 自然 土 師器 関税 須 恵器 の　 士 製 品 4 S h 蟻 や封 尋本 跡

中音五年榊車中空車聖亜聖 15蒜下可彿浄樟撃墜華聖二…」聖聖聖埜空空空
小冊舶車一錮顔中鵬中潮中堅年可冊恒恒車緒6招離4＋ ＋序胤㈲瀾
再論議高年齢可攣巨攣漣堅強聖聖 蟻～中字形恒恒車鋸＋＋＋＋ 「轍鮒堅
中冊劇中劇車線恒両肌l中……読中旬榊恒車齢撃墜⊥…」華空聖聖
中 2b6壷中げ可繍恒潮恒聖恒聖 飢～中細鞘i酎再製品僧状土縫目　　 恒尋繍
中高灘車嗣中畑鵬中堅捷～0・33 10　冊序坦極然i＋ ＋＋＋ i

豪速　商平遺跡方形竪穴状遺構一覧表

番号 位　 置

i

長 経 方 向

（長軸方 向〕
半面彬

！

規　　　　 模 長 ＋

i

底面 将士

i

出　 士　 遺　 物

！

SK
備　　　 考

新旧関係　 砧 →抑長針酢は短径滅両扉 深さ行扉

l
A 航 4 N … 鮮∴ E 長 方 彬 凱沼6　〉く l㍉ほ 60 垂 直 平担 人為 土師器 上 不明鉄 製品 上

古銭 告　 鉄洋 1

S K …33 S k J O→本跡

2 A 4 j 2 N －82 0 …W 長 方 彬 圭1 8 ）く l∴誉 思20 華 直 辛抑 人為 士帥器 ∴上　 須 恵器 † 封「鍼 本跡→封「舗

3
i
A 4 i 2 N l ぽ∴ E 長 方 形 2．。7　大　工∴柑 60 外傾 平担 人 為 土師器27，須 恵器 1 S K ∴捕

4 A 4 i 2 N －67 0 …W 長 方 彬 2の04　× 1詳溝 56 垂直 平担 自然 士帥器20，須 恵器 二上　 士

製品 （管状土錘） 1

S K …37

5 A 4 h 4
i

斗 －25㍉一E 長 方 形 2．13　×　「補3 90 垂 直 平担 人為 工師器 信　 砥有 1 S K －38 S「8 7→本跡

6 A 4 i 2 N ＋げ㌧ E 方　 形 白．は　 ×　L O 5 51 外傾 平担 自然 SK －39 本跡→SK －購 ・宥

51 垂 直 平担 自然 SK …40 本　 跡→SIi－33 ・

射
丁
A 航 4 N －20√－E 「方 形］ は．出　 × ．＝

8 A 4 j 3 N …66 0 …W 長 方 形 1．72　X l．2 1 44 外傾 平担 不明 土師器 7 ，鉄 藻 1 S K 一寸1 S K 4 0→本　 跡→

SK …35

9 A 4 i 3 N 二ぽ㌧ E 長 方 彬 21．4　× 1．59 4 1 外傾 半担 人 為 SK －43 SI－1蝿 SK…49→本跡

摘 A 4 j 2 N 一汗 －E 長 方 彬 2．19　× 168 7 55 外傾 平担 自然 土師 器 3 l S K －46 SK－39・63－や本跡→SK…47

ll A 4 j 2 N －8 0ぐ－W ［方 形］ ［1。36］×［0 。92］ 4 2 外傾 平担 自然 SK －47 S K－3 9 ・46→本跡

且2 A 4 j 3 N －97㌔－E 長 方 形 2」0　× 1 ．26 10 0 垂直 平担 自然 SK －56 S K －34→本跡

鼠3 A 4 j 2 N …10 50…E 長 方 形 2．26　× 1 ．83 31 外傾 平担 自然 土師器32 S K －58

且4 B 4 a l N －2 0十一W 長 方 形 3。26　× 1 ．55 50 垂直 平担 自然 土師器34，須恵器3，土製品1 S K －59 盟主88→本跡

15 B 4 a l N －3 2 0－E 長 方 形 2．34　× 1 ．97 57 外傾 平担 自然 土師器 1 S K －65 S K－69→本跡→SK…66

16 B 4 a l N －15ぐ－E 長 方 形 2．02　× 1 ．96 12 0 垂直 平 担 人為 S K －66 SK…65→本跡→SK－75

17 A 4 j2 N －侶J －W 長 方 形 1．94　× 1．62 5 9 垂直 平 担 自然 土師器 2 ，須恵器 1 S K …67 S K －70→本跡

18 B 4 b 2 N －7十 一W 長 方 形 1．52　×　0．88 3 2 外傾 平 担 自然 馬骨，土師器 4 ，須 恵器 1 S K －68

19 A 4 j l N －6圭 一W 長 方 形 1．94　× 1．62 5 9 外傾 平担 人為 土師器16，須恵器 5

土師器 1 ，不 明鉄 製品 1

S K －70 S K 1 3→本跡→SK－67

2 0 B 4 a 2 N － 8 ニーE 長 方 形 1．62　× 1．13 5 0 外傾 平担 自然 S K －71 本跡→SD －8

2 1 A 4 i l N －2 00 －E
！長 方 形 ［1．00］×（0．80） 4 5 外傾 平担 人為 封「73 本跡→SK －70
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、l′

士兢

番号
し　位　置濃 平面形細細可慧封斑壁面底面覆土　出土遺物　新！縮新）

且
iD鼠がi伊∴杵㍗不定形巨の鋸×満目中外傾平担序明i　　　　　 i

2 Dlが
i 円　形いせ鋼×日中　2中外傾平担序明i　　　　 i

3 Hlh寸iN－320－W楕円形巨霊Xは5i臓　緩斜平担序明i　　　　　 i

4序摘4匪磯雄楕閏形車用×膵つ　項翻年賦序可

5序掴Nlぽ∴斑不整楕円彬　「隷〕×　0．83　　23　載斜　皿状　不明　士製品　し川埴）1

6

7

恒d5N∵礪㌣∴W不定形恒・潤×　瀾日中嬢斜皿状人為恒壷　　　　　 棚減…嫌33

序描 N…90 不整楕円形巨灘×・購im　垂直朝昼人為巨師器33タ不順製品用生土酎極－9魂本跡

8り1g8N－80十一W不定形恒威×陥］日中緩斜桓凸欄！　　　　　　 桓悲嘲腑飢

9りia9N－61∴－E攣準攣車用×描‖　8日永年料尤為恒　　　　　　 軽酔棚

川巨細 閏＋彩車用×　潤い7　横斜平担攣⊥…．＋＋＋…1諒謡遠

ⅢC2昆アN－0㍉
不整円形巨弼×　潤い5i外傾平担自然巨墜墜鰍欄紅舷胤辛嗣鉢欄

且282hON－60∵－W楕招形十臓×　潤い中外傾平担欄序器i　　　 i

はB3h4 N－0㍉不整楕円形棒鋼×　潤い中外傾平坦欄極多義　　　　 i

摘B3摘 円　形恒や鮮×　潤い3　外傾報→中I　　　　　 I

29 B抽2 円　形巨や88×　調い中垂直平担攣車攣撃墜酎胤周料汀嘉謡本跡

30Å航3N十ば∴E楕円形十…×・那日中袋状平担不明i　　　　　 i

31Å4j3 N－0←不整円形圧28×　満目用　垂直i平担Å為巨纏は須恵器2　 ！

35Å4j3N－13P－W不整楕円形巨の併X　の関目2　垂直平坦堕し＿＋＋……「壷4ま魂本跡

44Å航3N－2リ㍉一W［長方形車用抽舶可　2年庫軒鞘自然」……　…「‾「嘉議論

45Å4持N－2十一W楕　円形十ほ×　潤い5　横斜平担十十I　　　　　 I

49Å4i3N一寸7㍉－E楕円形車用×　ぷい7　外憾平担欄硝石製品　　　　 棚尋SK欄

50Å∠‖3N－85J－E不整楕円形巨瞞X　の購い中外傾桓凸Å為i　　　　　　 sK…舶魂棚

51B4a3N－23十一E楕円形巨の購×　潤い1外傾平可不明！

52

53

iA頼

iA紺

年齢可

恒740－Wi

台　　形　掴2×［0潮　20　外傾平担　自然　　　　　　　　 康一か本跡

長方形匪紳輔可㍉項夕礪！平担i自然i　　　　 i繍→SK…52054861

54Å4拍N－0い不整楕円形巨錆×潤い中外傾平担極然i　　　　　 isK－5ヰ掛SK－61

55

57

序相

棒4a3i

恒…つ

肛酢可

楕　円　形　0．封　×　0∴＝　　61　垂直　平頼　不明

楕円形車用×00狙い目緩斜桓凸序明i　　　　　 i

飢A4拍N一寸㍉一汁長方形車用×0潤い3！礪恒人為！　　　　　　 極－53→SK…54叫本跡

62B4a3N－900－W台　形巨6lXe報い中外傾平担序明i　　　　　 i本跡→SD－8

63Å航3N－290－W不定形十用×　潮目5　緩斜序担序明i　　　　　　 本跡→SK－46

64 A4j2N－28ぐ－W楕円形！0082×…‖　7日夕順序担序明i　　　　　 ！

69 B4a2N－58ぐ－叶［楕円形中0潮×0・92！　序明序明序明i　　　　　 ！本跡→SK…65

72 B4a2N－55い一W［楕円形車861×撒‖　2旧極傾桓中叫　　　　　　 ！

75B3aON－16。…Ei

！

N－270－Ei

不定形十撒×・綱目寝　垂直序坦序明i　　　　　　 慄憲とS禁㌶6→

77Å3iO 円　形！0・95×0085！霊　垂可平可不明！　　　　　　 本跡→SK－78

78 A3iO 不定形車用×如可　3中夕順序憶序可　　　　　　 IsK－77→本跡

79Å4ilN－35仁一W楕円形車用×…‖　21！外傾平坦序明i　　　　　 i

80 B3e8N－170－E

N－320－E

N－00

長方形il・15×0・67！70l垂直平可不明i　　　　　 I

81 B3d8 円　形巨・00×［…可　47！垂可平可不明　　　　　　　 恒軋SK－83事跡

82 B3aO ［長方形］巨37×［0せ82月　7！緩斜！平可不明i　　　　　 i本跡→SD…10→駅1

83 B3d8 ［円　形月0・87×（0調い1！垂直序坦序明i　　　　　 i本跡→SK－81

84 B3g7 円　形巨・21×＝8！37！緩斜序坦不明！　　　　　 i

85 B3b8 円　形il・20×…‖　72！垂可平坦不明i　　　　　 i

86 B3d9 不　明i2・66×（2調い35i垂直序坦人為巨師器21，須恵器7，石器（磨石）1isI－85→本跡
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

新旧関係（古→新）長針酢×短径潮瓶 ）深さ（cm）

87 B 3 d 8 N －32 0－W ［楕　 円　 形 ］ 1．17　×［0 ．92］ 45 垂直 平坦 不明 SK －90・→本跡

88 B 3 e8 N －0 0 楕　 円　 形 0．78　×　0 ．60 29 緩斜 皿状 不明

89 B 3 f8 N －24 0－E 方　　　 形 0．84　×　0 ．80 30 垂直 平坦 不明

90 B 3 d 8 N －35 0－W ［楕　 円　 形］ 0．94　×（0．44） 36 垂直 平坦 不明 本跡→SK －87

9 1 B 3 d 9 N －900 －W 方　　　 形 0．32　×　0．30 不 明 不明 不 明 不明 S「85の中

95 A 4 j6 N －660 －E ［楕　 円　 形］ 1．20　×（0．68） 110 垂直 平坦 不明 本跡→ SK －96

96 A 4 j6 N － 3 0 －－E ［楕　 円　 形］ （1．85）×（1．65） 35 5 垂直 平坦 不明 石器 1 SK －95→ 本跡

101 B 3 e 5 － 円　　　　 形 1．12　× 1．05 2 3 外傾 平坦 不 明

102 B 3 f5 － 円　　　　 形 0．70　×　0．65 19 緩斜 皿状 不 明

103 B 3 f5 N －900 一一W 不　 定　 形 ［1．15］×　0．58 19 緩斜 凹凸 不 明

105 B 3 e 5 N －100 －E ［楕　 円　 形］ （1．10）×（0．52） 不明 不明 不明 不 明

106 B 3 e 5 N － 9 0 －E ［楕　 円　 形］ （0 ．90）×（0．51） 不明 不明 不明 不 明

107 B 2 h 8 N －120 －E ［楕　 円　 形］ ［1．33］×（0．80） 15 緩斜 平坦 不 明 本跡→S「57

108 B 2 i8 N －84 0 －W ［楕　 円　 形］ 1．54　× 1．24 2 0 緩斜 平坦 不 明 土製品 （球状土錘） 2 S「57→ 本跡

109 B 3 i4 N －48 0 －E 楕　 円　 形 1．71 × 1．50 8 外傾 平坦 不明 SI－64→ 本跡

110 B 3 il － ［円　　 形］ 1．06　×（0 ．44） 24 緩 斜 平坦 不明

111 C 2 b 8 － 円　　　　 形 1．16　×（0 ．47） 58 垂 直 平坦 不明 Sト55→本跡→SK－114

n 4 C 2 b 8 － ［円　　 形 ］ 1 ．36　×　0 ．97 75 垂 直 平坦 不明 Sト55→SK－111→本跡

117 C 2 a 9 N －0 0 －W 不 整 円 形 2 ．05　× 1．90 50 外傾 平坦 自然 土師器32，土製品 3 SI…55→SI…53 ・54
→本跡→SK∴1 19

1 19 C 2 a 9 － 円　　　　 形 0 ．70　×　0 ．60 20 緩斜 皿状 不明 SI－55→SI…10 5・－ヰ
SK＋11 7叫本跡

120 B 2 j 9 － ［円　　 形 ］ 0 ．95　×（0 ．80） 43 外傾 平坦 不明 Sト53 ・54→本跡

121 C 2 f4 N －8 J－E 不 整 楕 円形 2 ．72　×　2 ．15 22 外傾 平坦 自然 土師器108，須恵器19 Sト29 ・40→本跡
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冒　遺構外出丑遺物（第242秒243e244の245囲）

今回で調査でタ　遺構に伴わない土器や陶磁器9　土製品，石器9　着製品，金属製品，古銭等が出土している。

ここでは，それらの出土遺物の　ち　縄文土器片　点　早期上　弥生土器片　点　後期）9　須恵器片息点につい

て解説し，その他は，実測図（第244回）と観察表で幸腔テする。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第24 2回 杯 Å　 1 1．0 日縁 部一部欠損。丸底 。体部 は内 ＝縁部 内 ・外面横 ナデ．体部外面 長石 ・砂粒 P 4 08 95％ P L 74

1 土 師 器 B　　 3．7 攣 しなが ら立 ち上が り，目線部 は

ほぼ直立す る。体部 と日縁 部の境

にわずかな稜 を持つ。

へ ラナ デヂ　内面 ナデ。 橙 色

良好

表採

2

林 Å　 13 ．4 体部 一部欠損。丸底。体 部は内攣 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 長石 ・赤色粒子 P 40 9 95％ P L 74
士 師 器

l

B　　 4 ．7 しなが ら立 ち上が り， 目線部 は内 ヘラ削 り，内面ナ デ。体部 内面 に にぷい赤褐色 表採

傾す る。体 部 と目線部 の境 に明瞭

な稜 を持つ。

暗 文。 普通

3

杯 B （5月） 底部か ら体部 の破 片。丸底。体 部 体部 内 ・外 面ナデ。体部外面 に輪 長石 ・赤色粒 子 P 410 5 0％ P L 75
土 師 器 は内攣 しなが ら立ち上が る。 積み痕。全体 的に器肉が厚い。 橙色

普通

衷採

4

杯 Å　 白3．9］ 体部か ら日録部 の破 片。体部 は内 目線部 内 ・外面横 ナデ㍉体部外面 長石 ・石英 P 4H lO％ P L 75

土 師 器 B （3滴 攣 し，その まま日経 部に至る。 ヘ ラ削 り， 内面 ナデJ 内 ・外面赤

彩。

赤褐色

普通

表採

5

椀 B （2 諸） 底部 か ら休部の破片 こ　突出 した平 体部内 ・外面 ナデ。体 部下端 回転 長石・雲母・赤色粒子 P 射2 30％ P L 75
士 師　 器 C　　 5 ．4 底。体 部は外傾 して立 ち上がる。 へ ラ削 り。 内面へ ラ磨 き後，黒色

処理。

にぷい橙色

普 通

表採

6

高台付椀 B （2 ．1） 高台部 か ら体部の破片。 高台はハ 体 部内 せ外面ナ デ。底部切 り離 し 長石 ・赤色粒子 P 4 13　5 ％ P L 75

士 師 器 D　　 7 ．0

E　 l ．1

の字状 に開 く。体部 は内攣 しなが

ら立 ち上が る。

後 ，高台貼 り付 け。内面黒色処理。 明赤褐 色

普通

表採

7

磐 A　 は5諸］ 体部か ら日録 部の破片。体部 は内 ＝縁 部内 ・外面横ナデ√体部 内 ・ 長石 ・石 英 ・雲母 P 射4　5 ％ P L 7 5
土 師 器 B （7．9） 攣 し， 目線部 は強 く外反す る。 目

線端部 はわず かにつ まみ上げ られ

ている。

外面 ナデ。体部 内面 にヘラ当て痕。 明赤褐色

普通

表採

8

襲 A ［14 ．4］ 体部か ら目線部 の破 片。体部は内 目線部 内 8外面横 ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 4 15　5 ％ P L 75
土 師 器 B　　 9．5 攣 し，目線部 は緩 く外 反する。 へ ラナ デ， 内面 ナデ。 明赤褐色

普通

表採

9

棄 A ［12 ．4］ 体部 か ら目線部の破片。体 部は内 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 長石 ・石英 P 4 16　5％ P L 75

土 師 器 B （6 ．6） 攣 し，目線 部は外反す る。 外 面ナデ。 橙 色

普 通

表採

10

杯 A ［12．6］ 底部か ら目線 部片。平底。体部 は 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 P 4 17 20％ PL 75

須 恵 器 B　　 4．0

C ［6．0］

内攣気味 に立 ち上が る。 デ。体 部下端手持 ちへ ラ削 り。 黄灰色

普通

表採

11

12

13

1 4

1 5

蓋 B （2．4） 天井部片。天井部 中央にボ タン状 天井部 内 ・外面ロ クロナデ。天井 長石 ・石英 P 418 50％ P L 75

須 恵 器

か わらけ

F　　 2．4

G　　 O ．7

A ［6 ．4］

のつ まみが付 く。 天井部は ドー ム

状 を呈す る。

体 部一部欠損。突 出 した平底 。体

部外面上位 回転 へ ラ削 り。

目線部及 び体部 内 ・外面ナデ。底

灰黄色

普通

長石

表採

P 35 65％ P L 74
土師質土器 B　 l．8

C　　 3 ．6

B （2 ．0）

部は内攣気味 に立 ち上 がる。 部回転糸切 り。 明赤褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母

表採

高台付杯 高台部 か ら体 部の破片。 高台は短 体 部内 ・外面ナ デ。体 部内面黒色 P 36 15％ P L 74

土 師 器

てこたご笠

D　　 6 ．0

E　　 O ．8

B （2．0）

くハ の字状 に開 く。底部切 り離 し

後，高 台貼 り付け。

高台部 から体 部の破片。高台 は短

処 理。

体部 内 ・外面 ロクロナデ。

日経部及 び体 部内 ・外面横ナ デ。

橙色

普通

胎土　 黄灰色

表採

P 35 6　5 ％ P L 74
陶　　 器

皿

C ［7．0］

A ［8 ．8］

くハの字状 に開 く。体部 は内攣 し

なが ら立 ち上 がる。

底部か ら口縁部 の破 片。平底。体

表面　 灰オリーブ色

精 良

長石 ・石 英 ・雲母

表採

P 397　5 ％ P L 74
土 師 器 B　 l．5

C ［6 ．4］

部は外傾 して立 ち上 がる。 底部 回転 糸切 り。 浅黄橙色 表採
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図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cIn） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第242図16 泥　 面　 子 3 ．1 2 ．4 L O 5．15 衷　　　　 採 D P 16 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 78

1 7 泥　 面　 千 3 ．2 2 ．5 0，8 6．50 表　　　　 採 D P 168　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 78

図版 番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第242図18 紡　 錘　 車 5 ．8 輝 さ）2 ．3 0 ．7 7 4 ．8 衷　　　　 採 D P 1 69　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

19 球　 状　 土　 錘 3 ．6 3 ．3 0 ．7 4 2 ．4 表　　　　 採 D P 1 70

20 球　 状　 土　 錘 3 ．4 3 ．0 1 ．0 2 7 ．1 表　　　　 採 D P 1 71

2 1 球　 状　 土　 錘 3 ．0 3 ．3 0 ．7 20 ．0 表　　　　 採 D P 1 72

22 球　 状　 士　 錘 3 ．3 2 ．9 0 ．8 26 ．2 表　　　　 採 D P 1 73

23 球　 状　 土　 錘 2 ．8 2 ．3 0 ．7 17 ．5 表　　　　 採 D P 17 4

24 球　 状　 土　 鐘 3 ．0 2 ．7 0 ．9 16 ．6 表　　　　 採 D P 17 5

25 球　 状　 土　 錘 2 ．7 2 ．4 1 ．1 13 ．2 表　　　　 採 D P 17 6

26 球　 状　 土　 錘 2 ．9 2 ．2 0 ．7 14 ．9 表　　　　 採 D P 17 7

27 球　 状　 士　 錘 3 ．2 2 ．5 0 ．8 2 1 ．0 表　　　　 採 D P 17 8

2 8 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2 ．5 0 ．7 13 ．8 表　　　　 採 D P 17 9

2 9 球　 状　 土　 錘 3 ．2 2 ．0 0 ．8 15 ．9 表　　　　 採 D P 18 0

3 0 球　 状　 土　 錘 2 ．8 2 ．4 0 ．6 10 ．9 表　　　　 採 D P 18 1

3 1 球　 状　 土　 錘 2 ．3 2 ．4 0 ．5 11 ．0 表　　　　 採 D P 18 2

3 2 球　 状　 土　 錘 2 ．5 2 ．5 0 ．6 14 ．9 表　　　　 採 D P 18 3

3 3 球　 状　 土　 錘 2 ．5 2 ．1 0 ．6 10 ．1 表　　　　 採 D P 184

3 4 土　　　　 玉 1 ．7 1 ．8 0 ．3 3 ．7 表　　　　 採 D P 18 5

3 5 球　 状　 士　 錘 2 ．6 （2 ．0 ） 0 ．7 （9 ．3 ） 表　　　　 採 D P 18 6

3 6 球　 状　 士　 錘 2 ．6 （2 ．0 ） 0 ．5 （10 ．3） 表　　　　 採 D P 190

第243図37 管　 状　 土　 錘 1 ．1 3 ．0 0 ．1 3 ．0 表　　　　 採 D P 154　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

3 8 管　 状　 土　 錘 0 ．9 4 ．4 0 ．2 3 さ3 表　　　　 採 D P 187　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

3 9 管　 状　 土　 錘 1 ．1 3 ．3 0 ．2 3 ．3 表　　　　 採 D P 188　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 78

40 管　 状　 土　 錘 （5 ．7 ） （7 ．1 ） 1 ．0 （1 10 ．0） 表　　　　 採 D P 189

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第243図41 剥　　　　 片 3．2 2．4 0．8 5．7 チ　 ャ　 ー　 ト 表　　　　 採 Q 78

42 石　　　　 鍍 2．6 1．1 0．3 0 ．9 メ　　 ノ　　 ウ 表　　　　 採 Q 77　　　　　　　　 PL 80

43 石　　　　 鉄 4．3 2．7 0．4 1．2 チ　 ャ　 ー　 ト 表　　　　 採 Q 76　　　　　　　　 PL 80

44 有　　　　 鉄 2．3 2．2 0．4 2．8 チ　 ャ　 ー　 ト 表　　　　 採 Q 75　　　　　　　　 PL 80

45 蔽　　　　 石 （9．4） 7．7 3．2 （359 ．7） 安　 山　 岩 表　　　　 採 Q 69　　　　　　　　 PL 80

46 蔽　　　　 石 8．4 6．6 4 ．0 3 14 ．6 砂　　　　 岩 表　　　　 採 Q 68

4 7 子　 持　 勾　 玉 （7．5） 5．2 2．5 （77 ．7） 滑　　　　 石 表　　　　 採 Q 79　　　　　　　　 PL 80

4 8 砥　　　　 石 9．0 2．7 1．6 53 ．5 凝　 灰　 岩 表　　　　 採 Q 70　　　　　　　　 PL 80

4 9 砥　　　　 石 9．4 4 ．6 2 ．1 96 ．9 粘　 板　 岩 表　　　　 採 Q 72

50 砥　　　　 石 5．1 3 ．6 2 ．7 56 ．9 砂　　　　 岩 表　　　　 採 Q 74

図版番号 器　　　 種
計　　 測　　 値

出 土地 点 備　　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 重量（g）

第243図51 煙　　　　 管 （6．5） （1．2） （9．2） 表　　　　 採 M 30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 81
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第244図52－55は縄文土器片である。52は条痕文系土器の胴部片で，表裏に条痕文が施されている。53・55

は田戸下層式土器である。53は口緑部片で，細い沈線による横位の区画内に連続刺突文が施されている。55は

胴部片で，横位の沈線と幅広の連続刺突文が施されている。54は三戸式土器の口緑部片である。細い沈線によ

る横位の区画内に綾杉状の細密沈線と連続刺突文が施されている。56は時期不明の土器である。口唇部と口緑

部に竹管が押庄されている。57～64は弥生土器片である。57・58は口緑部片である。57は口唇部に縄文原体が

押圧され，口緑部に網目状撚糸文が施されている。58は複合口緑に単節縄文RLが施されている。59～64は胴

部片である。59は網目状撚糸文を地文に，細い沈線が菱形状に施され，内面を磨り消している。60・61は単節

縄文が施されている。62は単節縄文が施された上に円形浮文が貼り付けられている。63・64は附加条二種（附

加1条）の縄文が施されている。65は須恵器片で，縦位の平行叩きが施されている。66は中期の弥生土器片で

ある。縄文地文がコの字状に区画され，区画内を磨り消している。

磯部紐紗
第244図　遺構外出土遺物実測図（3）

第245図　遺構外出土遺物実測図（3）

∴l∴∴

宗軍箪昔話

10cm

l i＿　　　！

0　　　　　　　2cm

ト…1－－・」

図版番号 銭　　　 名
計　　　　　 測　　　　　 値 初鋳 年代

（西　 暦）
備　　　　　　　　　　　 考

径 （C血） 孔径（cm） 厚さ（mm） 重さ（g ）

第245図67 口　元　□　賓 2．3 0．7×0．7 0．7 3．0 不　　　　 明 M 32　　 覆土　　　　　　　　　　　 PL 81

68 口　 元　通　賓 2．4 0．6×0．6 0．9 3．3 不　　　　 明 M 33　　 覆土　　　　　　　　　　　 PL 81

69 文　 久　永　賓 2．6 0．7×0．7 0．8 1．9 1863年 江 戸 M 34　　 覆土　　　　　　　　　　　 PL 81
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一′、　′＼　　′　ミ、‘J　′　‾　－、　　　　′　　　　　　′　・‾′。′、　．　′′　′ノ　　　′　　らざ一．．　ニ’′

、ノ′′‘　　　′、′　′・、、′　、　　、l、　ら了、　l立　′　　　、、・（　く・1、一、　、・′

′　　　　一　　シ　　∴　一．．二　′　′・ノ＼　－．　∴　　　′、

汲　縄文時代

、′∴　　′　‾　　　　！・．′　′　‾く′　′一　．・′　′、‾　ノ　　　′・ノ、′ノ‘・くソ．：．　∵、′　　′’、′！：

・ノ　　、　くら　′∴　、．′＼ハ　′）′　′ノ、′、　′二　′、！ニ′：′、．．・、：　′・、モノ　ノ、、．，′♪　7・さ　し′　ノ　主：’二　二≦′　て

ノ　　ノ′　　　　　′　′、二　′∴ノ・‾′　、て‥　′、．／‥・、二、：！了：1′一′ツ1、′′．′　　．・‘二

1．　丁′　∴　　　．　　′　・、　　　′　　′、‡∴こ′、　′・・シ、　′　′′をJ∴　′　　　′・フニ　ノ　く　ユこ．′、こ／ノ

＿　′′ノ．ツノ・、　′、．　′：：＼′！、ノ　′＼、′ノ、二：ンシ、丁、‾　の　′一団′いかメ　、J′，ノ　㌧＝′、言「1、

のつながi）は残念ながら不明であるし、

ニ　′

′、ワニ　′　′　、　　′．っへ、よ、　　　′　　‘さ′、：ご　lて′　′　　　　　　　　j′　．　′－′　　　′′′　′・′∴′′、′

′　　　′　　　　　　一　　′　　′　　　　　　　　　　　′　′　　　　′、・・・．I　′′、．　′　J、t‾　　、．′　．・：　　　′

一　′　′ノ：・　　　ノ　王′tJ男、　一二t＿・　　ノ　　′、言、′　　′、　　′　　　二．′「、　　一　　　　′　′　，

．　弓、　　　′　′、l男皇（ノニナ．、‘ノニス／了、′　　　′　　　　　　く了与が　′．　　　、′　、こ　′＿′　二村′二．

′′了　．、．　，附　　　上の㍗′　7∴′が、　一　ノー　、　／ノ・‾．．′ノ　　　言　ニ：．一　′　りl／

‾　　　′　　　　′　．　′　′　∴‾　′ニ　‾′　　　　ノ．　　　ニ′‘．＿　∴＼　　・′、：　　　　　、／‘′、′JX　工

′′　′　′・・　一言　．・　∴′　ハ‘　‾　　　′．′′′　こ　′　　ノ、の・－ノ′！ノブ、し了、、・ノ′′′・ソ二、二で荻る　注1，掠・べ「豆

、・′一．、、＼　　　、′、．一　′　　ノく　　ノ・′′1′一、！、′　二二　∴　．′．．‥「石、レ．．′エ　建て人′、′′

によると思われる炉が　か所検出されて折る。十王商議及び在魔の　のと考えられる弥生土器のはか　南関東

∴ノ′．モノて∴′′‘’　ノ　　　　、言：　′、1′、‘∴∴′　　　　　ィ、′　′ぞバ了言　．，了㌦け′、′言、

の地域と交流していたことが窺われる。

詔　毒墳時代

商学遺跡の中心となる時期で　中期の佳屠跡　軒　後期の住居紗那軒　後期の土塊　基が検出された。時期

ごとに記載する。．

－　　　　　′

′　　′∴′！．′ら、．・、　　、，　′，・・．こ断、、、ノ′・一、．－／・′く戒の膏・年嵩71、／J′寅・二二台ている　　相

形は　遺構の一部が調査区域外となっぞいる　の　あるが　方形あるいは長方形と推定される。規模は一辺が

5m前後のものが多いがタ　第8号住居跡は一辺8m近くあった。第　号住居跡は　床面から炭化材が多量に

検出されたことから焼失家屋と考えられる。

出土遺物はタ　土師器の棒夕　高杯，紺，襲撃　東学　椀，鉢などである。中期の住居跡が存在するのは，低地に画

した傾斜部である。後期や奈良蝕平安時代の住居跡が畜地上で多数検出されていることから　時代の経過とと

もに集落の中心が斜面部から台地上へと移っていったことが予想される。，
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綾　後　　期

当期にあたる住居跡はタ野軒検出されている。調査区域の南部から中央部にかけて多数検出され　あま　時

言ら二＼′　‾・、‾1、男‾十、ノちら：．′！、　－′　言∴′　三7ミ　′　‾・、　く　言′工∴、リー′／／∴、　′、ノl．一　．′ノ′、、一

・・、、′　・：‘′‘・′′、‥　′　、’、′　Zr′、：′用、∴一、、．　∴二ニ′′　　　′、　、、　′、、ノ工、ノ）圭　′・ノ

区域の北東部では　検出された佳屠跡の数　少ない上タ、規模の　のが多い。主潮方向は　遺構全体が検出さ

れず　推定の　の　多いが　真北から西に偏する　のが　東に偏する　のよ　多い。

－　′二′ニ　ハ′ソ′了′ノ言．＿∵′一、∴‘′∴こ・工．ノ・‥／ノー　′－′∴㌫／∴．し′言た、′ノ言　∴－ノ　‾′　′、、′ユ′ノ＼こ′∴′，．　．1、

ノニ′て′　・．‥∴　∵‥づ√．一　㌧．い了、t；　．ら′、こ′了．ご，い・、＼　、′′　　、左．ら　∴；：、∴ノ、ノ：、二

つ　るとい　のは　当遺跡で　はかに例がなら単に居住すること以外にも目的を持って作られた　のなのかタ

ある齢ははかの地域の影響を受けた　のなのか不明である。

、の　つ、、、ノ少．　∴′・．ら′∫、・・、、二、、′、　′、′　ノ　　ノ　・〔’∴／・しあて．　∴、ふふノ、∴、

、∴、、乞′・、′′　1ハ′’。　　あ：、巨′／′＿／・′　　lノ（／・一‾、、′∴　号一！／ノ、・一声∵石畑ノ＼、・号＼′∵＼「÷∴．：∴

、ノ：吉宣了　　　′′　ノ　′言一‘：一　Cノ・・＿一「／1言′一　一乙′、

．：：・・・．．′二‾∴二言し

こ・‘（′、．、‥　、′・豆、′′、t・′・一、4　′、言、、′　′－∫酢′1∴　　′　主ノ，ミ′ら：上、∴、′：二、の　′、㍉㌫・．㍉、の

‾′、′・∴′／＿　、′　　　　ノ？、ノ．上一丁′／・、－′てこ工／JG・ノ′主．′　ノ′言　－′7∴　一㌔、、1′∴　Ll、広言′、∴ふ

′　′・・二、’　　　．∴　‾′：′二、・二ノラノ、一′　′．一1、　－‥ノ　ウ．、、（ノニ′・′ノノ　、　l　ノ　　一、、　、　．ヅ　ン．、、　　′

′′・り、′・・ニ　　ノ　ノ′　′ノノ　∫‘一　′、　′′　㌧告′、　　′　ご‘、　′′　ノノ′′、く　　ノ　′告　一1、′′　l

東を意識して構築しているものが多い。

‾上　チ′、′　ソノノ　　．、‘′　．一′‘　－∴′当∴／　ヱ＿ノ二、二、、、∴∴ノ：、．の‥ハ∴つノ、、イ　省　一　′∴

′　′く1′．7・　′工、′′、、′∴′）／二　．∵L、・、′ニ　　ー　／．′㍉／、′、、∵　′、、、フノ′言．

二　、　、

＿、．ウ、－ハ・の′つ十号仁′「㍉＼て　∴、、か′．・1日～：‾柊男′∴三のノ′‘圭′1′．1：）＼′、′；こ、十二′・′∴：ノ＼′′、．7、十．くが、：、一　㌦、

区画内から地下式壕や土塊が多数検出された。そしてこの地区からタ土師器撃須恵器などの破尉こ混じってタ

陶器凱　古銭（北宋銭）タ　獣骨（馬骨）などが出土した。これらの事実から学　芸の区画は中健の墓域の可能性

が高齢と推定された。また北西部からこの区画内に延びる義弟こ　第　号道路状遺構が検出された。

検出された遺構の　ち　土塊は便宜上　平面形が方形あるいは長方形の　のを方形竪穴状遺構としタ　それ以

外の閏形や楕閏形の　のを土塊として区別した。方形竪穴状遺構は飢基　これ以外は　基検出されている。さ

らに方形竪穴状遺構も，南あるいは東の壁外から底面に向かって傾斜部を　つ　のと9　たない　のとに区別

できる。傾斜部をもつ方形竪穴状遺構は6基検出された。第36569の温2e且　◎膵号方形竪穴状遺構である。

方形竪穴状遺構の傾斜部は　幅舗～瞞cm　長さ摘～相貌mほどで　上面が硬化している　のが多ら　出太　田

部と判断された。ピットらしい掘　込みが　底面から検出されたものは2基である。出入り沼部をもつ方形竪

穴状遺構の　ち　第　号方形竪穴状遺構を除いては　並んでいるよ弟こみえるが　これが何かの意味をもつも

のなのかどうかは不明である。また　この方形竪穴状遺構の性格については　住居とする説りj　あるが　判

断できる出土遺物などはない。

出太　田部を　たない方形竪穴状遺構は夢　路基検出された。ほとんどは長方形を里している。規模は長躯が
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、　′　　′、　　ト、牛了　　ノ、‾、、′、－′、′、、、∵号′　′　．．バーい一．－　　　′′一　　　　′．・　′：．′。　三・く′　′

遺構から古銭（北宋銭），第‾18号方形竪穴状遺構から獣骨（馬骨）で，これ以外は混入と思われる土師器や須

恵器の破片である。方形竪穴状遺構以外　摘形あるいは楕閏形を里ずる土塊が検出されているが　遺物がなく

性格等も不明である。

なお，第1号及び第4号方形竪穴状遺構の底部から白色物質が検出され，分析したところ第1号方形竪穴状

遺構から検出されたものは芦　イネ科草本類の灰と判断された。一方夕　第4号方形竪穴状遺構の底部から検出さ

れたものは撃　稲籾殻の灰と判断された。分析の結果ラ　これらの方形竪穴状遺構の底部で汐　稲や籾殻などが燃や

されたことが判明したが撃　これが何の目的で行われたものなのか撃　墓域とどんな関係があるのかなどは学　残念

ながら不明と言わざるをえない。仮に方形竪穴状遺構や丑坑を太閤を埋葬した土壌墓　すれば　Å骨が出土ず

る紺能性もあるが撃　酸性土壌のためあまり期待はできず学　性格などの特定は困難である。

地下式壕はタ　方形区画の西端から検出された。地下式境は　中健の墓域から検出される例が多信　墓域内に

おいて何らかの機能をもっていた可能性が高い。

当遺跡から南西方向500Illほどのところに津賀城の存在が知られている．津賀城は北浦に面する台地の突端

－　．、　′．こ　、・ソ言　ノ‘、′∴√1・・ご　二、ノ、′′　′、、～、′‾　、7、、．、′′′　‘′′．．言　′’∴、：ノ、．′′　　′、　′‾

間（1573～1591年代）に津賀大炊介の存在が知られている。また津賀氏は，古く鎌倉幕府の御家人であった大

‘、、′　了′）′∴ノC′言∴ふ言．　、・′ノ、！、言′ノ　∴！＼、言′ノ、′竺′∵一が二、l　ノ∴′′、売、、、し′ニた　1・C′∴∴吏′一、、∴　′‥

るいは城と深い関わl）が推定されるものもあり，今後の調査・研究が期待される。

註

（‾1．）中・近世研究班「中世の竪穴遺構について」『研究ノート』創刊号　茨城県教育財団1991年7月

し2）大野村史編さん委員会『大野柑史』大野村教育委員会1979年
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南平遺跡出立の血色物質の樹貿推定

はじめに

西平遺跡では，中世（12世紀代）とされる方形竪穴状遺構が確認され，第1号方形竪穴状遺構（SK－33）・

第∠畑㌻方形竪穴状遺構（SK－37）と称される2基の方形竪穴状遺構の底部から白色物質が検出された。発掘

調査所見では，この日色物質は骨粉と考えられ，SK－33・SK－37は墓坑の可能性が考えられた。

検出された白色物質は粉状であり，当社における肉眼観察では植物の灰のような状態であったことから，顕

微鏡観察を行った結果，植物珪酸体を含む植物の組織片であと主　骨に由来する物質ではないことが明らかにさ

れた。しかし，SK－33・SK－37の性格について，発掘調査のみでは充分な情報が得られないことから遺体埋

葬に関する試料を得ることを目的としてリン酸・カルシウム分析を実施することとした。

リン分析は，人体とくに人骨に多量に含まれるリン酸を測定し，リン酸の特徴的な濃集状態から遺体の痕跡

を定性的に推定する方法である（竹迫ほか，1980など）。この分析手法は，リン酸が人骨に多量に含まれる成

分であること，さらには分解した遺体のリン酸成分が土壌I出こ含まれるアルミや鉄と結合して難溶性のリン酸

化合物を形成する。そのためにリン酸の濃集が確認しやすい。とくに窯ボク土やローム土のようにリン酸と結

合しやすい可溶性のアルミや鉄が多い土壌では遺体痕跡検証の成果が大きい。また，カルシウムも動物の骨に

大量に含まれる成分であi主　この含量も検討の際の材料とした。

1言試　　料

‥′い＿′（－ら∴　’．′　，′ノ′‾′一三‥！工′．人．三：、∴、▲　言）ふ、ハ∵十一：こ、こ′二．昌一／、－：ニーを言′、．、′ふ，・二｝′　‥‾、、．　主・　∴、

－33No．4），第4号方形竪穴状遺構（SK－37「底部で認められた白色物質の混在する土壌1点（試料名：KND

－B⑲　SK－37骨粉）の合計2点である。

2。分析方法

土壌標準分析・測定法委員会（1986主　土壌養分測定法委員会（1981），京都大学農学部農芸化学教室（1957．）

を参考に以下の操作工程で行った。

試料を風乾後，軽く粉砕して2．00mmの師を通過させる（風乾畑土試料）。風乾紳士試料の水分を加熱減量法

拍鵬℃タ　時間）によ　測定する。風乾細土試料。輌gをケルダール分解フラスコを秤量し学　はじめに硝酸

（HNO：－）約5〝αを加えて加熱分解する。法冷後，過塩素酸約10刑lを加えて，再び加熱分解を行う。分解終了

後　水で用例に定番して　ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取しタ　誉　ン酸発色液を加えて分光光度計に

よりリン酸（P205）濃度を測定する。

別に，ろ液の1－－－－－－▲定量を試験管に採取し，干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）

濃度を測定する。
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これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾士あたりのリン酸含量（㌘2の5mg／g）とカルシウム含量

（Caのmg／g）を求める。

3．結　　果

両試料中に含まれる由色物質を抽出して生物顕微鏡で観察したところタ　第且号方形竪穴状遺構（SK…33）

ではイネ科に由来すると思われる植物珪酸体，第4号方形竪穴状遺構（SK－37では稲籾に形成されるイネ属

穎珪酸体がそれぞれ認められた。

一方，リン酸eカルシウム分析結果を衷且に示す。SK－33の分析試料は土壌が極微量に混在するものの芦　主

体は白色物質である。この中には，リン酸が5。00P2の5mg／g認められるがタ　カルシウムは検出されない。

SK…3アの分析試料は土壌中に白色物質が包含される。土壌はやや粘質であり，士性はCL（埴壌土）に区分

される。土色は10YR2／であ軋　少なからず腐植成分を含む。この中にはタリン酸が2。9且㌘205mg／gタ　カル

シウムが6。97Caのmg／g含まれている。

表且　土塊出立由色物質のリン酸◎カルシウム分析結果

試　 料　 名 土　 性 土　　　 色 P205 （m g／g） C aO （m g／g） 備　　　　　 考

SK －33　N o．4 － － 5．00 0．00 白色物 質

SK －37 CL 10Y R 2 ／2 異褐 2．91 6．97 黒 ボク土 と白色物質が混在

土色：マンセル表色素に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。
士性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。
C L：埴壌土（粘土15、25％，シルト20～45％．砂3～65％）

4．考　　察

白色物質のうちタ　第温号方形竪穴状遺構（SK…33）底部で認められたものはイネ科草本類の植物体の灰と

判断できる。この　ン酸含量は・腑P2の5mg／gであった。通常，骨はコラーゲンを含有するもののタ　太部分が

リン酸とカルシウムによって構成されている。そのためタ　骨に含まれるリン酸含量としては著しく低い債と言

える。また，カルシウムも検出されなかった。この結果によりこの白色物質は骨射こ由来するものではない。

なお　植物体に針　ン酸成分は含まれておりタ　後述するように土壌中にも膿存することから，検出されたリン

酸は燃やされた植物体および土壌より供給されたものと思われる。

一方夕　第4号方形竪穴状遺構（SK－37）底部で認められた白色物質は稲籾殻の灰と判断できる。底部にはタ

黒ボク士と白色物質が混在していた。今回は土壌中に拡散移動した遺体成分を検出することが目的であったが，

このような場合には同時期の堆積物などの対照試料が必要である。今回はこれが得られなかったため，リン酸

の天然厳存量から考察する。リン酸の土壌中に普通に含まれる鼠　いわゆる天然厳存量は約。評205mg／g程

度とされる（Bowen，且983；Bolt欄ruggenwerm98鋸川崎ほか学19狙　天野ほか，温99且）。また，人為的な

影響を受けた窯ボク土の平均値は5。5㌘205mg／gとの報告もある（川崎ほか，1991）。さらに，当社におけるこ

れまでの分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では6．OP205mg／gを越える場合が多い。なおタ

各調査例の記載単位が異なるため，ここではすべてP205mg／gで統一した。これらの債を著しく越える土壌で

は，外的要因（おそらく人為的影響によるもの）によるリン酸の富化が指摘できる。この点を考慮すれば，SK

－37でもリン酸の富化は指摘できず，遺体の痕跡が残留するとは言いがたい。

以上夕　今回の結果を見る限り，SK－33やSK…37に遺体の痕跡は認められず，遺構内に遺体が埋納されたこ

とは考えにくい。また学　白色物質の稲籾殻などのイネ科草本類の灰であることが明らかにされた。両遺構とも

床面付近には炭化粒が多く認められ，その上部に白色物質が認められていることから，稲籾殻などが土坑底部
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で燃やされた可能性がある。しかし，遺構の埋穫状態など発掘調査所見を考慮として再評価する必要がある。
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1．組織片（SK33；4）

3．イネ属穎珪酸体（SK37）
5．イネ属穎珪酸体（SK37）

2．不明珪酸体：棒状型（SK33；4）
4．イネ属穎珪酸体（SK37）
6．イネ属穎珪酸体（SK37）
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